


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





















　Contents




プロローグ

第一章　空白の王女

第二章　暗黒の回廊実験

第三章　拷問室の絆

第四章　消失のマトリクス

第五章　動乱の靴音

最終章　神なき世界のトーメンター

エピローグ

あとがき







[image: 神なき世界のトーメンター]













　　　プロローグ







　殺せ、ジグ。殺せ──

　主あるじの声が鼓こ膜まくを震ふるわせた直後、僕ぼくは走り出していた。

　黄昏たそがれ時の薄うす暗ぐらい廊ろう下か。大理石の床ゆかを蹴けってただ前へ。眉み間けんで空気を切り裂さきながら、放たれた矢のごとく疾しつ走そうする。

　見つめる先には、太った背中の宮きゆう廷てい貴き族ぞく。縮ちぢれた黒くろ髪かみに丈たけ長ながの赤いベスト。膝ひざ上うえをふくらませた半ズボンに白タイツ。銀ぎん甲かつ冑ちゆうの騎き士しを護ご衛えいに、のっそりと足を進める中年の男だ。

　すでに距きよ離りは数歩を残すのみ。迫せまる足音に気付いたのか、標的が振り向きかけたがもう遅い。素す早ばやく僕は両手を伸ばし、相手の頭部を挟はさみ込むようにして押さえると、勢いそのままに跳ちよう躍やくして膝ひざ蹴げりを延えん髄ずいに叩たたき込んだ。

　こきん、と軽い感かん触しよくが伝わってきて、着地と同時に貴族は絶命した。

「そいつもだ。殺せ、殺せ！」

　再び僕の主──シヴァンの命令が聞こえてきた。貴族アリストの脇わきに控ひかえていた騎士が、こちらを向いて目を見開いている。当然、彼も消さねばならない。

　起き上がりざま、僕は素早く右腕を振るった。指先から放たれたのは銀色の糸──鋼こう線せんだ。

　目に見えない速度で放たれた鋼こう鉄てつの切っ先が、騎士の顔面を横断する。

　即時、両眼と鼻の付け根がぱっくりと割れ、血液が噴ふき出した。

「うあっ」

　騎士の口から悲ひ鳴めいが漏もれた。勝敗は決したようだ。

　どれだけ熟じゆく練れんした剣の遣つかい手であろうと、いくら実じつ績せきや勲くん章しようがあろうと関係ない。不意を突つかれれば誰だれだって死ぬ。あっという間だ。視力を失いながらもサーベルに手をかけた騎士の背後に回り、すぐさまその首をねじり折った。

　たちまち足あし下もとには二つの死体。僕は荒く息を吐はきながら壁かべに背をつける。

　また殺した。殺してしまった。いつも通り体が勝手に動いた。畜ちく生しよう。

　自分の胸に手を置いて動どう悸きをなだめる。そして見下ろす。自分のしでかした行こう為いの結果を。

　窓から斜ななめに射さし込んだ西日が、冷たい床に横たわる騎士の横顔を照らし出していた。

　──スタンロード卿きよう？

　認識した途と端たん、心の中で何かがひび割れる音がした。何故なぜこんなところに彼が。

　僕は知っている。とても立派な人だった。宮廷で一番の人格者だった。

　使用人に過ぎない僕にも優やさしく接してくれていた。いつも朗ほがらかに声をかけてくれた。

　異国のお菓か子しを土産みやげに持ってきてくれた。身体からだを気き遣づかってくれた。心配してくれていた……。

　なのに殺してしまった。たまたま標的の護ご衛えいについていたというだけで──

「ジグ。ご苦労だった。戻っておいで」

　廊ろう下かの暗がりから、僕ぼくの主あるじがこちらを見ていた。とても冷れい徹てつな顔をして。

　耐え難がたい頭痛に苛さいなまれながら、僕は震ふるえる声で返事をした。

「し、しかし、シヴァン様」

「いいから戻ってくるんだ」

　シヴァンが再び口を動かすと、操あやつり人形のように足がひとりでに動き出した。僕は振り向くことさえ出来ず廊下を引き返していく。

　まただ。

　人を殺すたび、脳内で何かが壊こわれていく気がした。その度たびに痛みを感じなくなっていくのがわかる。恩おん人じんの死を哀かなしいと思う気持ちも、この身を切られるような喪そう失しつ感かんも、いつか僕は忘れてしまうのだろうか。

　もう嫌いやだった。誰だれも殺したくなかった。いっそ僕を殺して欲しかった。

　けれど許されない。これからも僕は人を殺し続けるのだろう。主の望みを叶かなえるため。この身に与えられた役目のため──

　いや違う。違うのだ。

　そもそも人間とは、殺し合う生き物なのだろう。

　この世界に神はいない。はるか昔の話だ。争いによって自じ滅めつしかけた人じん類るいに愛あい想そを尽つかして、神はどこかへ旅立ってしまったのだという。

　その去り際ぎわに、神は人に罰ばつを与えた。全人類に咎とが人びとの烙らく印いんを焼きつけた。

　誰だれもが生まれながらにして罪を背せ負おい、それでも生きていかなければならない。

　神にすら見放された、この残ざん酷こくな世界の中で。













　　　第一章　　空白の王女







　薄うす紅べに色に染そまった薔薇ばらの花か弁べんから、朝あさ露つゆがひとすじ零こぼれ落ちた。

　エルドア離り宮きゆうの庭園は広く、そして芳かぐわしい。僕ぼくにとっては馴な染じみの深い場所だが、今朝けさは何もかもが新しん鮮せんな輝かがやきに満ちているように感じる。

　きっとこれで見み納おさめだからだろう。僕──ジグ・アースラントは、十歳の頃から十年間仕えてきた主あるじに、別れを告げるためにここを訪れたのだ。

　多少の心残りはあれども、気分は晴れやかだった。やわらかな初春の陽を浴びながら、弾だん力りよくのある芝しばの上を歩く途中、ふと──

　かすかな違い和わ感かんに、僕は足を止めた。

　無数の薔薇に彩いろどられた生いけ垣がきの中に、白い布きれが引っかかっているように見える。

　何だろう。不ふ審しんに思い、近くまで行って覗のぞき込んでみた。

　たちまち息を飲む。

　それは、純白のエプロンドレスに身を包んだ、メイドの死体だった。

　すぐさまドレスの裾すそをつかみ、力を込めて生垣から引き抜いた。見ればまだ、そばかすの残る少女である。くるりと巻き上がった栗くり色いろの髪かみをしていて、なるほど宮廷仕えが許される程度には容姿が整っているようだ。

　外傷は複数。するどい薔薇の棘とげに切り裂さかれ、顔や腕から多少出血してはいるものの、どれも致ち命めい傷しようになる程ではない。

　いや、死因は明らかだろう。彼女の肌はだには、どす黒い紋もん様ようが浮かび上がっているのだ。

　烙らく印いん死しである。

　人はみな、生まれながらにして、その身に烙印を宿している。普段は皮ひ膚ふの内側に隠かくされているため、見ることも消すこともできない。が、宿主が禁きん忌きを犯おかした際に、このように体表面に現れてくるのだ。

　その禁忌とは何か。

　己おのが身分をわきまえず、主の命めいに背そむくことだ。

　烙印がある限り、身分の序じよ列れつは絶対だ。平民プレビアスは貴族アリストに、貴族は王族レギアスには逆らえない。ましてやこのメイドは、最下級の従者サーバスだろう。主に笑えと命じられれば笑い、泣けと命じられれば泣き、死ねと命じられれば死ぬ。当然のルールだ。

　もしも命令に従わなければどうなるか。こうなるのだ。体中の血液が黒く変質し、全身に邪じや悪あくな模も様ようを描えがかれた無む惨ざんな死体となる──

「ジグ。そこにいるのか？」

　どこか離はなれた場所から、僕ぼくを呼ぶ声がした。

「はい」

　メイドの死体を地面に寝かせたまま、声の方へと目を向ける。高い生いけ垣がきの向こう側に、青せい銅どうで作られた正八角形の屋根が見えた。

　なるほど……。背はい反はん者しやが死の間ま際ぎわに感じるのは、想像を絶する苦痛だといわれている。それはほんの数秒で発狂するレベルの凄すさまじさらしい。徐じよ々じよに烙らく印いんを浮き上がらせながらのたうち回る様は、しばしば『狂死の踊り』などと表現される。

　だからこの娘むすめも、苦痛から逃れようとしたはずだ。逃れるためには命令に従うしかない。

　自ら生垣の中に飛び込んだのだとすれば、彼女の受けた命令は、やはり死だ。

　薔薇ばらの棘とげで自殺しようとしたのだ。

　しかし不ふ可か能のうだった。だから烙印に殺された。そう考えるしかない。

　ならばこの先にいるのは、彼女を殺した冷れい酷こくな殺人者──

　つまり僕ぼくの主あるじだろう。

　一つ吐と息いきをついて立ち上がり、屋根の見える方へと歩き出した。

　そして庭園の中心に位置する休きゆう憩けい所じよのベンチに、気け怠だるげに横たわる青年の姿を見つけた。

「ああ……。おはようジグ。ずいぶん早いんだね」

　彼はゆったりと体を起こすと、ベンチの上に右みぎ膝ひざを立てて、それを両手で抱かかえ込んだ。すると雅みやびな刺し繡しゆうがほどこされた白い室内着に、金色の滝たきがごとく長ちよう髪はつが流れ落ちた。

　相変わらず、悪あく魔まのように美しい人だった。

　ただ端たん正せいなだけではない。少年のあどけなさと、青年の凜り々りしさを絶ぜつ妙みように合わせもつ顔立ちである。高い鼻び梁りようは顔の中心をすっきりと通り、顎あごも鋭えい角かく。長い睫毛まつげに隠かくされた瞳ひとみの色は、見る者みなを惹ひきつける深い紺こん碧ぺき。目め尻じりはやや切れ長だが、それも彼の魅み力りよくを演出するのに一ひと役やく買っているようだ。

　自ら青白く発光しているかのような肌はだの艶つやと、女性と見み紛まごうほど線の細い体つき。しかしながら僕より背は高く、手足もすらりとしており、なのに肩かた幅はばだけはまるで無い。どの部分をとっても同じ人類であるとは到とう底てい信じられない造形をしていた。

「なあ、死体を見たんだろう？　あの子は間かん者じやだったんだ」

　その常識外れの美男子──エルドア王、シヴァン・ド・レギアム・エルドアは、まるで言い訳わけでもするように目を伏せながら呟つぶやいた。

　静かに僕は訊たずねる。

「どこの間者です」

「わからない。テオドキア本国かもしれないし、ソラリスかもしれない」

「わからないのに衛えい兵へいも呼ばず、御自身で裁さばかれたのですか」
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「ああ。名前を呼んだあとに、死ね、そして死ねと。ちゃんと二回言ったよ」

　命令は二回続けることによって強制力をもつ。つまり事故ではない。彼は明確な殺意をもってメイドを殺したのだ。

「いや、違うんだジグ」

　シヴァンはすぐさま弁べん明めいしようとする。

「間かん者じやだってことは、ずっと前から確信していた。でも今朝けさまでは、何とも思っていなかったんだ。だってこんな広い庭にさ、蠅はえが一いつ匹ぴき飛び回っているくらい、どうでもいいことだ。そう考えていたんだ本当に。君に言われた通り、寛かん容ようを心がけていたつもりなんだ私は。……だが、今朝は少しだけ、その羽は音おとが耳みみ障ざわりだったものだから」

　早口でそう訴えながら、彼は金きん髪ぱつの付け根を乱暴にかきむしっていた。

　美しいものが崩くずれていく様は、見ていてどこか切ない。シヴァンはまるで僕ぼくの機き嫌げんを窺うかがうような卑ひ屈くつな表情で、ちらちらと目を向けてくる。

　あべこべだった。僕は十年前から彼の使用人であり、護ご衛えいであり、友人代わりでしかない。

　もしシヴァンが不確かな容疑でメイドを殺したのだとしても、僕には責めることは出来ない。王族レギアスという最上位の階級に生まれた以上、彼は誰だれよりも非情に徹てつする必要があったし、そうでなければ今日まで生き残ってはこられなかったはずだ。

　疑わしきは殺し、疑いがなくても殺して、敵からも身内からも畏おそれられることで身を守ってきた。そしてそれ故ゆえに、彼が誰だれより孤こ独どくだったことも僕ぼくは知っている。

「シヴァン様、安心してください。怒ってなどいませんから」

　微笑ほほえみかけながら口にした途と端たん、シヴァンはみるみる安らいだ表情になった。

「そうか。ならいいんだ。ほら座ってくれ」

「いえ、今日は」

　言葉を濁にごしながら辞じ去きよすると、再びシヴァンの顔色が曇くもった。

「なるほど。今日は別れの挨あい拶さつだけ、ってことか」

　ため息混じりの台詞せりふにうなずきを返すと、シヴァンは目を細めつつ横顔を向けた。

「どうしても行くんだな」

「はい」

「友達だと思っていたんだが」

「僕もです」

　本心からそう答えた。

　いや、そもそも身分が違う以上、本当の友になれるはずはない。

　だけど代だい替たい品ひんでもよかった。友人代わりの玩がん具ぐでもよかった。いつか彼が、遊び飽あきて僕を捨てるまで、その役割を全まつとうしようと誓ちかったこともある。

　だからこそ僕は、これまでシヴァンの命令に従い、たくさんの人間を殺あやめてきた。

　そして、その行こう為いがもつ意味を、もたらした結果を、責任を、今まで僕は考えないようにしていた。主あるじの命令だからと、シヴァンが望んでいるからと、自分を誤ご魔ま化かし続けてきたのだ。

　もしかすると、彼が僕に依い存ぞんしていた以上に、僕も彼に依存していたのかもしれない。

　それでも世界が変わらないままであれば、僕たちも変わらぬままいられただろう。

　しかし、もはや盲もう目もくの羊ひつじではいられなかった。何故なぜならエルドアという国は、既すでにこの世界のどこにも存在していないからだ。

　今から三年前、宣せん戦せん布ふ告こくもなく侵しん攻こうしてきたテオドキア帝国に対し、エルドア王国は無む血けつ開かい城じように近い形で降こう伏ふくすることになった。

　徹てつ底てい抗こう戦せんを唱となえていた前王ゼノンを、僕が暗殺したからだ。

　そうしてテオドキアの占せん領りようを許した結果、国家は瞬またたく間に解かい体たいされ、唯ゆい一いつ生き残ったエルドア王族であるシヴァンも、この離り宮きゆうに幽ゆう閉へいされている現状である。

　厳げん密みつに言えば、彼はもう君主ですらない。帝てい国こく領りようエルドアの領主という屈くつ辱じよく的てきな立場に追いやられているのだ。

　だから目を逸そらしてはいられない。この事じ態たいを招いた当事者として、僕には贖しよく罪ざいを果たす義務があるはずだ。決意とともに口を開く。

「申し訳わけありません。今日を限りに、お暇いとまをいただきたく存じます」

「そうか。決心は変わらないか」

　シヴァンは虚こ空くうを見上げながら、薄うすい笑みを浮かべた。

「ふふ。でもまさか、よりにもよってあんな配属先を選ぶだなんてな」

「可笑おかしいですか？」

「いや、君らしいとは思うよ。しかしイメージが良くない。……臭くさくて、汚きたなくて、うるさくて、たくさん恨うらみも買いそうだ。わざわざ志願する奴やつなんて、よほどの変へん態たいだけだろう」

「かもしれません」

「行くなと命令することも出来るが」

「されないと信じておりますので」

　釘くぎを刺すように、僕ぼくは再び笑顔を作った。

　しかしその直後、あまりにも意外な光景を目にした。

「本当に、寂さびしくなるな──」

　ぽつりとそう口にしたシヴァンは、泣いていた。どこか遠くに視線を預けたまま、両の目からだくだくと涙なみだを流している。

　さすがに狼狽うろたえて訊きいた。

「あの、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「ん……。まあな。ちょっと欠伸あくびをしただけだ。そのせいだろう」

　シヴァンは鼻声で答えた。そして服ふくの袖そででごしごしと目元をこすりはじめる。

「いや。私は多分、嬉うれしいんだと思う」

「嬉しい、ですか」

「君がいなくなるのは寂さびしいよ。でもそれ以上にだ」

　充じゆう血けつした真っ赤な目をこちらに向けて、彼は歪ゆがんだ笑みを見せた。

「いつだって私の話にうなずくだけの……、まるで人形みたいだった君が、自ら変わろうとしてくれているんだ。こんなに嬉しいことはない」

「……そう、ですか」

　困こん惑わくしつつ返事をする。何やら気き恥はずかしさまでこみあげてきた。

　顔を伏せながらハンカチを差し出すと、シヴァンが素す早ばやく奪い取った。

「覚えておけよ。どれだけ離はなれたとしても、この友情は失われたりしないからな」

「もちろんです」

「君が私のことを忘れないよう、面倒な仕事をたくさん回してやるから、覚かく悟ごしておくといい」

「わかりました」

　胸の奥がじんわりと熱くなってくる。考えてみれば不ふ思し議ぎな話だった。

　メイドに容よう赦しやなく死を命じたシヴァンが、同じ舌で僕に友情を語っている。身分が何より優ゆう先せんされるこの世界において、彼はいつも僕の前でだけ、剝むき出しの感情を見せてきた。

　だが何かが壊こわれている。情じよう緒ちよがあまりに不安定だ。僕ぼくと同じようにシヴァンもまた、人として大事なものが欠落している。たしかにそう感じるのだ。

　本当にこんな彼を、一人きりにしていいのだろうか。わずかな逡しゆん巡じゆんが心に生まれた瞬しゆん間かん、

「行けよジグ。もう行ってくれ」

　彼は背中を見せながら、小さく手を振り払った。

　二度繰くり返された言葉は、命令となり強制力をもつ。彼は王族レギアスであり、僕はただの平民プレビアスに過ぎない。逆らえようはずもなかった。

「……はい。ではシヴァン様、どうかお元気で」

　言いつつ深く頭を下げ、そしてすぐに踵きびすを返した。

　シヴァンは僕の迷まよいに気づいたのだろう。だから命令を発してまで、会話を打ち切ることを選んだ。その気き遣づかいは僕にとって、何よりの手た向むけだった。

　彼もまた、自ら変わろうとしている。それがわかった以上、もう心残りはない。

　足を進めていくうちに、かすかな嗚お咽えつが耳に届いたが……それもじきに遠ざかり、やがては消えてしまった。

　結局、僕は一度も振り返ることなく、甘い死し臭しゆうに満ちた庭園をあとにした。




　　　　◇




　噓うそだ。

　やさしい噓が、わたしを堕だ落らくさせてゆく。

　同情なんかいらない。憐あわれみなんて願い下げだ。恥はずべきことなど何もないのだから、最さい期ごの瞬しゆん間かんまで誇り高くありたい──

　なんてことは、もはや微み塵じんも思わないわたしだった。

　十六歳の小こ娘むすめなんて所しよ詮せんはこんなものか。ああ情けない……。

　いやしかしだ。悪いのは全部、この魔ま性しようのベッドだと思う。

　だってスプリングの硬かたさは絶ぜつ妙みようの一言。身体からだをまるごと包み込むような心地ここちよさで、横になったが最後、まともに起き上がることなんて出来やしない。

　さらにシルクのシーツはどこまでも滑すべらかで、きめ細こまやかな砂すなのような感かん触しよく。こっちの肌はだまですべすべになったみたいに錯さつ覚かくするほどだ。吸きゆう湿しつ性せいも放ほう湿しつ性せいも抜ばつ群ぐんで、寝ね汗あせでベタついたりしないし、寝返りで縒よれてしまっても簡かん単たんに元通りになるし、まさに万能という気がする。シルク万能説。

　そりゃもう明らかに高級。文もん句くなしの高級ベッド。しかも天てん蓋がいつき。

　レースのカーテンが朝日を柔やわらかくほぐしてくれるから、完全に日が昇のぼった後だって、目ま蓋ぶたがすこし温かく感じるくらいで、何度寝だって出来てしまうんだ。

　こんな寝ね床どこを用意されたら、眠れる森のお姫ひめ様だって永眠しちゃうに違いないって。

　あーもう！　本当に気持ちが良いな。

　このまま九時過ぎまで夢の中で過ごして、くすぐったい程度の空腹とともに身体からだを起こすと、焼きたてパンと紅茶の匂いがほんのり漂ってきて、なんて。まさに理想の目め覚ざめじゃない？

　けどなあ。

　あのジグとかいう執しつ事じは、その辺のところ、ちゃんと理解してくれているのかな。

　無理だろうなぁ、と微睡まどろみの中で苦笑する。尽つくしてくれているのはわかるけど、でも彼にはちょっとだけ、余よ裕ゆうが欠けているんじゃないかと思う。

　たぶん今日もまた、大まじめな顔をして……。車しや輪りんが歪ゆがんだ手押し車に、たくさんの鉢はち植うえを載のせてやってくるに違いないんだ。

　わたしは寝ね惚ぼけ眼まなこのまま、こんなふうに声をかけるだろう。

「まあ図々しい。どこの花売りかしら。屋や敷しきの中にまで入ってくるだなんて」

「……起こしてしまいましたか」

　耳に届いたのは純じゆん朴ぼくそうな声。若い男性の声だった。

　思いがけず会話が成立してしまったらしい。わたしはシーツを手た繰ぐり寄せ、身体に巻き付けながら起き上がる。

「おはようございます」

　天てん蓋がいから下りたカーテンの隙すき間まで、漆しつ黒こくの執事が頭を下げていた。

　銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねをかけた、すらりとした長身の青年だ。シャツの襟えり元もとには黒のクロスタイ。黒い燕えん尾び服ふくには真しん鍮ちゆう製せいのボタンが輝かがやき、白しろ手て袋ぶくろが清せい潔けつさを感じさせる。

「お嬢じよう様、ご機き嫌げんはいかがでしょうか」

「悪くはないけど」

「何でございましょう。何なりと」

　彼はにこりと笑みを作り、わずかに顔を傾かたむけた。すると先せん端たんだけ束たばねられた長い黒くろ髪かみが、胸元で振り子のように揺ゆれた。

「そうねジグ。率そつ直ちよくに言うわ」

　遠えん慮りよなんてらしくない。わたしは拗すねた声を出した。

「変な匂いがする。修しゆう道どう院いんの中庭みたいな」

「なるほど。ラベンダーでございますね」

　手押し車に満まん載さいにされた色とりどりの花。その中の一いち輪りんに、執しつ事じはそっと指先を近づける。

「庭で栽さい培ばいするのは簡かん単たんですが、鉢はち植うえとなると少々勝手が違いました。陽当たりと風通しの良い場所で乾かん燥そう気味に育てるのがコツで、水のやり過ぎは良くありません。肥ひ料りように適しているのは牛の糞ふんですが」

「蘊うん蓄ちくはいいから」

　わたしは彼の話を遮さえぎった。朝から糞の話なんて聞きたくもない。

「食欲が減退する一方よ。もう下げて」

「これは失礼しました」

　執しつ事じは左胸に右手を当てて、うやうやしく礼をする。

「ではすぐに朝食をご用意致しますので」

　そして澄すました顔で手押し車を引いて、後ろ向きに部へ屋やの外へと消えていった。

　重い鉄てつ扉ぴが閉じられたあと、絨じゆう毯たんに車しや輪りんの跡あとがくっきりと残っているのを発見して、わたしは一いつ層そう不快な気持ちになった。

　どうもあの執事には、美意識と繊せん細さいさが足りないようだ。どれだけ立派な調ちよう度ど品ひんを揃そろえても、手入れをする人間があれでは駄だ目めだと思う。

　そうだ。よし決めた。今後の方針はそれでいこう。

　わたしは彼を甘やかさない。口うるさく叱しかりつけてやろう。どんな些さ事じにもがんがん言げん及きゆうし、彼を一人前の執事に育ててやるのだ。

　内心うるさい女だとか、面めん倒どうくさい女だとか思われても別に構わない。一いつ緒しよに過ごす限られた時間の中で、彼がわずかにでも成長できたなら、きっと彼はわたしのことを忘れないだろう。

　わたしが死んでも、わたしの躾しつけは彼の中で残り続ける。それは喜ばしいことじゃないか？

　うん。すごく嬉うれしいと思う。

　良い目標が出来てしまった。わたしは足の指を広げ、脱ぎ散らしていた下着をつまみ上げる。

　ああそうだ。下着もシルクのものを用意させよう。そうしたら、彼は真っ赤になりながら雑ざつ貨か屋やに入っていくだろうか。蚊かの羽は音おとみたいな声で店員に呼び掛けるだろうか。

　ふふふ。それはきっと、愉ゆ快かいな光景だろうな。

　わたしはほくそ笑んで、徐じよ々じよに声を上げて笑いはじめて、もう一度ベッドに背中から倒れて、天てん蓋がいをしばしのあいだ見つめて、それから──

　すこしだけ、泣いた。







　その日の夕食は、海うみ亀がめのスープだった。

　正直に言って、驚おどろくほど美び味みだった。どのような味かと訊きかれても答えられないが、言葉では言い表せないくらいに美味おいしかった。どうやらこの執事、料理の腕だけは確かなようだ。

「お嬢じよう様、こちらを」

　食後のブドウ酒を舌の上で転がしていると、正方形に折り畳まれた衣い類るいの束たばを、執事がそっと差し出してきた。

　いずれも純じゆん白ぱくの寝ね間ま着きと肌はだ着ぎ。シルクの下着も入っているようだ。

「……ねえこれ、自分で買いに行ったの？」

　意地悪な口調で訊たずねたが、執しつ事じはいたって真面目まじめな表情で、業者に届けさせました、と簡かん潔けつに答えた。

　それは盲もう点てんだった。金持ちは外に出ずとも買い物ができるのか。

「お嬢じよう様。ブドウ酒のおかわりはいかがですか？　それとも、何かつまみをご用意いたしましょうか」

　悪くない提案だったが、首を横に振った。

「今はいらない。それより遊具は無いかしら。一日中こんな部へ屋やに閉じ込められているんだもの。退たい屈くつを持て余してしまうわ」

「でしたら、あちらはいかがでしょう」

　隅すみの棚たなに置かれていた木製の板を抱かかえ、執事はすぐに戻ってきた。板の表面には、茶色の濃のう淡たんが格こう子し状じように組み合わされた模も様ようが描えがかれている。ただの飾かざりかと思っていたが……。

「それは何？」

「チェス盤ばんです。六種類の駒こまを使う単純なゲームですよ。ご存じありませんか？」

「悪かったわね」

　わたしは唇くちびるを尖とがらせる。彼の口調には馬ば鹿かにしたような気配はなかったのだが、すこし穿うがった捉とらえ方をしてしまった。

「だってゲームなんてしたことないもの。一日がこんなに長いと思ったことも無いし」

「申し訳わけありません」

　頭を下げようとした執しつ事じを、待ちなさい、と手のひらを向けて制した。

「あのさ。そういうのもういいから」

　すると執事の眉まゆがぴくりと動く。

「そういうの、とは？」

「いちいち頭を下げるなって言ってるの」

　丁てい寧ねいなのはいいが、頻ひん繁ぱんにやられると面めん倒どうだ。

　一日に二、三度しか会わない使用人ならばいいが、彼とはほぼ一日中顔を突つき合わせている。形式張ったやりとりなど、早急に排はい除じよするべきだとわたしは考えていた。

「別にね、砕くだけた態度で居ろというわけではないの。ただ時間の無む駄だは好ましくない。作法は二の次、要件は簡かん潔けつに。ほら、あなたはそこに座りなさい」

　わたしはびしりと絨じゆう毯たんを指し示した。執事は困ったような表情を返す。

「床ゆかにですか？　すぐにテーブルを持って参りますので」

「それが時間の無駄だと言ってるの」

　執事からチェス盤ばんを奪い取り、率そつ先せんして絨毯に座り込んだ。石いし畳だたみの凹おう凸とつがわずかに尻しりを圧あつ迫ぱくしたが、適度にひんやりとしていて気持ちがいい。

「ほら早く」

　わたしはぱんぱんと絨じゆう毯たんを叩たたいて、彼にも座るよう促うながした。

「……では、失礼します」

　渋しぶ々しぶ、といった様よう子すで執しつ事じは腰を曲げた。しばらく体勢を迷まよっていたようだが、結局わたしと同じように、片かた膝ひざを立てた姿勢でチェス盤ばんの向かいに座ったのだった。

「よろしい」

　わたしは微笑ほほえんで見せる。距きよ離りが近すぎるのも軽かろんじられているようで嫌いやだが、絶ぜつ対たい服ふく従じゆうも面おも白しろくない。わたしの身勝手さに渋しぶ面づらを返すぐらいの対応で丁度いいのだ。

「さあジグ。手取り足取り、優やさしく遊び方を教きよう授じゆなさい。わたしがあなたに勝てるようになるまで、要点とコツを的てき確かくにね」

「はぁ……。わかりました」

　彼の戸と惑まどう表情は犬のようで、ちょっと可愛かわいらしいと思った。

　それからわたしは、執事とチェスを楽しんだ。

　ルールはすぐに理解することが出来たが、良い勝負になるまでが長かった。

　最初は拮きつ抗こうしていても、いつの間にか情勢が不利に傾かたむいていき、終しゆう盤ばんでは圧あつ倒とう的てきな戦力差に封ふう殺さつされてしまう。

　なのでわたしは、与えられたお嬢じよう様特権を、最大限に活用することにした。戦せん況きようが悪くなった時点で「待った」をかけ、何が悪かったのか、どこで間ま違ちがえたのかを執事に問い糾ただした。

　彼の戦法と発想を真似まねしながら、その癖くせを探していった。そうして二時間も経たつと、彼の考えが読めるようになった。執事ならこうする、だからわたしはここに駒こまを置こう。

「参りました」

　ジグに音ねを上げさせたときには、すっかり空が白しらんできていた。

「あの、お嬢様。そろそろ休まれては……」

「まあそうね。良い頃ころ合あいかもね」

　そう答えた後、わたしは彼に見えないよう溜ため息いきをついた。

　まったく……。そんなに疲れきった顔をするぐらいなら、手加減すればよかったのに。

　けれどそれも、「全力で相手せよ」というわたしの命令を、愚ぐ直ちよくに守った結果なのだろう。

　わたしはどこかで、疑っていたのかもしれない。こいつはわたしを馬ば鹿かにしているのではないかと。心の中ではわたしを蔑さげすんでいるのはないかと思っていたのだ。

　頭こうべを垂たれて仕えながらも、どこか主に対して侮ぶ蔑べつする感情を持っている。世の使用人達はみなそういうものだと聞いたことがあるが、彼は違うらしい。

　わたしのことを対等の人間だと思っていなければ、どこかでわざと負けていただろう。もしもその素そ振ぶりがすこしでも見えたなら、この部へ屋やでの生活も終わりかもしれないと、わたしは密ひそかに覚かく悟ごしていた。

　でも杞き憂ゆうだった。少なくともわたしの目に、欺ぎ瞞まんは映らなかった。

　彼はただ真しん摯しに、正面から接してくれている。

　それがわたしには何より嬉うれしく、好ましいことだった。







　四日目の朝方。

　寝起きの気け怠だるさからわたしは、その暑苦しい髪かみの毛どうにかしたら、と軽口を叩たたいた。

「暑苦しい、ですか」

　執しつ事じはすこし狼ろう狽ばいしたような表情を見せる。

「ええ、そうよ」とわたしが答えると、「かしこまりました」と彼は端たん的てきに応え、そのまま朝食の支度したくに移ったので、聞き流したものだとばかり思っていた。

　しかし、その日の夕方。夕ゆう餉げの知らせに執事がやってきたとき、彼の長ちよう髪はつがばっさりと切られているのを見て、わたしはしばし放心状じよう態たいになった。

「どうしたの、それ」

「暑苦しいと仰おおせでしたので」

　何事も無かったかのように彼は答える。

「噓うそ……。だって、すごく綺き麗れいだったのに」

　思わずそう口走ってから、はっとなって手で押さえた。

　ああ──もう！　何を言っているんだ。切れと言ったのは自分なのに。

　案の定じよう、執事は返答に窮きゆうしていた。

　結果がどうあれ、わたしは主人としての姿勢を崩くずすべきでは無かった。気き遣づかうようなことを言われては、彼の方に責があることになってしまう。

　冗じよう談だんで言ったのに、本気で切ったの？　馬ばっ鹿かみたい。そんな風に聞こえるではないか。

「……すみません。いろいろ気付かなくて」

　困ったように後頭部をかきながら、執事は詫わびた。

　それを見てわたしは何故なぜか、もう目め頭がしらが熱くなって、どうしようもなくなった。

　ずっと胸の奥でせき止めていたものが、完全に決けつ壊かいしてしまった。

　冗談かと思うほど大量の涙なみだがこぼれ落ちた。わたしは子供のように声を上げて泣いた。

　ごめんなさい、ごめんなさい、とわたしはただ謝あやまっていた。

　それが執事を余計に困らせたようだ。ハンカチを差し出しながら狼狽うろたえる彼に、本当に申し訳わけないと思った。それでも嗚お咽えつを止めることはできなかった。

　今だけは泣かせて欲しい。きっと必要なことなのだ。

　ひとしきり泣いて、それから空腹を満たせば、たぶん夜にはぐっすりと眠れるだろう。







　顧かえりみるに、わたしはとっくに精神に失しつ調ちようをきたしていたのだと思う。

　その後の日々も、突とつ然ぜん泣き出したり、大声を上げたり、執しつ事じを滅め茶ちや苦く茶ちやに罵ば倒とうしては、即そく座ざに謝あやまったりしていた。

　まるで駄だ目め駄だ目めだった。お芝しば居いをしていれば役になりきれると思ったのに、人はそんなに簡かん単たんに出来てはいないようだ。

　大量のブドウ酒を飲んでも酩めい酊ていすることは出来なかった。あんなに美味おいしかった料理の味ですら、もうよく分からなくなってしまった。

　そしてある夜のこと。月の無い真っ暗な夜だった。

　わたしは執事を誘ゆう惑わくした。

　おもむろに彼の頰ほおに手を伸ばし、寝台へと誘さそったのだ。

「今夜だけでいいから、一いつ緒しよにいて欲しいの」

　などと。

　たどたどしい口調でわたしが声をかけると、執事は無言のまま固まった。

　そのときの彼の顔は、いままでに見たことがないものだった。わたしが好ましく思う彼の困り顔ではなかった。とても深刻な色をはらんだものだった。

　拒きよ絶ぜつされている。それがわかっていながら、わたしは強引に彼の腕を摑つかんで、無理にベッドの上に引っ張ろうとした。筋肉質な腕の感かん触しよくに、確かな人間の温かみを感じた。

「いけません、お嬢じよう様」

　杓しやく子し定じよう規ぎなセリフを彼は口にした。でも正直、もう相手の気持ちなんてどうでもいいと思った。満たされればそれでいいと思った。

「わたしのこと嫌きらいなの？」

「いいえ。ですがいけません」

「他に好きな女がいるの？」

　その問いに彼は肯こう定ていを返さなかったが、否ひ定ていもしなかった。

　何故なぜだか、とても不ふ愉ゆ快かいになった。わたしはいつしか、彼の優やさしさの中に、主従以上の感情があると勝手に思い込んでいたのだろう。

　いや、信じたかっただけだ。恋愛妄もう想そうを麻ま酔すいがわりにしていただけだ。だから裏切られた気分になるなんて筋すじ違ちがいもいいところ。でも無茶苦茶だとわかっていても止められない。

　わたしは彼の胸に縋すがりついた。

「お願い！　何もしなくていいから……。ただ隣となりで眠ってくれるだけでいいから、今夜だけはお願い。一人にしないで！　傍そばにいてください……」

　気付けば無ぶ様ざまに泣きじゃくっていた。

「もう駄だ目めだよ。わたし、耐えられない」

「お嬢じよう様……」

「お願い、お願い、お願いだから」

　もはやプライドも何もあったものじゃない。みっともなく拝おがみ込んで、彼をシーツの上に押し倒した。

　彼の右みぎ脇わきの下にすっぽりと収まって、そこに涙なみだごと顔を擦こすりつける。すると嗅かいだことのない彼の匂いがした。心しん臓ぞうの音が聞こえて、すこし心が安まるのを感じた。

　彼はもう拒絶しなかった。わたしもそれ以上は求めなかった。

「……あのね。お話をしてあげる」

　しばらくしてわたしは語りだした。わたしが今までに生きてきた、その人生の全てをだ。

　多分、聞いたところで面おも白しろくはないだろう。それでも語らずにはいられなかった。

　つまらないわたしの、つまらない生き方を。陳ちん腐ぷで冗じよう長ちようなストーリーを。

　くだらない泣き言を。悔くやしさと後こう悔かいを。届かなかった夢と、過か酷こくだった現実を。

　そしてありったけの感かん謝しやの言葉を。

「──本当に、ありがとう」







　最後の朝。わたしは部へ屋やの外へと出ることを許された。

　一週間ぶりに見上げる裸はだかの太陽は、暴力的なまぶしさでわたしの脳を揺ゆらした。

「ありがとう。本当に、ありがとうね」

　彼の腕にしがみついたわたしは、もはや支し離り滅めつ裂れつ。何の脈みやく絡らくも無く感謝の言葉を垂たれ流すだけの、壊こわれた人形になってしまっていた。

「時間だ」

　そこに紺こん色いろの軍ぐん服ぷくを着た男性がやってきた。一ひと目めで兵士だとわかる屈くつ強きような体つき。思わず足を竦すくませたわたしを、くすんだ鉄てつ兜かぶとで顔を隠かくした二人の男が両側から支える。

　どうやらお迎むかえがきたようだ。わたしは彼の目に視線を合わせる。

　最後に何か、意味のあることを言おうとしたけれど、感謝以外の言葉がうまく出てこない。

　そんなわたしに、執事は言った。

「いってらっしゃいませ、お嬢様」

　彼の声も、明らかに潤うるんでいた。わたしは応える。

「ありがとう。本当にありがとう。楽しかった。感謝してる。あなたに、どれだけ」

　もはや呪じゆ文もんのようだった。馬ば鹿かみたいにそれだけを繰くり返しながら、わたしは鉄兜の男達に担かつぎ上げられ、四角い鉄の檻おりに閉じこめられた。

　そのまま馬車の荷台に乗せられて街中へ。

　通行人の視線が飛び交う中、走ること数分。檻おりから出された直後にまたもや両りよう脇わきを担かつがれて、長い階段を昇のぼらされた先には、突つき抜けるような青い空があった。

「──アリシア・メルオール。我わが主しゆと我われらが教会は、汝なんじの罪を赦ゆるします」

　空から一番近い場所で、誰だれかがわたしの名前を呼んだ。

「ありがとう、ございます」

　答えた途と端たん、鉄てつ兜かぶと達がわたしを引きずっていく。

　何やら巨大な装置の前まで連れてきて、乱暴に跪ひざまずかせた挙げ句、黒い木き枠わくの隙すき間まにわたしの頭を押し込んだ。

　がちゃりと金具を固定した音が聞こえると、まったく身動きがとれなくなる。

　しかし視界は開けていた。眼がん下かに目を向けると、そこには大きな広場があり、たくさんの観客がこちらを見上げていた。

　彼らの衣服はみなシンプルな意い匠しようだった。ほとんどは平民プレビアスなのだろう。木箱を肩に抱かかえた男は工こう匠しようだろうか。買い物途中の婦人や、手を繫つながれた子供の姿もある。

　その内の何人かがわたしを指さして、野や次じを飛ばしていた。侮ぶ蔑べつに顔を歪ゆがめていた。

　どうしてだろう。彼らにわたしが何かをしたのだろうか。まるで記き憶おくにない。

　そのうちに、司し祭さいの唱となえる福ふく音いん経けいが聞こえてきた。いよいよ終わりらしい。

　わたしは一いつ瞬しゆんだけ母の顔を思い浮かべ、それからまた執しつ事じのことを考えた。きっと彼に出会わなければ、つらいままで終わっていただろう。

　わたしの人生には何も無かった。誰かに必要とされたこともなく、愛されたこともなく、贅ぜい沢たくをしたこともなかった。シルクの下着なんて実在することさえ知らなかった。

　それを彼が、全部変えてくれたんだ。

　美味おいしい料理をお腹いっぱい食べて、暇ひまになればゲームをして、苦いブドウ酒をしこたま飲んだ挙げ句に、昨夜なんて男性と同どう衾きんしてしまったのだから……考えてみると不ふ思し議ぎな話だった。ある意味シンデレラなのかな。

　ちょっとだけ長い、最後の晩ばん餐さんだった。破格の一週間だった。

　感かん謝しや以外に何があるだろう。恨うらめとでもいうのか。もっと生きたくなってしまったじゃないかと。どうしてわたしに幸せを教えてしまったのかと。

　そんなの無理だよね……。本当に優やさしかったのだから。嬉うれしかったんだから。

　だから感謝を。もう一度あの人へ──

「ありがとう」

　そう口にした瞬しゆん間かん、わたしの身体からだは足場を失って、宙に放り出された。

　ううん、違う。華か麗れいに二回転して地面の上に転がってから、わたしは思った。

　空は果てしなく青いのに、赤い雨が降ふってくる。きっとそれもわたしの仕し業わざなんだ。

　落ちてきたのは、わたしの首。

　見上げた先にあるのは、わたしの首無し死体。

　それは一つの単純な真理。

　わたしは死んだ。




　　　　◆




　ストン、ぽろり。それで終わりだった。

　切り離はなされた頭部は、ただ落下するのみだ。高みにある断だん頭とう台だいから、数多くの観かん衆しゆうが待ち受ける広場の石いし畳だたみへと。

　やがて頭ず蓋がい骨こつがバウンドする鈍にぶい音がした。さらに一いつ拍ぱくおいて、悲ひ鳴めいと歓かん声せいが入り混じった人々のざわめきが聞こえてくる。

　学者によればギロチンは、この世で最も人道的な処しよ刑けい装置らしい。

　エルドアの処刑場で採用されているのは、刃はが斜ななめの形状になった最新型である。従来の三み日か月づき型の刃と比ひ較かくすると、受じゆ刑けい者しやが感じるであろう苦痛は比較にならないほど軽いもので、多くの場合、己おのれの首が落とされたことにすら気付かないほどだという。首だけになってもしばらく意識が残っていたケースもあるそうだ。

　とはいえ、晒さらし者にしてしまったことだけは、本当に申し訳わけないと思う。

　心の中で謝しや罪ざいをしていると、麻あさ袋ぶくろを抱かかえた官かん吏りが小走りにやってきて、無む造ぞう作さに彼女の金きん髪ぱつを摑つかみ上げた。乱暴な手つきで首を回収した後、またすぐ庁ちよう舎しやの方へと引き返していく。

「何だ、この匂いは」

　すぐ背後から声がした。中年男性の声質だった。

　振り向いてみる。背の高い帽ぼう子しをかぶり、白く煌きらびやかな法ほう衣えを着た司し祭さいが、鼻をひくひくと動かしながら周囲を見回していた。

「拷ごう問もん官かん！　拷問官はどこか」

「はっ──」

　軍隊式の敬けい礼れいをして、僕ぼくは司祭の前に歩み出た。

「拷問官のジグでございます。何か不備でもありましたでしょうか」

「この匂い、香水か何かか？」

「はい。ラベンダーでございます」

　即そく答とうすると、司祭はたちまち不ふ機き嫌げんそうな顔つきになった。

「花の種しゆ類るいなんぞどうでもいい。何故なぜ、受じゆ刑けい者しやからそんな匂いがするのかと訊きいている」

「もちろん臭しゆう気きを消すためです。処刑の折、糞ふん尿にようを漏もらす受刑者は少なくありませんので」

「だから香水を使ったと？　よもや手心を加えたわけではあるまいな」

「まさか。とんでもありません！」

　直立不動のまま、やや声を張って応えた。

「自分は職しよく責せきを全うしたつもりです。受じゆ刑けい者しやの全身を焼きゴテで焦こがし、乳ち房ぶさをそぎ落とし、腿ももの皮を剝はぎ、足の指は全て潰つぶし、ありとあらゆる苦痛を与え、受刑者自身の口から告こく解かいを引き出すことに成功しました。浄じよう罪ざいは確実に完了しております」

　言いつつ、ギロチンに残る彼女の半身へと歩み寄り、囚しゆう人じん服ふくの裾すそに手をかけた。

「どうぞ司し祭さい様。こちらをご確認下さい」

「待て──やめろ！」

　司祭は眉み間けんに皺しわを寄せつつ、手の平をこちらに向けた。

「馬ば鹿か者ものが……。立会人方のお目を汚けがすつもりか。もういい。早く片付けろ」

　吐はき捨てるように言い、踵きびすを返してその場を離れていく。

　司祭の行く手には貴族アリスト用の見物席があり、その中には少年少女の姿もあった。さすがに生々しい拷問の痕こん跡せきを見せるわけにはいかなかったのだろう。

　まったく二枚舌もいいところだ。自分達で拷問を命じておきながら、その結果を汚らわしいと忌き避ひするのだから。そのうえで子供達に有り難がたい説法などしているのだから、良い面つらの皮だと思う。

　だがいつものことだ。仕事に戻るとしよう。遺い体たいを回収するためにギロチンに近づいていくと、死刑執しつ行こう人にんの一人が話しかけてきた。

「見ろよ。広場でお祈いのりがはじまったぞ」

　鈍にび色いろの鉄てつ兜かぶとで顔を隠かくした男は、この場に似つかわしくない陽気な口調で言う。

「処刑前には散さん々ざん罵ば声せいを飛ばしていたくせにな。様よう式しき美びってやつかね」

「死体にはもう罪はありませんからね」

「そうだな」

　執行人は肯こう定ていしつつ、僕の隣となりに立った。

「ああすることで、彼らの心も浄じよう化かされるんだろう。どうしようもない犯罪者を赦ゆるしてやったという爽さわやかな気持ち──寛かん容ようの精神を育はぐくんでいるんだ。つまり」

「つまり、ギロチンは娯ご楽らくなんですね」

　僕がそう結論づけると、彼は笑いながらうなずいた。

　この街がテオドキア帝国に支配されて、もう五年になる。街の住民達は重税に苦しみながらも、なんとか日々の営いとなみを続けているようだ。

　いや、税だけならエルドア時代と大差なかったかもしれない。最も人々が苦しんでいるのは、帝国法により、あらゆる娯楽を禁止されてしまったことだ。

　酒や煙草たばこなどの嗜し好こう品ひんは言わずもがな。音楽、舞ぶ踊よう、賭と博ばく、あらゆる遊ゆう戯ぎにいたるまで、全てがその規制対象となった。

　占せん領りよう地ちの国民には節せつ制せいと倹けん約やくを強制し、生かさず殺さずの徴ちよう税ぜいを行って、ただひたすら軍事力の増強を目指す。それがテオドキアの支配方針らしかった。

　そんな中でギロチンは、市し井せいの貴重な気き慰なぐさみとして定着してしまっている。

「テオドキア人の俺おれが言えることじゃないが……。歪ゆがんじまったな、この国は」

　執しつ行こう人にんは鉄てつ兜かぶとを傾け、広場に隣りん接せつする迎げい賓ひん館かんへと目を向けた。

　二階のサロンには、身なりの整った婦人達の姿がある。口元を手で隠かくしながら何事かを囁ささやきあっているようだ。きっと公開処刑制度への非ひ難なんだろう。

　彼女らは恐らく、自分達を高こう尚しような人間だと思っている。ギロチンを野や蛮ばんだと否ひ定ていすることによって、自じ尊そん心しんを満足させているのだ。

　しかし、好奇に火ほ照てったその表情を隠しきれてはいない。口では文句を言いつつも、サロンを離はなれないその態度が証明している。本当はもっと人が死ぬところを見たいのだ。

「……禁欲生活の反動、ですか」

「それがいつしか、人間の内側にひそむ獣じゆう性せいを呼び起こすそうだ」

「帝国法の狙ねらいはそこにあると？」

「ああ。エルドア人はいま、最下級帝国民に指定されているからな」

　すぐ耳元まで、執行人が顔を近づけてきた。あまり口外してはいけない話なのだろう。

「テオドキア軍はな、新たな占領地を手に入れるたび、同じ施し策さくを行っている。これ以上奪われたくなければ、誰だれかから奪ってくるしかない。わかるだろう？」

「ええ」

　奪われるのが嫌いやなら、奪う側になればいい。一番下が気に入らないなら、もっと下の者を作り出せばいい。

　民みん衆しゆうを締しめ付けるだけ締め付けて、その欲望のはけ口を戦争へと向けさせる。そうして侵しん略りやくした国にさらに他国を侵略させ、テオドキアは現在のような大国へと成長を遂とげてきた。

　多分、それほど未来の話ではない。遠からずエルドア人はテオドキアの尖せん兵ぺいとなり、隣国の領りよう土どを侵しん犯ぱんするだろう。

「まあ、下級官かん吏りが心配することでもないわな。なるようにしかならんさ。それより片付けを始めようぜ」

　彼は僕の肩を叩たたいて促うながしてきた。

「かわいそうな王女様の首と胴どう体たいを、早く再会させてやらにゃならんからな」

「ええ……。そうですね」

　同意して膝ひざをつき、彼女の遺い体たいを二人がかりで持ち上げた。手慣れたものだ、と我われながら感心する。死体を物のように扱あつかうことに、もはや何の抵てい抗こうも無くなっていた。

　僕ぼくが拷ごう問もん官かんになって二年が経たつ。これまで多くの死刑囚しゆうを見てきたが、僕の元に送られてくるのは無実の人間ばかり。間ま違ちがいなくシヴァンの采さい配はいだろう。

　彼らはみな、テオドキアにとって都合が悪い人間だった。旧王室への忠誠心が強く、反乱を企くわだてる可か能のう性せいのある者達だ。だから無実の罪で投とう獄ごくされ、粛しゆく正せいされていった。

　拷ごう問もん官かんとして彼らを間ま近ぢかで見ながら、しかし多くの場合、処しよ刑けいを止めることは出来なかった。黙だまって見ていることしか出来なかった。

　ギロチンも戦争も、僕ぼくには止められない。

　シヴァンの下もとを離はなれて二年経った今でも、僕は何も出来ない人形のままなのかもしれない。







　受じゆ刑けい者しやに用意される棺かん桶おけは、黒こく檀たん製せいの高級品である。

　公開処刑がはじまって以来、ずっと使い回されているため、重厚な造りの隅すみ々ずみにまで死し臭しゆうが染しみこんでしまっているようだ。

　アリシアの処刑から一時間が経った。死体運うん搬ぱんの任を負った二人組の係官が、いつものように郊外の教会の中へとその棺ひつぎを運び込み、そしてすぐ外に出てきた。

　密ひそかに彼らの後をつけていた僕は、周囲に人の気配がなくなったことを確認すると、なるべく物音を立てないよう教会の中へと忍び込んだ。

　簡かん素そな祭さい壇だんと十じゆう字じ架かだけが備えつけられた礼れい拝はい堂どうには、いくつもの黒い棺が並べられている。

　ステンドグラスから差し込むオレンジの光に、細かい埃ほこりがちらちらと舞まっていた。

　教会とはいっても、神しん父ぷもシスターもここにはいない。訪れる者は、死体の運搬役と年老いた墓はか守もりだけ。そして午前中のこの時間帯には、完全に無人になるはずだ。

　すえた臭においの立ちこめる小屋の中を、念のため一通り見回ってみる。それからようやく警けい戒かいを解といた僕は、入口に最も近い棺の前まで行き、手の甲こうで軽くノックをした。

「もう大だい丈じよう夫ぶです」

　密やかに声をかけながら、蓋ふたの端はしに手をかける。

　内部には、さきほど処刑された女性の遺い体たいが収められていた。切り離された頭部もちゃんと元の位置に置かれている。血もすでに乾かわいているようだ。

　虚うつろに開いていたはずの瞳ひとみも閉じられ、どことなく安らかな顔つきに整えられていた。

　──と。

　そのとき女性の遺体が、わずかに動いた。

　まるで寝返りをうったようだった。遺体は棺の右側へと横倒しになり、その下から白く細い腕が伸びてくる。

　その手を僕はしっかりと握り締しめ、棺の外へと一気に引っ張り上げた。

「……最低」

　棺の底から現れた少女はそれだけを呟つぶやき、すぐに膝ひざを折って床ゆかにうずくまってしまう。

　光り輝かがやく金きん髪ぱつと、清らかさを象しよう徴ちようする白いワンピースドレス。十六歳という年ねん齢れいよりもやや幼げな印象のあるアリシアだが、一いつ瞬しゆんだけ見えた表情は疲ひ労ろうに曇くもっており、その吐と息いきはあまりに悩なやましげだった。

「ねえ、何でわたしまだ生きてるの？　何で助けたの？」

　彼女は声を震ふるわせながら顔を上げ、紺こん碧ぺきを湛たたえた大きな瞳ひとみでこちらを見た。

　僕ぼくは礼れい節せつに則のつとり、一歩退しりぞいて頭を下げる。

「お迎むかえが遅くなりまして、誠に申し訳わけありませんでした」

「いいから質問に答えなさいよ。どうして助けたの」

「はい。さるお方からのご依い頼らいにより、お救い申し上げました」

「そのお方って誰だれよ」

「すみませんが、お答えすることはできません」

「何で答えられないのよ……」

　アリシアはゆらりと立ち上がり、ぎらついた目で射いるように僕を見た。

　その表情は堅かたく、油断の無いものだった。初めて彼女を目にした時とまるで同じだ。

　今をさること一月前のこと。彼女は貴族アリストの後見人らを引き連れ、我われこそは前王ゼノンの遺い児じであると軍ぐん庁ちよう舎しやに名乗り出てきたのだ。

　そのアリシアの主張がもたらした衝しよう撃げきは大きく、噂うわさはたちまちエルドア市内を席せつ巻けんしたが、軍部も市し井せいも好意的に受け止めはしなかった。アリシアを生ける醜しゆう聞ぶんとして扱あつかった。

　というのも、彼女が母だと主張した女性は、宮きゆう廷ていの元女中。神しん聖せいなる王族レギアスと卑いやしき従者サーバスの子であるアリシアに、世間の目は実に冷ややかだった。

　彼女を担かつぎ出した貴族達にしてみれば、政権が変わって世せ相そうも落ち着いた今をチャンスと捉とらえたのだろう。しかし結果としてアリシアは裁さい判ばんにかけられることになり、法ほう廷てい偽ぎ証しよう罪ざい並びに王室侮ぶ辱じよく罪、及び国家騒そう乱らん罪に抵てい触しよくしたとして有罪判決。拷ごう問もん刑けいに処したのちに死刑という、最も重い刑けい罰ばつを科せられることになった。

　そんな彼女の救出を願ったのはシヴァン。アリシアにとっては腹違いの兄ということになる。しかし口止めされているので言えない。僕は話を逸そらそうとする。

「いや、それにしてもご無事で何よりでした。体調の方はいかがでしょうか」

「良いわけないでしょう」

　アリシアは胸の前で腕を組み、恨うらみがましい声で応えた。

「冗じよう談だんじゃないわ。精神的には殺されたも同然よ。こんな狭せま苦くるしい棺ひつぎの底に押し込められて、何時間放置されたと思ってるの？　あまりの悪あく臭しゆうと蒸むし暑さに幻げん覚かくすら見えてきたわ」

「幻覚ですか？」

「ええそうよ。でっかいギロチンの刃やいばが、獣けものみたいなうなり声を上げて落ちてくるの。わたしは首を切り落とされて、華か麗れいに空中で二回転しながら落下して、それから自分の首無し死体を見上げるの。素す敵てきでしょう？」

　はっきり非ひ難なんのこめられた口調だった。何とか怒りをなだめなければと考える。

「すみません。説明不足だったことは謝あやまりますので……」

「当たり前よ！」

　アリシアは一歩前に踏ふみ出し、僕ぼくの胸をひとさし指で突つきつつ激げつ高こうした。

「どうして言ってくれなかったのよ！　わたしはてっきり、本当に殺されるものと思って……。ずっとそのつもりで過ごしてきたのに、この気持ちをどうしてくれるの！」

「ええと……、本当に、すみません」

「すみませんじゃないわよ！　返しなさいよ！　わたしの涙なみだと、怒りと、悲しみと……あと何かいろんなものを全部！」

「いや、そう言われましても」

「返せないなら、せめて忘れて！　お願いだから全部忘れてよ～っ！」

　両手で顔を隠かくしながら、再び膝ひざを折るアリシア。

　興こう奮ふんのせいか、耳が真っ赤になっていた。

　一体何を忘れればいいのかわからないが、とりあえずは平ひら謝あやまりしておくしかない。

「申し訳わけありませんでした。どうかお許し下さい……」

　アリシアが怒るのも当然だ。彼女が今日までどんな精神状じよう態たいで過ごしてきたか、隣となりで見てきた僕は全て知っている。毎夜、枕まくらを濡ぬらしながら眠りについていたことも。

　なのに、今朝けさになっていきなり段取りのみを説明され、棺ひつぎの二重底へ押し込まれたまま数時間、刑場の隅すみに放置されていたのだ。可か哀わい想そうなことをしたとは思う。だが仕方がなかった。

　彼女を救い出せるかどうかは、本当に微び妙みようなところだったのだから──

「ねえ……。この子は誰なの」

　ひとしきり騒さわいでようやく冷静さを取り戻したのか、アリシアは棺へと横目を向けていた。

　自分の身代わりに首を落とされたのではないかと気に掛けているのだろう。

「彼女は一般刑場で処しよ刑けいされた罪人です。盗とう賊ぞくの一味とのことでした」

「一般刑場？」

「裁さい判ばん所じよの地下にある施設で、拷ごう問もん室しつから直接つながっている場所です。平民プレビアスや従者サーバスの受刑者は、そちらで処刑されることになっていまして」

「ようするに、死体を借りてきたってわけ？」

「ええ。でも実は、首と胴どう体たいは別人のものなんです」

　遺い体たいの首は、昨日処刑された盗とう賊ぞくのもの。

　胴体は一昨日おととい処刑された横おう領りよう犯はんのものだ。

　一般刑場の処刑スケジュールを事前に把は握あくしていた僕は、彼女たちの遺体を組み合わせて偽ぎ装そう工作をすることを思いついたのだった。

「いかにして死者を生者のように偽装するか。これはかなりの難なん問もんでした」

　いまだ不満げなアリシアに、これまでの苦労を説明することにする。

　僕ぼくはまず、人員の確保からはじめた。処しよ刑けい当日の番にあたる執しつ行こう人にんを、こちら側の協力者で固めるのは比ひ較かく的てき容よう易いなことだった。

　しかし一応、協力者には偽ぎ装そう工作の説明はせずにおいた。僕が拷ごう問もん中に誤あやまって殺してしまったから、とだけ言っておいた。同じような事例は時々あることだし、もし偽装が発覚した際にも、彼らの責任が軽くなると考えたからだ。

　次に障しよう害がいとなったのは、死後硬こう直ちよくの問題。

　関節すら動かせない死体を、生きているように見せかけるのは至し難なんの業わざだ。

　ただ一般的に、死後硬直は二十四時間前後で解とかれるといわれており、実際その通りだった。胴どう体たい部分が筋肉量のすくない体質であったことも幸いし、公開処刑の数時間前には人形のように自在に動かすことも可か能のうとなったのである。

　第三に、処刑時の出血をどうするか。

　これを解決するため、首と胴体を繫つなげる際に、肺はいの中を新しん鮮せんなニワトリの血で満たしておいた。ギロチンで再び首が切り落とされれば、大量出血したように見えるという寸すん法ぽうだ。口から血が漏もれないよう気管をきつく縛しばることも忘れなかった。

　ただ、もちろん心しん臓ぞうが動いているときほどの勢いは無い。首から噴ふん水すいのように出血させるわけにはいかなかったが、その点はギロチンの機き構こうが解決してくれた。そもそもギロチンの刃はは、首を落としたあと切断面を覆おおい隠かくす位置で止まるのである。立会人達からすれば死角になるし、すこしくらい出血量が足りなかったからといって問題になりはしない。

　そこまで計画通りに出来たなら、あとは簡かん単たんだった。顔や手足には暖だん色しよくの化け粧しようを施し、死し臭しゆうはラベンダーの香水で消せばいい。たとえアリシアの顔をよく知る者がいたとしても、拷問の後に人相が変わってしまうなんて良くあることだ。バレはしない。

「……ただし、かなり偶ぐう然ぜん性せいに左右される計画ではありました」

　と、最後に正直に告白した。

　条件に合う死体を手に入れられるかどうかも、偽装がうまくいくかどうかも、ギリギリまで確証がもてなかった。だから本人には事前に通知できなかったのである。

　もしも準備が不十分なまま計画を強行すれば、軍内部に入り込んだ同志達にも迷めい惑わくがかかっただろう。彼らが芋いもづる式に摘てき発はつされる危険性を冒おかしてまで、アリシアの救出に固こ執しつすることはできない。それが偽いつわらざるこちらの内情であった。

　だから今回アリシアが生き残ったのは、あくまで彼女自身の強運によるものだと思う。

「以上です」

　僕が説明を終えたところで、彼女は深くうなずきながら立ち上がった。

「話はわかった」

「さすがはお嬢じよう様。素晴らしい理解力でございます」

「おべんちゃらはいらない。それより気になってることがあるんだけど」

「何でございましょう？」

　小首を傾かしげて訊たずねると、刃は物もののように鋭するどい視線が返ってきた。

「いつまで立ち話を続けるつもり？　しかもこんな辛しん気きくさい場所で」

「ああ、それは気が付きませんでした」

　ぽんと手を叩たたいて答えると、アリシアは一いつ層そう不快げな顔つきになった。

「……まあいいわ。どこへ行けばいいの？　早く案内して」

「はい。どうぞお嬢じよう様、こちらです」

　一寸ちよつと腰を折り、進路に向けて腕を伸ばした。アリシアは「ふん」と鼻息をついて歩き出す。

　先回りしてドアを開けようとした僕ぼくだったが、その前に「待って」と呼び止められた。

「ねえジグ。わたしの靴くつはどこ？」

「……あ」

　しまった。慌あわてて自分の口を押さえたが、時すでに遅し。

　じっとりとした目つきでアリシアは僕を見ていた。もはや不信感を隠かくそうともしない。

「もういい」

　彼女は唇くちびるを尖とがらせたまま、早歩きで教会の出口へと向かっていく。もちろん裸足はだしのままで。

「お、お待ちくださいお嬢様」

　慌てて僕は彼女を追いかけた。もちろん一人きりで行かせるわけにはいかない。

　彼女を無事に安全な場所まで案内する。それが出来てはじめて、この救出計画は成功したといえるのだから。










　薄うす暗ぐらい共同墓ぼ地ちを離はなれるとすぐ、雑ざつ然ぜんとした石造りの街並みが現れた。

　僕の隣となりには、素す足あしに布きれを巻いたアリシアが歩いている。ずっと顔を伏せたままなのは、足あし下もとに気を付けているからではなく、多分怒っているのだろうと思う。一いつ刻こくも早く対たい策さくを立てなければならない。

　彼方かなたにきらめく海を望みながら、つづら折りの坂道を降おりていく。すると、色とりどりの布で作られた露ろ店てんの屋根が目に飛び込んできた。平民街に入ったことを示す案内板代わりである。

　さすがに平日の昼間だけあって、中央通りには活気が溢あふれているようだ。馬車と人が入り乱れるように交差しており、その間かん隙げきを縫ぬうようにして、売り子達が声を枯からさんばかりに叫さけんでいた。

　官かん憲けんの目は、無いようだ。

　そもそも通りに並んだ露店商のほとんどが不法営業だろう。品物はもちろん盗とう品ひんばかりだが、今はこだわっている場合ではない。アリシアの機き嫌げんをこれ以上損そこねたくはないからだ。

「お嬢じよう様。すぐにお履はき物をご用意致しますので、もう少々お待ちください」

「あのさ。前からちょっと思ってたんだけど、あなたって結けつ構こうポンコツ執しつ事じよね」

「い、いえ、そんなことは……」

　たまらず愛あい想そ笑いを浮かべたが、アリシアは冷たい態たい度どのままだった。

　いや、こう見えても王宮仕えをしていたのだから、使用人としてはかなり実じつ績せきがある方だと思うのだが……。でも、そう伝えても彼女はきっと信じないだろう。失しつ態たいは行動で挽ばん回かいするしかないのだ。

　それから急ぎ足で何件かの店を回り、アリシアの靴くつと帽ぼう子しを調達した。

「おお。良くお似合いですよお嬢様」

「ふん。それは何よりね」

　彼女はまだふて腐くされているが、やはり見み映ばえを整えるとなかなかのものである。

　青いリボンのあしらわれた鍔つば広ひろの帽子。肩出しの清せい楚そなワンピースに、編あみ上げのサンダル。風に揺ゆれる長い金きん髪ぱつに、染しみ一つない透とう明めいな肌はだ。時とき折おり向けられる大きな瞳ひとみは、高貴な血筋を感じさせるディープブルー。

　まるで物もの見み遊ゆ山さんに訪れた貴族アリストの子女──の、ちょっぴり縮しゆく小しよう版ばんといった装よそおいだ。執しつ事じ服ふくを着た僕ぼくが傍そばについていることだし、まさか逃亡中の死し刑けい囚しゆうだなどとは誰だれも思わないだろう。
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「ねえ、馬車に乗るんでしょう？」

　人の多さに酔よったのか、うんざりした声でアリシアが訊たずねてきた。

「ええ。凱がい門もん広場で乗り合い馬車をつかまえて、郊外に出ます。とある侯こう爵しやくが、お嬢じよう様の保ほ護ごを申し出てくれましたので」

「侯こう爵しやくって、外貴族の？」

　はい、と肯こう定ていすると、彼女の表情がみるみる落らく胆たんに沈しずんでいった。

「ふうん……。まあ贅ぜい沢たくを言える立場じゃないけどね」

　と、そこまで言って口を噤つぐんでしまう。事情を察してしまったのだろう。

　エルドアの外周部には広大な牧草地帯が広がっており、そこを領りよう土どとして分け与えられているのが、すなわち外貴族と呼ばれる存在である。

　彼らはエルドア貴族でありながら、政権が変わった後も変わらず領りよう地ちの自治管理を任されていた。推すい察さつするに、五年前にテオドキア軍と何らかの取引をしたのだろう。

　ただ現在は、旧きゆう来らいの権力を保持しているとは言い難がたい状じよう態たいだ。畜ちく産さんや農のう耕こうでいくら成果を収めようと、今の帝国議会で発言力を得ることは出来ないからだ。海路を用いた貿ぼう易えきが商業の本道となって以来、郊外にいくら土地をもっていたとしても大した価値は無くなってしまった。

　つまり要約すると、現体制に不満を持っているはずの外貴族が、アリシアの身み柄がら保護を申し出てきたということになる。

　それがどういった意味を持つのか、彼女は十二分に理解しているはずだ。

「──お嬢様、失礼いたします」

「え、ちょっと」

　だから僕も余計なことは言わなかった。はぐれないよう彼女の手を握って、ただ足を進めていくのみだ。

　人混みを避さけ、狭せまい路地を抜けていくと、ある場所で急に視界が開けた。

　遠くに軍本部の玄げん関かんが見えている。かつてはエルドア宮きゆう殿でんと呼ばれた、壮そう麗れいにして巨大な建築物だ。総そう大だい理り石せきの白い壁へき面めんが、青空によく映はえていた。

　今朝けさ、公開処刑が行われた場所は、あの宮殿のすぐ裏手になる。そして現在地は宮殿の南側。この辺りは広大な国立公園となっており、四し季きを通じて色とりどりの花が咲さく植え込みと、簡かん素そな赤レンガの道で構こう成せいされている。

「なかなか綺き麗れいなところね」

　物もの珍めずらしそうに首を動かすアリシアの手を引いて、さらに先へと向かう。

「言い忘れておりました。お嬢様にはこれから、偽ぎ名めいを名乗って頂くことになります。レーナという名前を覚えておいて下さい」

「レーナ……」

　アリシアは小さな声で復ふく唱しようした。

「ねえ、どうしてその名前なの？」

「保ほ護ご先の侯こう爵しやくがお決めになられたと聞いています。知人の名前を借りた、とか」

「……ふうん。そう」

　彼女は何かを考えていたようだが、特に異い論ろんがあるという様よう子すでもなかった。

　沈ちん黙もくした彼女に合わせ、黙だまって足を進めていく。街のシンボルでもある大だい噴ふん水すいを背に、十数段の階段を降おりてしばらく行くと、ようやく乗り合い馬車の待合所が見えてきた。

　しかし到着するなり溜ため息いきが出た。平民街に負けず劣おとらずの混こん雑ざつぶりで、馬と人と車しや輪りんとが絶えず砂すな煙けむりを生み出している状じよう況きようだ。

　下手へたをすると、一時間や二時間は待ちぼうけをくらうかもしれない。だが交こう渉しよう次し第だいでどうにか出来る可か能のう性せいもある。牧草を嚙かむ馬達の様子を見ながら、ソラリス方面へ向かう車を探していると、

「なあ、兄ちゃん兄ちゃん。馬車をお探しかい？」

　不意に後ろから声をかけられた。

「え、はい」

　と返事はしたが、不自然さに警けい戒かい心しんが動いた。あまりにもひどい棒ぼう読みの台詞せりふだったからだ。

　身み構がまえながら振り返ってみたが、背後には誰だれの姿も無い。

「どこ見てるんです？」

　声の方向に目線を下げていくと、僕ぼくの胸より低い位置に、カチューシャをつけた小さな女性が立っていた。

　まず目を引いたのは、横一直線に切り揃えられた前まえ髪がみ。顎あご先さきまで届かない程度の短たん髪ぱつだが、色は艶つやのある黒だ。服ふく装そうは濃のう紺こんのワンピースの上にフリルのついた白エプロン。身長はアリシアと同じくらいだろうが、彼女はこれでも二十二歳。つまり僕と同い年である。

「いい馬車あるよ。ちょっと見ていきなよ。今ならお安くしておくからさ」

　芝しば居いじみた台詞を口にして、メイドは邪じや気きの無い笑みを向けてきた。

「……メアリー、行商人にでも転てん職しよくしたのか？」

　思いがけない幼おさな馴な染じみみとの再会に、温かい気持ちが胸にこみ上げてくる。

「お久しぶりですね、ジグさん。いいからついてきて下さい」

　メアリーは返事も待たず、僕の腕を摑つかみ取った。

「えっ」

「ちょ、ちょっと。どこいくの？」

　強い力で引っ張られていく僕を、アリシアが慌あわてたように追いかけてきた。

　連れて行かれた先には、二頭立ての四輪馬車が待っていた。箱馬車と呼ばれる天てん蓋がい付きの車両で、例外なく上流階級の所有物だ。

「はいどうぞ。乗って下さい」

「なに、なに？」

　いまだ事じ態たいの飲み込めぬアリシアと二人、揃そろって席に押し込められる。続いて乗り込んできたメアリーが内側から戸を閉めたと同時に、馬車はゆっくりと走り出した。

「ふぅー。いや、危ないところでしたね」

　正面の席に座ったメアリーが、わざとらしく額ひたいの汗あせを拭ぬぐう仕草をした。

「あの……、ねえこの子、誰？」

　動どう揺ようが収まらない様子のアリシアに、メアリーは向かいの席から腰を折って挨あい拶さつをした。

「初めましてレーナ様。わたくし、アースラント家に仕えております、メイドのメアリーです。本日から身の回りのお世話をさせていただきますので、以後お見知りおき下さい」

　淀よどみない口調で自じ己こ紹しよう介かいをし、にっこりと笑顔を作った。

　僕には何となく事態が飲み込めてきた。どうやら侯こう爵しやくが迎むかえを手配していたらしい。

「あ……どうも、よろしく」

　アリシアはおずおずと返した。しかし警けい戒かいはしている。帽ぼう子しの鍔つばを両手で押さえ、深くかぶり直そうとしているようだ。

　彼女を安心させるため、僕は口を出した。

「メアリー。レーナ様は長旅でお疲れのご様よう子すだ。くれぐれも丁てい重ちように頼たのむよ」

「わかりました」

　こくんと顎あごを下げ、メアリーは居住まいを正す。

「レーナ様。当家にご滞たい在ざい中、御おん身みの安全は保証いたします。使用人一同、身しん命めいを賭としてお仕えいたしますので、どうぞおくつろぎいただきますよう」

「え、ええ……。ありがとう」

　気け圧おされるようにアリシアは言い、俯うつむいてしまった。

　恐らくメアリーは、全ての事情を知らされているわけではないだろう。しかし要人警けい護ごの意識はあるようだ。すこしばかり張り切り過ぎている気もするが……。

　しかし本当に懐なつかしい。最後にメアリーに会ったのは十年以上も前のことだというのに、外見上にはほとんど変化は見受けられない気がする。

　ただ何故なぜだろう。彼女はうずうずと、落ち着かない様よう子すだった。再会の喜びに打ち震ふるえているわけでもなさそうだ。小動物のように円つぶらな瞳ひとみをきらきらと輝かがやかせて、じっと僕に焦しよう点てんを合わせている。

「……何か言いたいことでもあるのか？」

　根負けして訊たずねると、メアリーは堰せきを切ったように口を開いた。

「あの！　わたくし、とても気になっていることがあるのです！」

　声を上げつつ、ぐぐっと身を乗り出してくる。

「ああ、もう我が慢まんできません！　教えていただけませんか！　どうしてアリシア様は処しよ刑けいされてしまったのでしょう。かの名君ゼノン様の、忘れ形がた見みだったという話ではありませんか！」

　名前を呼ばれた瞬しゆん間かん、隣となりからびくりとした震しん動どうが伝わってきた。

　横目でアリシアを気に掛けつつ、メアリーに訊たずねてみる。

「噂うわさを聞いたのか？」

「当たり前ですよ！」

　メアリーは鼻息を荒くした。

「話によると、アリシア様は生まれを隠かくし、安宿の下働きに身をやつしておいでだったというではありませんか。事実ならば、女中界の期待の星です！」

「女中界……？」

「それに、アリシア様を生んだ方は、王室付きのメイドだったそうです。その辺りもポイントが高い理由です！」

「……そうか。何となくわかってきたけれど、とりあえず落ち着いてくれ」

　どうやらメアリーは、斜はす向むかいの少女がアリシア本人だとは知らないらしい。事前に送った手紙の内容は、侯こう爵しやく本人しか把は握あくしていないのだろう。

　さて、どうするべきだろうか。あからさまに話題を避さけるのも不自然だが、アリシアの心情を思うと下手へたな受け答えは出来ない。

　そう考えた矢先、
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「あのさ。もしかして、公こう開かい処しよ刑けいを見に行っていた、とか？」

　アリシアが自ら話題に乗った。

「はい！　もちろんです！　だって、女子は誰だれしもプリンセスに憧あこがれるものですから！」

　力のこもった口調でメアリーは断言する。アリシアは苦笑しつつも、特に嫌いやがっている様よう子すでは無いようだ。むしろ世間でどう思われているのか、気になっているらしい。

「ジグさん。レーナ様も気にされているようですよ？　だから教えて下さい。アリシア様の処刑の裏に、どんな陰いん謀ぼうが隠かくされていたのか！」

　変わらず真まっ直すぐな目をメアリーは向けてくる。処刑広場から見ていたのなら、断だん頭とう台だいに僕ぼくの姿があったことにも気付いたのだろう。何も言わずには終われないようだ。

「疑問に答えるのは容易たやすいけど、果たして君が納なつ得とくできるかどうか」

　含ふくみを持たせて返事をした。しかしメアリーは瞳ひとみを逸そらさない。

　アリシアも黙だまっているし、仕方がない。僕は小さく溜ため息いきをついて語り出した。

「端たん的てきに言えば、偽にせ物ものだったんだ。ゼノンの遺い児じを騙かたり、国家に混こん乱らんをもたらそうとする逆ぎやく賊ぞくだと司法が判断した。だから処刑された」

「はいダウト！　そんなものは信用できません」

　一いち撃げきのもとに切り捨てて、険けんのある口調でメアリーは続ける。

「わたくし聞きました。アリシア様のお顔立ちは、シヴァン様にも良く似ておられたって。彼女は真実エルドアの姫ひめに違いなかった。しかし処しよ刑けいされてしまった。その判決の影にはテオドキアの意向があったに違いありません」

　恐れを知らないとはこのことか。

　彼女の猛もう突とつ進しんをいなすように、僕ぼくは軽く笑って見せた。

「待て待て。ごく単純な話だよ。烙らく印いん鑑かん定ていの結果だ。彼女からは、王族レギアスの烙印反応が検出されなかった」

「そんなの捏ねつ造ぞうに決まってます！」

　メアリーは自分の腿ももをぱんと叩たたく。

「非公開の鑑かん定ていで何が行われようと、誰だれにもわからないじゃないですか！」

「だけど、もしアリシアが王族だったとしたら、誰にも彼女を裁さばくことは出来なかったはずだ。帝国法にはそもそも、王族に適用される罰ばつ則そくはないんだから」

「法ほう律りつなんてどうとでもなります」

「いや、法だけの問題じゃない。手続き全てに影えい響きようする。考えてみてくれ」

　裁さい判ばん官かんは貴族アリスト。司し祭さいも貴族だ。もし相手が王族だとすれば、烙印の強制力により彼らは逆らえない。裁判は成立しないし処刑も出来るはずがない。

　つまり、と僕は結論づける。

「アリシアが処刑されてしまったこと自体が、彼女が王族ではなかった証明なんだ」

「わたくしだって王族の力については知っています。でもそれなら、お一人だけ彼女に命令できる方がいらっしゃるじゃありませんか」

　メアリーは一歩も退ひかずに言った。

「離り宮きゆうにおられるシヴァン様です。同じ王族の方ならば、『契けい約やく』することによって命令を聞かせられるはずです」

「契約……か」

　隣となりでアリシアがぽつりと口にした。

　契約。それは絶対身分制度における数少ない例外だ。同位階級クラスにある者同士は、とある儀ぎ式しきを行うことにより、個人間での序じよ列れつを定めることが出来るのだ。

　五年前、僕はその現場に立ち会ったことがある。テオドキア大帝グレンダールと、シヴァンが交わした契約のことだ。

　今でも鮮せん明めいに覚えている。厳おごそかな大教会の礼れい拝はい堂どうで、数多あまたの貴族階級が見守る中、大帝はその老いた指先を刃は物もので傷つけ、シヴァンは両手で杯さかずきを作り血を受け止めた。

　主あるじとなる者の血を最後の一いつ滴てきまで舐なめとって、下僕しもべは永遠の忠ちゆう誠せいを誓ちかうのだ。

　この儀式を交わした後、二者間での序列は、身分と同じく絶対のものとなる。

　そして大帝の命めいにより、シヴァンはテオドキアへの反逆の意志を封じられた。もしそれに背けば、王族の彼とて烙印死はまぬがれないだろう。

　そんな苦にが々にがしい回想の最中、メアリーはひとさし指を立てて口を開いた。

「わたくしの推すい理りはこうです。シヴァン様が彼女と契けい約やくを交わし、命令によって言葉を発することを禁止した。そのうえで裁さい判ばんにかけて処しよ刑けいさせたのでしょう」

　何やら自信満々の様よう子すである。

　確かに、拷ごう問もん室に貴族アリストが送られてくるときには、司し祭さいとの間でそういった契約を行う決まりになっている。拷問官はみな平民プレビアスであるため、貴族をそのまま受じゆ刑けい者しやとして扱あつかうことは出来ないからだ。

　しかし、メアリーの論ろん理りには一つ、大きな穴があった。

　僕は一度、そこでアリシアの顔を盗ぬすみ見た。別にショックを受けているふうでもない。むしろ僕が答えるのを待っているようだった。

　仕方がない。口を開く。

「いいかいメアリー。王族レギアスの持つ力は、君が想像しているよりずっと強大だ」

「強大、ですか？」

「ああ」

　烙らく印いんがある限り、誰だれしも主あるじには逆らえない。逆らえないということは、殺すこともできないということだ。

「たとえば君が、平民である僕を殺そうとしたとする」

「えっ？　しませんよ、そんなこと」

「たとえ話だよ。もし考えたとしても君の身体からだに影えい響きようはないだろう。しかし相手が貴族なら違う。害がい意いを抱いだいただけで、頭痛や吐はき気がしてくるはずだ」

「う……」

　メアリーは顔を曇くもらせた。実際に想像してしまったのかもしれない。烙印の強制力とはそういうものだ。

　もし上位階級クラスの人間を殺害しようとすれば、たちまち肉体のコントロールは効かなくなる。

　命令を受けたときも同じだ。逆らおうとした瞬しゆん間かん、僕らの意志は身体から切り離はなされてしまう。主の意に添そうようにしか行動できない。

　そしてその強制力の強さは、階級が上がるごとに飛ひ躍やく的てきに増大する。

「王族はさらに別格だよ。神しん聖せいにして侵おかされざる存在だ。たとえば僕のような平民クラスでは、害意を向けただけでも全身に激痛が走る。とても立っていられないくらいに」

「公開処刑なんて出来ないと？」

「そう。アリシアが真に王族だったとしたら、ギロチンを落とすことさえ不ふ可か能のうだった」

「でも、そこは何とか遠えん隔かく操そう作さで」

「もし遠隔操作でやったとしても、殺害したという結果からは逃れられない。執しつ行こう人にんも立会人もあの場にいた全てが死に絶えただろう」

　烙らく印いんが反応するのは意志だけではない。結果もだ。

　わずかにでも王族の死に荷か担たんした事実があれば、烙印は背はい反はん者しやを見逃しはしない。間かん接せつ、直接も問われない。

　以前、シヴァンが言っていたことがある。烙印とは、人間の身に宿るもう一つの意識体なのかもしれないと。それがときに肉体の制せい御ぎよを奪い、ときに僕ぼくらを裁さばくのだ。

　教会が烙印のことを『内なる神』と称する理由は、そういったところにあるのかもしれない。

「むむむ……。そうなんですか」

　メアリーは唸うなりつつ、席に座り直した。まだ釈しやく然ぜんとしない様よう子すだが、どうにか引き下がってくれたようだ。

　もちろん現実には、アリシアの処しよ刑けいは行われていない。今も生きて隣となりにいる。

　だが実際に彼女が処刑されたとしても、やはり何の強制力も発はつ揮きされることは無かっただろう。

　何故なぜなら、彼女の烙印は──

「す、すいやせん」

　そのとき籠かごの外側から小さな声がした。

　向かいの席の上部に開けられた覗のぞき窓から、歯並びの悪い御ぎよ者しやが汗あせだくの顔を見せている。

　彼の名はクレイ。アースラント家に仕える年とし嵩かさの従者サーバスであり、やはり僕の古い馴な染じみだ。

「クレイさん？　どうしました？」

　メアリーが訊たずねる。馬車の速度がだんだん落ちていくのがわかった。

「どうやら、検けん問もんをしているようで……。来るときは無かったのに」

　クレイの口調には困こん惑わくが表れていた。僕は身を乗り出して窓から外を見る。

　進路方向だ。街道を完全に封ふう鎖さするように、土ど囊のうがうずたかく積つまれていた。

　かなり大掛かりな検問のようだ。いくつか他の馬車も止められている。そんな予定は聞いていなかったが……。

「止まるしか、ありませんね」

　メアリーが緊きん迫ぱくした声で呟つぶやき、それからアリシアに目線を合わせた。

「安心して下さい。レーナ様は必ずお守りしますから」

「ええ。その、よろしく」

　アリシアは苦笑した。メアリーには、彼女を守らなければという意識だけはあるらしい。

　やがて完全に馬車が停止した。率そつ先せんしてメアリーがドアを開け外に出る。

「僕も降おります。お嬢じよう様はこちらでお待ち下さい」

　言い置いて馬車を降りた。クレイもメアリーも従者だ。二人だけでは憲けん兵ぺいに怪あやしまれるかもしれない。

　大地に足をつけるなり、まず太陽の輝かがやきに目を細めた。

　辺りは一面、広大な緑地帯である。風が草原に波は紋もんを描えがき、遠く山脈の稜りよう線せんには黒い岩いわ肌はだが見えている。本当に何も無い場所だった。

　こんなところに何故なぜ検問が張られているのだ。不ふ穏おんな予感が胸中に渦うず巻まきはじめた。

　腰にサーベルを下げた憲けん兵ぺい達がやってきて、早さつ速そくクレイを詰きつ問もんしているようだ。

「……へえ。あっしはアースラント家にご奉ほう公こうしておりやす者で……。お客人のご送そう迎げいのため、これから屋や敷しきに戻るところでして」

　クレイは四十代だが、外見はもっと老けている。

　元は炭たん坑こう夫ふをしていたという男だ。色黒の顔には深い皺しわが刻まれ、腰はすっかり曲がってしまっている。もう真まっ直すぐには立てないそうだ。

「送迎？　従者サーバスが三人でか」

　兵士は僕ぼくたちの身なりを見回した。そういえば僕は執しつ事じ服ふくを着ていたのだった。

　こちらも相手の装備を観かん察さつする。大だい規き模ぼな略りやく奪だつ行こう為いでもあったのか、それとも隣りん国ごくソラリスの哨しよう戒かいでも現れたかと思ったが、彼らの装備や言動を見るに、それほどの緊きん急きゆう性せいは無さそうだ。

　恐らくこの検問は、禁きん制せい品ひんの密みつ輸ゆを取り締しまるためのものだろう。であれば、対象は荷馬車に違いない。

　あえて抵てい抗こうせず、籠かごの中を一通り見せて、何も隠かくすスペースなど無いことを証明すれば、案外すんなり通過できるかもしれないと思った。

「──もう一人いるな。同乗しているのは誰だれか」

　やや緊きん張ちようを緩ゆるめたそのとき、中年の将校が声をかけてきた。立派な口くち髭ひげを生はやした男だ。

　その胸の徽き章しようを見て、すぐにまずいと考えた。星のシンボルに金糸の三本線。冗じよう談だんじゃない。何故検問などに中ちゆう佐さが出張ってきているのだ。

　佐官は当然、貴族アリストである。そうか、と遅れて僕は思い至った。

　禁制品を取引するにしても、豊富な資金力が必要だ。つまりこの検問は、外貴族をターゲットにしたものだったのだ。

　となると危険な状じよう況きようだ。密輸などは当然していないが、アリシアの身分を疑われると大変なことになる。

　相手が平民プレビアスならば、最悪の事じ態たいは無かっただろう。そのためにクレイとメアリーはアリシアの正体を知らされていないのだ。彼らは訊きかれても答えようが無いし、僕は平民の命令には従わずに済む。うまく誤ご魔ま化かすことも出来ただろう。

　しかし貴族が出てくると、まるで話が変わってくる。むしろ僕が一番の弱点だ。真実を語れと命令されれば語るしかない。抗あらがえば死ぬだけだ。不信感をもたれた時点で致ち命めい的てきになる。

「誰の送迎だ。言いたまえ」

　中佐が厳きびしい口調で問いかけてきた。

　一いつ瞬しゆん、冷ひや汗あせが流れ落ちたが、命令の矛ほこ先さきはクレイに向いているようだ。

「その……。存じ上げやせん」

「知らない？　知らない人間を送迎しているのか」

「はあ……。ご主人さまの古い友人の、お嬢じよう様だとのことで……」

「どこの家の令れい嬢じようだ」

「さあ……、それも存じ上げやせん」

「おい」

　中ちゆう佐さがさっと手を振り上げると、幾いく人にんかの兵が馬車を取り囲んだ。完全に不ふ審しんに思われてしまったようだ。

　苦しい展開になったが、クレイは命令に逆らえなかっただけだ。落ち度は無い。中佐の疑ぎ念ねんは最初からアリシアに向いていたようだし、どの道こうなることは避さけられなかっただろう。

　さて。どう切り抜けるか──？

　まず実力行使の可か能のう性せいを考える。僕ぼくの方に警けい戒かいが向かないうちに、あの中佐の喉のどを潰つぶして即そく座ざに昏こん倒とうさせる。多少は烙らく印いんが騒さわぐだろうが、殺そうとしなければ問題はない。

「メアリー」

　小声で呼ぶと、視線で反応があった。あちらも準備はしていたようだ。彼女は右手首を裏返して僕の方に向けていた。そのメイド服の右みぎ袖そでから、銀色の糸が垂たれている。

　鋼こう線せんだ。あれを首にかけて締しめ上げれば、意識を消失させるのは容易たやすい。

　だがその後が問題だ。憲けん兵ぺいを何人倒せばいいのか。彼らは近くに野や営えい所じよを設置しているようだ。少なく見み積つもっても三十人はいるだろう。

　貴族アリストも一人だけとは限らない。やはり一部隊全てを相手にするのは現実的ではない。どうにか争わぬように解決する方法があればいいのだが──

「……ちょっと何よ。うるさいわね」

　そのとき不ふ機き嫌げんな少女の声が聞こえた。アリシアが自ら馬車を降おりてきた。

「せっかく気持ちよく寝てたのに……。軍の検けん問もん？　よそでやりなさいよ」

　周囲の兵士を睨にらみ付けながら、真まっ直すぐこちらに向かってきた。その行動に驚おどろきつつも見守る。どういうつもりだろうか。

「君がアースラント侯こう爵しやくの客人か？」

　たちまち中佐の注意がアリシアに向けられた。

「そうよ軍人さん。わたしに何か？」

「名前と用向きを伺うかがいたい。どこの家の者か」

「はあ？　何でそんなこと言わなきゃいけないの」

　きっぱりと拒きよ絶ぜつした。聞いているだけで心しん臓ぞうがきりきりと痛む。アリシアはおおよそ貴族に向けてはならない言葉と態度を見せる。

　中ちゆう佐さが口元を引きつらせながら質問を繰くり返した。

「もう一度訊きくぞ。名前は？」

「だから言う必要はないと言ってるの。おわかり？」

　彼女はあくまで高たか飛び車しやな態度を崩くずさず、腕を組んだ姿勢で言い放った。

　威い厳げんのある中年将しよう校こうと幼き令れい嬢じよう。巨人と小人の間で視線が交こう錯さくし、火花が弾はじける。

　しばし時間が静止したような緊きん迫ぱくした空気が流れ、そして──

「……ま、よかろう」

　やがて、根負けしたように中佐が鼻息を吹いた。

「だが馬車の中は確認させてもらうぞ」

「はいはい。どうぞご自由に」

　アリシアが答えた途と端たん、憲けん兵ぺい達が一いつ斉せいに馬車をあらためはじめた。

　慣れない人間にくつわを摑つかまれた馬が、ぶるると荒い息を吐はく。

「おい、君」

　中佐がさらにアリシアに声をかけた。

「これは忠告だ。火遊びもほどほどにしておけ。家名に傷をつけたくないのであればな」

「ありがとう。でも大きなお世話よ、軍人さん」

　ぷいと顔を背そむけ、アリシアは取り合わなかった。

　なるほど……。中佐は彼女を、侯こう爵しやくの愛人か何かだと勘かん違ちがいしたのだろう。

　お忍しのびで屋や敷しきに通うような間あいだ柄がらだと。だから身分を明かせないのだと思ったようだ。

　まさか彼女は、事前にこうなることを計算していたのだろうか。その上で高こう慢まんな態度をとっていたのだろうか。だとすると本当に大したものである。

「さあ行くわよ、あなた達」

　そう言って、アリシアは僕ら一人ずつに目配せをする。

　一通りの確認作業を終えた兵士達が、馬車の周囲から引き上げていった。どうやら通行は認められそうだ。馬車の前方から馬止めが外されるのを見ながら、僕らは籠かごに乗り込んだ。

「ド、ドキドキしました」

　席につくなり、胸の辺りを押さえながらメアリーは息を震ふるわせた。

「なかなか良い暇ひまつぶしになったわね」

　とアリシアは快かい活かつな表情で口にする。何とも豪ごう胆たんな……。

　覗のぞき窓からクレイが笑顔で会え釈しやくをし、馬車は再び走り出した。窓の外の兵士達は、もうこちらに興きよう味みを示していないようだ。たちまち窓の外を検けん問もん所じよが通り過ぎてゆく。

　感心するしかなかった。アリシアはいとも容易たやすく、持ち前の度胸だけで窮きゆう地ちを切り抜けてしまったように見えるが、決してそうではない。僕の知る彼女は、年相応のか弱き少女に過ぎないのだから。

　どれだけ平静を装よそおっても隠かくし切れていない。アリシアの肩はまだ小刻みに震ふるえていた。なのに恐怖に耐え、勇気を振り絞しぼって困こん難なんを乗り越えたのだ。賞しよう賛さんせずにはいられない。

「本当にご立派でした。お嬢じよう様」

　耳元でそう囁ささやくと、彼女は顔を背けながらも得意げに返した。

「ふふん。まあ当然よ。わたしを誰だれだと思ってるの」

　微笑ほほえんだアリシアの頰ほおが、ほんのり赤く染そまっていた。

　今回ばかりは彼女の特性に助けられた。アリシアには貴族アリストの強制力は効かないのだ。

　いや王族レギアスですら同じだ。彼女は誰だれの命令にも従うことはないだろう。

　アリシアは特別な存在だ。帝国法に唯ゆい一いつ人権が規定されていない人間であり、数万人に一人という低てい確かく率りつで生まれるとされるイレギュラー。

　無印ブランク──

　つまり、生まれつき烙らく印いんを持たない人間なのである。













　　　第二章　　暗黒の回かい廊ろう実験







　エルドア市を離はなれ、おおよそ二時間が経過する頃、ようやく目的の場所が近づいてきた。

　ナルカン山脈を背景に、穏おだやかな田園風景が広がっているのだが、その一角だけがこんもりと盛り上がり、小さな丘を形作っている。

　馬車が進むにつれすこしずつ、逆光の中に建物が見えてきた。丘の上には大きな建造物──城じよう塞さいとしか形容できないシルエットが鎮ちん座ざしていた。

　四よ隅すみに円えん筒とう形けいの物もの見み塔とうが置かれ、それぞれの間を繫つなぐように厚い防ぼう壁へきが張られているようだ。その石いし壁かべの意い匠しようは前世紀の城じよう郭かく建築の名残なごりであり、ただ権けん威いを誇こ示じするためではなく、外がい敵てきを想定した高さに作られている。きっと国境線が不確定だった時代のものだろう。

　あれこそがアースラント侯こう爵しやく邸てい。僕ぼくが十歳まで育てられた場所でもある。

「着いたの？」

　さっきの騒そう動どうが尾を引いているのか、アリシアは眠たげに目をこすっていた。

「間もなくですよ」

　さすがにここまで来れば妨ぼう害がいは入らないだろう。僕は安あん堵どとともに答えた。

　やがて馬車は緩ゆるやかな坂道を上のぼりはじめた。右手には牧草地が広がっている。チモシーと呼ばれるイネ科の植物だ。産うぶ毛げの生えた穂ほ先さきが風に揺ゆれ、西日を受けてオレンジ色に輝かがやいていた。

「懐なつかしいな」

　ぽつりとそう漏もらすと、向かいの席の幼おさな馴な染じみが意地悪な笑みを浮かべる。

「そうでした。昔はよく、服ふくを汚よごしに行かれてましたよね。冬の寒い日に洗せん濯たくする者の身にもなって頂きたかったですよ。まったく男の子は野や蛮ばんなんだから」

「君は僕以上に活動的だったと思うけど」

　お転てん婆ば、という言葉を避さけて反はん撃げきした。というより、最初に探検に連れ出したのはメアリーの方だったはずだが。

「ああそうでした。昔のジグさんは、すっごく恐がり屋でしたもんね」

　メアリーは口元を隠かくしつつ、ぷっと吹き出してみせた。

「葉っぱで指先を切ったぐらいで号ごう泣きゆうして、『もう二度と行かない！』とか喚わめいてましたよね。遊んでいる間は気付かなかったくせに」

「か、過去を捏ねつ造ぞうするなよ。他の奴やつの話だろ」

「そうでしたっけ」

「そうだよ。僕はそんな」

　子供のような言い争いをしていると、不意に脇わき腹ばらに鋭するどい痛みを感じた。

「いつっ!?」

　驚おどろいてすぐに確認したが、服ふくには何の乱れもなかった。しかし隣となりでアリシアが何やら不満げに息を吐はいている。どうやら彼女に抓つねられたらしい。

「あの、お嬢じよう様。何か？」

「何もないわよ。話しかけないで頂ちよう戴だい。二人だけの世界で楽しんでればいいじゃない」

　頰ほおがぷっくらと膨ふくれていた。理由はわからないが、下手へたな弁べん解かいをするとまた怒られそうだ。そっとしておこう。

　そうこうしている内に、馬車は侯こう爵しやく邸ていの正門を通り抜けていた。

「随ずい分ぶんきれいにしてるんだな」

　正門から本館までの間には、白く光こう沢たくのある砂利じやりが敷しき詰つめられている。そこには足あし跡あと一つ残されてはおらず、箒ほうきで均等にならされているようだ。

「今日は早起きし過ぎちゃいましたからね。掃そう除じしておきました」

　メアリーは照れ笑いを浮かべた。

「もちろん、レーナ様がご滞たい在ざいになるお部へ屋やも綺き麗れいにしておきましたからね！」

「あ、うん。ありがとう」

　声をかけられてアリシアは微び笑しようする。どうやらメアリーは、自発的に清せい掃そうに励はげんでくれたようだ。彼女が僕ぼく達を歓かん迎げいしてくれていることが分かり、ほっと胸を撫なで下ろした。この分なら安心してアリシアを預けられそうだ。
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　やがて馬車が本館の前に横付けされると、黒い燕えん尾び服ふくの男性がきびきびとした足取りでやってきて、外側から籠かごの戸を開けた。

「お久しぶりで御ご座ざいますね、ジグ様」

「マーカスさんも息そく災さいのようで何よりです」

　アースラント家の老ろう執しつ事じ、マーカスは満面の笑みで迎むかえてくれた。雪せつ原げんみたいに真っ白な髪かみをした老人だが、背せ筋すじに鉄てつ杭くいでも埋うめ込まれているかのように姿勢が良い。ピンと先の尖とがった眉まゆや口ひげが生しよう涯がい現げん役えきだと主張しているようだ。

　マーカスは先代から仕える最さい古こ参さんの使用人で、アースラント家の全てを知る人間だ。温おん厚こうなように見えて厳きびしく、厳げん格かくに見えて気さくなところもある人である。

「さあ。レーナ様、こちらへ」

　訳わけ知り顔のマーカスに案内され、僕達二人は本館の中に通された。外見も内装も瀟しよう洒しやな造りの建物で、基調はクリーム色に統一されている。

　まずは広々とした吹き抜けの階段ホール。ギャラリーとサルーンを兼かねた豪ごう奢しやな造りの場所なのだが、惜おしむらくは暗すぎた。まだ外は明るいというのに館中のカーテンが閉じられており、まるで深い森の中に木こ漏もれ日が落ちているような風ふ情ぜいだった。

　何故なぜカーテンが閉められているかというと、侯こう爵しやく自身が太陽を嫌きらっているからだろう。彼は生まれつき肌はだが過か敏びんな体質で、太陽光に長時間当たると皮ひ膚ふがただれてしまうらしい。一部の貴族アリストから『吸きゆう血けつ侯爵』などと揶や揄ゆされている理由もそこにある。

　なので、彼の私室もわざわざ陽当たりの悪い場所にあった。本館三階の北の端はし、本来なら物置きか何かに使われるような狭せま苦くるしい部へ屋やを、侯爵は書しよ斎さいとして愛用している。

「失礼します。お客様がお着きになられました」

　マーカスは鉄板で縁ふち取どられた黒いドアをノックして、金色の取っ手を引いた。

「おや……。またですか、カムラ様」

　扉とびらを開けるなり、老執事は呆あきれたような声を出した。

　西の窓から入った陽光が毛け羽ば立った絨じゆう毯たんに落ちて、光の輪わを描えがき出しているのが見える。

　その輪の中には幾いくつかの書しよ籍せきがページを開いた状じよう態たいで並べられており、傍かたわらの影には胡座あぐらをかいた男性の姿があった。

「やあ。もうそんな時間か」

　青白い顔に脂あぶらぎった髪かみ。数日寝ていないような澱よどんだ目がこちらを見る。それは僕のよく知る、カムラ・ドルク・アースラント侯爵の姿だった。

「いつからそうしておられるのです」

　マーカスは嘆たん息そくしながら訊たずねる。

「さあ……いつからだったかな」

「お食事はちゃんと摂とっておられますか？　耐たい久きゆう行こう軍ぐんを終えた新兵のような顔をしておられますよ」

「ははは。面白い比ひ喩ゆだね。ぼくは兵へい役えきにいかなかったから知らないけど……よいしょ」

　カムラは腰を叩たたきながら立ち上がった。奇き妙みようなほど細長い手足に灰色の髪かみ。袖そでを絞しぼったよれよれのシャツを着て、襟えりを片側だけ立てている。茶色のズボンも皺しわだらけだ。

　しかし顔の造り自体はかなり若く見える。僕よりも一回りは年上のはずだが……。

「ああそうだ、マーカス。クレイとメアリーも呼んでくれないか」

　カムラは首を回しながら言った。

「ここに、ですか？」

「うん。顔合わせは済んでるみたいだけど、一応紹しよう介かいしておかないとね。ミリエは食事のときでいいや」

「……紹介、ですか。かしこまりました」

　マーカスはどこか不ふ思し議ぎそうな面おも持もちだったが、一いち礼れいして部へ屋やの外へ出て行った。それからようやくカムラが僕ぼく達に目を向ける。

「ああジグ。久しぶりだね。また背が伸びたんじゃないか」

　カムラは両手を開きつつ、薄うすら笑いで言った。僕は苦笑を返す。

「もう伸びませんよ。つい一年前にお会いしたばかりですし」

「いや、でも印象が変わったな……。ああわかった。髪かみを切ったんだね？　綺き麗れいだったのに、もったいないな」

　年上の男性に綺麗と言われることに抵てい抗こうを感じなくもなかったが、カムラなりの褒ほめ言葉のようだったので、一応「ありがとうございます」と応えておいた。

　続けてカムラはアリシアに声をかける。

「レーナさんだったね。遠いところよく来てくれた。まあゆっくりしてくれ。ぼくも公こう務むがある身だから、あまりおもてなしは出来ないと思うけど……。まあお互い気楽でいいよね」

「はい。お世話になります」

　アリシアは一歩引いて会え釈しやくをした。さすがに緊きん張ちようしている様よう子すだった。

　代わりに僕が訊たずねておくことにする。

「侯こう爵しやく、レーナ様のお部屋はどちらに？」

「別館に用意させてもらったよ。というのも本館は来客が多いからさ。日ひ頃ごろ何かと騒さわがしいし、面めん倒どう事ごとがあるといけないから」

「そう、ですか」

　別館は使用人達が住んでいる場所だ。王族レギアスの血を引くアリシアを匿かくまう場所として相応ふさわしいとは思えないが、事情は理解できるし致し方ないだろう。

　しかし来客が多いなどという話は初めて聞いた。

「そういえば、何やら良からぬ研究に没ぼつ頭とうされているそうですが……」

「良からぬって、失しつ敬けいだな。教会の認可を受けた正式な儀ぎ式しき研究だよ？　手紙に書いておいた通り、君にも手伝ってもらうから覚かく悟ごしておいてくれ。セプテインの回かい廊ろう実験といって……」

　舌に油を差されたかのように喋しやべり出すカムラ。

　しかし戻ってきたマーカスが「お待ち下さい」と水を差した。

「カムラ様、そのお話は夕ゆう餉げのときにでも。レーナ様はお疲れのご様よう子すですので、まずはお部へ屋やにお通しした方がよろしいかと」

「ふん。まあそうか」

　カムラは不満げに鼻を鳴らしたが、異い議ぎを唱となえるつもりはないらしい。

　それからすぐに、どたどたと廊ろう下かを走る足音が近づいてきた。

「し、失礼します」

　クレイが息を切らせながら部屋に入ってきた。メアリーも後ろに続く。

「ああクレイ。レーナさんを迎むかえに行ってくれたんだってね。ご苦労だった」

　カムラが笑顔を作りながら言った。

「い、いえいえ。滅めつ相そうもございやせん」

　クレイは頭をかきながらかしこまる。

「朝早く出たんだってね。メアリーと二人で。寝ていて全然気付かなかったよ」

「へえ。カムラ様が寝ておられることはメアリーに聞いておりやしたので、出来る限り静かに馬を走らせやした。きっとお疲れだろうと思いやして」

「さすがは熟じゆく練れんの技だね。素す晴ばらしい。さらにぼくの体調にまで気を遣つかってくれるだなんて、従者サーバスの鑑かがみだ。君という人材の主あるじでいられることを誇りに思うよ」

「いえ！　そんな！　大したことはしておりやせんので……。お褒ほめの言葉をいただけるだなんて思いやせんでした。もったいないことです」

　純じゆん朴ぼくを絵に描かいたような顔が、溶とけ落ちそうなほどに綻ほころんでいた。よほど侯爵に褒められたことが嬉うれしかったらしい。

　後頭部をかき乱しつつ恐きよう縮しゆくするクレイに、カムラは微笑ほほえみ混じりに続ける。

「いや、本当に感心しているんだ。君のことをとても評ひよう価かしている。でもね、クレイ──」

　一いつ瞬しゆん、細められたカムラの目に、不ふ穏おんな光が宿った。

「誰だれがそんなことを命じたんだい？」

「へ……」

　クレイの動きがぴたりと静止する。

「あ、ええと」

「言ってごらんよ。誰がそんなことを命じたんだ？　え？」
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　唐とう突とつだった。カムラの声こわ色いろが剣けん吞のんな雰ふん囲い気きを帯びていた。こうなると蛇へびに睨にらまれた蛙かえる。脂あぶら汗あせを浮かせはじめたクレイの隣となりに、メアリーが慌あわてて歩み寄ってきた。

「ち、違うんですカムラ様。わたくしがお願いしたんです！」

「へえ。メアリーが？」

「はい。わたしがジグさんを迎むかえに行きましょうって。それで……」

「でもなあ、クレイ」

　カムラは再びクレイに舌を向けた。

「君には言ったはずだよね。メアリーはぼくの秘書として雇やとうって。ずっと傍そばに置いておくから雑ざつ用ようなんかさせるなって。ねえ？」

「は、はい。その通りで」

「だったらさ。死んで償つぐないなよ」

　何なに気げなく放たれた言葉に一いつ瞬しゆん、その場の全員が凍こおり付いた。

　驚おどろいてカムラの顔を注視するが、冗じよう談だんを言っている様よう子すではない。

「聞こえなかったかいクレイ。もう一度言うよ。──死ね」

「ぐ、う」

　苦く悶もんの声が漏もれ聞こえた。クレイの首くび筋すじに、みるみる青黒い紋もん様ようが浮かんできている。

　たちまち彼は呼こ吸きゆう困こん難なん。首元を押さえ、助けを求めるように周囲を見回した。

「待っ──」

　もはや躊躇ためらっている場合ではなかった。すぐにカムラを止めようとした僕ぼくだったが、その目前を金色の輝かがやきが通り過ぎる。

「やめなさい！」

　アリシアだった。彼女はクレイとカムラの間に立ちはだかり叫さけぶ。

「なにしてるんです！　早く命令を取り消して！　カムラ侯こう爵しやくっ！」

「…………」

　しかしカムラは、彼女の顔を値ね踏ぶみするように見ていた。ただ無言でだ。

「やめろって言ってるでしょ！」

　摑つかみかからんとする彼女を後ろから抱き留とめ、僕も叫さけんだ。

「おやめ下さい侯爵！　クレイを殺せば、あなたを逮たい捕ほせねばなりません！　帝国法における殺人罪は貴族アリストにも適てき用ようされます！　これだけ目もく撃げき者しやがいれば、言い逃れは」

「──なら君達も、死ぬか？」

　感情の見えないその冷れい笑しように、背せ筋すじがぞくりとした。

　確かに彼なら全員を殺すことも可か能のうだろうが、しかし。正気の沙さ汰たとは思えない。

　カムラ侯爵が発する真剣な迫はく力りよくに、アリシアもメアリーもマーカスもただ息を飲むばかり。僕は奥歯を嚙かみしめる。何も出来ることが無い。

　たとえカムラを殺したところで、一度放たれた命令は止められない。説得して撤てつ回かいさせようにも時間的な猶ゆう予よが無いだろう。

　クレイの皺しわばかりの顔面を、浸しん食しよくするように烙らく印いんが覆おおいつくそうとした、そのとき。

「……ごめんごめん、冗じよう談だんだよ。取り消そうクレイ。キャンセルだ」

　カムラがそう告げた瞬しゆん間かん、クレイは膝ひざから崩くずれ落ちた。

　彼はすぐに絨じゆう毯たんの上で体を丸め、おびえたように荒い息を繰くり返した。生まれたばかりの子馬のような、あまりに弱々しいその姿。

「いやぁ、驚おどろかせて悪かったね」

　冷れい然ぜんとした表情を崩くずし、カムラは腰を屈かがめてクレイの背に手を載のせた。

「あんまり君達がぼくを蔑ないがしろにするもんだからさ、ちょっぴり腹が立っただけなんだ。つまりお出掛けに置いていかれた子供の心しん境きようだよ。わかるだろう？　今後は気を付けてくれよな」

「カムラ侯爵、あなたは……」

　アリシアは焦しよう熱ねつの瞳ひとみでカムラを見る。彼女の激げき怒どが空気を伝わってくるのを感じた。

　しかし立ち上がったカムラは、おどけた調子で肩をすくめて見せる。

「すまないねレーナさん。お見苦しいところをお見せした。でもこれが我わが家の躾しつけでね。気分を害したかもしれないが、どうかご理解いただきたいところだよ。……なあメアリー」

「は、はい」

　名前を呼ばれたメアリーが、おびえた声で返事をする。

「何度言えばわかるんだい？　君は僕ぼくの秘書なんだ。ずっと傍そばに仕えていてくれなきゃ困るよ。とりあえずお茶の用意をしてくれないか。いい加減に喉のどが渇かわいていてね」

「わ、わかりました、すぐに支度したくをします！」

　バネ仕掛けのように頭を下げ、メアリーは部へ屋やを飛び出していく。

「はは。困ったものだね」

　カムラが笑うも、アリシアは怒りを込めた視線を決して外そうとはしなかった。

　マーカスは額ひたいに汗あせを浮かべて押し黙だまり、僕はただ苦く悩のうするばかり。

「──ああ、そうそうジグ。例の儀ぎ式しきは今夜だ。楽しみにしておいてくれたまえ」

　周囲の空気など意に介さぬカムラに、かろうじて僕は「はい」と答えた。

　この屋や敷しきで生活することになるアリシアの前ぜん途とに、不ふ穏おんな霧きりが立ち込めてきた気がした。







　カムラの部屋から出てすぐに、アリシアは僕に向かって不満をぶちまけた。

「なによあれ！」

「すみません。普段はあんな方ではないんですが……」

　一応フォローしておくことにした。カムラは冷れい酷こくな面も持ち合わせた人間であるが、あそこまで短たん絡らく的てきな結論に走る人でもないはずだ。

　カムラがああした理由。それは──

「そんなのわかってるわよ。わたしを試したんでしょう」

「気づいておられたのですか？」

「当たり前でしょ。あんまり馬ば鹿かにするんじゃないわよ」

　アリシアはさも当然という顔をしていたが、僕はかなり驚おどろいていた。

　そう。カムラがクレイにあんな命令をしたのは、アリシアが止めに入ると確信していたからだろう。その目的はつまり。

「要するに、わたしの命令に王族レギアスの力がないことを確認したかった。そうね？」

「恐らく」

　僕は首しゆ肯こうした。

　カムラには手紙で全てを伝えていたのだが、どうしても自分の目で確かめたかったのだろう。

　アリシアは誰だれの命令にも反応しない。それはある意味、王族と同じなのである。従うべき主がいないから烙らく印いんが反応しないのだとも考えられる。

　しかし王族との違いは、アリシアの命令もまた、誰に対しても強制力を持たないことだ。

　彼女はやはり無印ブランクなのだ。そうだとしか思えない。

「まったく……」

　アリシアはしばらく肩を怒らせていたが、そのうち大きな溜ため息いきをついて脱力した。

「今日はもう、本当に疲れたわ。早く部へ屋やに案内して」

「わかりました。こちらです」

　先せん導どうして歩き出しながら、僕ぼくは一度だけ侯こう爵しやくの部屋を振り返った。

　カムラはアリシアを試そうとした。でも本当にそれだけだろうか？

　あのときのカムラの目には、何やら薄うす暗ぐらい情じよう念ねんを感じた気がする。心の奥底に秘めた想いのたぎりを、八つ当たり気味にクレイにぶつけてしまったようにも思える。

　何かがおかしいと直感した。しかしここで暮らすことになるアリシアの心中に配はい慮りよすれば、余計な発言は慎つつしむべきだと自じ重ちようする。

「なに？」

　勘かんの良い彼女が訊たずねたが、何でもありません、と答えて足を進めていく。

　アースラント侯爵邸ていの敷しき地ち内ないには、三つの建物があった。本館の他には、礼れい拝はい堂どうとして近きん隣りん住民に開放されている講こう堂どうと、使用人の宿しゆく舎しやとして使われている別館。この三つの館が長方形の敷地内に順番に並び、それを外がい壁へきが取り囲んでいるという単純な構造だ。

　施設の解説をしながら歩いていると、すぐに別館の入口にたどり着いた。

「お嬢じよう様。部屋の鍵かぎを受け取ってまいりますので、ここで少々お待ち下さい」

「ん。わかった」

　一言彼女にことわって別館の厨ちゆう房ぼうに入ると、すぐに見知った背中を見つけた。

「ミリエ、帰ったよ」

　声をかけると、エプロン姿のふくよかな女性が振り返り、柔にゆう和わに笑みをこぼした。

「あら。ジグさんではありませんか。もう着いてらしたの？」

「侯爵に挨あい拶さつしてきたところだよ。おいしそうな匂いがすると思って来てみたんだ」

　ミリエはこの屋や敷しきのハウスキーパーだ。当然ながら、メアリーやクレイと同じく従者サーバスである。オレンジの仕事着に白いエプロン。背はメアリーと大差ないだろうが、横よこ幅はばは倍程度はありそうだ。茶色の髪かみはかなり長いのだろうが、後頭部で丸くまとめて白いシュシュで覆おおっていた。

　親の顔を知らない僕にとっては、母親にもっとも近しい女性であり、年ねん齢れいもたしかそれくらいだったと思う。

「あら。お客様と一いつ緒しよに来られると聞いていましたが、今はどちらに？」

　エプロンの先で手を拭ふきながら、ミリエは背伸びをして後ろを覗のぞこうとする。

「外で待ってもらってるんだ。先に部屋に案内しようと思ってね」

「でしたらお茶のついでにでも紹しよう介かいして下さいな。いますぐご用意しますので」

「そうだね。なら部屋の方に」

　と言いかけたが、ミリエがそこへ声を被かぶせてきた。

「カムラ様はお忙しそうでした？　最近はメアリーにばかりお茶の用意をさせて、一いつ向こうにあたしのお菓か子しを召めし上がって頂けないんですよ。ジグさんからも言って頂けません？　使用人の中にも序じよ列れつがありますからって。新入りばかりを可愛かわいがられても困りますって」

　などと、早口でまくし立ててくる。相変わらず凄すさまじい舌の速度だった。どこで息いき継つぎしているのかわからないほどだ。

「ミリエ。残念だけど、侯こう爵しやくはもうお茶を済まされていると思うよ」

　カムラとのやりとり全てを説明する気にはなれなかったので、メアリーにお茶の用意をさせていたことだけを伝えた。

　ミリエは「まあ」と腰に手を当てて憤ふん慨がいする。

「本当に困ったものですねえ。では、ジグさんとお客様の分だけご用意しますね」

「悪いね。お願いするよ」

「いえいえ。今日のメープルマフィンも最高の出来ですから、期待してて下さいね」

「もちろん。それが一番の楽しみだったんだ」

「ふふ。では後ほど、お客様のお部へ屋やで」

　楽しげに微笑ほほえむミリエに一いつ旦たん別れを告げ、僕ぼくは厨ちゆう房ぼうの外に出た。

「……もういいの？」

　壁かべに背をつけて待っていたアリシアが、感情の見えない声で訊たずねた。

「ええ。お茶の用意を頼たのんできました。どうぞこちらへ。お部屋にご案内します」

　表情を引き締しめ直し、別館の二階へとアリシアを連れて行く。

　本館とは違い、全開にされた窓から差し込む光が廊ろう下かを白く染そめ上げていた。石せき英えいを含ふくんだ石いし壁かべがきらきらと光っている。

「外見は悪くないわね」

「ええ。こちらがお嬢じよう様のお部屋になります」

　突つき当たりのドアに鍵かぎを差し込むと、がちりと重い音がして錠じようが回った。

「ここか」

　部屋に入ったアリシアの反応は、冷れい淡たんなものだった。

　清せい掃そうは行き届いているようだが、如何いかんせん古い建物だ。ひび割れた石いし畳だたみに茶色の絨じゆう毯たん。天てん蓋がいつきのベッドとクローゼットが一つずつ。壁にかけられた大きな絵画からは、かすかにカビの臭においが漂ってくるようだ。

「少々お待ち下さい」

　部屋の三箇か所しよにある木造りの窓を開けていくと、たちまち爽そう涼りような風が吹き込んできた。

「ふうん。この部屋がわたしの、潜せん伏ぷく場所になるというわけね」

　アリシアはベッドの上に腰を下ろし、一度部屋を見回してから溜ため息いきをつく。

「ねえ。いつまでここにいればいいのかしら」

「それは、わかりかねます」

　としか答えられなかった。僕ぼくの仕事は侯こう爵しやく邸ていにアリシアを案内するところまでだ。その後のことは全くわからない。

「そっか……。あなたとはここで、お別れってわけね」

　消え入りそうな声でそう呟つぶやいた。アリシアは膝ひざの上で指を編あむ。

「僕としても心残りはありますが、仕方がありません」

　今夜は侯爵邸に泊まるとしても、明日には拷ごう問もん室しつに帰らねばならない。それはアリシアにもわかっていたようだ。彼女は不安げな表情を誤ご魔ま化かすように声を明るくした。

「でもあなた、侯爵家のご子息だったなんてね。どうして拷問官なんてしているの？」

「いえ。事情があってアースラント家の名をいただいていますが、僕は平民プレビアスなんです」

「へえ？　そうなの」

　事情とは無む論ろん、王室仕えのことだ。僕がシヴァンのお付きを命じられた際、あくまで名義上ではあるが、アースラントの家名を名乗ることを許されたのだ。

　きょとんとした様よう子すのアリシアに、すこし補足しておくことにする。

「複ふく雑ざつな話じゃありません。このアースラント家は、もともと使用人の養よう成せいを家業としていますから」

「養成……って。貴族アリストが？」

　意外そうな顔だった。そう思うのも無理はない。彼女にとって貴族とは、平民や従者サーバスを顎あごで使って贅ぜい沢たくの限りを尽つくすような存在なのだろう。仕事があること自体が不ふ可か解かいなようだ。

　さらに解説する。

「貴族も王族レギアスに仕える立場ですから、お役目があるんです。アースラント家では幼い孤こ児じを引き取り、何年もかけて作法を教え込んでいたんです。今はもうやめてしまいましたが」

　アースラント家が輩はい出しゆつする使用人は、社交界では高級品として知られていたそうだ。雇やとっていること自体が一つのステータスになっていたらしい。

　だが、エルドアの貴族と王室が揃そろって衰すい退たいした今、アースラント家も方向修正を迫せまられている状じよう況きようだった。

「庶しよ民みんにはわからない世界ね。あなたもここで修しゆ行ぎようしたわけ？」

「はい。赤ん坊ぼうのときに、ここに拾われてきました。だから屋や敷しきのみんなは家族のようなものなんです。指し南なん役やくだったカムラ侯爵は父親代わりでしたし」

「父親ねぇ……。あの侯爵が使用人に作法を教えていただなんて、全く想像つかないわ」

「お気持ちはわかります。見ての通りの自由な人ですから」

　苦笑を返した。正確に言えば、作法を教えていたのはマーカスだ。カムラが指南していたのはもっと別のことだが……それはアリシアにはあまり知られたくなかった。

「なんか、いろいろあるんだね」

　彼女は気が抜けたように呟つぶやいて、背中からベッドに倒れ込んだ。

　かなり疲ひ労ろうが溜たまっている様よう子すである。思えば、朝から立て続けにいろいろなことがあった。ここにきてようやく緊きん張ちようの糸を緩ゆるめることが出来たのかもしれない。

　天てん井じようを向いて眠たげに目を細めるアリシアに、僕ぼくは静かに語り掛けた。

「やっぱり、ちょっと面おも影かげがありますね」

「何の話？」

　アリシアが顔を横に向け、何かに気付いたように身体からだを起こした。

「その絵──」

　彼女の目の奥がぐっと開かれた。

　部屋の壁かべに飾かざられた絵には、赤いドレスに身を包んだ女性が描えがかれている。

「『救きゆう国こくの聖せい女じよ』の肖しよう像ぞうです」

　金きん髪ぱつを首元で束たばねた勇ましい女性が、エルドアの旗はたを片手になびかせ、多くの勇士達の先頭に立って険けわしい丘を越えようとしている。その一場面を描いたものだった。

　この絵は平民プレビアス出身の無名画家の作だが、かなり希少価値は高いと聞いている。後のちの宮きゆう廷てい画家によって描かれたものは誇こ張ちようや改かい竄ざんばかりが目立ち、聖女の素す顔がおを忠実に描いた作品はそれだけで珍めずらしいそうだ。

「もしかして……この人って、わたしのご先祖様？」

　うなずきを返すと、アリシアはベッドから飛び起きた。

　すぐ隣となりに立って、どこか不ふ思し議ぎそうな顔をして絵を見上げる。

「へえ……。そうなんだ」

　呟つぶやきつつ、横目でちらりと僕の顔を窺うかがうようにした。

「あのさ。なんか珍めずらしいよね。そんな嬉うれしそうな顔してるの」

「え。そうですか？」

「うん。絵を見てるときだけ、優やさしい目になるの。想い人にようやく会えたみたいな感じ」

　言われて自分の顔を触さわってみる。本当だろうか。

「あ。わかった」

　アリシアは背伸びして僕に顔を近付け、悪戯いたずらをするような口調で言った。

「もしかしてこの絵が、あなたの初恋の相手だったりするんじゃない？」

「え!?」

　思わず狼ろう狽ばいを見せると、アリシアはくすりと笑った。

「あはは。まさか、そんなはずないよね。子供が絵本に夢中になるのとはわけが違うもの」

「え、ええ。もちろんそうですよ。大だい丈じよう夫ぶですとも」

　手遅れかもしれないが、可か能のうな限り動どう揺ようを悟さとられないよう僕は答えた。

　シヴァンもやたら鋭するどいところがあったが……血は争えないな、と心の中で呟く。

「ねえ。わたしを助けてくれたのは、誰だれかに頼たのまれたからだって言ってたよね」

　いささか唐とう突とつ感かんのある質問だったが、はい、とすぐに肯こう定ていを返した。依い頼らい主ぬしは彼女の兄だが、やはり口に出すわけにはいかない。

「それってカムラ侯こう爵しやくじゃないわよね？」

「お答えできかねます」

「でも、どちらにせよ、偉えらい人なんだよね」

「はい」

「ならいいわ」

　アリシアはそれ以上追つい及きゆうすることはなく、代わりにこう訊たずねてきた。

「じゃあ、あなたが拷ごう問もん官かんをしている理由を教えて。死し刑けい囚しゆうを助けるためなの？」

「そうです」

　迷まよわず即そく答とうした。

　シヴァンに仕えていたあの頃、彼を取り巻く人間模も様ようは、悪意と策さく謀ぼうだけで染そめられていたわけではない。立派な人物もたくさんおり、心から国の未来を憂うれえる人たちもいた。

　なのに、この国がテオドキアに征せい服ふくされてしまったがために、みな片かたっ端ぱしから処しよ刑けい台だいへと送られていった。僕ぼくにはそれを黙だまって見過ごすことは出来なかった。罪なき命が無む惨ざんに奪われる現状に抗あらがいたいと思った。自分がしてきた行いの責任をとりたいと考えたのだ。

　どうにかして一人でも助けたい。助けられなくてもせめて安らかに最さい期ごの時を迎むかえて欲しい。拷問官を志し願がんしたときの気持ちは、今でも変わってはいないはずだ。

　アリシアはそんな僕の目を見ながら、物もの憂うげに吐と息いきを放った。

「あなたは真まっ直すぐな人だと思う。一いつ緒しよに過ごしたわたしにはわかるわ。不器用ながらも正しいことをしようとしてるんだって」

「あ……はい、ありがとうございます」

　やけに大人びた表情を見せるアリシアに、僕は戸と惑まどいを覚えた。急にどうしたのだろう。

　彼女は静かな口調で続ける。

「きっとあなたは、たくさんの人を助けてきたのよね。……だからわたしは、その中の一人に過ぎないんだよね」

「いいえ。そんなことはありません」

　きっぱりと否ひ定ていすると、アリシアが驚おどろいた顔をして背せ筋すじを伸ばした。

「え……」

「助けられない命の方が、圧あつ倒とう的てきに多かったんです。残念ながら」

「そう……。そうだよね」

　彼女は落らく胆たんとも諦あきらめともとれる表情で睫毛まつげを伏せたが、すぐに決然として顎あごを上げた。

「ううん。それでもわたしは立派だと思う」

「立派、ですか」

「ええそうよ。このわたしを助けたのだから、もっと胸を張りなさい」

　微び笑しようとともにアリシアは言った。それは無む邪じや気きな少女のものではなく、眩まぶしいほどの気品に満ちた振る舞まいだった。

　彼女の身に流れる高貴な血を再認識し、しばし僕ぼくはその表情に見とれてしまう。すると不意に罪悪感が刺し激げきされた。

　君の父親を殺あやめたのは、僕だ。

　そう告白したら、彼女は一体どんな顔をするだろうか──

「でもさ、一番損そんな役目だよね。死者を看み取とるという、一番つらい役目」

　アリシアはまたわずかに声を沈ませた。

　気を遣つかわせてしまっただろうか。僕は首を横に振る。

「いいえ。光栄な役目だと思っています。僕なんかにはもったいないくらいだって」

　本心から答えると、アリシアはさらに微笑ほほえんだ。理由はよくわからない。

「……ともあれジグ。礼れいを言うわ」

　言いつつ、彼女は落ち着きのある足の運びで、僕に正対した。

「あなたが居なければわたしは死んでいた。それは疑いようのない事実だもの。今のわたしに何が出来るのか、全然わからないけど、それでも」

　そしてまっすぐに、小さな右手を差し出してきた。

「あなたに救われたこの命、決して無む駄だにはしないわ。約やく束そくする」

「はい。お嬢じよう様」

　僕は少々感動しつつ、彼女の手をとってその場に右みぎ膝ひざをついた。

「何してるの？」

　不ふ思し議ぎそうにアリシアが首を傾かたむける。

「え？　もちろん、手の甲こうにくちづけをと思いまして」

「あはは。違う違う」

　アリシアは軽かろやかに笑い、手を引いて僕を立ち上がらせた。そして僕の手て袋ぶくろの先をつまんでベッドに放り投げてしまう。

「握あく手しゆよ」

　すかさず彼女の小さな手が、僕の手のひらに重ねられた。やや高めの体温が伝わってくる。

　それからアリシアは、今日一番の目映まばゆい笑顔を見せながら、ぎゅっと握力を込めてきた。

「ジグ、ありがとう。本当に──ありがとうね」







　窓まど枠わくに伸びた蔓つるが、水すい滴てきを弾はじいて揺ゆれるのが見えた。雨が降ふり始めたのだ。

　夕ゆう餉げの時刻になったが、アリシアはカムラとの会食を拒きよ否ひした。そのため別館の彼女の部へ屋やに僕ぼくが食事を運ぶことになった。

「最後の夜なんだから、ちゃんと食事に付き合いなさい」

　アリシアがテーブルの向かい側に座るよう言ったので、僕は慌あわてて辞じ退たいする。

「いいえお嬢じよう様！　使用人が主人と食卓を同じにするだなんて、考えられません！」

「はあ？　何言ってんの。もうその設定はいらないでしょ。対等よ対等」

「設定とかではありません。どうか今まで通りでお願いします。王族レギアスの方にお仕えする術すべを僕は他に知りませんので」

「何なの、それ」

　彼女は眉まゆ根ねを寄せて、聞こえよがしに溜ため息いきをついた。

「わたしの考えすぎかもしれないけど……あなたのそれって、自じ衛えいのためじゃないわよね？　相手に深入りしないようにしている気がするんだけど」

「そうではありません。僕はただ敬けい愛あいの証あかしとして……」

「ふうん。まあいいわ。なら命令よ。一いつ緒しよに食事をしなさい。向かい合ってお喋しやべりをしながら、出来るだけわたしを楽しませるように」

「はあ……わかりました」

　仕方なく執しつ事じの流りゆう儀ぎを曲げることになった僕は、アリシアと二人きりで夕食を済ませた。

　その三十分後。

　本館に戻ろうとしたところで呼び止められ、僕は講こう堂どうでの力仕事に駆かり出されていた。

「申し訳わけありません」

　老執事マーカスは他人行ぎよう儀ぎに何度も頭を下げた。そんな彼に首を振りつつ、やたらと重い女神像を講堂から別館の入口まで運び込んだ。

　外は暗黒。雨あま脚あしはすこしずつ強くなっているようだ。服ふくの上に纏まとった黒いローブがしっとりと重みを帯びてきたように感じる。

「マーカスさん。侯こう爵しやくがここで何をするつもりなのか、説明だけしてもらえますか」

　講堂内の備品を移送する作業が一段落した折おり、僕は訊きいてみた。

　マーカスは額ひたいをハンカチで拭ぬぐいつつ、困り果てたような顔で一言。

「趣しゆ味みで御ご座ざいます」

「オカルトの？」

　老執事は視線で肯こう定ていした。

　手紙を読んだときから予想はしていたが、やはりそうらしい。思わず溜息が出た。

　侯爵のオカルト好きは今に始まった事ではない。僕が物もの心ごころついたときには、彼はとっくに神しん秘ぴに取り憑つかれていた。最初から子供のような大人だった。

　私し財ざいを投じて書物の収集や教団の支し援えんを行っているのも、全ては己おのれの知的好奇心を満足させるためだろう。そんな侯爵が真夜中に催もよおしを行うというのだ。何とも香ばしい臭においがしてきたではないか。

「ジグ様。お手伝い頂いてありがとうございました。私は所用が残っておりますので、これで失礼致します」

　マーカスは僕ぼくにもう一度頭を下げてから、マントを羽は織おり、小走りに本館へと戻っていった。

　──ジグ様、か。

　実はいまだに違い和わ感かんがあった。教育係だったマーカスに様付けで呼ばれると、何やら後ろめたい気持ちになってくる。

　マーカスは僕と同じ平民プレビアス。彼が敬意を払おうとしているのは階級クラスではない。アースラント家が輩はい出しゆつしてきた使用人の中でも、家名を与えられる者はごくまれだ。彼はその実じつ績せきを尊そん重ちようしてくれているのだろうが、正直に言って落ち着かなかった。

「……旦だん那な様にも困ったものですねえ」

「ミリエ？　どうしたんだ」

　厨ちゆう房ぼうの方から現れたミリエが、腰に手を当てながら呆あきれた声を出した。

「お客様がまだ増えるかもしれないんですって。もうろくに食材も残ってやしないのに」

「ああ、なるほど。でもそれだけ招しよう待たい客きやくが来るなんて大した人じん脈みやくだよ。ちょっと見直した」

「あたしには何が面おも白しろいのかわかりませんけどね。幽ゆう霊れいだの悪あく魔まだの」

　ミリエは怪け訝げんな顔をしつつ、真っ黒な空を見上げた。彼女はカムラの人望を評ひよう価かするつもりはなく、オカルトの求心力が人を集めていると思っているらしい。

　まあわからなくもなかった。オカルトの認知度が向上しているのは事実だ。平民ほど娯ご楽らくを規制されているわけではないが、肩身の狭せまい思いをしている貴族アリストも多い。貴き金きん属ぞくなどの贅ぜい沢たく品ひんの所持や、使用人の雇こ用よう数すうの制限。狩しゆ猟りよう時期まで決められている有あり様さまだ。そんな中で未規制のオカルトが、新たな需じゆ要ようを得ているのも理解できる話だった。

「カムラ様、最近おかしいんですよ」

　視線を上げたまま、不満げな声でミリエが呟いた。

「おかしい……か」

　肯こう定ていと否ひ定ていの中間で返した。夕方の一件を考えると、僕も何かがおかしいと思う。

「いえね。オカルト好きは元からですけど、ここまでじゃなかったと思いません？」

「まあ、そうだね。何かきっかけでもあったのかな」

　そう訊きき返すと、ミリエは何か思し案あんするような顔をしながら、おずおずと口を開いた。

「ちょうどメアリーが戻ってきた頃……全部あそこからおかしくなったような気がします」

　ふっくらした顔を萎しぼませるようにして、ミリエは声を潜ひそませた。

「メアリーが何か関わっていると？」

「いえ、あんまりこういう風に言いたくはないんですが……」

　ミリエはそこで言い淀よどみ、口元を手で隠かくすようにして続けた。

「正直ちょっと……気味が悪くて」

「気味が悪い？」

「あの子、ソラリスの外れにある小さなお屋や敷しきで働いてたそうですけど……あの子以外、屋敷の人間が全て死に絶えて、ソラリス軍に殺人罪で拘こう束そくされたそうなんです」

　いきなりとんでもない話が飛び出してきた。

「いや、待ってくれ」

　メアリーに限ってそんなことはないだろうし、そもそも。

「従者サーバスに貴族アリストは殺せないだろう」

「ええ。ですから結局は無罪になりました。でもその貴族様の死体、何やら薔薇ばらのような紋もん様ようが浮かび上がっていたらしいんです。烙らく印いんとも違うらしく、一時期カムラ様が熱心に調べておられました。新種の毒どく物ぶつかもしれないって」

「へえ……」

　それは確かに侯こう爵しやくがそそられそうな話だった。

　ミリエはわずかに声を尖とがらせる。

「そんなことがあったのに、急にメアリーを連れ戻して自分の秘書にするとか言い出して……。あたしは心配なんです。何かあったらと思うと」

　そこまで言ってから、あっ、とミリエが声を上げて振り向いた。

　視線の先。闇やみの中に、濡ぬれたローブに身を包んだメアリーの姿があった。

「あの、ご、ごめんなさい」

　ミリエは慌あわてて謝あやまる。

「いえ、その、ジグ様に説明をね。あなたがここに戻って来た経けい緯いを知らないと、困ることもあると思ったのよ」

「ああ……。いえ、気になさらないで下さい」

　屋根の下まで来てフードを脱いだメアリーは、申し訳わけなさそうに愛あい想そ笑いを浮かべた。

「全部本当の事ですから……。ソラリスで働けなくなったわたくしをここに置いてくださって、旦だん那な様には感かん謝しやしてもし足りないくらいです」

「で、でもあなたのいないところで、噂うわさ話なんて」

「本当に大だい丈じよう夫ぶですから」

「いいえ、ごめんなさい」

　ミリエは真まっ直すぐに頭を下げた。ハウスキーパーである彼女が、新入りのメイドに謝しや罪ざいをするなど本来は有り得ない。だが、彼女の良心が許さなかったのだろう。

「困ります。頭を上げてください。全部事実ですので」

「すこし訊きいてもいいかな」

　たまらず横から口を挟はさんだ。

　彼女たちの関係性は良く知っているつもりだ。ミリエにとって、メアリーはたくさんいた孤こ児じの一人でしかない。ミリエは孤児に深入りすることを避さけてきたようだし、いまだに打ち解とけ難がたいのも仕方がないと思う。

　しかし今の僕ぼくにとっては、二人とも大事な人間には違いなかった。だから下手へたに秘め事とするより、洗いざらい訊きいてしまった方が傷が残らない気がしたのだ。

「メアリー。屋や敷しきの人がみんな死んだっていうけど、それって死し因いんは？」

「わかりません、としか。わたくしは休きゆう暇かを頂いてここに里帰りをしていて、お屋敷には旦だん那な様と奥様が二人きりでした。そして一週間ぶりに戻ってみると、お二人とも寝室で眠るように亡なくなっておられました」

「君は夫妻が死んだ理由について、何も知らないのか」

「はい」

　はっきりと肯こう定ていした後、彼女は何故なぜか「うふふ」と微び笑しようを漏もらした。

「すみません。お二人ともかなりご高こう齢れいだったんです。もしかすると、お二人は死し期きを悟さとっておられたのかもしれません。そして最さい期ごの時を夫婦水入らずで過ごすため、わたくしを帰されたのではないかって……。実はそんな風に思っているんです」

　そう言ってメアリーは、すこし頰ほおを染そめてはにかんだ。

　何かロマンチックなものに陶とう酔すいしているような表情だ。

「すごくないですか？　いくつになっても二人一いつ緒しよで、お互いのことを分かり合ってて、ちゃんと好きでいられるなんて……。羨うらやましいですけど、きっとわたしには無理だなぁ、なんて」

　そうか、とだけ僕は返した。

　正直、呆あきれるような思いだった。殺人の容よう疑ぎで憲けん兵ぺいに拘こう束そくされたというのに、貴族アリストを恨うらんでいる様よう子すもまるで無い。お人ひと好よしというか脳のう天てん気きというか……。

　しかし安心した。やはり彼女は、僕のよく知るメアリーのようだ。

「なら、すぐに容疑は晴れたんだな？」

　思わず口元を緩ゆるめながら訊くと、メアリーは首を横に振った。

「いえ。一週間ぐらいでしょうか。拷ごう問もん室しつに入れられました」

「なんだって」

　胸がどきりと鳴った。

「拷問室って……。無事に済んだのか？」

「はい何とか。ずっと謝あやまってましたから。ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさいって」

　メアリーは間かん髪はつ入れずに答えたが、その口振りには徐じよ々じよに怯おびえの色が混じっていった。

「痛かったけど我が慢まんしました。諦あきらめかけたけど、泣きませんでした。だんだん気が遠くなりましたけど……、ずっとずっと謝ってたら、そしたらわかってもらえました。本当に犯人じゃないんだって。無実なんだって」

　聞いているだけで心がかき乱されるような、悲痛な告白だった。

　ソラリス軍の規則は知らないが、一度拷ごう問もん室しつに入れられた者が救きゆう済さいされることはほぼ無いと考えていいだろう。メアリーはかなり過か酷こくな体験をしたはずだ。

　なのに釈しやく放ほうされたのは、烙らく印いん現象の原則から考えて、彼女が犯人では有り得なかったからだ。毒どく物ぶつを用もちいようとも、従者サーバスが貴族アリストを殺すことは困こん難なんなはず。そして貴族を殺した結果があるなら、メアリーも死んでいなければおかしい。その論ろん理りが揺ゆるがなかったためだ。

「そうだったの……」

　ミリエはかすかに呟つぶやいて、同情するように目を細めた。

　噂うわさばかりが先行して、真実を確かめる機会が無かったのだろう。本来なら雇やとい主である侯こう爵しやくが気を利かせてしかるべきだが、あの人にそんな気き遣づかいが出来るとは思えない。

「メアリー……。本当に、ごめんなさいね」

「いいえ。ミリエ夫人にも、みなさんにも心から感かん謝しやしています。ソラリスでは正直、人としての扱あつかいを受けませんでしたから」

　メアリーは重い事実をさらりと口にする。

　従者には職業を選択する自由は無い。雇い主から別の雇い主へと売り買いされるだけの存在だ。主あるじを失った状じよう態たいで釈しやく放ほうされた彼女が、どんな扱いを受けたのか。想像するだけで心が暗くなってくる。だというのに、メアリーはあまりに汚けがれのない瞳ひとみをしていた。

　きっと苦労してきたはずだ。ここで別れてからの十年間、何度も苦痛を味わったに違いない。絶望に打ちひしがれたに違いない。それが使用人として生きるということだ。なのに彼女は、まるで歪ゆがんでいない。真まっ直すぐなままだ。僕ぼくとは何もかもが違う。

「うふふ。ところで、ミリエ夫人はどうなんです？　旦だん那なさんと仲良しなんですか」

「ううん、わたしは……」

　彼女たちはすぐに談だん笑しようをはじめた。

　お喋しやべり好きの二人だ。わだかまりさえ無くなれば、きっとすぐに仲良くなれるに違いない。

　アースラント侯こう爵しやく家は、僕が育った家であり、帰るべきところでもある。今はアリシアもいることだし、どうか心安らげる場所であって欲しい。

　そんな願いを込めて、僕はしばし、笑い合う二人の姿を眺めていた。







　本館に戻ってみると、カムラが来らい賓ひんの一人と立ち話をしているのが見えた。壁へき面めんにところどころ設置されたオイルランプの明かりが、ぼんやりと橙だいだい色いろの空間を作り出している。

　相手の貴族は、地味な服ふく装そうから男だん爵しやくあたりに思えた。雨の夜にわざわざやって来るとは余よ程ほど暇ひまを持て余していたのだろう。双そう方ほうともに話は尽つきない様よう子すだった。

　帝国議会で貿易商たちが幅はばをきかせるようになって以来、外貴族たちは国の片かた隅すみへと追いやられる一方だ。みな郊外のカントリーハウスに引きこもり、ただ私財を食いつぶすような怠たい惰だな生活を送っているのだと聞いている。

　そういった意味では、今のカムラも似たようなものだ。だからこそ同好の士が多いのかもしれない。本館前に留とめられた馬車だけでも、既すでに五、六台はあるようだった。

「ジグさん、こっちこっち」

　振り向くと、柱の影からクレイが顔を出していた。暗がりの中から手招きをしている。

「……そんなとこで何してるんだ」

「しーっ。お静かに」

　腰の曲がった彼が、さらに縮ちぢこまりつつ口に指を当てる。

「すぐにお部へ屋やに戻られた方がいいですよ。ここは危険です」

「そうしたいのはやまやまだけど」

　確かに、おかしなオカルトの実験に付き合わされるのは御ご免めんだ。しかし一人だけ部屋に籠こもってやり過ごすというのもさすがに気が引ける。

　と──

「ああジグ！　そんなところにいたのかい」

　大声で名前を呼びながら、額ひたいに汗あせを浮かべてカムラが走ってくる。僕ぼくは思わず身み構がまえた。

「君を探してたんだ！　ちゃんと段取りを説明しなきゃと思ってね！」

　カムラはやたらと上じよう機き嫌げんだった。僕の肩に手を伸ばして、ぱぱっとコートの水すい滴てきを払う。

　しかしその後、足元に隠かくれたクレイの存在に気が付いて、即そく座ざに訝いぶかしむような顔になった。

「クレイ……。そんなところで何してる？　油を売れと命じた覚えはないが」

「すっ、すいやせん」

　びくりと反応したクレイは、大おお慌あわてで言い繕つくろった。

「あの、その、ジグさんに説明をと思いやして。今日の実験の──」

「ああそうか！　それなら話は早い！」

　カムラは興こう奮ふんのままに両腕を大きく開いた。今にも踊おどり出しそうな勢いだった。

「ああジグ、君を頼たよることを許してくれないか！　今日の実験に是ぜ非ひとも参加して欲しい！　つまり、ミリエ、メアリー、クレイ、マーカス、そして君の五人でいくことに決めた！　ぼくは来らい賓ひんを接待せねばならないので、やり方はクレイ達に聞いておいてくれたまえ！」

　大声で捲まくし立てたあと、カムラは僕の腕を両側から叩たたいた。

「頼たのんだよ！」

　爽さわやかな笑顔に金歯を輝かがやかせ、広間の階段を昇のぼっていく。

「うう……。申し訳わけありやせん、結局巻き込むことになってしまって」

　クレイが床ゆかに手をついて謝あやまろうとしたので、さすがに止めた。

「いや、大だい丈じよう夫ぶ。手伝うつもりではいたんだ。ああいう風になったら止められない人だって、僕ぼくも知ってるから」

「はあぁ……。でもジグさんは軍人さんで、もう使用人じゃありやせんのに……」

　クレイは大きく息を吐はきながら立ち上がった。彼もマーカスと同じで、僕の立場を尊そん重ちようしようとしてくれていたらしい。それが分かり、すこし嬉うれしかった。

　彼は首を振りながらしみじみと呟つぶやく。

「仕える身ではございやすが、最近のカムラ様はおかしいと思いやす。あんなふうに身勝手をされる方じゃありやせんでした」

「ああ。確かに」

　夕方にあったことを思えば、クレイの実感は切実なものだろう。僕は強く同意した。

「なんだか熱っぽいというか、感情の浮き沈みが激しくなった気がする」

「そうでやしょう！」

　クレイは身を乗り出して食いついてきた。

「聞いて下さいよ！　今回の招しよう待たい状じようですけど、日時指定に『五月最初の雨の夜』なんて書かれていたそうでやす。それでこないだも一ひと悶もん着ちやくありやして」

「それは」

　何とも非常識な話だったが、口を挟はさむ間もなくクレイは続ける。

「マーカスさんに何の相談もなく、そんな招待状を出しておいて、日時がわからなければ充じゆう分ぶんなおもてなしが出来ないと反論したミリエ夫人を、カムラ様、殴なぐったんでやす！」

「殴った……。あの侯こう爵しやくが」

　また穏おだやかではない話だった。暴力を振るうような人ではなかったはずだが。

「つい三日前のことでやすよ！　手の甲こうを左から右へ振り抜くような感じで、パシーンと館やかたに音が響ひびきました。ミリエ夫人、口から血を垂たらしながら謝あやまってやした……。おいら、もう怖くて怖くて……」

　クレイは腰を屈かがめて肩を震ふるわせた。数時間前の恐怖を思い出してしまったのだろう。

　聞けば聞くほど不安が増していく。アリシアをカムラに預けて本当にいいのだろうか。

　確かめなければならない。クレイの肩に手を置いて声をかけた。

「クレイ。カムラ侯爵がそうなった理由に、何か心当たりはないか」

「心当たり……」

「どんな小さなことでもいい。教えてくれないか」

「カムラ様が変わった、原因……」

　クレイはわずかに天てん井じようを見上げ、それから言った。

「三ヶ月ほど前からでやす。そう、突とつ然ぜんメアリーを連れて帰ってこられた辺りから」

「メアリーを……。ならクレイは、メアリーが元げん凶きようだと思うのか」

「いえいえ。メアリー自身に含ふくむところがあるわけじゃございやせん。ただ何というか……、メアリーに対する態たい度ども、どこかおかしいと思いやす。随ずい分ぶんえこひいきしてると言うか」

　弱々しい口調だった。彼も自信は無いようだが、なるほどその点も不ふ思し議ぎだ。

　メアリーの持つ逸いつ話わに侯こう爵しやくが興きよう味みを引かれた。だから屋や敷しきに連れ戻した。そこまではいい。しかし秘書にして絶えず側に置いているというのは、いささかやりすぎのように感じる。

　すくなくとも以前のカムラでは考えられない。彼はいつも一人でいることを好み、使用人の言葉など面めん倒どう臭くさげに聞き流しているイメージがあった。

　だから違い和わ感かんがあるのだ。カムラがオカルトの集会に、これほど精せい力りよく的てきなのは何故なぜだろう。いくら同好の士とはいえ、社交界を忌いみ嫌きらってさえいた人間が、こうも変わるものだろうか。

　もしかすると、何か目的があるのではないだろうか。邪じや推すいかもしれないが、今夜の集会の裏に何かが隠かくされているのではないかと、僕ぼくは心の底で疑いはじめていた。







　夜が深くなるにつれ、雨も際さい限げんなしに強くなっていく。

　大きな雨あま粒つぶが天てん井じようを叩たたく音は、まるで地じ響ひびきのように聞こえた。間かん断だんの無い音の連続に聴ちよう覚かく自体が鈍にぶくなったような、耳に何かが詰つまっているような不快さがある。

　ここはアースラント侯爵邸ていの講こう堂どう。もうすぐ行われるオカルト実験の舞台となる場所だ。

　一階に足を踏ふみ入れた僕は、まず周囲を観かん察さつすることにした。

　とはいっても、ただ何も無い空間である。礼れい拝はい堂どうの備品はすっかり片付けられ、残されたのは剝むき出しの石いし畳だたみと、巨大な立方体の空間だけ。講堂は二階建ての吹き抜け構造となっているのだが、階段は建物の外にしかないため、僕のいる場所からは二階観かん覧らん席せきの手すりしか見えなかった。

　しかし話し声は複数聞こえてくるようだ。どうやら二階に集められた招しよう待たい客きやくのものらしい。見上げると、赤いカンテラの光の中で人影が揺ゆらめいている。各おの々おの歓かん談だんしたり、料理に手を伸ばしたり、ワイングラスを傾けたりしているらしい。気楽なものだ。

　ようするにこれは、暇ひまを持て余した貴族アリスト達の夜会なのだろう。オカルト実験はその余よ興きようというわけだ。

　しかし用意されたこの服ふく装そうはどういうことだろう。黒いローブを頭から被かぶり、厚めの手て袋ぶくろをして、顔以外は外気に触ふれていない状じよう態たいだ。気温は肌はだ寒ざむいくらいなので問題ないが、じめじめとして気分は良くない。

　さらに実験の内容も判はん然ぜんとしない。クレイから一通りのやり方は聞いたのだが、彼も説明がうまい方ではない。ただ四角い部へ屋やの中を五人で回るだけらしいが……。一体それの何が面おも白しろいのだろう。

「ジグさん、ジグさん」

　何やら楽しげに声をかけてきたのはメアリーだった。

「もう説明は受けられましたか？」

「概がい要ようは理解したけど」

「なら大だい丈じよう夫ぶです。最初にカムラ様から説明がありますし、みなさん達と同じようにしていただければ問題はありません」

　無む邪じや気きな笑みを浮かべながら、彼女は円えん柱ちゆう形けいの小こ綺ぎ麗れいなカンテラを手渡してきた。

「しかし、何の実験なんだろうな、これ」

　実験というからには、何らかの仮説を検けん証しようするために行うのだろうが、クレイの話ではその辺りが一いつ切さいわからなかった。

「さあ……わたくしにはわかりません。カムラ様の話はとても難むずかしくて」

　メアリーは困ったような空から笑いで応える。わからないのに従っているのか。全てを受け入れることを処しよ世せい術じゆつとしてしまったのか。僕ぼくはつい、心配になって訊たずねてしまう。

「……なあ、大だい丈じよう夫ぶか？」

「え？　わたくしは自分のカンテラを持っていますよ？」

「違うよ。他の使用人達とあまり、折り合いが良くないようだから」

「ああ……」

　仄ほのかに寂さびしげな表情を見せつつも、彼女は「平気です」と答えた。

「でも、今のままでは」

「大丈夫ですよ。みなさんの誤ご解かいもそのうち解とけると思いますし、それに」

「それに？」

「いえ……。とにかくわたし、今は希望に満ち満ちていますから」

　胸の前でぐっと拳こぶしを握りしめながら、彼女は快かい活かつな笑顔を見せた。きっと大した根こん拠きよは無いのだろうが、不ふ思し議ぎとこちらの不安も和やわらいでしまう。

「なら良いけど」

「そうだ。機会があれば是ぜ非ひ、ソラリス料理を召めし上がっていただきたいんですよ」

「ああ、香こう辛しん料りようを使った辛からめの料理が多いんだっけ」

「そうなんです。でも辛くない料理もありますので、お子様だって別に問題ありませんよ？　ジグさんのおかげで、ミリエ夫人の態たい度ども何だか柔やわらかくなったみたいです。今までは駄だ目めでしたけど、頼たのめば厨ちゆう房ぼうを使わせてもらえると思いますから」

　おいおい。まるで僕の味覚がお子様みたいじゃないか。失礼な。

　でも憎にくまれ口が叩たたけるようなら問題ないだろう。込み上げてくる笑いに耐えながら、楽しみにしておくよ、とだけ答えた。

　そんなやりとりの最中、黒いローブに身を包んだ人影が近づいてくる。

　確認するまでもなく、マーカス、ミリエ、クレイの三名だとわかった。

「ジグさん。靴くつはもう履はき替えられました？」

　ミリエに訊きかれたので、返事替わりに床ゆかを蹴けって見せた。

　こーん、と乾いた音が周囲に反はん響きようする。

「──それでは皆様、お待たせ致しました！」

　二階から声がした。カムラが陽気な調子で招しよう待たい客きやくに呼びかけたところで、マーカスが入口の鉄てつ扉ぴに向かっていった。

　老ろう執しつ事じが力を込めて黒ずんだ取っ手を引くと、扉とびらが重じゆう厚こうな音を伴って動き出した。

　金具がすっかり錆さび付いているのか、落らく雷らいのような呻うなりが講こう堂どう中じゆうに響ひびき渡る。

「さてさて……。ただいま一階の扉が封ふう印いんされました。これで一階には何者も入れず、また何者も出ることは叶かないません」

　カムラは観かん覧らん席せきを巡めぐりながら喋しやべっているようだ。

「外は大雨。窓には分ぶ厚あついカーテン。もちろん月も星も出ておりません。この状じよう況きようで全ての火が消えるとどうなるか。……そう、暗黒の時代の到来です」

　芝しば居いがかった口調で語りながら、カムラは二階の明かりを一つずつ消しているらしい。まるで漆しつ黒こくのヴェールが一枚ずつ視界に被かぶせられていくようだ。

　二階から完全に明かりが失われた後には、一階の五人が持つカンテラだけが煌こう々こうと灯ともっている状じよう態たいになった。壁へき面めんには五人の影が星形に伸び、不気味に揺ゆれている。

「ジグさん、こちらへ」

　小声で言ったメアリーに導みちびかれ、講堂の南西角へと歩いた。

　カムラの進行は続く。

「これからお目にかける実験のテーマは、ずばり神しん秘ぴとの遭そう遇ぐうです。人間にはそもそも神秘を感知する能力が備わっているのですが、五感が発達したことにより、普段は意識の外に置き去りにされているのです」

　彼の説明によると、神秘的な現象を引き起こすには、五感を封ふうじなければならないらしい。

　確かに僕らは、すでにそのような状況にあった。服ふく装そうにより触しよつ覚かくを封じられ、激しい雨音によって聴ちよう覚かくを阻そ害がいされ、カンテラを消せば暗黒によって視覚を奪われるだろう。

「五感を奪われた人間は、存ぞん外がいに脆もろいものです。一定の時間が経過すれば、自じ我がの境界を保つことすら困こん難なんになり、やがて無意識の底へ没ぼつ入にゆうしてゆくことでしょう。その状態の人間こそが、もっとも神秘に遭遇しやすいとされているのです」

　悪あく趣しゆ味みな上に、手が込んでいると感じた。僕も常人よりは五感を鍛きたえているはずだが、これではまるで役に立ちそうにない。

「──さあ、今宵こよいこの舞台に現れるは天使か悪あく魔まか！　奇き跡せきの瞬しゆん間かんをお見逃しなく！」

　カムラが高らかに宣せん言げんしたところで、拍はく手しゆが巻き起こった。まったくひどい煽あおり文もん句くだった。何が儀ぎ式しき研究だ。完全に見み世せ物もの小屋のオカルトショーではないか。

　溜ため息いきをついていると、マーカスがこちらに会え釈しやくした。行ってくるという合図だろう。

　彼は左手を壁かべに這はわせたまま、ゆっくりと足を進めていく。

「一人の助手が動き始めました。彼は壁沿ぞいに進み、次の角にいる人物にタッチします」

　一辺の距きよ離りは四十メートルぐらいだろうか。彼は見る間に角へと到達する。

　そこにいるのはメアリーだ。

　マーカスに背中を叩たたかれた彼女は、同じように壁伝いに歩き出した。

「一つ先の角まで進んで、角にいる人物にタッチ。そしてその場に留とどまる。タッチされた者は、同様に角まで歩いて次の者にタッチ。以上を繰くり返すことにより、このリレーは延えん々えんと続いていくのです」

　メアリーが次のクレイにタッチし、さらにクレイがミリエにタッチした。

　ミリエはやはり壁に沿って歩き、僕の方へと向かってくる。

「これで一周しました。……さてみなさん、お気付きでしょうか」

　ミリエにタッチされ、僕は歩き出した。

　そこからカムラの調子が上がっていく。

「リレーを繰り返すためには、五人が必要です。途中で一人が抜けたらどうなるでしょうか？　もちろんリレーは止まるはず。当然の話です。……しかし！　私は何度もこの実験に立ち会っていますが、ときに、全く理に合わない現象が起こってしまうことがあるのです！」

　話の最中にもタッチリレーは継けい続ぞくされていた。

　マーカスがまたメアリーの肩を叩いた。その後、おもむろにカンテラを覗のぞき込むように腰を屈めて、火を落とした。メアリーも、クレイも、ミリエも、順じゆん次じ明かりを消していく。

　最後は僕の番だった。みんなに倣ならってカンテラを持ち上げる。

　指先でつまみを締しめていくと、すこしずつ炎が小さくなっていき、やがて消えてしまった。

　それからふと顔を上げてみると、もう何も無くなっていた。

　純じゆん粋すいな闇やみだけが、どこまでも広がっている。

　不意に、昔マーカスに習ったことを思い出した。人の目には暗あん順じゆん応のうという機能があるらしい。

　いきなり暗所に連れてこられると一時的に盲もう目もく状じよう態たいになることがあるが、人の目は徐じよ々じよに順応し、ごくわずかな光量でも視界を把は握あくできるようになる。この機能を暗順応と言うのだが、それすら叶かなわない完全なる暗黒が、今の僕達を包み込んでいた。

　正直、予想をはるかに超える恐怖だった。目を閉じているのと変わらない。手の平を見つめても輪りん郭かくすら見えない。自分がどこにいるのかすら判はん然ぜんとしない。

　これは駄だ目めだ。非常に良くないと思った。普段自分がどれだけ視覚に頼たよっていたか思い知らされる。足元で大だい蛇じやがのたうつ姿を想像して、たちまち悪お寒かんに身を震ふるわせた。

　獰どう猛もうな闇だ。カムラの言うとおり、自じ我がの境界すら侵おかすほどの闇やみ。

　不意に声を上げたくなった。どうにかして確認できないかと考える。自分がまだここに存在していることをだ。

　そんなとき、カムラの落ち着いた声が耳に届いた。

「みなさん、すこしの間、静せい粛しゆくに願います。この音が聞こえるでしょうか。実験の従じゆう事じ者しやは、踵かかとに鉄板が取り付けられたブーツを履はいています。耳を澄すませば規則的な足音が聞こえてくるでしょう。足音が続いている間は、リレーも続いているのです」

　聴ちよう覚かくに拠より所をうつしたことにより、僕はたちまち安定を取り戻した。

　視覚が駄だ目めなら、他に集中すればいい。指先を壁かべに這はわせてみると、手て袋ぶくろを通してザラついた感かん触しよくがあった。亀き裂れつのようなものがたくさんあるのがわかった。

　さらに嗅きゆう覚かくも生きている。石の臭においと、雨の臭い。カビの臭い。わずかに胸を撫なで下ろす。

「……さて。彼らが神性の階段を昇のぼるまで、いささか時間があるようです。その間の余よ興きようとして、一つお話をさせていただきましょう」

　そんな前置きをして、カムラは語り始めた。
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　ひどい吹雪ふぶきの夜のことでした。

　とある山さん岳がくの中腹。雪中訓練をしていた小隊が下山を始めましたが、すでに視界は真っ白。

　急激な気温低下が体力を奪っていく中、五人の部隊員は必死に歩みを進めていました。

　ですがその途中、一人の隊員が力尽つき、雪の上に倒れ込んでしまいます。

　もちろん、彼を背せ負おって下りられるほど余力を残している者はいません。隊員達は死を身み近ぢかなものとして意識し始めました。

　そんなとき、ある隊員が声を上げます。

「山小屋だ。山小屋があるぞ」

　これぞ救いとばかりに、動けなくなった一人を担かつぎ上げ、隊員達は小屋の中に避ひ難なんしました。

　しかしほっとしたのも束つかの間。そこには火の種も何もありませんでした。ただ真っ暗なだけの山小屋でした。

　吹雪を避さけることは出来ますが、室内も完全に零れい下かです。

　朝を待つまでもなく、忍び寄る冷気が五人を死に至らしめることは間ま違ちがいない。

　ならば生き残る手段は一つ。決して朝まで眠らず、何かしらの運動をして、体温を維い持じするしかありませんでした。

　そこで隊員の一人が一計を案じます。

「部屋の四よ隅すみに一人ずつ立ってくれ」

　彼の案はこうでした。四人が四隅に一人ずつ立って、誰か一人の肩を彼が叩たたく。

　肩を叩かれた者は、左手を壁につけて次の角まで歩く。そして角にいる者の肩を叩き、代わってその場に留とどまる。

　以下繰くり返しです。

　名案でした。タッチリレーが持続する限り、運動と休息を定期的に行うことが出来ます。

　もしもリレーが止まるようなことがあれば、それは誰だれかが寝ている証拠です。すぐに気づいて起こしてやることも出来ます。

「よしやろう！」

　さあ話はまとまりました。五人はぐるぐると小屋の中を回り始めました。

　時計廻まわりに、ゆっくりとした足取りで。ぐるぐるぐるぐる。

　朝になるまでの数時間。本人たちにとっては永遠にも思える長い時間でした。

　朦もう朧ろうとなる意識を繫ぎ止めながら、ただひたすらに彼らは回り続けたのです。

　そして翌よく朝あさ……。

　駆かけつけた救助隊が戸を開けた瞬しゆん間かんまで、彼らは回り続けていましたが、命が助かったという安あん堵どからか、たちまち意識を失ってしまったそうです。

　そして、病院のベッドで目を覚さました彼らに、救助隊の一人から、ある不ふ可か思し議ぎな事実が告げられました。

「──生存者は四人だった。一人は山さん荘そうで亡なくなった。救助隊が辿たどり着いたときには、死後数時間が経過していたようだ」

　彼らは驚おどろきました。だって有り得ないことなのです。

　何故なぜなら、彼らは救助される直前まで、確かに小屋の中を回っていたのですから。

　四角形の部屋の中でタッチリレーを行うには、絶対に五人が必要なのです。

　一人が途中で死んだというなら、誰かが代わりに入らなければならない。

　つまり、山小屋にはもう一人居たことになります。

　でも、吹雪ふぶきに閉ざされた山荘の中に、一体誰がいたというのでしょうか？

　それは山で死んだ遭そう難なん者しや達の、彷徨さまよい歩く影だったのかもしれません。
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「──もうおわかりでしょう」

　語り終えてカムラの口調が変化した。

「寒さと疲労から、彼らの意識は朦朧としていました。断だん食じきによる脱だつ魂こん状じよう態たいに近い体調だったのでしょう。つまり彼らは限りなく神しん性せいに近づいていたのです。彼らを救うために天使が手を差し伸べたのか、はたまた悪戯いたずら心しんから悪あく魔まが紛まぎれ込んだのか、それはわかりませんが、ともあれ奇き跡せきは起きました。私達が普段目にすることはない神しん秘ぴへの扉とびらが、そこにはあったのです」

　駆かけ足気味に言い切って、何やら満足そうに息を吐はくカムラ。

　一方で僕ぼくは、汚お泥でいのような嫌けん悪お感かんに囚とらわれていた。何が教会の認可を得ているだ。包み隠かくさず説明すれば許可など出るはずがない。完全に降こう霊れい実験、もしくは悪魔召しよう還かんの儀ぎ式しきではないか。

　闇やみの中で一人ごちていると、足音が近づいてきて背中を叩たたかれた。

　もう回ってきたのか。歩くしかない。

　左手を壁かべに沿そわせ、右手は腰の前で軽く開く。カンテラはバンドで肩に吊つり下げていた。

　二周目からは歩数を計っていた。そろそろ角に当たるはずだ。

　右手の指先に感かん触しよくがあった。僕は立ち止まり、誰だれかの足音が遠ざかっていく。

　次に肩を叩かれるのは何分後だろう。時間の感覚すらあやふやになってきていた。

　全てがあまりに虚うつろだった。けれど孤こ独どくでは無かった。こんな状じよう態たいにあっても人は人の存在を感じ取ることができるようだ。確かに近くから、人の息いき遣づかいが聞こえる。

　感覚を封ふうじることによって到達できる場所は、確かにあるのかもしれない。それは神しん秘ぴの扉とびらなどではなく、多分、人として原初の──

　また背中を叩かれたようだ。僕は歩き出した。そしてタッチした。

　考え込むと駄だ目めだ。足音は聞こえているはずなのに、直前まで接近に気付けなかった。普段ならば考えられないことだ。

　聴ちよう覚かくはあてにならないと実感する。洞どう窟くつみたいに音が反はん響きようして、方向性を撹かく乱らんされている。さらに凄すさまじい雨音により麻ま痺ひさせられている。

　何か手近な感覚に集中したいと思った。飴あめ玉だまでも持ってきておけば良かったと後こう悔かいした。

　そういえば、アリシアは今いま頃ごろ何をしているだろう。もう眠ってしまっただろうか。

　彼女の寝顔を思い浮かべていると、ふと疑問が浮かんできた。

　カムラはこの実験に、どうやってオチをつけるつもりなのだろう。

　先程の怪かい談だんの内容からして、終了時点で誰かが居なくなっていなければ成立しない筈はず──

　背中を叩かれた。僕は歩いた。そしてタッチした。

　一連の動作を考えずにこなせるようになってきた。だが何やら身体からだがおかしい。室温が下がってきたのだろうか。氷で冷やされたときのように、指先の感覚がなかった。

　不意に、深海にいるような息苦しさを感じて、たまらず深しん呼こ吸きゆうを繰くり返す。

　冷気と雨音と、一面の無の世界。まだ終わらないのだろうか。意識の摩ま耗もうがひどい。

　眠ねむ気けまでが押し寄せてきて、そして。

　────。

　と。その瞬しゆん間かん、視界が白く染そまった。

　一いつ拍ぱく遅れて轟ごう音おんが耳をつんざいた。稲いな光びかりが走ったのだと理解する。

「…………っ！」

　誰だれかが声を上げた気がした。が、何を言ったかはわからない。

　────。

　そのときさらに、光こう芒ぼうが闇やみを引き裂さいた。二度目の落らく雷らいだった。

　刹せつ那な、白い世界に影かげ絵えが映し出された。僕ぼくを含ふくめて四人分の影。残像が網もう膜まくに焼き付く。

　数秒ほどして、照明が灯ともされていくのがわかった。少しずつ視界が明るくなっていく。

　まるで山やま吹ぶき色いろの扇おうぎが広げられていくようだ。世界に色が戻った安あん堵どからか、温かいものが胸の内に湧わき上がってきた。ようやく終わった。

　ほっと息を吐きつつ、改めて講こう堂どうを見回してみた。こんなに狭せまかったのか、と今さら驚おどろく。

　何もない単なる広間だ。白い壁かべと、黒い鉄てつ扉ぴと、そして朱あかい……。

　朱い……何だあれは。

　もう一度よく確認した。朱い絨じゆう毯たんかと思ったが、違った。そんな生なま易やさしいものではなかった。

　赤い肉にく壁へきが、虎とらの毛皮みたいに地面に広げられている。

　あれは人間の、ひらきだ。

　四角い部へ屋やの真ん中で、大の字に倒れ、腹を裂さかれて臓ぞう物もつを撒まき散らした、無む惨ざんな。

　メアリーの、死体だった。







　あとから知った話だが、招しよう待たい客きやくの中にはテオドキア軍の高官がいたらしい。だから事件発生の報を受けた憲けん兵ぺい隊たいの動きは迅じん速そくだった。

　死体発見から約一時間後。講堂の鉄扉が外側から開けられるなり、なだれ込んできた憲兵によって僕らは取り押さえられ、すぐさま鋼こう鉄てつの手て枷かせを嵌はめられた。

　マーカス、クレイ、ミリエ、そして僕の四人は、メアリー殺害の被ひ疑ぎ者しやとして逮たい捕ほされてしまったのだ。













　　　第三章　　拷ごう問もん室しつの絆きずな







　メアリーが殺された夜から、すでに四日が経過した。

　僕ぼくはシヴァンに事の次し第だいを報告するため、エルドア市の最さい北ほく端たんを訪れていた。

　彼が五年前から幽ゆう閉へいされている場所──澄すんだ湖こ面めんに浮かぶ離り宮きゆうは、本来は霊れい廟びようとして建てられたものだと聞く。

　都の中心に置かれたエルドア宮きゆう殿でんは、生者のためのものだ。その白い宮殿の対ついになる存在として、御み影かげ石いしで作られた漆しつ黒こくの建造物。それがエルドア離宮なのだそうだ。

　僕が少年だった頃、離宮内にはたくさん金の彫ちよう像ぞうが置かれていた。しかし国の経済状じよう況きようが悪くなるにつれ、少しずつ売り払われていって……。

　テオドキアに蹂じゆう躙りんされた今となっては、物もの寂さびしげな黒い尖せん塔とうと薔薇ばら園えんが残るのみとなった。

　落日が湖に映る時刻には、本当に墓ぼ標ひようのように見える──

　そんな不ふ謹きん慎しんな感かん慨がいを抱いだきながら、僕は離宮に続く唯ゆい一いつの橋を渡っていった。

「……ご迷めい惑わくをおかけしました」

　庭園の中心。正八角形の屋根。白しろ塗ぬりの柱に支えられる小さな休きゆう憩けい所じよ。そこにエルドア領りよう主しゆシヴァンの姿を見つけた僕は、遠巻きに声をかけつつ頭を下げた。

「いいさ。ちょうど暇ひまを持てあましていたところだ」

　物もの憂うげだった表情を崩くずし、シヴァンは嬉うれしそうに頰ほおをゆるめた。

　夕焼け色に染そまる金きん髪ぱつが眩まぶしかった。長なが袖そで長なが裾すその白い室内着をゆったりと着こなした彼は、ベンチの上で長い足を組み替えながら言う。

「君が私に手間をかけさせるだなんて、あまり無いことだからね。逆はいつもだけど」

「お恥はずかしい限りです」

「まあ妹の件で世話になったばかりだしね。これで帳ちよう消けしにしようじゃないか」

「そうして頂けると助かります」

　言葉とは裏うら腹はらに、目を合わせられなかった。

　不ふ甲斐がいない限りだ。メアリー殺害の被ひ疑ぎ者しやとして逮たい捕ほされたことは仕方ないとしても、まさかシヴァンの手をわずらわせるほどの事じ態たいになるとは。

　拷ごう問もん官かんが所属する法ほう務む部ぶと、憲けん兵ぺい隊たいを有する治ち安あん部ぶの折り合いが悪いことは知っていたが、あれだけ露ろ骨こつに冷ひや飯めしを喰くわされるとは思わなかった。

　丸一日の尋じん問もんを終えた後、二日も留りゆう置ち場じように拘こう束そく。シヴァンが裏から手を回してくれなければ、もっと長引いたことだろう。

「正直に言うが、君の疑いを晴らすことには、大した労力はかからなかったんだ」

　そう声をかけられて、心の負ふ担たんが軽くなるのを感じた。

　だが、彼の言い方が気になった。何か別のものに苦労させられたと聞こえる。

「他に影えい響きようが出ているのですか」

「いろいろとね……。今回の件が引き金になって、想定外の状じよう況きようが生まれた。君に全てを説明することはできないが、まあすぐにわかるだろう」

「はあ……」

　何とも思わせ振りだった。見れば、とても悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべている。シヴァンがこういう顔をするときは、大たい抵ていろくなことにならないと僕ぼくは知っていた。

　しかし直接訊きいても教えてはくれないだろう。別の方向から攻めてみよう。

「他の使用人達はどうなりました。僕ぼく以外の被ひ疑ぎ者しやは」

「君と同時期に釈しやく放ほうされたはずだ。カムラ侯こう爵しやくが口をきいたらしいが、もっと有力な被疑者が現れたというのが最大の理由だね」

「有力な被疑者、ですか」

　その話は取調中に聞いていた。何でも事件直後に、屋や敷しき周辺の草原に潜ひそんでいた人物を確保したそうだ。風ふう体ていからして明らかな不ふ審しん者しやであり、いくつか屋や敷しき内から盗ぬすみ出した品を携けい帯たいしていたらしい。

　つまりは盗とう賊ぞくだろう。貴族アリストが集会を開いていると聞いて忍しのび込んだのだ。しかしその人物が犯人かと言われると疑問が残る。盗みを行うだけならメアリーを殺す必要はないからだ。

　現場の状況からいって、あのとき講こう堂どう外がいにいた者が犯人であるとは僕には思えない。だからその盗賊は事件に巻き込まれただけかもしれないが、屋敷の物品を盗んでいた事実がある限り同情の余地はない。貴族相手に盗みを働いた者は、どのみち死し刑けいだ。

　ただし、その場合は真犯人が野に放たれてしまったことになる。メアリーを殺した憎にくむべき相手だ。出来るならこの手で始末をつけたいところだが──

「なあジグ。事件の謎なぞを追いたい気持ちはわかるが、一つだけ覚えておいてくれないか」

　思案していると、シヴァンは真顔になって口を開いた。

「私はいま、手持ちのカードを使い切った状じよう態たいに近い」

「まさか。そこまでの事じ態たいなのですか？」

「ああ。これ以上は自力で何とかしてもらうしかない。だから謝しや罪ざいはいらないよ。私達はとっくに運命共同体なのだしね」

　珍めずらしく真しん摯しな目を向けてきた彼に、僕は背せ筋すじを正してうなずいた。

「──また何か、悪わる巧だくみの相談か」

　そこへ響ひびいてきたのは低い声。

　見るからに重そうな白はく銀ぎんの鎧よろいを着込んだ騎き士しが、大おお柄がらな体を揺ゆらしながら近づいてきた。

「おや、神しん殿でん騎き士し殿どののご登場らしい」

　シヴァンは愉ゆ快かいそうに口くち端はしを吊つり上げた。

　エルドアに駐ちゆう留りゆうしている帝国軍には、二つの独立した指し揮き系けい統とうが存在する。治ち安あん部ぶと呼ばれる一般的な軍組織と、法ほう務む部ぶと呼ばれる教団が管理する組織である。

　治安部はその名の通り治安維い持じを職務とし、あらゆる軍隊行動を統とう括かつする立場にある。

　法務部は裁さい判ばんや帝国議会など、司し法ほうに関する権けん能のうを持ってはいるが、いわゆる軍事力に関してはただ一団を有するのみだ。

　それが神殿騎士団。

　構成員が全て貴族アリストであるが故ゆえに、少数精せい鋭えいながら最強部隊の名を欲しいままにする存在。

　彼らは教団の権けん威いの象しよう徴ちようとして、主に式典の警けい護ごや王族の護ご衛えいにたずさわっていた。

　だから神殿騎士である彼がここにいるのも何ら不自然なことではない。

　フォルクマン・スタンロードは威い迫はくを込めた声を出した。

「シヴァン、それにジグ。くだらない小こ細ざい工くはほどほどにしておくことだ。帝国軍が何も知らないのだと思っているとしたら、盛大なしっぺ返しを喰くらうことになるぞ」

「はは。ご高こう説せついたみいるね」

　シヴァンは飄ひよう々ひようとした態たい度どで答えた。

「でもどうせ、最後にはおまえも力を貸してくれるんだろう？」
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「ふん。冗じよう談だんではない」

　フォルクはどかりとベンチに腰を下ろした。シヴァンの向かいにだ。

　黒い短たん髪ぱつ。太く精せい悍かんな眉まゆ毛げには、一ひと筋すじの傷きず跡あとが刻まれている。鎧よろいの肩当てが一ひと際きわ高く盛り上がっているのは、鍛きたえ上げられた僧そう帽ぼう筋きんによるものだろう。

　父親が近衛このえ騎き士しだったフォルクは、見習いのうちからシヴァンの護ご衛えいについていた。

　年が近いこともあって、僕ぼくらは三人だけでよく話した。国家の情じよう勢せいや経済論、宮きゆう廷ていの醜しゆう聞ぶんなどで盛り上がり、そのまま朝日を見ることも少なくなかった。

　フォルクと僕は、護衛方針の違いから衝しよう突とつすることもあったが……今になって考えると、概おおむね仲は良かったのだと思う。

　僕が彼の父親であるスタンロード卿きようを殺すまでは、だが。

「はっきり言っておくぞ」

　言いつつフォルクは睨にらみをきかせる。

「貴き様さまらの尻しりぬぐいなどまっぴら御ご免めんだ。もし次に俺おれの障しよう害がいになることがあれば、二の句も吐はかせず叩たたっ斬きるからな」

　その口振りからして、フォルクは今回の僕の釈しやく放ほうに関わっているらしい。

　しかし二度目は無いようだ。彼もあの頃のままではない。三人の立場はすでにまったく異なってしまったのだから──

「それはそれとして、ソラリス軍の様よう子すはどうだ？　何か変化は」

　シヴァンが前ぜん傾けいして訊きいた。どうやらフォルクに隣りん国ごくの動きを探らせていたようだ。

「今のところは無いな。国境付近をうろちょろしているようだが、あくまで様子見だろう」

「テオドキア相手に仕掛ける度ど胸きようはないか」

「しかし迎げい撃げきする意志は見せている。エルドアのような全ぜん面めん降こう伏ふくはしないだろうな」

「おっと、皮ひ肉にくかい？」

　シヴァンは肩をすくめた。フォルクは前王の暗殺犯が僕ぼくらだとは知らないはずだが、疑いは抱いだいているらしかった。時とき折おりこうして牽けん制せいを挟はさんでくる。

　同様に、僕らが彼の父親を殺したことも知らない。だから悪たれ口を叩たたきつつも協力してくれているのだろうが、もし彼が真実を知ったらどうなるか。

　そういった事情から、僕はフォルクを警けい戒かいしていた。彼がいつ腰のサーベルをシヴァンに向けて振り下ろすかわからない。もちろん貴族アリストであるフォルクには、王族レギアスであるシヴァンを殺すことは出来ないが、相あい討うち覚かく悟ごならあるいはとも考えてしまう。

　烙らく印いんの強制力は意志に反応する。しかしフォルクならば考える前に剣を抜く。意識したときにはシヴァンの首を跳はね飛ばしている。そんな気がするのだ。

　もっとも、順番から言えば、シヴァンを殺す前に僕を殺すのが先だろう。だから僕が生きている間はフォルクもシヴァンに刃やいばを向けない。すこしおかしな理屈かもしれないが、僕はそう信じていた。

「──ともあれ、いざこざが起き始めてからでは遅い。手紙の一つでも書いたらどうだ」

　二人の話はまだ続いている。フォルクの提案をシヴァンは一いつ笑しように付ふした。

「私がかい？　一領りよう主しゆの戯言たわごとなんて聞く気はないだろう。ソラリス王はとっくに、エルドアをテオドキアの一部と見なしている。無む駄だなことはしない主義でね」

「ただ開戦を待つというのか」

「そうならないために手は打ってあるが、果たしてどうだろう」

　と、口にしつつシヴァンは僕ぼくを見た。それにつられてフォルクの視線も飛んでくる。

「……あの、何か？」

「いや。全ての鍵かぎを握っているのは、案外君かもしれないと思ってね」

　そう言ってシヴァンは妖あやしい笑みを浮かべた。たちまち心中に不ふ穏おんな予感が膨ふくれ上がってきたが……。

　結局、彼は最後まで「すぐにわかる」としか答えてはくれなかった。







　その夜。ようやく戻ってきた職場には、見慣れた同どう僚りよう達の姿があった。

「よう後こう輩はい」

　先せん輩ぱい拷ごう問もん官かんのスレッグが、軽けい薄はくな口調で声をかけてくる。

「調子はどうだい。素す敵てきな休きゆう暇かだったみたいじゃないか」

　実に嫌味いやみな笑い方だった。爬は虫ちゆう類るいみたいな切れ長の目に、突とつ出しゆつした鋭えい角かくの顎あご。

　艶つやの無い茶ちや髪ぱつの分け目を指で整えながら、彼は僕の肩に手を回してきた。

「それともついに投とう獄ごくかい？　オレが拷問を引き受けてやろうか？　ん？」

「いえ、結けつ構こうですので」

　反抗心を顔に出さないよう、努めてにこやかに応じた。

　拷問官には二種類の人間がいる。与えられた職務を責任感でこなしている人間と、己おのれの嗜し虐ぎやく心しんを満たすために利用している人間の二種類だ。

　その振り分けで言えば、スレッグは後者だろう。彼が近づいてきた瞬しゆん間かんに鼻をついた、香水と消しよう毒どく液えきの混じった強い臭においは、拷問室で行っている黒い愉ゆ悦えつを隠かくすためのものだと思う。

「災さい難なんだったわね。とても疲れた顔してるわよ」

　唯ゆい一いつの女性拷問官であるニーナが言った。彼女は軍ぐん服ぷくの上から白衣を羽は織おり、長いパイプをくゆらせている。

　長い髪かみを一つに束たばね、後頭部から馬の尾のように垂たらしているのが特とく徴ちよう的てきだった。

　やや面おも長ながな顔は、十分美人の部ぶ類るいに入る造りだと思うが、どことなく冷れい徹てつな印象を抱いだかせる。年ねん齢れいは聞いていないが、恐らく二十代後半だろう。
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「犯人は捕つかまったみたいね。早めに決着がついて良かったじゃない」

「ええ。おかげで助かりました」

　愛あい想そ良く応えるも、ニーナは無表情のままだった。鼻から煙けむりを吹き出しつつ目を細めている。

　彼女については正直よくわからない。その死んだ魚のような虚うつろな瞳ひとみからは、残ざん虐ぎやく性せいも軍人特有の厳げん格かくさも感じられない。ただ諦てい観かんじみた冷たさが伝わってくるのみだ。

「……ま、人生にはいろいろあるものだから、気にしない方が良くてよ」

　言いながらニーナは、何やら蠱こ惑わく的てきな首の角度で迫せまってきた。

「はい。どうも御心配をおかけして」

「別に心配してないからその先はいいわ。でも本当に残念。あたしの拷ごう問もん室しつに来れば、可愛かわいがってあげたのにねえ」

　薄うす笑わらいを浮かべながら、僕ぼくの顔に指を這はわせてくるニーナ。冗じよう談だんとも本気ともつかない口調だった。僕は慌あわてて距きよ離りをとりつつ、この人は苦手だと再認識した。

「でも否ひ認にんしてるそうだな」

　再びスレッグが口を開いた。彼は廊ろう下かの天てん井じように向けて大きな欠伸あくびを放つ。

「ふぁあ……。ここへ来るかもな。今日にでも」

「となると、受け持ちはあたしになるかしらね」

「まあそうなるわな。ジグちゃんは被ひ疑ぎ者しや一号だもんなぁ」

　不本意ながらその通りなので、「ええ」と答える。

　容疑は晴れたとはいえ、事件の関係者には違いない。被害者とも顔見知りだし、犯人に私し怨えんをぶつけないとも限らない。拷ごう問もん役やくを任せられることは無いだろう。スレッグは一人身み柄がらを預かっていると聞いているし、残りはニーナしかいない。

「そういやよぉ。前からちょっち訊きいてみたかったんだけどさ」

　スレッグが急に声のトーンを上げた。

「なあおまえら、どんなふうに拷問してんの？」

　そう口にした直後、「いや別に」と自らスレッグは弁べん解かいする。

「わかってるんだぜ？　互いの拷問室は不ふ可か侵しんだってことだろ？　中で何をしてようと他人の指図は受けないし、明らかにする必要もない。でもまあ単純な興きよう味みでな」

　──そう。互いの拷問室は不可侵。それは三人の決め事だった。

　一口に拷問といっても、ただ相手を痛めつけるだけではない。公表できない司し法ほう取引もあるだろうし、各おの々おのの立場に添そったやり方がある。僕ぼくにシヴァンの後ろ盾だてがあるように、彼らにもそれぞれの背景があるのだろう。だから不可侵協定は結ばれているのだ。

「あたしは別にいいわよ。教えてあげても」

　抵てい抗こうも無くニーナは答え、白衣のポケットから注ちゆう射しや器きを取り出した。

「あたしはこれ。司し祭さいから認可は受けてるわ。いわゆる麻ま薬やくね。最初だけわたしが手伝ってあげるけど、みんなすぐに自分で出来るようになるの。そしたらお互い良い気分。処しよ刑けいの日まで楽しく過ごせるようになるってわけ。そういうアンタは？」

「オレか。オレも同じようなもんだ」

　スレッグは身振り手振りで説明する。

「首くび筋すじにこう麻ま酔すいを打ってやってな、あとはベッドに転がしておくのさ。処刑当日はちょっと多目に薬を使うのがコツだな。首切り場でべらべら演えん説ぜつされると、オレの査さ定ていに関わるからな」

「ふうん」

　自分で訊きいておきながら、ニーナは特に関心が無い様よう子すだった。

　拷問官の規則は細かく定められているが、実務上守らなければならないことは三つだけだ。

　一つ、受じゆ刑けい者しやを殺さないこと。

　二つ、受刑者に自殺をさせないこと。

　三つ、受刑者に罪を認めさせること。

　拷問官の仕事は、裁さい判ばん所じよから死し刑けい執しつ行こう人にんへとバトンを渡す中ちゆう継けい地点でしかない。だから受刑者を殺してしまうと、殺人罪で罰ばつせられる可か能のう性せいもある。

　しかしこの三つの中でもっとも難むずかしいのは、やはり受刑者に罪を認めさせることだろう。

　そもそも拷問室に送られてくる受刑者は、裁判の場で罪を認めなかった者だけだ。

　しかし前提として、平民プレビアス以下の階級クラスの者は偽ぎ証しようすることは出来ない。裁判を取り仕切っている司し祭さいは例外なく貴族アリストだからだ。

　なのに罪を否ひ認にんする者がいる。何故なぜか。無罪だから、で済む場合もあるが、司祭達は往おう々おうにして別の解かい釈しやくをする。

　教団は、烙らく印いんが反応する条件は罪の意識だと定義している。つまり罪ざい悪あく感かんが無いから悪びれない。平気で噓うそをつける。噓つきはみな、神の寵ちよう愛あいを受けない悪あく魔まの化身であるというのだ。

　だから拷ごう問もん官かんは存在する。肉体的苦痛と同時に、受じゆ刑けい者しやに罪悪感を植え付けるために。

　一いつ見けんこれは無茶な話のようだが、現に拷問を受けた後の受刑者に『真実を語れ』と命令すると、自らが犯人だと申し出ることがあるのだ。肉体的刺激によって認識すら書き換かえることができることを、司祭達は知っているのだろう。

「……で、ジグちゃんはどんな感じよ」

　やや間があって、スレッグが訊きいてきた。するとニーナもこちらを向いた。

「そうそう。うまくやってるみたいじゃない。誰だれも首切り場で暴れないって、執しつ行こう人にん達が褒ほめてたわ」

「大したことはしていません。強しいて言えば催さい眠みん術じゆつのようなものです。暗示をかけて正気を失わせる術すべを、すこしだけ学んだことがあるんです」

「ふうん。そうなの。今度やり方教えてよ」

　またニーナが、僕ぼくの目の奥を覗のぞき込むようにしてきた。

「出来れば二人きりのときに、ね？」

　熱っぽい口調で囁ささやきかけてきたが、僕はすぐに「機会があれば」とはぐらかした。

「オレはニーナに教えてもらいたいな。今度の休みにでもどうだい」

　スレッグがニーナの肩に手を載のせようとしたが、彼女は身を翻ひるがえして避よけた。

「あんたは駄だ目め。軽けい薄はくな男は嫌きらいなの」

「おや、つれないねえ。男同士で我が慢まんするか」

　スレッグが再び僕の肩を抱き寄せたところで、

「──大おお扉とびら、開かい錠じよう！」

　牢ろう獄ごくと拷問室を隔へだてる二重扉の外側から、錠じようが開けられる大きな音が響ひびいてきた。

「噂うわさをすれば何とやら……。受刑者がやってきたようだぜ」

　扉の向こう側から複数の足音が近づいてきた。僕らは誰だれに言われるまでもなく、素す早ばやく直立姿勢をとった。普段は砕くだけていても軍人としての礼れい節せつは忘れてはいない。

　やがて内側の扉が開けられ、現れたのは──

「おいおい……。上玉じゃねぇか」

　スレッグが小声で感かん嘆たんを漏もらした。

　武装した憲けん兵ぺいに連れられてきたのは、年とし端はもいかない少女だった。

　ただ普通の少女と違うのは、常識外れに美しいということ。煌きらめく金きん髪ぱつにエメラルドのような紺こん碧ぺきの瞳ひとみ。薄うす暗ぐらい地下道を歩きながらも、自みずから発光しているかのような白い肌はだ。

　そのたおやかな足の運びと、全身から漂う高貴なオーラは、どこか人間離ばなれしたものすら感じさせるほどだった。

　平へい伏ふくして通り過ぎるのを待つべきなのではないか、などと、一時本気でそんなことを考えてしまうくらいに、僕ぼくは一ひと目めにして心を奪われていた。

　が──

「って……おい」

　隣となりのスレッグの表情が、視界の隅すみで歪ゆがんでいく。さすがに気付いてしまったらしい。

　ニーナも息を潜ひそめて少女を注視していた。さすがに彼らの目を欺あざむくことは出来なさそうだ。

　何故なぜならその少女は──

「法ほう務む長ちよう官かんからの通達である。当受じゆ刑けい者しやを、一番拷ごう問もん室しつに預ける」

　憲けん兵ぺいの一人が勇ゆう壮そうな声で言った。一番とはつまり僕の部へ屋やだ。

　何故だ。どうしてそうなった。わけがわからない。これもシヴァンの差し金か？

　全く状じよう況きようが飲み込めないが、震ふるえる手で彼女の腰こし縄なわの先を受け取った。

「では、これにて引き渡しを完了する」

　そして敬けい礼れい。

　仕事をやり終えた憲兵を見送った後、スレッグとニーナの視線から逃れるように素す早ばやく廊ろう下かを歩き、拷問室へと向かった。

　鋼こう鉄てつ製せいの扉とびらを開けて、金髪の少女を中に通し、しっかりと鍵かぎをかける。

　心しん臓ぞうの鼓こ動どうが部へ屋やの外まで聞こえそうだった。どうしようもなく混こん乱らんしていた。何故彼女がここにいるんだ。立ち眩くらみを起こしそうになる。

「あのう……」

　部屋の真ん中まで歩いた少女から、小鳥のようなか細い声が聞こえてきた。

「わたし、これからどうなるんでしょう……」

「ああ、はい。えっとですね」

「やっぱり痛いこととか、されちゃうんでしょうか」

「いや、そんなことしませんよ。安心して下さい」

　努めて柔やわらかい口調で答えると、少女はゆっくり振り向いた。どこかぎこちない動作だった。

　困ったような、情けないような、微び妙みような表情をして、縋すがるような目を僕に向ける。

「あの、何ていうか……。ごめんなさいね？　いろいろと」

　わずかに彼女は笑顔を見せて、謝しや罪ざいした。

　ごめんなさい？　冗じよう談だんじゃない。

　鈍どん痛つうが頭ず蓋がいの中をはね回る。眼鏡めがねを上げ、眉み間けんをもみほぐしながら、それでも何とか彼女に歩み寄って、その正面で僕はたまらず頰ほおをひきつらせた。

「お嬢じよう様……。一体ここで、何をしてるんですか」

「だから、ごめんなさいって～っ！」

　アリシアは一ひと際きわ大きく声を上げてしゃがみ込んだ。両手で耳を塞ふさいで、目を瞑つぶってしまう。何も聞きたくない、何も見たくないというふうに。

　いや、現実から目を逸そらしたいのはこっちの方だった。何ということだろう──。

　彼女は、せっかく解とき放たれたこの拷ごう問もん室しつに、たった四日で戻ってきてしまったのである。







「あの、心配しなくていいですよ。別に拷問とかしないので」

「うん……」

　何とか動どう揺ようを抑おさえつつ、僕はお茶の用意をしていた。アリシアはテーブルに顔を伏せたまま、沈んだ声で受け答えしている。

　厨ちゆう房ぼうは拷問官控ひかえ室しつにある。拷問室と扉とびら一枚を隔へだてた部へ屋やだ。僕は備え置きのクッキーを口に放り込み、湿しつ気けていないことを確かめてから、紙を敷しいたバスケットに入れた。

　それから火ほ口くち箱ばこをたぐり寄せ、かまどの薪まきに火をつける。

　かまどの上には鍋なべが鎖くさりで吊つるしてあり、しばらく待っていると、ぐらぐら音を立てて蒸じよう気きが噴ふき上がった。沸わき立てのお湯を陶とう器きのポットに移して、茶葉を入れたカップに注そそぎ込む。

　蓋ふたをして蒸むらしながら、少女の待つテーブルへと運んだ。

「どうぞ、お嬢様。カモミールティーです」

　どのような精神状じよう態たいであろうと、長年繰くり返してきたその作業に澱よどみはなかった。

「いただきます」

　両手でティーカーップを持ち上げたアリシアは、ゆっくりと可か憐れんな唇くちびるを近づけていく。

「うん……。おいしい」

「何よりです」

　ランプの明かりに包まれた静せい謐ひつな夜のひとときに、主人に紅茶を淹いれながらお褒ほめの言葉をいただく。これ以上無い穏おだやかな光景なのだが……残念ながら心のざわつきが収まらない。

「ねえ、ジグ……」

　アリシアは、ティーカップに顔を隠かくすようにして訊たずねた。

「もしかして、すごく怒ってる？」

「当たり前ですよ」

　即そく答とうすると、彼女はびくりと体を震ふるわせた。

「や、やっぱり？」

「お聞きします。どうして逃がしたはずのお嬢様が、被ひ疑ぎ者しやとして逮たい捕ほされてるんですか」

「それは、そのう……」

　テーブルの向こう側でアリシアが睫毛まつげを伏せたが、追つい及きゆうの手を緩ゆるめるわけにはいかない。

「もう一度お聞きします。憲けん兵ぺい隊たいに取り押さえられた被ひ疑ぎ者しやは、黒いマントに身を包んだ不ふ審しん者しやだったと聞いています。それがどうしてお嬢じよう様なのですか！」

「いや、あのね」

　厳きびしい口調で問い糾ただすと、アリシアは申し訳わけなさそうに答えた。

「マントはちょっと借りるつもりで……。もちろん返すつもりだったのよ？」

「どうして屋や敷しきから逃げたりしたんです？」

「えっと……」

　アリシアはさらに縮ちぢこまりながら口を開く。

「母様がさ、すごく心配していると思って……。一言、まだ生きてるよって伝えたかったの。だって公開処しよ刑けいなんてされて、すごく悲しんでるだろうし……。それだけ伝えたらすぐに帰ってくるつもりだったのよ！　本当に！」

　力説する彼女。しかし僕ぼくの憤いきどおりはおさまらない。

　何故なぜ、事前に言ってくれなかったのか。彼女の母は、どこかの貴き族ぞく屋や敷しきで保ほ護ごされていると聞いている。伝達手段を手配することだって……。

　いや、止めたに違いなかった。彼女が生きていることは、誰だれにも漏もらさないよう釘くぎを刺したに違いない。カムラ侯爵だって当然そのように返しただろう。

　彼女の身になって思えば、確かにあのオカルト実験に乗じて、屋敷から脱出をはかる以外に方法は無かったのかもしれない。

　ただ、はっきり言えば、それが最悪の事じ態たいを招き入れることになったのだ。

　首を横に振りながら、僕は盛大に溜ため息いきをついた。

「お嬢様……。恐らくわかっておられないと思いますが、状じよう況きようは非常に悪いです」

「うん……。あなたの顔色から、何となくそう思ってるけど」

「いえ。もっとです。あまり言いたくはないのですが」

　逮たい捕ほされた殺人犯が処しよ刑けいされたはずの偽にせ王女だということは、裁さい判ばんの過程でかなりの人間が気付いたはずだ。なのにそれが公おおやけになっていない。誰も彼もが口を噤つぐんでいる。

　何故なら、彼女は生きているはずが無い人間。

　いや、生きていてはいけない人間だからだ。

　アリシアが処刑をまぬがれたことが公になった場合、責任者の首が飛ぶ部ぶ署しよは一つや二つではないだろう。立会人をつとめたあの司し祭さいだって、出世からは程遠い閑かん職しよくに追い込まれることになる。偽ぎ装そう工作に荷か担たんした協力者だって同じ。みなが戦せん々せん恐きよう々きようとしているに違いない。

　シヴァンのあの口振りはこういうことだったのか、と今さら理解するが……。

「もしかして……あたしが生きてること、みんなにバレちゃった、とか？」

　髪かみ先さきをいじりながら、ちらちらとこちらを見るアリシア。

「当然です。そんなの序じよの口ですよ。それだけで済めば御おんの字ですよ」

「も……もっとヤバいの？　どのぐらい？」

「どのぐらいだと思いますか？」

　静かな怒りを込めた口調で、僕ぼくは訊たずね返した。

　すると彼女は叱しかられた子供のように項垂うなだれてしまう。

　可か哀わい想そうな気もする。しかし僕にだってどうしていいかわからない。アリシアを再び助けようとすれば、前回よりも格かく段だんに困こん難なんな道を辿たどることになるだろう。

　何故なぜなら、僕自身に疑いの目が向けられているからだ。拷ごう問もん官かんとして誰だれより多くの時を共に過ごした僕が、彼女の救出に関わっていないはずがない。完全にマークされているだろう。

　なのにその僕に、またも拷問役が与えられることになった。この事実をどう捉とらえるべきか。シヴァンの采さい配はいというよりも、むしろ──

「……切り捨てられた、と考えるべきなのでしょうね」

「切り捨てられた？　あなたが？」

「そうです」

　脱力しつつ肯こう定ていした。最も疑わしい者にアリシアを押しつけてきた理由は、それしか考えられない。軍上層部は僕を裏切り者と確信しているのだ。

　だからこそ彼女をここに送ってきた。今回もまたアリシアを助けようとすれば、確かな証しよう拠こをもって処しよ罰ばつできるからだ。

　他のシヴァン派の協力者も、今回ばかりは助け船を出すことは出来ない。どこも厳きびしい監かん視しの目がつけられているに決まっている。

　残る選せん択たく肢しは、原則どおりアリシアを処しよ刑けいするか。諸もろ共ともに殺される危険を冒おかしてでも実力行使でここから脱出するか。

　どちらにせよ、彼女にはっきりと言っておかなくてはならない。

「いいですか？　お嬢じよう様の正体は、裁さい判ばんの過か程ていですでに知れ渡っていると考えてください」

「……はい」

「にもかかわらず、誰だれもが貝のように口を閉ざしている理由は一つです。今回の容疑でお嬢様を処刑することができれば、何とか帳ちよう尻じりを合わせられるからです」

「帳尻、か。なるほどね……」

　ようやく状じよう況きようがわかったのだろう。アリシアは俯うつむきがちに呟つぶやいた。

　そうだ。殺人犯としてアリシアを処刑してしまうのが、誰にとっても一番安全なのである。

「ただし、一つだけ希望があります」

「え？」

　沈ちん鬱うつだったアリシアの表情に、一ひと筋すじの光が差した。

　たった一つの救い。それは──

「お嬢じよう様の罪状が、今回は単なる殺人罪だということです」

「……単なる、って。充じゆう分ぶん大おお事ごとな気がするけど」

「いえ。王室侮ぶ辱じよく罪や国家反はん逆ぎやく罪なら弁べん明めいの余地はありません。それに比べればまだマシです。真犯人を告発すればいいだけなのですから」

「ああ……そっか。そうだよね！」

　彼女の表情がにわかに明るくなる。

「真犯人を突つき止めればメアリーさんの無念も晴らせるし、それって一いつ石せき二に鳥ちようじゃない！」

「いえ、それほど簡かん単たんな話ではありません」

　勢いに乗りかけた彼女に、僕ぼくは苦く言げんを呈ていした。

「一度下された判決を覆くつがえすには、明白にして疑う余地の無い証しよう拠こが必要となります。それこそ真犯人の口から直接真相を語らせるぐらいのことはしなければ」

「でも、方法があるのなら挑戦あるのみよ」

　アリシアはあくまで前向きだった。表情は崩くずれない。

　しかし僕はさらに現実を諭さとす。

「非常に困こん難なんだと思います。妨ぼう害がいが入るかもしれませんし、たとえ真相を究きゆう明めいしても黙もく殺さつされてしまうかも」

「困難は乗り越えるためにあるわ。それに、真実のもつ輝かがやきはちょっとやそっとで失われたりしない。きっと大だい丈じよう夫ぶよ」

　毅き然ぜんとした口調だった。意志の強さを感じさせる目だった。

　すこし僕は驚おどろいていた。一週間前には泣いてばかりいた少女が、こんなにも頼たのもしい言葉を口にするようになったことに。

「ねえ、頑がん張ばりましょうジグ！　わたしとあなた、二人で一いつ緒しよに！」

　アリシアは声を弾はずませた。やはり負い目があるのだろう。挽ばん回かいに必死のようだが……。

　けれど、僕にとっても他に道は無かった。アリシアを見捨てるだなんて今さら考えられない。足搔あがいてみるしか無いだろう。そう決意して、僕は声を和やわらげながら答えた。

「……わかりました。やりましょう、お嬢様」

「うん。うん！」

　アリシアは喜びを顔中で表現しながらうなずいた。

　先の苦労を考えると頭が痛いが……それでも彼女が手の届くところに居るのは僥ぎよう倖こうだと思う。

　僕は素直な気持ちを口に出した。

「いろいろと問題は山やま積づみですが、ともあれ不幸中の幸いでした。誰だれの思おも惑わくであれ、お嬢様がここに来られたことは──」

「本当に？」

　アリシアがすぐさま反応した。

「え。何がですか？」

「本当にわたし、ここに来て良かった？　そう思ってくれてる？」

　何やら探るような目で見ている。まだ僕ぼくの忠ちゆう誠せい心しんを疑っているのだろうか。

「ええ。本心から思っています。もちろん再会したこと自体は不幸だと思いますが、そんな中でも救いと──」

「ちょっと待って」

　答えた瞬しゆん間かん、アリシアの瞳ひとみがわずかに曇くもった。

「いま、不幸って言った？」

　と問い糾ただしてきた。もしかして聞き取れなかったのだろうか。

「え？　はい。もう二度とお会いしないのが一番だったのですが、こうなってしまっては」

「もう会わない方が良かった……。そっか。そんなふうに思っていたんだ」

「……お嬢じよう様？」

　何だろう。何か失言でもしてしまっただろうか。

　アリシアの肩は震ふるえており、小さな手は堅かたく握られ、唇くちびるは嚙かみしめられているようだ。

　いまにも爆ばく発はつ寸すん前ぜん。見るからにそんな様よう子すだったが、不意に彼女は「ふぅ」と重い息を吐はきながら立ち上がった。

「ごめんなさい。わたし、ちょっと疲れてて……。一度寝てもいいかしら」

「え、ええ。もちろんです」

　動どう揺ようしつつ答えた。アリシアが何かを飲み込んだのがわかったからだ。

　しかし疲れているのも本当だろう。逮たい捕ほ、取調べ、裁さい判ばんといった手続きをこなしてきたのだ。疲ひ労ろう困こん憊ぱいでしかるべきだと思う。

「じゃあ、おやすみ」

「あ、お嬢様、お着替えは……」

「ううん。結けつ構こうよ」

　振り切るように言って、アリシアは返答も待たず部へ屋やの奥へと歩いて行った。

　しかしベッドの手前で、一度だけ振り返る。

「ジグ。また明日ね」

「は、はい」

　一いつ瞬しゆん見えた彼女の目は、とても寂さびしげな色に染そまっていた。

　何故なぜだろう？

　アリシアは寝しん台だいに入ると、すぐに天てん蓋がいから下りるカーテンを引いて、外界との接続を断ち切ってしまった。

　取り残された僕は、しばし呆ぼう然ぜんとその場に立ち尽つくす。

　微かすかに聞こえはじめた寝息に、追い払われるように拷ごう問もん室しつを出て、音を消しながら扉とびらを閉め、控ひかえ室しつの隅すみでもう一度頭を抱かかえたのだった。







　考えている内に朝が来てしまった。

　夜中にアリシアが起きてくるかもしれないと思い、サンドイッチを用意していたが、隣りん室しつからは物音一つ聞こえてくることは無かった。

　だがいい加減起きてもらわなければならない。僕ぼくは執しつ事じ服ふくに着替えて扉とびらをノックする。

「おはようございます」

　……が、ベッドの上に少女の姿は無かった。

　数秒ほど本気で焦あせるが、寝台と壁へき面めんのわずかな隙すき間まに金きん髪ぱつが動いているのが見えて、ほっと胸を撫なで下ろした。もしかして隠かくれているのか？　彼女なりの茶ちや目めっ気けだろうか。状じよう況きようはよく分からないが、もう一度呼び掛けてみよう。

「おはようございます。朝食の準備が調いました」

「……あら、そう」

　アリシアはすっくと起き上がり、眩まぶしい笑顔を見せた。

「おはようジグ。いい朝ね」

　晴れ晴れとした表情をしていた。まるで憑つき物が落ちたようだ。昨日の態たい度どとまるで連続性が無いように感じた。

　予想外の風向きではあったが、動どう揺ようしてはいけない。平静を装って応える。

「はいお嬢じよう様。良い日和ひよりですね。お食事になさいますか」

「そうね、お願いするわ」

「かしこまりました」

「ああ、その前に着替えを用意してくれる？　すこし汗あせをかいたものだから」

「はい、ただいま」

　アリシアはすっかり本物のお嬢様のような物もの腰ごしだった。慣れたものだと思いつつ、口には出さなかった。話がスムーズに進むに越したことはない。

「ではこちらを」

　用意してあった着替えを手渡した。昨日の内に一通りの物は揃そろえておいたのだ。

「ありがとう」

　張り付いたように変化のない微び笑しようのまま、アリシアは着替えを奪い取った。それからベッドに戻って入念にカーテンを閉めてしまう。

　機き嫌げんが直っているかどうかわからない。慎しん重ちようを心がけつつ朝食の支度したくにうつった。

　そして数分後。

「お嬢様。朝食の支度が出来ました」

　テーブル上にはサラダとスクランブルエッグ。焼き立てスコーンとホットミルクが置かれていた。いつもの隙すきの無い布ふ陣じんである。

「いま行くわ」

　カーテンの内側から現れた彼女は、また異なる雰ふん囲い気きをまとっていた。

　清せい涼りよう感かんのある水色の、くるぶし丈だけドレスだ。飾かざり気けのすくない部へ屋や着ぎにもかかわらず、清せい楚そでもあり艶あでやかでもあった。

　しかし外見上にはもう一つ変化があるようだ。長い金きん髪ぱつを一つに束たばね、首の右側から胸元に流している。どこかおっとりとした印象に見え、なかなか悪くない。

「突つっ立ってないで座りなさいよ」

　アリシアはテーブルの向かいを指差しながら、あなたも一いつ緒しよに食べるの、と言った。

「お嬢じよう様。使用人が食卓を同じにすることは……」

「別にいまさらでしょ。一人で食事しても楽しくないもの。……というより、主あるじであるわたしが命じているのよ。逆らうわけ？」

　有無を言わせない厳きびしい口調だった。いつになく言葉にカドがあるようだ。

　なのでそれ以上反論せず、黙だまって彼女の指示に従った。

「いただきます」

　料理を前にして、アリシアは嬉うれしそうに手を合わせた。丸いスコーンを手で割り、卵とサラダを挟はさんでから口をつけていく。

「うん……。すっごく美味おいしい」

　彼女は目を閉じて、味覚に浸ひたるように言った、きっと心からの賛さん辞じだろう。それからミルクを飲み、余よ韻いんを楽しむように首を振りつつ、一いつ旦たん食卓から手を引いた。

「まだ一週間ぐらいなのに、すごく久しぶりに感じる。とても良い仕事ね」

「お褒ほめにあずかり、光栄です」

「前から思ってたけど、あなたって料理は出来るのね」

「まあその、趣しゆ味みみたいなものです」

「いい趣味じゃない。そこだけは褒めてあげる」

　少女はスコーンの皿をこちらへ寄せた。あなたも食べなさい、という意味だろう。

　せっかくの上じよう機き嫌げんをわざわざ損そこねたくはかった。促うながされるままにスコーンを囓かじる。

「そうだジグ。聞きたいことがあるんだけど」

「何でございましょう」

　咀そ嚼しやく中の口を隠かくしながら答えると、

「いつまでこのオママゴトを続けるのかしら」

「ぐっ」

　たまらず咽むせた。スコーンの欠片かけらが気管へと旅立っていく。食事中にいきなり核かく心しんをつくなんて、実に容よう赦しやの無いやり方だと思う。

「ま、ままごとだなんて……」

「じゃあ何よ。お芝しば居いか何か？」

　いつの間にか、アリシアはとても思い詰つめた顔をしていた。

「はっきり言っておくわね。もうお嬢じよう様扱あつかいはいらないの。わたしは受じゆ刑けい者しや。あなたは拷ごう問もん官かん。その関係性でいるのが、一番賢けん明めいだと思わない？」

「賢明、ですか」

　確かに、今もっとも賢明な選せん択たく肢しは、彼女の救出を諦あきらめること。

　無理に彼女を救おうとすれば、最悪共倒れになる。アリシアが王女であることを忘れ、一死し刑けい囚しゆうとして処しよ刑けい台だいに送り出すことが、今後を見み据すえた一番の良りよう策さくであるといえた。

「今ならわたしを切り捨てることも出来る。だから、今決めなさい」

　決然としてアリシアは席を立った。

「迷めい惑わくなら迷惑と言ってちょうだい。元よりあなたに救われた命だもの。ここで捨てろというならわたしはそうする。でも──」

　テーブルに両手をついて、アリシアは僕を見つめた。絞しぼり出すような声で告げる。

「もしも許してくれるなら、お願い。もう一度わたしに協力して！」

　目を合わせる。彼女は今までに見たことがないほど真剣な表情をしていた。

　そうか……。僕の言動が彼女を不安にさせたのだと、ようやく気が付いた。

　王の血ち筋すじだから、依い頼らいを受けたから、乗りかかった船だから、仕方なく助けようとしている。今までそんなふうに聞こえてしまっていたのだろう。昨日あんなに寂さびしげな目をしていたのもそれが原因だ。

「お嬢様、出来る限りのことはさせていただきます。ですから」

「違うの。わたしはあなたと一いつ緒しよにやりたいの。対等の存在としてよ。だからお荷物になんてなりたくない。負ふ担たんだと思うならそう言って。お願いだから……」

　まただ。昨夜と同じような寂しげな瞳ひとみになった。

　執しつ事じとして僕が接したことで、彼女は一歩距きよ離りを置かれていると感じてしまったのだろう。

　ならばはっきりと告げなくてはならない。僕の本心を。偽いつわらざる気持ちを。

　左胸に手を当てて、僕は自分の想いを確認する。

　それから意を決して口を開いた。

「……あの、僕はお嬢様を、ここからお救いしたいです」

　席を立って、さらに言った。

「役目だからとか、誰だれかに頼たのまれたからとかではありません。僕自身の意志で、あなたを助けたい。心からそう思います」

「どうして？」

　アリシアはわずかに目を潤うるませた。

　すぐに僕ぼくも自問した。心の中に浮かんできたこの答えは、彼女が望んでいる答えではないかもしれない。それでも僕はそのまま口にした。

「助けたいからです」

「答えになってないわ」

「しかし、それ以外に答えようがありません。他にあるとすれば」

　僕は想像する。もしもアリシアが、メアリーのように殺されたらどう感じるか。僕の目の前でギロチンにかけられたらどう思うか。

　とても哀かなしい。許せない。怒りが湧わいてくる。

　それはつまり、こういうことなのだろう。

「うまく言えませんが、すでに絆きずなが、生まれていると思うからです」

「…………」

　アリシアは驚おどろいたように目を丸くした。

　それから口を手で押さえ、震ふるえる声で答える。

「だったら、わたしと同じね……。わたしがあなたを信じられる理由と同じだわ」

　彼女は指先で目め尻じりを拭ぬぐう。

　それからテーブルの上で真まっ直すぐに頭を下げた。

「改めてお願いするわ。わたしに力を貸して。もう一度ここから出して！」

　真っ直ぐな意志と、真っ直ぐな言葉。

　目の前の小さな背中から、何やら熱い風が吹いてくるように感じた。

　まるで一人きりで世界を変へん革かくしようとするかのような崇すう高こうさ。限界を知らぬ魂たましいの白はく熱ねつ。

　見ているこちらまで高こう揚ようするような迫はく力りよくに、応える術すべを僕は一つしか知らない。

　一歩退しりぞいて姿勢を正し、うやうやしく頭を下げる。

「承しよう知ち致しましたお嬢じよう様。必ずやご希望に添そえるよう、この身を尽つくして励はげみます」

「……ありがとう」

　彼女は礼れいを言い、安あん堵どの笑みを浮かべつつ席についた。空気がやんわりと和なごんでいく。

「でもやっぱり、執しつ事じなのは変わらないのね」

「えっと……駄だ目めですか？」

「ううん。あなたの気持ちはわかったから、もういいわ」

　柔やわらかい口調だった。やはり以前のアリシアとは、雰ふん囲い気きが変わった気がする。

　先程の言葉も、ただ生への執しゆう着ちやくで言っているわけではなさそうだった。今のアリシアには、確かな意志の輝かがやきが宿っているようだ。

　気になって訊たずねる。

「お嬢様は、ここを出て何をなされるおつもりですか？」

「そうね。まずは母様に会いに行くわ。でもそれだけじゃない」

「と、言われますと？」

「ずっと考えてたの。あの夜からずっと。あなたに命を貰もらったわたしがしなきゃいけないことを……。その願いを叶かなえに行きたいの」

「願い、ですか」

　どんな願いかと訊たずねる前に、アリシアは言った。

「今は言えない。母様に許可を頂いていないから……。でもいつか、あなたにはちゃんと伝えようと思ってる。だから聞かないで」

「わかりました」

　そう答えるしかなかった。

　しかし自信に満ちた彼女の目を見ていると、特に不安は感じなかった。

「でもまずは、ここから出ることが先決ね」

「はい。そのためには事件の謎なぞを解とかねばなりません」

「望むところよ。こう見えても謎解きは得意中の得意なんだから」

　アリシアは微び笑しよう混じりの吐と息いきを放った。それから再び椅い子すを立って、僕に向かって右手を伸ばしてきた。

「よろしくジグ。わたしたちは今この瞬しゆん間かん、運命共同体になったのよ」

「はい。お嬢じよう様」

　もはや迷まよいは無い。僕ぼく達はもう一度、しっかりと握あく手しゆを交わした。

　必ずアリシアを助ける。それに、メアリーを殺した憎にくむべき犯人の正体も絶対に突つき止めなければならない。

　心の中で決意を確かにしていると、天てん窓まどから柔やわらかな光が僕らに降ふり注そそいできた。







「じゃあさっそく、二人の聞いた情報を合わせて整理しましょう」

　朝食を終え、食器を片付けたところでアリシアが提案してきた。

　テーブルに向かい合わせに座った後、指先で眼鏡めがねの位置を直しながら僕は口を開く。

「まず現状。お嬢様はアースラント侯こう爵しやく邸ていで起きた殺人事件の犯人とされています。被ひ害がい者しやは使用人のメアリー。それはご存じですね」

「うん。遺い体たい発見当時、被ひ疑ぎ者しやはあなたを含ふくめて四人だった。でもわたしが捕つかまえられた後にみんな釈しやく放ほうされ、わたしは一週間後に処しよ刑けいされることになった。けれど、わたしを犯人と断定した理由を説明する人間は誰だれもいなかったの。それについて何か知ってる？」

「正確にはあと六日しかありませんが……。お嬢様は多数の状じよう況きよう証しよう拠こから、殺人犯に違いないと判断されたそうです」

「状じよう況きよう証しよう拠こねえ……。あなたは現場にいたんでしょう？　実際のところ現場はどんな感じだったの？」

「詳くわしく説明します。少々お待ちを」

　目を閉じて、該がい当とうする情報を記き憶おくから呼び起こしてから口を開いた。

「殺害現場は侯こう爵しやく邸ていの講こう堂どう。そこは当時、密みつ封ぷう状じよう態たいにありました。カムラ侯爵に招かれた客も、屋や敷しきの使用人達も、死し亡ぼう推すい定てい時刻の一時間前には講堂に入っていて、犯行が発覚した際にも全員がその場に揃そろっていました」

「だったら講堂内部の誰だれかが犯人で決まりじゃない？　密封状態だったんでしょ？　屋敷の外にいたわたしは犯人じゃないわ」

「外部犯の仕し業わざとされた理由は、現場から凶きよう器きが見つからなかったからです。そして」

　そこまで言って逡しゆん巡じゆんした。ここから先はすこしグロテスクな話になる。

「構わないわ。続けなさい。ありのままをね」

　危き惧ぐを読み取ったようにアリシアは言った。さすがに恐るべき勘かんの鋭するどさだ。

　若じやつ干かん、声のボリュームを落として続ける。

「……メアリーは腹部を斜ななめに裂さかれ、内ない臓ぞうを引きずり出されて死んでいました。その切り口の鮮あざやかさから、凶器は鋭えい利りな刃は物ものと推定されます。でも講堂内からは、該当するものは発見されなかったそうです」

「誰かが隠かくし持っていた可か能のう性せいは？」

「無いとされています。憲けん兵ぺい隊たいが講堂にいた者全員を身体検査しましたが、刃物を持っている人もいませんでしたし、衣い服ふくに血けつ痕こんも無かったそうです。ちなみに講堂の外周部からも何も発見されてはいません」

「つまり外部からの侵しん入にゆう者しやが犯行を行い、凶器を持って出て行ったというわけね」

「そうなります」

「待ちなさいよ。現場って本当に密封状態だったの？　まずそこが疑わしいわ」

　目め尻じりを吊つり上げるアリシアに、正確性を期して解説する。

「犯行現場は、ほぼ密室でした。一階の入口は重い鉄てつ扉ぴで塞ふさがれていて、開閉するたびにとても大きな音がします。気付かれないように侵入することも、脱出することも出来ません」

「二階の出入口は？」

「外から階段を昇のぼることになりますが、同じく重い鉄扉を開けねばなりません。講堂は吹き抜け構造になっているので、ロープか何かを使えば、二階から一階に降おりることも可能ですが」

「その辺はすこし聞いたかも。当時現場は真っ暗だったのよね？」

「ええ。一いつ寸すん先も見えない暗黒でした。ロープを使ったとしても、どうやってメアリーを狙ねらうことが出来たのかは……」

「なら、メアリーさんを狙ったんじゃないのよ。つまり無差別殺人」

「無差別……つまり僕ぼくが狙ねらわれていたかもしれないと？」

「まあそうね。運が良かったんじゃない」

　もし本当にそうなら、逆に運が悪かったと言うべきだろう。いかに視覚を封ふうじられた状じよう態たいであっても、僕やマーカスならば返り討うちにしている。

「可か能のう性せいは否ひ定ていできませんが、そこまで無計画ではなかったと思われます。叫さけび声を上げられれば直すぐに発覚する状じよう況きようでしたからね。よほどうまくやらない限りは、取り押さえられて終わりだったでしょう」

「だからうまくやったんでしょ？　犯人は熟じゆく練れんの暗殺者ね」

「ですがお嬢じよう様。実験の従じゆう事じ者しやはみな、身分の高くない者ばかりでした。僕とマーカスは平民プレビアス。ミリエとクレイ、そして殺されたメアリーは従者サーバス。みな財産も権力もない一いつ介かいの使用人に過ぎません。果たして暗殺者を雇やとう理由が」

「だからさ」

　アリシアはこちらの言葉を遮さえぎって、不満げに言った。

「何でわたしが犯人になるの」

「簡かん単たんに言えば、他に適当な人物がいなかったからです」

　率そつ直ちよくに答えた。火に油を注そそぐような真似まねはしたくなかったが、他に適切な説明はない。

　案あんの定じよう、彼女は不ふ愉ゆ快かいそうに眉まゆ毛げをねじ曲げた。

「ああそう。講こう堂どう内ないにはいくらでも人がいたのに、それでも外にいたわたしが犯人だというのね。これだから貴族アリストは……」

「ですがあんな雨の夜に、草原に隠かくれていたお嬢様が疑われるのも仕方がないことです」

「はいはい。もうそれは謝あやまったでしょう」

「それに本来、お嬢様は生きているはずがない方です。司し祭さい達がそういった結論を出したのは、無理からぬ話だと思われます」

「……そうね」

　と呟き、彼女はふて腐くされたようにテーブルに肘ひじをついた。

　アリシアは唇くちびるを尖とがらせて続ける。

「でもそのせいで、本当の殺人犯はどっかでのうのうと過ごしてるわけだ。司し法ほうの正義も地に落ちたものね」

「彼らの言い分はいつもそうですよ。神に背そむいたからだとか、悪あく魔まに誘ゆう惑わくされたからだとか」

「馬ば鹿か馬鹿しい。神も悪魔もいるもんですかっての」

「ですがお嬢様。あの夜行われた実験の最中には、確かに一つ、紛まぎれもなく奇き跡せきが起こっていたんです」

　どういうこと？　とアリシアは懐かい疑ぎ的てきな眼まな差ざしを向けてきた。

　順じゆん序じよ立てて説明することにした。カムラが行った回かい廊ろう実験のことを──

「……と、いうわけなんです。四角形の講こう堂どうでタッチリレーを繰くり返すためには、どうしても五人が必要です。なのにメアリーはどこかで殺されていた。死体発見のきっかけとなった稲いな光びかりが鳴る瞬しゆん間かんまで、確かにリレーは回っていたのにです」

　カムラが行った回かい廊ろう実験の話は、当然裁さい判ばんでも出たはず。そしてこの矛む盾じゆんにも議ぎ論ろんは及およんだはずだ。

　さらには盲もう目もく状じよう態たいでの殺人であること。あまりに猟りよう奇き的てきな殺害方法。脱出不可能な密室からの脱出。それら全ての謎なぞをもっとも安あん易いに解決する手段は、犯人が人間ではないと決めつけることだ。

　常人の想像を超えた、悪あく魔ま的能力による悪魔的殺人。だから悪魔憑つきが犯人だという司し祭さい達の主張が素通りしてしまうのも仕方がない。

「確かに奇き跡せきがあったから、暴論は正論へと進化したんです。そして一度定着した正論を覆くつがえすには、奇跡を否ひ定ていし、全ての謎を解とき明かさなければなりません。きっとそこに何かが隠かくされているはずです」

　最後のあたりは諭さとすような口調になっていた。

　実験の日、カムラが見せた不自然な態たい度ど。使用人達の確かく執しつ。オカルト実験中に起きた怪かい異い。そして失われた凶きよう器き。全ては一つに繫つながっているはずだ。

　アリシアは眉まゆ根ねを寄せた表情で、真面目まじめに何事かを考え込んでいるようだった。

　それからしばらく互いに無言だったが、やがて彼女がぽつりと呟つぶやいた。

「ものすごく合理性のある解答を、一つ思いついた」

「本当ですか？」

「うん。間ま違ちがいない。タッチリレーを続けながら人は殺せる。しかも、もっとも簡かん単たんで確実で、絶対にバレない方法が一つだけある」

　自信満々の口調だった。これは期待できそうだ。思わず僕は身を乗り出して訊たずねる。

「なんです、それは」

「そう……真実はいつも、非情なの」

　アリシアは勿もつ体たいつけるように目線を下げ、やがて神しん妙みような顔をしつつ口を開いた。

「実は──殺された一人を除く、四人全員が共犯者なのよ」

「……四人全員が、ですか」

「そう。四人全員が犯人なら、リレーが成立していたように見せかけることは容易たやすいもの」

「…………」

　失望のあまり、そうですか、とコメントするのがやっとだった。

　全身が弛し緩かんしていくのを感じる。

「……あの、四人全員の中には、僕も含ふくまれているんですか？」

「哀しいわねジグ。自首を勧すすめるわ」

「僕ぼくは犯人じゃありませんよ!?」

　と、自己弁べん護ごをすると、アリシアは鼻で笑った。

「どうやって証明するのよ」

「信じて貰もらうしかないですよ。まあ一応、憲けん兵ぺいには無実のお墨すみ付きをいただいてますけどね。僕だって丸一日尋じん問もんされたんですから」

「ならわたしだって犯人じゃありません！　信じて貰うしかないけど！」

「いや、僕は信じてるんですが……」

　だから、それをここで言われてもどうしようもない。

「まあ戯たわむれはこのくらいにして、ちゃんと考えましょう」

　冗じよう談だんだったのか……。再び難むずかしい顔をして、彼女は椅い子すの背もたれに仰のけ反ぞる。

　しばしその姿勢で天てん井じようを見つめた後、「あ」と何かに気付いたように口を開いた。

「今度は何です」

「そういえば……。ごめんなさい」

　アリシアは椅子に座り直して、何故なぜか唐とう突とつに陳ちん謝しやした。

「メアリーさん。幼おさな馴な染じみだって言ってたよね。あの子が殺されて、あなたがショックを受けていないはずないのに、配はい慮りよが足りなかった」

「いえ……」

　改めて言われると困ってしまう。すこし迷まよってこう答えた。

「大だい丈じよう夫ぶです。メアリーが殺されたことについては、もう心の整理をつけていますから」

　冷たいようだが事実だった。

　死体を見たときには衝しよう撃げきを受けたし、哀かなしかったし、犯人を許せないとも思った。

　しかし僕は、あの回かい廊ろうの中で──すぐ近くでメアリーを殺された事実に、気付くことすら出来なかったのだ。それを情けなく思う気持ちの方が強かった。悔くやしかった。

　だから今は、メアリーの死を悼いたむよりも前に進みたい。犯人を捕つかまえたいと思う。

「……あのさ、どういう関係だったの？」

　アリシアが顔色を窺うかがうようにこちらを見ていた。

「恋人だった？」

「いえ」

　即そく座ざに否ひ定ていした。

「妹みたいなものでした。十歳まであそこで一いつ緒しよに育てられ、そして別々の場所へ引き取られましたから」

「そうか……。あの子、従者サーバスだったものね」

　彼女は手を下ろし、数秒ほど天井を見上げて、そして訊たずねてきた。

「ねえ。マントを借りたときに屋や敷しきの中を歩いたんだけど……あそこって何？　使用人の養よう成せい所じよだって言ってたけど、それにしては物ぶつ騒そうなものがいっぱいあったような」

「見たんですか」

　別館の他の部へ屋やには、武器庫もあれば薬品庫もあったはず。さらに、本来の拷ごう問もん室しつさながらの血なまぐさい部屋もあったはずだ。

　僕ぼくは言葉を迷まよう。隠かくしていても仕方がないが、あまり気持ちのいい話にはならないだろう。

「言えないこと？」

「いえ。確かに使用人を育てていましたが、お嬢じよう様のイメージされているものとは違うかと」

「どういうこと？」

「アースラント家の使用人は、ただ家事に従事するだけではありません。要人の護ご衛えい役やくでもあるんです」

　現在のカムラ侯こう爵しやくは六代目である。アースラント侯爵家では、古くから孤こ児じを集め、特別な素そ養ようをもつ使用人の育成に努めてきた。

「最初期は、毒どく味み役やくを育てていたそうです」

「毒味役ってつまり、貴族アリスト様の食事を試食する人のことよね」

「はい。どれだけ多くの護衛を有する貴族でも、毎日の食事に毒を盛られれば一巻の終わりですから。しかし、毒味役が使い捨てでは何人いても足りません。だから、使っても壊こわれない毒味役という存在には大いに需じゆ要ようがあったんです」

「でも毒味役を育てるって……どうやって？」

「幼い頃から毒への耐たい性せいをつけさせるんです。……ようするに、日々の食事の中に少量ずつ毒を混ぜるんですよ」

「ちょっと……」

　アリシアの顔が青ざめる。

「正気の沙さ汰たとは思えないけど」

「事実です。屋敷でお嬢様を案内した際、メープルマフィンを焼いてくれたハウスキーパーのミリエ夫人ですが……。彼女が食事係を務つとめていました」

　思わず声が厳きびしくなってしまった。アリシアは息を飲んで口を閉ざす。

　今でも思い出すことがある。発はつ汗かん、発はつ熱ねつ、皮ひ膚ふのかぶれ、下げ痢り、腹ふく痛つう、頭ず痛つう、嘔おう吐と。そして体中を引き裂さかれるような痛み。アースラント家に集められた孤児たちは、毎日のようにその苦痛に耐えながら生きていく。

「ミリエ夫人を憎にくんではいません。あの人はただお役目を果たしていただけで、やりたくてやっていたわけではないでしょう」

　あのとき、彼女がメアリーに向けていた冷たい目。

　毒で命を落とす子供達は毎年少なからずいる。だから感情を移してはいけない。ミリエは意識的に子供達から距きよ離りを置いていたはずだ。執しつ事じのマーカスや、御ぎよ者しやのクレイにしたってそれは同じだ。

　僕ぼくは続ける。

「毒どく味み役やくには、次し第だいにいろいろな素そ養ようが求められるようになっていきました。毒への耐たい性せいだけではなく、知識も必要とされました。まったく未知の毒物に対しても、それなりに対たい策さくがとれなければなりません。経けい口こう摂せつ取しゆという方法が同じである以上、いくつか傾けい向こうはあるはずですし、もし毒を摂取してしまった場合には、自力で治ち療りようを行えるよう薬物に関する知識も必要です」

「何だか遠い国の話みたいだけど」

　アリシアは溜ため息いきをつく。

「でも現実なのね。あなたもメアリーさんも、そういう子供の一人だったというわけね」

「はい」

「でも、護ご衛えい役やくだって言ってたわね？」

「はい。毒味役はその職しよく務むから、絶えず主あるじの傍そばにいなければなりません。ならば戦せん闘とう技術も習しゆう得とくさせ、毒以外の攻こう撃げきからも主を守れた方が効こう率りつがいいと」

「ああそうか。薬物の知識があるのなら、主が負傷したときにも助けられるってことだもんね。そりゃ重ちよう宝ほうされるのもわかるわ」

「エルドアにはそんな使用人が今でもたくさんいるはずです。一般の使用人と区別するため、貴族アリスト達からは『人形コツペリア』と呼ばれていました」

　人形という呼称には他にも理由がある。毒物の副作用のせいか、養成過程で感情が欠落してしまう者が多かったためだという。メアリーも僕も、十年前には同じだった。今でもどこかに影えい響きようは残っているかも知れない。

　そんな僕らの生おい立ちに同情したのか、アリシアは声に怒りを滲にじませた。

「何だか、腹立たしい話ね。人間を物みたいに……」

「ですが、悪いことばかりではありません。この街がテオドキアに占せん領りようされて、主を失った者もたくさんいますが、身につけた技能のおかげで雇こ用よう先さきには困りませんから」

「軍関係とか、テオドキア貴族の使用人ってことね」

「そうです。しかし育成には大変な手間と資金がかかるので、現在のアースラント家の経済状じよう態たいでは……」

「新たな人形の養成は行われなくなったと。そういうことか」

　得とく心しんがいったようにアリシアはうなずく。が、すぐに何かに気が付いたようだ。

「だったら、メアリーさんにも闘たたかう力はあったというわけね」

「はい」

　それは考こう慮りよすべき点だった。

　客観的に見て、メアリーに武術の才能は無かった。とはいえ専門の養成を受けたことも事実。

　あの夜、あの講こう堂どうの中で、あれだけ見事な手並みでメアリーを殺せた人間が、アースラント家の者以外にいただろうか。

　身内を疑いたくはない。不ふ義ぎ理りだと思う。でも僕ぼくは心の中では確信していた。

　犯人はきっと、僕のよく知る人物なのだろう──

「……ふむ。だんだん全体像が見えてきたわね」

　アリシアは胸の前で腕を組み、ひとさし指を唇くちびるに当てたまま喋しやべる。

「整理しましょう。この犯行を完かん遂すいするために、犯人が行ったとされる特とく殊しゆな手段は、わかるだけでも三つある。ちょっと紙に書いてみて」

　指示通りに、手元の紙に筆ふでを滑すべらせていく。




　１、視覚を奪われた状じよう態たいでの殺人方法。

　２、タッチリレーを続けるためのトリック。

　３、犯行に使った凶きよう器きの処分方法。




　どれも一ひと筋すじ縄なわではいかない気配がしていた。というより、この三つを同時にこなす方法なんて本当に存在するのだろうか。などと思っていた矢先、

「ねえ、こういうのはどう？」

　何かを思いついたように、アリシアが身を乗り出してきた。

「凶器は矢よ。つまりは弓ゆみかボウガン」

「根こん拠きよは何です」

　詳しよう細さいを促うながすと、アリシアは咳せき払ばらいで声を整えてから言った。

「二階の観かん覧らん席せきから、被害者の腹めがけて弓を撃うった者がいるのよ。矢じりは鋭えい利りな刃は物ものになっていて、弓と矢は細い紐ひものようなもので結ばれているの。腹に命中したあと強い力で紐を引っ張れば、被害者は腹を裂さかれることになる。最後に犯人は矢を回収し、窓から外に向け発射した。すると矢の勢いにつられて、弓まで外へ飛んでいくってわけ」

「弓矢ですか。それはまた」

「どうよ」

　アリシアは自じ慢まんげな笑みで、薄うすい胸を張った。

「完かん璧ぺきな推すい理りじゃない」

「どうでしょうか」

　首を傾かたむけつつ僕は応える。

「何度も言いますが、メアリーが殺害された時には、現場は暗黒に包まれていました。弓矢で正確に狙ねらい撃つことなんて出来ません。それにタッチリレーが続いていた理由もわからない。いきなり三つの内の二つに引っ掛かってるじゃないですか」

「だからこそ弓矢なの」

　彼女の自信はまるで揺ゆらいでいないようだ。

「死体発見のきっかけとなったのは稲いな光びかりでしょう？　しかも二度光った。ここがポイントなの。一度目では騒さわぎにならず、二度目の雷で観かん客きやくは異変に気が付いたんだから、一度目の時点では何も起こっていなかった可か能のう性せいがある」

「ああ、なるほど」

　一度目の雷光で、犯人はメアリーの位置を特定し、矢を放って殺害した。

　二度目の雷光で、カムラ達が異変を察知し、明かりをつけたのだ。

「さすがはお嬢じよう様です。犯人が稲光を利用したのなら、暗さは問題ではありません。メアリーが殺害されたタイミングが死体発見の直前だったとするなら、タッチリレーが続いていた理由も『彼女の番ではなかったから』と説明できる。確かに完かん璧ぺきでした。……僕の説明が不十分だったことを除けば、ですが」

　とても誇らしげな顔でコメントを聞いていたアリシアだったが、最後のくだりで一気に怪け訝げんな表情になった。

「どういう意味よ」

「言い忘れてました。今回の事件における凶きよう器きとは、被ひ害がい者しやの遺い体たいを損そん壊かいしたものという意味で使われていまして」

「だから何なのよ。合ってるじゃない。矢じりが腹を貫つらぬいたのよ」

「怒らないでくださいね？」

　と、前置きをしたが、アリシアの目が『事と次し第だいによる』と物語っていた。

　多分怒られるだろうなと思いながら口を開く。

「検けん死し官かんによると、死因は窒ちつ息そく死しとのことでした」

「初耳だよね、それ」

　テーブル上で握りしめられたアリシアの拳から、静かな怒りが伝わってきた。

　慌あわてて説明する。

「すみません。殺害方法は扼やく殺さつです。被害者の首に、絞しめられた手形が残っていたんです」

「ねえ、馬ば鹿かなのかな？」

　どす黒い何かが、彼女の身体からだから放出されているように見えた。

「一番最初に言うべきことでしょ！　このポンコツ執しつ事じ！」

「いや、本当に、すみません……」

　両手を上げて無む抵てい抗こうを示すと、アリシアは思いきり舌打ちを響ひびかせ、椅い子すの背もたれに体重を預けた。

「はいはい。凶器イコール殺害手段。そう思いこんでいたわたしにも非があった。だから許してあげる」

「ありがとうございます。しかしお嬢様、それが無かったとしても、やはり弓ゆみ矢やでは無理だと思うんです」

「へえ」

　アリシアは視線だけこちらに向けた。

「聞こうじゃない」

「悲ひ鳴めいのことです。腹に矢が刺さっただけならば、即そく死しということは珍めずらしいんじゃないでしょうか。叫さけび声を上げる時間は残されていたはずです」

「……まあ、そうかもね。そりゃ仰おつしやるとおりよ。気付かなかった。褒ほめてあげる」

　ぱしぱし、と心の無い拍はく手しゆを鳴らしてから、アリシアは急に深刻な面おも持もちになった。

「でも待って。なら考えないといけないのは、むしろ……」

　すこし気になる顔色だった。

「何かありましたか？」

「そうね。首を絞しめて殺すって、けっこう難むずかしいと思ったのよ。悲鳴を上げさせないよう一発で正確にでしょ。しかも真まっ暗くら闇やみの中で」

「そうなりますね」

「やはり凄すご腕うでの暗殺者を疑いたいところよね。暗あん視し能力持ちか、足音で人間を判別して殺せるくらいの」

「可か能のう性せいは否ひ定ていできませんが」

　無む論ろん、肯こう定ていも出来ない。

「まあ一応検証してみましょう。暗殺者だとすれば、雇やとった人間がいるに違いない。前もって招しよう待たい客きやくに紛まぎれ込ませていたか、窓にかけた暗あん幕まくの中にでも潜ひそませておき、明かりが消えた後に殺害させたわけ」

「なるほど。タッチリレーが続いたのは、暗殺者がリレーに参加したからですね。ぞっとしない話です」

「なら凶きよう器きが消えた理由も考えなくていい。暗殺者が持って逃げたのだから」

「ですが、それが真実だとすると、僕ぼく達にはお手上げですよ」

　事件から既すでに五日が経過している。暗殺者ならとっくに国外逃亡しているだろう。可能性自体は否定できるものではないが、それを今ここで論じることには何の意味も無い。

「そうね。暗殺者ってのは、殺人罪で逮たい捕ほされないから稼か業ぎようを続けていられるわけだものね。超人的犯罪者が起こした超人的事件について考えても仕方ない。となれば、わたし達が証明できる範囲で、一番犯人に近いのは、やはりタッチリレーを行っていた四人──あなたを抜けば三人の誰だれかということになる」

「なりますか」

「あなたには、つらい話かもしれないけどね」

　アリシアにしては珍めずらしく、気き遣づかうような発言だった。

　幼おさな馴な染じみを殺され、さらに身内を疑うのは嫌いやに決まっているが、それでも事件が起きた以上、考えることからは逃げられない。

「抵てい抗こうがないと言えば噓うそになりますが、真実を追い求める為ための犠ぎ牲せいなら、躊ちゆう躇ちよすることはありません。ただ回かい廊ろう実験の従じゆう事じ者しやから犯人を探すとなれば、まずはタッチリレーの謎なぞを解とき明かさねばなりませんよ」

「それなら問題ない。もうわかってるから」

　アリシアが何なに気げなく言ったので、僕ぼくは一いち拍びよう子し遅れて驚おどろいた。

「本当ですか」

「リレーを四人で回す方法はある。ちょっと考えれば簡かん単たんなことよ」







　考えをまとめるから、お菓か子しを頂ちよう戴だい。

　アリシアがそう言ったので、僕はお茶の用意をした。時計を見てみると、いつの間にか昼過ぎになっていた。天てん窓まどから差し込む光も斜ななめになっている。

　午後のティータイムには丁ちよう度どいい。ミリエ直じき伝でんのメープルマフィンを届けに戻ると、彼女は一いつ生しよう懸けん命めいといった様よう子すで紙に何かを描かいているところだった。

「よし出来た！」

　何やら自じ慢まんげに提示した紙には、『機械仕掛けのアースラント城』とポップな字体で書いてあった。さらに文字の傍そばには、煮くずれたジャガイモのような絵が添そえられている。

「それは？」

「そのままよ。アースラント城の建物自体に仕掛けがあるという説」

「つまり隠かくし扉とびらや、隠し部べ屋やの類たぐいですか」

　憲けん兵ぺい隊たいが入念に捜そう索さくを行ったはずだ。そんな大掛かりな見落としはないと信じたいが。

「まあ最後まで聞きなさい」

　そこでアリシアは小こ悪あく魔まっぽい笑みを浮かべた。

「四角形の部屋でリレーをするには五人が必要。それってどこに根こん拠きよがあるの」

「当然の話だと思いますが……」

　僕も紙を手元に引き寄せて、四角形を描いた。その頂点に、右上から時計回りにＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄと記き載さいしていく。

「各頂点に一人ずつ、四人が角に立っていたとしますね。Ａの人がＢに行ってタッチ。するとＢに居た人がＣに行ってタッチする。同じ事を繰り返すと」

「Ｄの人がＡに辿たどり着いたとき、そこは無人ね。Ａに居た人は、Ｂに行ってるもの」

「そうです」

「だったらあなたは、こういうわけね。四角形の部屋でタッチリレーするためには、最低五人が必要になる」

「その通りです」

「なら、部へ屋やが三角形だったらどうなるの」

「は……？」

「馬ば鹿か馬鹿しいかもしれないけど、可か能のう性せいの一つとして聞いて。それが『機械仕掛けのアースラント城』よ」

「つまりお嬢じよう様は、講こう堂どうの壁かべが動いて、知らない間に三角形になっていたというんですね？」

　申し訳わけないが、あまりのトンデモ理論に、ちょっと呆あきれてしまった。

　気にも留とめずにアリシアは続ける。

「理論的にはそれで四人リレーが成立するでしょ。被ひ害がい者しやが途中で退席しても問題なくね」

「しかし、さすがに」

「現場検証無しには否定できないでしょ？　……といっても、わたしだってこの説を強きよう硬こうに押す気はないけどね」

　冷静な声こわ色いろで言い、また紙に何かを書こうとしていた。だが何故なぜか、筆の運びを悩なやんでいるようだ。

「紙に書くより、あっちの方がわかりやすいか。持ってきて」

　指を向けた先には、戸と棚だなの上に立て掛けられたチェス盤ばんがあった。僕ぼくがそれを取ってテーブルに置くと、アリシアは四よ隅すみに駒こまを配置する。

「こっちが本命。『二歩すすんで一歩さがる説』」

「また珍ちん妙みようなネーミングですね」

　僕の批ひ評ひようを意に介さず、彼女は話を進める。

「このトリックを使うためには幾いくつか前提条件があるんだけど……。侯こう爵しやくは、自信をもってこの実験をはじめたのよね？」

「そうですね。失敗するとは微み塵じんも思ってない感じでした」

「なら決まりね。回かい廊ろう実験はショー的な演出を多分に含ふくむものだったのよ。侯爵が何らかの仕掛けを事前に用意していたと考えるべき」

「かもしれません」

　思い起こしてみると、そういった気配も随ずい所しよから感じられた気がする。

「そもそもね、この手の怪かい談だんは、実はソラリスでは古典的なものなの。あなたは知らないかもしれないけど」

「そうなんですか？」

「ええ。肝きも試だめしみたいなものよ。子供達の間で一時期流行はやっていたわ」

「使い古された手品の種があるってことですか？」

「ううん、違う。回かい廊ろう実験は、トリック無しでも成功してしまうことがあるの」

　言葉の意味がわからず、僕は首を捻ひねった。

「トリック無しでも……？　まさに心しん霊れい現げん象しようじゃないですか」

「ところがそうでもないの。人間ってのは、案あん外がい間ま抜ぬけな生き物だから」

　大した事ではないという風に、アリシアは説明する。

「タッチされたら、次の角まで行って、タッチして止まる。その行動だけを何時間も愚ぐ直ちよくに繰くり返してるとね、わからなくなるんだって。実際にやったあんたなら理解できるかもしれないけど、自分がどこにいるのか、何をしてるのか、わからなくなるの。意識が朦もう朧ろうとしてきて、ちゃんとタッチしたか、ちゃんと回っているか。指し標ひようが何もないから、何を理由に止まっていいかわからなくなる。進んだ先の角に誰だれもいなくても、『いや違う、間ま違ちがっているのは自分の方だ』と勘かん違ちがいして、もう一つ先の角まで進んでしまうという具合にね」

「いや、しかし」

　あのときの僕も、確かに朦朧としていたが。

「わからないものですかね」

「どうかな。死体発見までにかかった時間は、一時間足らずでしょう？　丸一日やらされたら感覚がおかしくなってもしかたないけど、それにはすこし早いと思う。ならトリックを弄ろうした可か能のう性せいを疑うべきね」

「その前にいいですか」

　話の腰を折って申し訳わけないが、疑問を先に解消しておきたかった。

「実験が成功したかどうか、観かん衆しゆうはどうやって判断するんです？」

「そもそも観衆がいるようなものじゃないのよ。肝きも試だめしだもん。やってる者以外は怖くも何ともないわ」

「なら、侯こう爵しやくはその実験に一体、どうオチをつけようとしていたんでしょうか」

　難むずかしい質問だと思ったが、答えはノータイムで返ってきた。

「リレーが続行している判断は足音でしていたんでしょう？　そのためにブーツに鉄板を貼はっていたんだものね。なら実験が成功したと見せかける一番簡かん単たんな方法は、リレーの最中に突とつ然ぜん明かりをつけること。すると前もって決められた一人が、リレーを外れて部屋の中央にいるってわけ」

　アリシアの言うことが正しければ、多少の差さ異いはあれど、死体発見時の状じよう況きようと同じだった。

　まさかと思いながら訊たずねる。

「稲いな光びかりも計算の内ってことですか」

「期待はしてたかもしれない。だから雨の夜を選んだのかもね。でも雷が鳴らなくても、予告無しに明かりをつければ同じ事よ。ただタイミングは観衆に選ばせる必要があるけどね。作さく為いを疑われないためにも」

「そうすると、メアリーはあらかじめ、リレーを抜ける役に決まってたことになりますね」

「でなければ、トリックは使えない」

「二歩進んで一歩下がる、ですか」

「そう。やり方は実に単純よ。いい？」

　細い指先でアリシアは駒こまをつまみとり、チェス盤ばんの中央に置いた。

「このポーンがメアリーだとする。メアリーは前もって侯こう爵しやくに指示を受けていて、ある程度の時間が経過したのを見み計はからって、講こう堂どうの中央に移動した。このとき注意することは一つだけ。次の人にタッチしてから抜けること。それさえ忘れなければ、メアリーが抜けても一周が経過するまでは、問題なくリレーは続行する」

　さらにアリシアは四隅に置いた駒を、すっすっと移動させていく。

「問題が起こるのはここ。メアリーの後ろの順番の人が、メアリー不在に気が付いた。本来ならここでリレーは終了よね」

「はい」

「しかしこの人が、ここで次の角まで行ってしまうの。そして次の角に居る人にタッチしたあと鉄板入りの靴くつを脱いでから、前の角まで戻るのよ」

　説明通り、駒は二区画進んで、一区画戻った。

　まさに『二歩進んで一歩下がる』か。

「わかった？　一人が途中で抜けるなら、誰だれかがカバーして動けばいいだけ。労力は三倍になるけどね」

「なるほど」

　僕は唸うなった。こんなやり方があったのか。

「となると。つまり犯人は、メアリーの後ろにいた者というわけですね」

　記き憶おくを辿たどっていく。確かメアリーの後ろを歩いていた人物は……。

「いや、そうとは限らない」

　すぐにアリシアが否ひ定ていしたので、一時思考を中断した。

「違うんですか？」

「その人はあくまで、予定通りに回かい廊ろう実験のトリックを実行しただけ。その人がメアリーを殺したかどうかはわからない。だってそうでしょ？　全てが前もって決められていたことだとしたら、メアリーが殺されることまで決定事項だったことになる」

「だとしたら、事件の首しゆ謀ぼう者しやはカムラ侯爵自身」

「でもね、それもちょっと不自然な気がする。メアリーを殺したいだけなら、別に実験の最中にやる必要はないじゃない。どこか山奥でやってくれば済む話よ」

「確かに」

　メアリーは従者サーバスだ。平民プレビアスですら指一本触ふれずに殺せる存在。わざわざ被ひ疑ぎ者しやを特定できる状じよう況きようで殺す必要は無い。

　なら動機は何だろう。僕ぼくは思いついたことをそのまま口に出す。

「過か激げきな殺人実験をやって伝説を作りたかった、とかですか」

「わからないわ。事件を起こせば二度と同じ実験は出来なくなるだろうし、オカルトに対する風当たりも厳きびしくなると思う。侯こう爵しやくはそれでも良かったのかしら」

　リスクを冒おかす理由が無いか。しかし僕は思う。常人ならやらない。だからこそやったという可か能のう性せいを捨てきれない。それがカムラ侯爵という人だからだ。

　悩なやんでいると、アリシアは自説をさらに展開した。

「あなた以外の全員が知ってて、しらばっくれている可能性はあるわね。わたしを犯人に仕立てあげて、今いま頃ごろ屋や敷しきでふんぞり返っているかもしれない」

「ちょっと想像出来ませんが」

「なら残る可能性は一つしかない」

　アリシアは再びチェス盤ばんに手を伸ばし、一つの駒こまを指先で弾はじいて見せる。

「犯人はリレー参加者の一人。そいつがこのトリックを利用したってことよ」

「利用、ですか」

「そう。難むずかしい話じゃない。実験の最中に殺人事件が起こって、主しゆ催さい者しやである侯爵は、真っ先に事情聴ちよう取しゆを受けたはずでしょう。でもその時に、トリックについて正直に話したと思う？」

「いいえ」

　考えるまでもなかった。

「言わなかったでしょうね。侯爵ならむしろ喜んだかもしれません。本来想定していたよりオカルティックな、猟りよう奇き的てきな結果が生まれたのですから」

「なら余計によ。トリックの内容に言げん及きゆうするということは、翻ひるがえって自分の立場が危うくなる可能性がある。ペテンで招しよう待たい客きやくを騙だまそうとしていたんだから」

「全ては藪やぶの中、その方が都合が良かったと」

「そしてトリックに言及しないなら、不可能犯罪が成立する。トリックが無ければ内部の誰だれにも犯行は行えない。つまり犯人は外部にしか存在しないという結論になる。完璧な隠かくれ蓑みのね」

「わかりました。トリックを利用して殺人を犯したとしても、侯爵が守ってくれる。そう犯人は確信していたわけですね」

「ええ。侯爵が立場を捨ててまでメイドの仇かたき討うちをするはずがない。わたしが逮たい捕ほされたのもイレギュラーだけど……侯爵はやはり口を噤つぐんだままだった。全てを告白してまで取り戻そうとは思わなかったわけよ」

「だったら、他の使用人達も真実を言わなかったことになりますね」

「全員が知っていたとは限らないし、前もって侯爵に厳げん命めいされていたなら、使用人が証言しないのも仕方がないと思う。だって自分が犯人にされる可能性もあるわけだし。トリックを実行したのが犯人自身のときも当然言わない」

「説得力が出てきましたね」

「でしょう。ただこの推すい理りには、一つ大きな問題がある」

　そうだった。内部犯の犯行だと仮定すれば、どうしてもあれがネックになってくる。

「凶きよう器きのことですか」

「うん。リレーの参加者に犯人がいたとすると、凶器を外に持ち出せない」

「ですよね……」

　如何いかんともし難がたいところだった。あっちを立てればこっちが立たない。

　だがこれ以上の検証を行うためには、どうしても情報が足りないことに気が付いた。

　僕が閲えつ覧らんした裁さい判ばん記き録ろくは、アリシア犯人説を立証するために書かれていた。都合の悪い部分は削さく除じよされていると見るべきだ。

　正確な情報を知るためには、自分自身の足で、事件の調ちよう査さに乗り出す必要があるだろう。

　ならば善ぜんは急げだ。僕は席を立った。

「申し訳わけありませんお嬢じよう様。夜までお傍そばを離はなれることをお許し頂けるでしょうか」

「ふふ。やる気になってきたじゃない。なら一いつ旦たん、ここでお開きね」

　アリシアは尊そん大だいな態たい度どをとりながらも、どこか嬉うれしそうに立ち上がった。

「よろしく頼たのむわ。気を付けて行ってらっしゃい」

「はい。それでは行って参ります──」

　本物の主あるじと執しつ事じのようなやりとりに、何やら面おも映はゆいものを感じつつ。

　こうして僕は、本格的な事件捜そう査さに乗り出したのだった。













　　　第四章　　消失のマトリクス







　失われた凶きよう器きの正体を突つき止めるためには、まずは死体状じよう況きようを洗い直さなければならない。僕ぼくは検けん死し報告の原本を求め、軍病院を当たることにした。

　軍病院は、軍の予算で運営される研究機関という側面を持つ施設だ。位置的には、平民街に程近い丘の上にある。

　物々しい警けい備びが敷しかれた軍病院の入口で、守しゆ衛えいに軍隊証を見せて要件を伝えた。研究棟とうにいる検死官に、書類を届けるよう頼たのまれたという作り話だ。

　急いでいるからと銀ぎん貨かを握らせると、思いの外ほかあっけなく門は開かれた。この組織の行く末に一いち抹まつの不安を覚えたが、今日だけは感かん謝しやしよう。その怠たい慢まんに。

　さて。入ってすぐ正面には、近代要よう塞さいかと見み紛まごうほど堅けん牢ろうな造りの建物──診しん察さつ棟がそびえ立っているのだが、目当てはそちらではない。

　施設を外がい壁へきに沿そって進むと、だんだんと人ひと気けが無くなり、空気が澱よどみはじめ、薄うす暗ぐらい雰ふん囲い気きを帯びた場所が増えてきた。

　行き着いた果ては、雑ざつ草そうが生おい茂しげる廃はい墟きよのような区画だった。

　ここが研究棟か──

　変死や殺人といった事件の場合には、研究棟にある解かい剖ぼう室しつへと死体は運ばれる。

　解剖にあたる医師が誰だれかはわからない。その日の当直体制によってまちまちだが、大たい抵ていの解剖事案に関わる立場の者に、運良く知り合いがいた。

　ようするに、新入りだ。軍病院に入って一年目、二年目という若手は、勤務時間に関わらず、解剖があれば呼び出しをうけると聞いたことがある。

「──マルティン、いるか」

　新入りとはいえ、士官には専用の個室が与えられる。ネームプレートを確認しながらノックしていると、「はいはーい」と陽気な声が聞こえ、白衣を着た小太りの青年がドアを開けた。

「あれれ？　ジグ君じゃない」

「君に用があって来たんだ。すこしいいか」

「ボクに？　何だか怪あやしいなあ。悪いけど忙しいんだ。歩きながら話そう」

　マルティンは了りよう解かいも得ずに歩き出した。本当に忙しいようだ。

　後ろから彼の耳に近づいていく。

「手間はとらせない。メアリー・スンという女性の遺い体たいを覚えているか」

「悪いけど、名前で言われてもわからないよ。死亡原因とか、身体的な特とく徴ちようとかで言ってくれないと」

「腹部を斜ななめに裂さかれていた死体だ。年ねん齢れいは二十二」

　そう言うとマルティンは、はいはい、と素す早ばやく頷うなずいた。

「ああ、彼女ね。中身がけっこう出てたやつ」

「それだ。……僕ぼくはいま法ほう務む部ぶの所属で、あの事件の検証作業に携たずさわっている。でも少々検けん死しに関する情報が欠落していてね。君に教えて欲しいんだ」

「そう言われてもなぁ」

　解かい剖ぼう室しつの裏口と思われる場所で足を止め、マルティンはドアに鍵かぎを差し込んだ。

「検死報告は、主任が上げたはずだよ」

「ああ。報告は確かに届いてる。だけどその……誰だれとは言わないが、部内の不ふ手て際ぎわでね。報告書に飲み物をこぼしてしまったんだ。いくつか滲にじんで読めなくなっている箇か所しよがあって」

「えええ。それはまずいなあ。主任が聞いたらきっと怒るよ」

「だろう？　君のところの主任が気き難むずかしい人だってのは聞いてる。だからマルティン」

「はあ……、なるほどね」

　マルティンは廊ろう下かを真まっ直すぐ進み、控ひかえ室しつのような部へ屋やに入った。

　後に続いて行くと、部屋の中からどんよりとした臭しゆう気きが漂ってきて、僕は思わず口を押さえた。戸と棚だなの前にうずたかく積つみ上げられた衣い類るいに、散さん乱らんする書しよ籍せき類るい。

「あのさ。どうせシヴァン様絡がらみなんだろうけど、あんまり派は手でにやらないでくれよ。ボクは今の環かん境きようが気に入ってるんだから」

　こちらの事情を見み透すかしたように彼は言った。

　有力貴族の子息であるマルティンは、少年の頃から宮きゆう廷ていに度たび々たび出入りしていた。父親ともども身分を鼻にかけない人格者で、シヴァンとも交流が深かった。

　だが彼の父親は、前王ゼノンが徹てつ底てい抗こう戦せんを唱となえた際に異い議ぎを申し立てたため……その咎とがで自死を命じられてしまったのだ。

　だからかもしれない。テオドキア駐ちゆう留りゆう軍ぐんが現地人の募集をしはじめた際、マルティンは誰よりも率そつ先せんして志願したと聞く。多分、王室に対する複ふく雑ざつな感情があるのだろう。

「頼たのむよ。この通りだ」

　今は彼を頼たよるしかない。僕は手を合わせた。

　目を瞑つぶると、子供の頃のことが脳のう裏りによぎる。シヴァンがよく悪戯いたずらを仕掛けて彼を泣かせていたことを思い出した。蛇へびや蛙かえるや毛虫まみれになり、動けなくなった彼を助けるのはいつも僕の役目だった。

　でも彼は僕らを恨うらんだりしなかった。次に顔を合わせたときには、いつも朗ほがらかに手を振ってくれた。

　彼は根っからの善ぜん人にんだと思う。

　それにつけこもうとしている僕ぼくは、恥はじ知らずもいいところだ。でも今一度。今回だけ力を貸してくれ──

　願いを込めつつ、ちらりと目を開けてみると、マルティンは仕方ないなという風に溜ため息いきをついた。そして衣い類るいの山を搔かき分けて木製のトランクを発はつ掘くつすると、その鍵かぎを開けて見せた。

　中には大量のノートが敷しき詰つめられている。

「ありがとうマルティン！　恩おんに着るよ」

「調子いいなぁもう。二年間も連絡一つ寄よ越こさなかったくせに」

「いや、それはお互い様だろ」

「まあね」

　彼はトランクの中から一いつ冊さつを取り出し、パラパラとページをめくった。それだけで詰め込まれた情報量の凄すさまじさがわかる。まるで余白を残すことが罪ざい悪あくだと言わんばかりに、ぎちぎちに文字が書き込まれていた。

「……あったよ。メアリー・スン。死し因いんは頸けい部ぶ圧あつ迫ぱくによる窒ちつ息そく死しだね。死後時を置かずして肋ろつ骨こつの左下あたりから下腹部までを斜ななめに切り裂さかれている。臓ぞう器きも一部欠けつ損そんしていた」

「間ま違ちがいない。それだ」

「他に何が知りたいの？　言っておくけどノートは貸せないよ。バレたら処しよ罰ばつを受けるから」

「わかってるよ。この場で済ませるつもりだ」

　言いながらマルティンの手元を覗のぞき込んだ。

　しかし、そこに並んだ文字列を解かい読どくすることは困こん難なんだった。見たこともない外国語や専門用語が所ところ狭せましと連なり、かろうじてわかるのは図で描えがかれた部分だけだった。

「なあ、死因は扼やく殺さつで間違いないのか？」

「どうやらそうみたいだね。被ひ害がい者しやは頭からローブを被かぶっていて、犯人はその上から首を絞しめたっぽい。手形はわずかにしか残っていなかったから、そこから犯人を特定することはできないだろうね。でも顎あごの下に結けつ構こう強めの力がかかっていたようだから……」

「つまり？」

「想像できる状じよう況きようとしては、後ろから被ひ害がい者しやの顎下に腕を入れ、背せ負おい込むようにして首を絞めたとか……。もしくは地面に引き倒し、馬乗りになって両手を顎の下にいれ、体重をかけて気道を圧あつ迫ぱくしたとかかな。そうすれば力のあるなしにかかわらず、くびり殺すことができる」

「参考になるよ。腹を裂いた刃は物ものについては？」

「切断面は綺き麗れいだったようだけど、鋭えい利りな刃物ではないようだね。細かく見るとかなり荒れていたようだし……すくなくとも、ナイフや刀とう剣けんの類たぐいじゃない」

「そうなのか」

　裁さい判ばん記録には、凶器は鋭利な刃物だと書かれていたはずだ。手掛かりになるかもしれない。

　マルティンは目を細めてノートに集中する。

「んー。切り口が黒く爛ただれていたという記述があるし……ノコギリのようだとも書いてあるね」

「はっきりしないな」

「凶きよう器きを考えるのはボクの仕事じゃないからね。ともかく、内ない臓ぞうへのダメージはすくなかったようだよ。切られているのは、おおむね皮ひ膚ふだけだ」

「考えてみてくれ。どんな刃は物ものなら条件に合うと思う？」

「ええ？　そうだな……」

　マルティンは面めん倒どうげに頭を搔かきつつ答える。

「切っ先が鋭えい利りながらも、深くは突つき刺せないもの……。糸いと鋸のこぎりかなぁ」

「糸鋸」

「どのご家庭にでもあるというものではないからね。入手方法から犯人を特定することが出来るかもしれない」

　糸鋸は、高級家具などを手がける装そう飾しよく師しが用いる工具だ。木材に象ぞう嵌がんなどの細こまやかな装そう飾しよくを施ほどこす際に使われると聞く。

　細長い鉄板にノコギリの刃をつけたものだ。一般人が手に入れることは難むずかしいだろう。犯人は何故なぜわざわざそんな凶器を使ったのだろうか。何かが引っ掛かるように感じた。

　考え込んでいると、マルティンは罪のない笑顔を向けてきた。

「まあ司し祭さい達が言うように、悪あく魔まが内側から飛び出してきたんじゃないことは確かだね」

「そうだな」

　しばし二人で笑い合っていると、部へ屋やの外側からノックの音が響ひびいた。

「マルティン検けん死し官かん、規き律りつ違い反はんだぞ」

　びくり、とマルティンが肩を震ふるわせる。ドアを開けて入ってきたのは、白はく髪はつに白ひげを生はやした厳きびしい顔つきの老医師だった。年ねん季きの入った白衣には、血けつ痕こんと思われる茶色い染しみがところどころに付いている。

「す、すみません、主任」

「みだりに部外者に情報を漏もらすな」

「はい、その」

　マルティンはすっかり萎い縮しゆくしてしまっていた。老医師は叱しつ責せきを続ける。

「それからな、おまえは理り詰づめで考えすぎるきらいがある。物事は何でも順番どおり見ればいいというものじゃないんだ」

　そう言って白髪の医師──主任検死官は、こちらに鋭するどい視線を向けた。

「……宮きゆう廷ていで何度か見た顔だな」

「はい。お久しぶりです。ロルド伯はく爵しやく」

「ふん」

　ロルドは懐ふところから丸い眼鏡めがねを取り出して、長い鼻にかけた。

　彼はマルティンの父親と同じく、元宮きゆう廷てい貴き族ぞくだったはずだ。

「何を企たくらんでいるかは知らないが、あまりうろちょろするな。目め障ざわりだ」

「は……。申し訳わけありません」

　鋭するどい目つきだった。どうやら全てお見通しのようだ。拷ごう問もん官かんだということも知られているかもしれない。

　嫌いやな空気が流れていた。どうやら潮しお時どきのようだ。

「……なあ、あれは見つかったのか」

　しばしの沈ちん黙もくのあと、不意にロルドに訊たずねられ、咄とつ嗟さに「いいえ」と答えた。

「そうか」

　ロルドはそれ以上追つい及きゆうしてこなかった。あれとは何のことだったのだろう。

　現場から失われてまだ見つかっていないものといえば、やはり凶きよう器きのことか。

「まあいい。さっき言いかけたことだがな」

　ロルドは再び威い圧あつ的てきな口調で言う。

「不ふ肖しようの弟子でしの発言を訂てい正せいしておいてやる。いいか、その所しよ見けんで一番気にしなきゃならんことは、死し因いんとか傷きず跡あととかそんなもんじゃない。被ひ害がい者しやが死後に腹を裂さかれた、その事実だ」

「……腹を裂かれた、事実ですか？」

「わからんのか」

　ロルドは溜ため息いき混じりに続けた。

「死し亡ぼう原因と、死体の傷には、何の関係性もない。殺すだけなら首を絞しめるだけで済んだ。だが犯人はな、わざわざ発見される危険を冒おかしてまで腹を裂いたんだ。これは何故なぜだと思う？」

　態たい度どの厳きびしさとは裏うら腹はらに、ロルドは嚙かみ砕くだいて説明してくれているらしい。

「わかりません」

「だろう？　俺おれにもわからん」

　ロルドはにやりと口くち端はしを吊つり上げた。

「しかしな、こう言い換かえることもできる。犯人は、被害者の腹を裂くために殺したのだ。殺すために腹を裂いたのではないとしたら、必然的にそういう結論になる」

「腹を、裂くために」

　ああ、それだと僕ぼくは思った。

　マルティンから話を聞いたときに感じた引っかかりは、それだったのだ。

　僕は訊たずねる。

「一体何のためにです」

「知らんよ。それは考えるのは、お前達の役目だろう」

　その通りだ。検けん死し官かんだって拷問官と同じ。必要な情報しか与えられていないのだろう。

「わかりました。こちらで調ちよう査さを続けます」

　もはやばれているだろうが、法ほう務む部ぶの調ちよう査さ員いんという設定で答えた。

「あれが見つかったら持ってこい。調べてやる。話は以上だ」

　ロルドは最後にマルティンを一ひと睨にらみして、乱暴にドアを開けて部へ屋やを出て行く。

　後には項垂うなだれた様よう子すの青年だけが残された。

「その、悪かった」

　マルティンの肩に手を置き、声をかけた。

「いいよ。怒られるのはいつものことさ」

　彼は溜ため息いき混じりに呟つぶやき、微び笑しようした。申し訳わけなさから僕ぼくも笑顔を返す。すると。

「ジグ君さ、ちょっと変わったよね」

「え。そうか？」

「そうだよ。何か人間味が出てきたというか、柔やわらかくなった気がするよ。昔からそうだったら良かったのに」

　言われて頰ほおを搔かいた。自覚は無いが、そうなのだろうか。

　もし本当に僕が変わったのだとしたら、拷ごう問もん官かんとして過ごした二年間の影えい響きようか……。

　それとも、アリシアと一いつ緒しよにいるせいなのか。

「──おいマルティン！」

　そこで思考は中断された。部屋の外からロルドの怒ど鳴なり声が聞こえてきて、マルティンが部屋を飛び出していった。







　夕刻になった。

　軍病院を出た後、法ほう務む庁ちよう舎しやでそれとなく事件資料を漁あさっていたが、めぼしい成果は得られなかった。司し祭さいによる検けん閲えつは細部にまで徹てつ底ていされているようだ。

　なので一いつ旦たん、拷問室に戻ることにした。法務庁舎の地下一階へ降おり、力を込めて鋼こう鉄てつ製せいの扉とびらを開くと、両手にスプーンを構えた少女が待ち受けていた。

「ジグ……」

　顔を合わせるなり、アリシアは目を潤うるませて訴える。

「お腹が空すいたよう……」

「いや、遅くなったらスープを温めて食べて下さいって、言ったじゃないですか」

「だって、一人で食べても美味おいしくないもん」

　唇を尖とがらせながら彼女は言った。だから待っていたというのか。

　そんな態たい度どを愛らしいと思ってしまう僕だが、何やらおかしいことにも気付く。随ずい分ぶんと幼げな印象になった気がするのだ。

　そういえば以前から、食事時にはやけに無む邪じや気きな反応を見せると思っていた。もしかして彼女は、腹を空すかせると幼よう児じ退たい行こうしてしまうのだろうか。

「しかしお嬢じよう様。明日以降も留守るすにするかもしれませんので……」

　しばし諭さとすように声をかけていると、

「ああもう、欲しいのは御ご託たくじゃないんだよ！　ゴ・ハ・ン！」

「はいはい……わかりました」

　癇かん癪しやくを起こした彼女に追われて、かまどに火を入れに行った。

　待ちきれないのか、アリシアが背中にぴったりとついて見守っている。

　ちょうどいいので、鍋なべが温まるまでの数分を利用し、外出で得られた情報について話した。

　食事前にする話でもなかったが、アリシアは意に介した様よう子すも無く、ただゴハンコールを繰くり返すばかりだった。

　それからしばらく時が経たち──

　朝まで煮込んでいた海うみ亀がめのスープを食卓に並べると、あっという間に僕ぼくの分まで空からになってしまった。一体この小さな体のどこに入るのだろう。

「いやあ、美味おいしいね！　もう最高！　何だろうこれ。よほどミステリーだよね」

　幸せそうな表情だった。テーブルに一いち輪りんの花が咲さいたようだ。

　しかし苦く言げんを呈ていしておくことにする。

「お嬢様、もうすこしお食事のマナーというものを」

「小言なら聞かない。それより鍋ごと持ってきて。お互い手間がはぶけていいでしょ？　何事も効こう率りつ重視でいきましょう」

「はぁ……。かしこまりました」

　まだ食べるのか。でも料理を喜んでもらえるのは嬉うれしい限りだ。望まれるだけおかわりを差し出してしまいそうになる。たとえ彼女が原形を留とどめぬほど、肥こえ太ってしまうとしてもだ。

「──ふんふん、なるほど」

　食欲が一段落したのか、アリシアはスプーンを置いて唇くちびるを舐なめた。

「腹を裂さくために殺した、か。なかなか興きよう味み深い話ね」

「食事中に考えることじゃないと思いますが」

「それってすごく重要なポイントだって気がする」

　アリシアは視線を宙に泳がせながら考えを巡めぐらし、やがて口に出した。

「さっき考えてたんだけどさ、血の臭においはどうだったのかしら。メアリーがリレーの途中から腹を裂かれていたんだとすれば、その周囲を回っていたあなた達が、血の臭いに気付かないのは変じゃない？」

　なるほど。回かい廊ろう実験の最中には、視覚が完全に奪われ、聴ちよう覚かくと触しよつ覚かくは阻そ害がいされていた。ならば残る二つに意識が集中しそうなものだ。僕は答える。

「鮮せん血けつは臭わないんですよ」

「え？」

　首を傾かしげたアリシアに説明する。

「結局のところ、血の臭においというのは腐ふ敗はい臭しゆうなんです。本来は鉄のようなかすかな臭いなので、距きよ離りがあればわからなくても仕方がありません」

「んー……。そうなのか」

　当てが外れたような顔で彼女は目線を落とす。

「でもさ、敏びん感かんな人なら気付くかもしれないじゃない。なのにわざわざ回かい廊ろう実験の最中に実行した理由がわからないんだよね」

「そこは依い然ぜんとして一番の謎なぞですが……。他に機会が無かったのかもしれません」

「機会って何？」

「お嬢じよう様は、カムラ侯こう爵しやくが言っていたことを覚えていますか」

「侯爵が……って、どの話？」

　アリシアを侯爵のところへ案内した際の話だ。僕ぼくは続ける。

「侯爵はメアリーを秘書として、常に傍そばに置いていたそうです。僕らを馬車乗り場まで迎むかえにきたあのときが例外だったのでしょう」

「ああ、そうか。普段は侯爵が常に傍にいたから、誰だれも手を出せなかったわけね。そういう意味では、実験中は格かつ好こうの機会だった」

「あのオカルト実験自体は、既すでに何度も行っているようでしたからね。計画的な犯行という可か能のう性せいは大いにあるかと」

「でもその説でいくと、侯爵自身が犯人である可能性は無くなるわけね」

「はい」

「わたしは否ひ定てい的てきだなぁ。侯爵が使用人にやらせたって説の方が、よっぽどしっくりくるもの。むしろ、あの日殺すことが決まってたから傍に置いていたんじゃない？」

「いや、さすがにそれは」

　喉の奥に言葉を詰まらせた。無いとは言えないが。

「だってさ」

　彼女は持論を展開する。

「腹を裂さくために殺したんだよ？　インパクトを狙ねらったとしか考えられないじゃない。だったら一番得をしたのはカムラ侯爵でしょう」

「侯爵ならやりかねない、と僕も思いますが……。果たしてそこまでという気もしますね」

「まあ、侯爵を良く知るあなたの方が正しいんだろうけど」

　アリシアは横顔を向けて唸うなった。

　この議ぎ論ろんには、まだ決着点を見み出いだせそうにないようだ。

「じゃあ先に凶きよう器きについて考えましょう。検けん死し官かんは糸いと鋸のこぎりだって言ってたそうだけど」

「ああ、それなんですけど……僕ぼくは多分、鋼こう線せんだと思います」

「鋼線」

　鸚鵡おうむ返しにしたアリシアに解説する。

「ピアノなどに使われるものですが、隠かくし場所に困らないという特とく性せいから、暗殺道具としても使われることがあります。いわゆる暗あん器きですね」

「それって針金みたいなもの？」

「近いですが、もっと弾だん力りよくがあって、鞭むちのように振るうことが出来ます。さらに暗器として使われる鋼線は、精せい製せい時にわざと不純物を混ぜこむことにより、表面にギザギザをつけているんです。だからノコギリに近い運用も出来ますし……、熟じゆく練れん者しやが素す早ばやく振るえば、人間の喉のど元もとくらいはすっぱり切ることも可か能のうです」

「なんか、えらく詳くわしいわね」

　と、アリシアは訝いぶかしむ目をした。どう取り繕つくろうかと考える。

　アースラント家の使用人には、もう一つの側面があった。戦せん闘とう技術を骨の髄ずいまで叩たたき込まれた使用人は、主あるじの命めいに忠実に従う暗殺者でもあるという側面が。

　しかし、出来ればアリシアには、僕の血ち生なま臭ぐさい過去を知られたくはなかった。

　なので噓うそをつかない範囲で答えることにする。

「僕は護ご衛えい役やくでもありましたから、武器の知識は一通り頭に叩き込んであるんです」

「ふうん……。まあいいか」

　どこか釈しやく然ぜんとしないような反応だったが、彼女はそれ以上追つい及きゆうすることはなかった。

「とにかくそれで腹を裂さいたってわけね。となると、傷口が黒く爛ただれてたっていうのは摩ま擦さつ熱ねつかしら？」

「恐らく違います。というより、鋼線では皮ひ膚ふの上じよう層そうを傷つけることしか出来ません。人間の体組織は、内側へ行くほど強度を増しますから」

　あることを思いついて、僕はパンの入ったバスケットをアリシアの方へ向けた。

「お嬢じよう様。パンのおかわりはいかがですか」

「もらうけど、話の腰を折ってまで言うこと？」

「いえ。説明がわかりやすくなるかと思いまして。お嬢様は、柔やわらかいパンを綺き麗れいにカットする方法をご存知ですか？」

「……パン切り包ほう丁ちようをすっごい研といでおく？」

「ある意味正解ですが」

　苦笑しつつ答えを告げる。

「包丁を火で炙あぶっておくんです。するとパン生地が刃は面めんにくっつかなくなり、力を込めずとも切断面を美しく保つことが出来ます」

「はいはい。焼き切るってことね」

「そうです。犯人は鋼こう線せんを火で温め、赤せき熱ねつ状じよう態たいにしていたのでしょう。そうすれば力や技術が無くとも簡かん単たんに腹部を切開することができます」

「なるほどねぇ。でも火はどこで用意するの？」

「回かい廊ろう実験の従じゆう事じ者しやは全員カンテラを持っていましたし、二階席にもありました。犯人は前もってカンテラ内に鋼線を仕込み、火を消すまでの間、ずっと熱していたと思われます」

　そうすれば、しばらく経たっても鋼線は熱いままだ。

　あとはメアリーを殺害し、死体から手て袋ぶくろを拝はい借しやくする。犯人はその手袋を身につけ、メアリーのコートの裾すそで切開部を隠かくしながら事に及およんだのだろう。

　ならば赤熱した鋼線の光も、皮ひ膚ふを焼くかすかな臭においも外に漏もれることはない。返り血も犯人の衣服には残らない。

「ふうむ。手が込んでいるわね」

　アリシアは感心したように言って、頰ほお杖づえをついた。

　異い論ろんは無いようだ。ようやく一つ前進出来た気がする。すこし誇らしい気分になっていると、

「ねえ。ちょっと気になったんだけど、メアリーの死体は軍病院に保管されてるの？」

「いえ、とっくに解かい剖ぼうも終わってますし、埋まい葬そうされてますよ」

「だったらさ。さっきの話、ちょっとおかしくない？　『アレ』についての下りよ」

　気になる発言だった。すぐに僕は問い返す。

「『アレ』って、主任検察官が話していた『アレ』のことですか？」

「うん。あなたは凶きよう器きのことだと言ったけど、違うものを指しているように感じた」

「と、いいますと？」

「『アレ』ではなく、『どこ』だったんじゃないかしら。そう思えてならない」

　彼女は語気を強めつつ、僕に向かってスプーンを突つき出してきた。

「だって検死官が持ってこいと言ったんでしょう？」

「あ──」

　思わず声を漏もらした。ロルド主任は検死官だ。もし凶器が見つかったとしても、持ってこいだなんて言わないはずだ。

　凶器を傷きず跡あとと照合するにしても、裁さい決けつが下った以上、既すでにメアリーの死体は埋葬されている。照合しようがないのだ。

　つまり凶器ではない、とするなら。

「答えは一つでしょ。現場からは凶器の他に、もう一つ無くなったものがあるのよ」

　アリシアが断言した。きっとそうだ。そうだとしか考えられない。

　現場から無くなった可か能のう性せいがあり、検死官の領りよう分ぶんにあって、そのまま一つの鑑かん定てい材料となるようなもの、それは──

「まさか、アレっていうのは……」

　恐ろしい想像が浮かんできた。

「そうね。そのまさか。おぞましいことだけど」

　言いながら、アリシアはスプーンを引いて再び皿に入れた。ゼラチン質の身をすくい上げて口へと運び、そして満面の笑みを浮かべる。

　つまり現場から失われたもう一つのものとは──言うまでもない。

　メアリーの、臓ぞう器きだ。







　翌よく朝あさになった。曜よう日びは日曜だった。

　アリシアの処しよ刑けいまであと五日。事件が起きてから六日が経過したことになる。

「──行って参ります」

　太陽も昇のぼりきらぬ静せい寂じやくの中、僕ぼくはアリシアを起こさないよう密ひそやかに拷ごう問もん室しつを出た。

　目指すは法ほう務む部ぶの事件資料室。それは法務庁ちよう舎しやの三階、つまりこの部へ屋やの直上である。

　ランプの光が届かない物もの陰かげを伝って廊ろう下かを歩き、一つずつ階を昇っていく。

　盗とう賊ぞくのような真似まねをしたくはなかったが、拷ごう問もん官かんには資料の閲えつ覧らん制限がかかっているのだ。死体検案書もそれに引っ掛かってしまうので、非常手段をとらざるを得なかった。

　もう一度マルティンを頼たよるという手もあったが、他にも確認しなければいけない書類がある。出来ればあの夜の招しよう待たい客きやく名めい簿ぼも欲しいところだ。

　足音を潜ひそめて僕は進んでいく。建物の外周には見張りの目も行き届いているだろうが、さすがに内部の警けい備びは薄うすいようだった。

　進みながら考える。メアリーの臓器が死体から失われていたとすると、犯人の目的もそれだったに違いない。つまり腹を裂さくために殺したのではなく、臓器を奪うために殺したのだ。

　しかし犯人は、奪ったそれを何に使うつもりなのだろう。

　子供の頃に聞いた怪かい談だんの中に、人間の肝きもを集める貴族アリストの話があった。人の肝かん臓ぞうは万まん病びようを治なおす薬になると聞いた貴族が、病弱な娘むすめのために人を殺して肝を摘てき出しゆつし、夜な夜なディナーの皿に載のせて食べさせていたという作り話だ。

　犯人がメアリーを殺した動機には、そういった狂信的な思い込みがあったのかもしれない。今はまだ何も断定することは出来ないが──

　やがて事件資料室が近づいてきた。ドア付近の様よう子すを見るが、衛えい兵へいの姿はない。侵しん入にゆう自体は容よう易いだろうが、痕こん跡せきを残すのはよろしくないと考える。ならベランダからが無ぶ難なんだろう。

　窓から外がい壁へき側がわへと回り、腰を屈かがめて歩く途中、僕はそこに人影を認めた。

「──来たな。不ふ届とどき者ものが」

　大だい理り石せきの円柱を背にして佇たたずむ、強い気配の男が一人。

　帝国謹きん製せいの軍ぐん服ぷくが、内に秘めた筋肉によりはち切れんばかりに膨ふくらんでいる。精せい悍かんな相そう貌ぼうには一筋の刀とう傷しようが目立ち、ぎらついた黒い目には、常に戦場にいるかのような闘とう志しがみなぎっているようだ。

　神しん殿でん騎き士しフォルク──何故なぜここにいるんだ。

「おはようフォルク。随ずい分ぶん早い出勤だな。さすが真面目まじめが取り柄えの騎士様だ」

　言いつつ、白しろ手て袋ぶくろをした右手に握力を込める。こちらは侵しん入にゆう者しやだ。闘たたかう準備はしておかねばならない。

　彼の父親を殺してしまったあの日から覚かく悟ごしていた。いつでも、どんなときでも、僕ぼくらは殺し合いになる可か能のう性せいがあるのだ。

　フォルクの得え物ものは腰のサーベルだけのようだが、装そう飾しよく過か多たな儀ぎ礼れい用ようの品で、それほど脅きよう威いには感じない。きっと大おお柄がらな彼では、短剣のように扱あつかうことしか出来ないだろう。

　が、フォルクは貴族アリストだ。動くなと命令が飛んでくれば、木偶でくのように黙だまって斬きられるしかなくなる。その前に口を封ふうじねばならないが、彼が柱を背にしている以上、こちらの機き動どう性せいは意味を為なさないし、僕は飛び道具の扱いが上手うまくない。どうしたものか……。

「俺おれをどうやって殺そうかと考えている顔だな」

　フォルクは鼻から強く息を吐はいた。

「資料室に用があるなら勝手にしろ。無む論ろん、持ち出しは許さんがな」

「……意外だな。見逃してくれるのか？」

　どうやら彼に敵てき意いは無いらしい。待ち伏せではなく、偶ぐう然ぜん会っただけなのだろうか。

　ともあれ騙だまし討うちなどする男ではない。僕は全身の緊きん張ちようを緩ゆるめた。

「僕に協力するようシヴァン様に頼たのまれたのか？」

「いや違う。奴やつに頼まれ事があってここにいるのは事実だがな……。俺は正直もう眠いのでな。おまえの相手まではしていられん」

「助かるよ」

　それだけ告げて、戸を開けて資料室に入った。

　閲えつ覧らん用ように設けられた机の上に、紐ひもで閉じられた書類の束たばが置かれているのが見える。どうやらフォルクも同じ事件を調べているらしい。恐らくは違う側面からだろうが。

「……王女殿でん下かの様よう子すはどうだ？」

　フォルクも部屋に戻ってきたようだ。振り向かずに答える。

「元気だよ。食欲がとにかく旺おう盛せいだ」

「そうか。シヴァンにそう伝えておこう」

「……なあ、おまえは」

　資料をめくりながら、僕は気になっていたことを訊たずねた。

「アリシア様を、王女と認めているのか。神殿騎士団の見解とは違うようだが」

「認めている。俺個人はな。おまえともシヴァンとも違う理由でな」

　どこから持ち込んだのか、彼は銀のケトルを傾けてカップに紅茶を注そそぎ、それを自ら啜すする。

「あれは紛まぎれもなく王族の血を引く女だ。おまえにも実感があるだろう。本人の望むと望まざるとにかかわらず、周りの人間に影えい響きようを及およぼす。常に事じ態たいの中心に居つづけるところが、あいつにそっくりだ」

　手元のカップを揺ゆらしながら、彼はやけに深刻な声で言った。

　正直、背後をとられているだけで生きた心地ここちがしなかった。しかし間合いをとれば、彼から情報を引き出す機会も失われるだろう。過か敏びんになる神経をなだめつつ訊たずねる。

「王女だとわかっていて、処しよ刑けいしようとしているのか」

「俺おれの領りよう分ぶんではないからな。シヴァンも言っただろう。もはや打つ手はないと」

　淡たん々たんとした口調だった。取り付く島は無いようだ。

「捜そう査さは適正に行われたんだろうな」

　そう訊ねると、フォルクは軽く笑って答えた。

「憲けん兵ぺいには思想はない。きっちり捜査はしたはずだ。書類を見ればわかるだろう。現場の寸すん法ぽうから付近一帯の足あし跡あと、指し紋もん、血けつ痕こん、全てにおいて綿めん密みつに報告されている。貴族アリストを相手に厳げん格かくな身体検査を行ったことも保証してやる」

「ならいい」

　彼がここまで言うのだ。捜査資料の信しん憑ぴよう性せいは高いと感じる。素す早ばやく手元の資料を捲めくっていると、後ろからさらに重い溜ため息いきが聞こえてきた。

「なあジグ。カムラ侯こう爵しやくは、以前からあんな催もよおし物を繰くり返していたそうだな」

「ああ。そう聞いてる」

「それは本当にオカルト趣しゆ味みをこじらせただけのものか？　おまえから見てどうだ。何か不ふ審しん点は無かったか」

「侯爵について調べていたのか？」

　振り向いて訊ねたが、フォルクはカップに目を落としたままだった。

「ふん。ペテン師のやる事は古来より変わらんな。わかりやすい奇き跡せきを実演して人を集め、信者を増やそうとする」

「カムラ侯爵が、新しん興こう宗教の教きよう祖そになろうとしていたとでも言うのか？」

「いいや。そうは思わん」

　フォルクは顔を上げた。内に炎を宿らせたような視線だった。

「何かおかしいとは思わないか。カムラ侯爵は、あの屋や敷しきに外貴族どもを集めて何をしていた？　おまえ達が回かい廊ろう実験とやらをしている間、本人は二階で何をしていた」

「それは……」

　まさか、と考える。オカルト趣味を隠かくれ蓑みのに、侯爵が何かをしようとしていたというのか。

　フォルクは厳きびしい声で続ける。

「招しよう待たい客きやくの名めい簿ぼを見てみろ。随ずい分ぶんと臭くさい名前ばかりが並んでいる。さらに奴やつは、王女の引き受け先でもあったそうだな。前王の忘れ形がた見みを手に入れて、カムラは何をしようとしていた？　おまえは本当に関わっていないんだろうな」

　彼はもはや疑ぎ心しんを隠そうともしない。さらに語気を強めつつ言った。

「なあジグ。もしも毒どく味み役やくが主あるじに毒を盛ろうとしていたとしたら、俺おれたちはどうやって対たい処しよすればいいんだろうな？」

「…………」

　その問いに、僕ぼくは答えられなかった。何も言わずに資料に目を戻した。フォルクもそれきり沈ちん黙もくしてしまう。

　しかし耳の中には、言葉の余よ韻いんがずっと反はん響きようし続けていた。

　カムラはあの日、本当は何をしようとしていたのか。本心はどこにあったのか。

　メアリーが殺されたのも、それが理由なのだとしたら──







　資料室での調べ物を終えた僕は、朝日が昇のぼった頃に拷ごう問もん室しつに帰り着いた。

「おかえりなさい！」

　重い鉄てつ扉ぴを開けるなり、アリシアが弾はじけんばかりの笑顔を見せた。

　彼女はドレスの上に僕のエプロンをつけ、控ひかえ室しつの厨ちゆう房ぼうに立っている。

「お嬢じよう様……？　ずいぶん早起きですが、どうなさったんです」

「たまには朝食でも作ってあげようかと思ってね」

　かなりご機き嫌げんの声だった。無む邪じや気きな表情がささくれ立った心を癒いやしてくれるようだ。

　が、彼女が右手に構えていた包ほう丁ちようを見て一気に不安になった。

「お嬢様はそんなことをなさらなくてもいいんですよ？　お世話は任せていただければ、って、包丁の扱あつかいは気を付けて下さいよ！」

「わかってるわかってる。こういうのは気分なのよ。わたしだって宿やど酒さか場ばで働いてたんだから、料理ぐらい……、った！」

　た？

　たとは何だ、と視線を送ってみて、僕は吃きつ驚きようした。

　中ちゆう途と半はん端ぱに千切りにされたタマネギの、その直上で指を一本伸ばしたまま、アリシアが硬こう直ちよくしてしまっていた。まな板にぽたりと、赤い滴しずくがこぼれ落ちる。

「切ったぁ……」

　アリシアは声を震ふるわせながら、すがりつくような眼まな差ざしを向けてきた。

「だから！　気を付けて下さいと言ったのに！」

「だって……」

　潤うるんだ大きな瞳ひとみがこちらを見ていた。思わず見つめ合ってしまう。

　いかん。冷静になれ。常備している救急箱を取りに行き、素す早ばやく彼女の手をとった。

「ちょっとしみますよ」

　片手でアルコール瓶びんの栓せんを抜こうとすると、アリシアが首を振った。

「痛いのはいやよ」

「そんなこと言っても」

「なら舐なめて」

　と、指を突つき出してきた。

　空腹のせいか、今朝けさもまた言動が幼げだった。

「……わかりました」

　仕方なく、アリシアの人差し指を口に含ふくんだ。傷口をそっと舌で包み込むと、体温の温もりをもった硬こう水すいのような味覚があった。

　あまり味わっていると変な気分になるかもしれない。危機感とともに指を引き抜き、綿めんの布で拭ぬぐった。さらに包ほう帯たいで巻いて、第一関節の下あたりで結ぶ。

「皮が切れただけですよ。すぐ治なおります」

「うん。ごめんなさい」

　素直に謝あやまり、彼女はすぐに元気を取り戻した。

「でも料理は最後までやるから！」

「はあ……わかりました。でも一いつ緒しよにですよ？　包ほう丁ちようは僕が預かります」

　厳きびしめの声を出すと、アリシアは媚こびるような上うわ目め遣づかいで、

「心配かけてごめんね？　わたしは野菜スープを作るから」

　そう言って、かまどの上に鍋なべを置こうとする。僕は嘆たん息そくしながらまな板に向かった。

　隣となり合って調理をはじめたところで、アリシアが訊きいてきた。

「あなたの手、冷たくなってたわね。どこかに出かけてたの？」

「ああ、そうでした」

　肝かん心じんなことを忘れていた。僕は報告する。

「死体検けん案あん書しよを見ることが出来ました。でも、肝心の部位の名前が、外国語で書かれていたんですよ。ちょっと調べないとわかりませんね」

「へえ、外国語か。綴つづりはわかる？」

「はい。ええと確か……、ｍａｔｒｉｘ。マトリクス、でしょうか」

　口に出した途と端たん、アリシアが息を飲んでこちらを向いた。

「もしかしてお嬢じよう様。お心当たりが？」

「うん……。わたし、子供の頃はソラリスで暮らしていたから。それって日にち曜よう学校の教科書にも出てくる言葉よ」

　ソラリス語だったのか。なんとも話が早い。

　そういえば、ソラリスは医術発はつ祥しようの地だと聞いたことがあった。早さつ速そく訊たずねる。

「単語の意味を知ってるんですね？」

「しきゅう」

「え」

　即そく答とう気味に入ってきたので、一いつ瞬しゆん意味がわからなかった。

「マトリクス、つまり子し宮きゆうのことよ」

「……子宮」

　しばし混こん乱らんした。子宮だって？

　ならばメアリーは腹を裂さかれ、子宮を摘てき出しゆつされたのか。あれは本当に悪あく魔ま召しよう還かんの儀ぎ式しきだったのではあるまいな。左胸に手を置いて鼓こ動どうをなだめる。静まれ。

　アリシアも多少動どう揺ようしたようだが、同時に興きよう味みも抱いだいたようだった。

「何で犯人はそんなことしたのかしら」

「わかりませんが……。子宮は臓ぞう器きの中でも分かりやすい位置にあります。ヘソから指四本分離はなれた位置と聞いたことがありますね」

　完全な暗黒の中でも、子宮ならば狙ねらって摘出することは可か能のうかもしれない。たちまち嫌いやな想像が膨ふくれ上がってきて、たまらず口に出した。

「犯人が狙ねらい通り犯行を完かん遂すいしたとして……最初から子宮が目的だったのだとすると、現場から失われたものは、もう一つあったのかもしれません」

「え。何？」

「胎たい児じです」

　するとアリシアが口を押さえた。

「メアリーは妊にん娠しんしていたかもしれない……ってこと？」

「はい。誰だれが父親かはわかりませんが……。ですがもし相手がカムラ侯こう爵しやくなら、問題になるかもしれません。貴族アリストが女中との間に子供を作ったりすると、それだけで醜しゆう聞ぶんになりますから」

　もしもカムラとメアリーがそういう関係にあったとすれば、そしてメアリーが身み籠ごもったことを知ったとすれば、どうなるか。

　烙らく印いんは父から子へと引き継つがれるものだ。母親が従者サーバスであれ、父親が貴族ならば生まれてくる子は貴族となる。しかし、そうやって生まれた子に対する世間の風当たりは厳きびしい。何よりも血統を重視する貴族社会においては、母親が従者というだけで一生軽けい蔑べつの対象となるだろう。

　そうなった場合、当然カムラ侯爵も非ひ難なんに晒さらされるはずだ。しかし……。

「でもなぁ……」

　アリシアも不ふ思し議ぎそうだった。

「だからといって、処分しなくてもいいと思うけど。侯爵家でこっそり育てればバレないじゃない？　子供から父親を割り出せるわけじゃないんだから」

　よく考えてみればアリシア自身がそうだった。彼女もずっと生まれを隠かくして育てられたのだ。

　しかし無印ブランクである彼女の場合と異なるのは──

「いえ、烙らく印いん鑑かん定ていなら父親を特定できるかもしれません」

「鑑定？　どうやってよ」

「ご存ぞん知じかと思いますが、烙印は父親から遺い伝でんします。そして烙印の模も様ようは、親子でいくつかの類るい似じ性せいをもつらしいんです」

「ふうむ。じゃあメアリーが誰だれかの子を身ごもっていたとして、それを不都合に思う人がいたってことね」

「ええ。それなら腹を裂さいた理由になります。メアリーを烙印死させたとしても、死体も胎たい児じも現場に残ってしまうので、後から調べれば胎児が誰の子供だったのか、わかってしまう可か能のう性せいがありますから」

「だったら調べるべきは、メアリーの周囲の人間関係よね。そこを正確に把は握あくすれば、全部はっきりするかもしれない」

「はい」

　それからしばし、二人で無言で見つめ合った。同じ結論に達したようだ。

「お嬢じよう様、申し訳わけありませんが、今日も留守るすにすることになりそうです」

　事件の裏にどんな事情が隠されているのか。それを突つき止めるには、もう一度あの屋や敷しきに出向いて直接カムラ達に確かめてみるしかない。

　アリシアはそんな僕ぼくの意図を読み取ったようにうなずいた。

「わかったけど、ご飯はんだけはたくさん用意していってよね。今晩も海うみ亀がめのスープがいいな。卵をいっぱい入れといてくれると嬉うれしい」

　食べ物の話をするときだけは、外見よりもさらに幼く見える。僕はこれに弱かった。

「用意はしていきますけど、卵をたくさん食べるのは身体からだに良くないですよ。ちゃんと人参にんじんも食べてくださいね」

「わかってるよ。人参もサラダじゃまずいけど、スープの具としてなら歓かん迎げいするよ」

「ならいいんですが」

「戸と締じまりをしっかりして、知らない人が来てもドアを開けないようにするよ？」

「それは別にいいです」

　と一いつ笑しように付ふした。拷ごう問もん室しつには誰もこないし、扉とびらの鍵かぎは僕しか持っていないのだから、不要な心配だった。







　拷問室を出て歩くこと二十分。乗合い馬車の待合所に着いた。

　しかし時間が早すぎたようだ。一台も見つからない。僕は仕方なく港まで足を伸ばしてみることにした。

　平民街から埠ふ頭とうの方へと坂を下っていくと、光の差す方向に離り宮きゆうの影が見えた。薄うすもやに包まれてひっそりと佇たたずむその姿は、さすがに荘そう厳ごんな雰ふん囲い気きを感じさせる。シヴァンは今日も薔薇ばら園えんの中で、退屈そうに欠伸あくびでもしているだろうか。

　さらに十分ほど歩き、港の市場まで下りてきたそのとき。海産物を載のせた出荷の馬車が目の前を通り過ぎようとした。

　走りながら御ぎよ者しやに訊たずねてみると、まさにソラリス方面へ行くところらしい。

　銀ぎん貨か三枚で難なんなく交こう渉しようは決着し、それから四時間。すこし雲が出てきた空の下を順調に馬車は進んでいき、六日ぶりのアースラント侯こう爵しやく邸ていが見えてきた。

　街道の途中で馬車を降おりて、徒歩にて丘を上がっていく。石造りの巨大な門をくぐったそのとき、心なしか庭が荒れていることに気が付いた。

　白い砂じや利りが敷しき詰つめられた本館前も、たくさんの足あし跡あとで埋うめ尽つくされていた。きっと憲けん兵ぺいの足跡だろう。ここはあの夜から時間が止まったままなのだ──

「ジグ様？」

　本館の軒のき下したから声が聞こえてきた。不ふ思し議ぎそうな顔をしたマーカスと目が合う。

「どうされました。連絡も無しに来られるなんて」

「突とつ然ぜんすみません」

「いえ……」

　白はく髪はつの老ろう執しつ事じは、どこか落ち着かない様よう子すで目を彷徨さまよわせていた。相変わらず指先までピンと伸びているが、気力が充実しているというよりは警けい戒かいされているようだ。

　自然な態たい度どを心がけながら話しかけてみる。

「すこし用事が出来まして。侯爵はどちらにおられますか？」

「カムラ様は不在です。公務のため、エルドア市の方に」

「公務……。そうだったんですか」

　まさかエルドアにいたとは。入れ違いになってしまったか。

　だが、どうせ使用人全員に話を訊きくつもりできたのだ。侯爵はあと回しでも構わない。

「ならマーカスさん。貴方あなたに訊きたいことがあるのですが」

「はい。何でございましょう」

「事件の話です」

　下手へたに取り繕つくろっても仕方がない。僕ぼくはすぐに切り出した。

「単たん刀とう直ちよく入にゆうに訊きます。貴方は例の回かい廊ろう実験について、どこまで知っていたんですか」

「……どこまでと、申しますと」

「タッチリレーの話です。何らかのトリックを用いなければ、あの現象を再現することは出来ません。殺されたメアリーと、何も知らなかった僕を除くあなた方三人。その中の誰だれかがトリックを実行したに違いないんです」

　敢かん然ぜんと言葉をぶつけると、マーカスは一度沈ちん黙もくした。

　みるみる額ひたいに汗あせが浮き出てきた。彼はハンカチを取り出して拭ぬぐいつつ、何かを思し案あんしている。恐らく板いた挟ばさみになっているのだろう。主あるじの留守るす中ちゆうに屋や敷しきを任された者として、カムラを裏切るような真似まねはできない。しかし屋敷で起きた事件に対する責任もある。だから迷まよっているのだ。

　それからたっぷり数十秒。強い日差しの中で立ちつくしていたマーカスだったが、やがて俯うつむきがちに前ぜん傾けいしてこう答えた。

「おっしゃる通りです。私がそのトリックを実行しました」

「貴方あなたが……」

　あっけない事実だった。まさか一人目で当たりを引くなんて。

　しかし不ふ思し議ぎなことではなかった。確かく率りつは元より三分の一だったのだから。

「詳くわしく話して下さい。侯こう爵しやくからどんな指示を受けていたのか」

「いえ、指示などは受けていません。毎度の決め事のようなものです。今回だけが特別というわけではないですが……。もしも行き着いた角に誰だれもいなければ、そこから一つ先まで行って一つ戻れ。次からは二つ先まで行って一つ戻るようにと」

「憲けん兵ぺい隊たいにそれを言いましたか」

　強い口調で訊たずねると、マーカスは顔を曇くもらせた。

「言っておりません」

「どうしてです。何故なぜ言わなかったのですか」

「カムラ様なら、そうおっしゃると思いました。何も言うなと。回かい廊ろう実験にトリックが用意されていたとなれば、侯爵家の信用に関わります。二度と人を呼べなくなるでしょう。それに」

「犯人として疑われる、からですか」

　静かに口にすると、マーカスはこくりと首しゆ肯こうした。

「カムラ様の指示で、我われ々われが殺人に及およんだと疑われるでしょう。実に不本意な話です。使用人がよってたかってメアリーを殺しただなどと」

　彼は両手を強く握りしめていた。その言葉と体の震ふるえから、マーカスが侯爵家に抱いだいている並なみ々なみならぬ想いが伝わってくる。

「……なるほど。良く話してくれました」

　マーカスは身内を守ろうとした。それは執事として当然の行為かもしれない。でもそのせいで無実の人間が捕つかまって処しよ刑けいされるところなんだ──

　そう口に出しかけたが、いつも厳げん粛しゆくとしていた彼の沈んだ表情を見ていると、怒りをぶつける気持ちにはなれなかった。なので違う訊ね方を選んだ。

「逮たい捕ほされた犯人について、何か聞いていますか」

「レーナ様が誤ご認にん逮捕され、裁さい判ばんにかけられていると伺うかがっております。しかし疑いはすぐに晴れるでしょう。カムラ様も力を尽つくしておられるようですし……」

　マーカスはすこし考えて付け加えた。

「事件の後、屋や敷しきの備品がいくつか無くなっておりました。何者かが忍しのび込んでいたのは間ま違ちがいないようです。恐らくそれが犯人でしょう」

　マーカスは盗とう賊ぞくが犯人だと思い込んでいるようだ。彼からすれば、主人や使用人の誰だれかが殺人を犯したと考えるより、見知らぬ盗賊がやったという方が自然に思えるのだろう。

「もう一つ教えてください。メアリーが殺された理由について、何か思い当たることはありませんか」

　そう訊たずねた瞬しゆん間かんだった。マーカスの眉まゆ根ねに皺しわが寄り、明らかに態たい度どが硬こう化かした。

「動機ですか？　私に訊きくとなると、ジグ様は使用人の誰かが殺したと疑っているのですね」

　視線にも声にも鋭するどい非ひ難なんが込められていた。

　だが僕ぼくはそこから逃げず、「可か能のう性せいは疑うべきです」と訴える。

　しかしマーカスは静かに首を横に振った。

「私からは何も言うことはありません。どうぞお引取りを」

　左胸に手を当てて、すらりと頭を下げた。真まっ直すぐに伸びた背せ筋すじが、意志の強さを物語っている。どうやらこれ以上の協力は得られなさそうだが、まだ帰るわけにもいかない。

　僕もマーカスに頭を下げ、調ちよう査さを続行する旨むねだけを伝え、本館を離はなれることにした。

　立ち去る途中、一度だけ振り返ってみたが──

　年老いた執しつ事じは、何やら悲しげな表情をして、軒のき先さきに直立したまま動かなかった。







　次に厩きゆう舎しやに向かうことにした。厩舎は別館の裏手にある。

　昼間の強きよう烈れつな太陽光の下、馬の背中にブラシを走らせるクレイと目が合うと、彼は一気に挙きよ動どう不ふ審しんになった。

「ジ、ジグさん。どうしたんですか？」

　ぽろりとブラシをその場に落とし、汗あせを浮かべながら近寄ってきた。

「来られるだなんて、聞いておりやせんでしたよ」

「クレイ。仕事の邪じや魔まをして悪いが──」

　相変わらず腰がいびつに曲がった男だった。日に焼けた顔は老人のような皺しわで埋うめ尽つくされている。クレイは正直者で気さくで気が弱くて、そしてカムラの命令には絶ぜつ対たい服ふく従じゆうの男だ。

「この間の殺人事件について調べているんだ。すこし教えてくれないか」

「あのう……。おいらが知ってる話なら、憲けん兵ぺいに全部伝えやしたけど」

　怯おびえたような目をするのは、後ろめたいことがある印だ。またカムラに怒られるのではと思っているのだろう。僕はまず、彼の心の枷かせを外してやることにした。

「心配しなくていい。エルドアで侯こう爵しやくに会って来たんだ。大体のことはもう聞いているから」

「そ、そうなんですか？　侯こう爵しやく様がおいらに何か……」

「名指しをしたわけじゃないけど、みんなで捜そう査さに協力してやってくれってさ」

　笑顔を作りながら言うと、クレイはたちまち表情を崩くずした。

「へえ。それなら何なりと。おいらに答えられることでしたら」

「助かるよ。例の実験のときの話だ。君は侯爵から何か指示を受けていたよね？　そのことについて教えて欲しい」

「指示というと……二つ行って一つ下がれ、というやつですかい？」

「そう、それだ」

　やはりクレイも知っていたか。先さき程ほどマーカスも毎回の決め事のようなものだと言っていたし、使用人全員がトリックについては理解していたのだろう。

　クレイは純じゆん朴ぼくな顔を何度も縦たてに振る。

「ええ、ええ。もちろんですとも。その指示ならばしっかり実行しやした。間ま違ちがいなく」

「……実行、した？」

　耳を疑うような発言だったが、彼は続けて断言した。

「もちろんです。カムラ様の言うことですから、おいらは従いやすぜ。絶対に」

「ちょっと待ってくれ」

　マーカスに続いて二人目だ。そんな馬ば鹿かなことがあるだろうか。もう一度確認してみる。

「本当なのか」

「ええ。もちろんあの夜のことでやす。歩いてしばらくすると、確かに誰だれもいない角がありやした。でもおいらにとってはいつものことでやすから、言いつけの通り、一つ先へ行ってその人の肩を叩たたき、靴くつを脱いで一つ戻りやした。その後は二つ行って一つ戻るの繰くり返しでやす」

「そ、そうか。ありがとう」

　聞けば聞くほど頭がこんがらがってくる。

　想像してみた。タッチリレーを四人で回すためには、誰かがトリックを実行することが必要。でもトリックを実行した者が二人いればどうなるか。どこかで衝しよう突とつしてしまうに違いない。

　混こん迷めいする僕ぼくをよそに、クレイはさらに勢いづいて続ける。

「憲兵に事じ情じよう聴ちよう取しゆされたときも、堅かたく口を閉じて言いやせんでしたぜ。間ま違ちがいありやせん」

　自じ慢まんげに胸を張るクレイの表情からは、噓うそをついている気配などまるで感じなかった。

「なあクレイ。こんな事を聞くのは心苦しいんだけど……。メアリーが殺されたと知って、何か思い当たることは無かったかい。彼女が殺害された理由に」

「いや、申し訳わけないですが、全く」

　クレイは純じゆん粋すいな目をして、小刻みに手を振った。

「メアリーのことは、正直よく分からないでやす。ずっと本館に寝ね泊とまりしていて、他の使用人とは接点がありやせんでしたし」

「でも、あまり良くは思っていなかったんじゃないか？」

　思い切って踏ふみ込んでみるが、クレイは迷まよわずに答えた。

「それはそうでやす。でも、えこひいきと言いやすか。メアリーを可愛かわいがるあまり、他の使用人に対してカムラ様が厳きびしくされることに、ちょっと寂さびしさを覚えていただけで……。だからといって！　メアリーがいなくなればいいなんて考えやせんよ！　絶対に！」

　などと、慌あわてて言い繕つくろう彼を見ていると、とても噓うそなどつける人間ではないと感じた。

　そういえば事件の数日前、カムラがミリエを殴なぐりつけたと聞いたことがあったが……。

　メアリーが直接恨うらまれていたというよりも、犯人はカムラに対してわだかまりを抱いだいていたのかもしれない。だからカムラが大事にするメアリーを奪った。

　クレイの話を聞いていると、そんな可か能のう性せいがちらりと僕の脳をかすめた。







　続いて別館の裏口から厨ちゆう房ぼうへと入った。そこにいつものメープルの香りは無かった。

　しかし部へ屋やの主あるじはいるようだ。テーブルに両りよう肘ひじを載のせて項垂うなだれる、ぽっちゃりとした女性の背中が見えた。

「邪じや魔まするよ、ミリエ」

　後ろから声をかけると、ミリエは振り返りながら腰を上げた。いつものオレンジ色の仕事着に白いエプロン。ふっくらと優やさしげな彼女の顔は、少々やつれてしまったような気がする。

「ジグさん……。どうしてこちらへ？」

「ごめんね。連絡もせずにいきなり」

　そのとき、ミリエの顔が妙みように赤いことに気が付いた。

「ミリエ？　ちょっと体調が悪いんじゃないか」

「ええ。朝からすこし体が重くて。でも大だい丈じよう夫ぶですよ、このくらい」

「いや、無理は良くない。部屋まで付き添そおう」

「いえいえ。本当に平気ですから。……それよりジグさん、もしかして、お仕事でこられたのではありませんか？」

　ミリエは体を内側に丸めて、こほこほと咳せき込んだ。早めに話を聞いて休ませた方がいいかもしれない。

「悪いけど、すこしだけ話を聞かせて欲しいんだ」

「話……もしかして事件のことですか」

　うなずきを返すと、じわっ、と突とつ然ぜんミリエの瞳ひとみが潤うるんだ。

「やっぱり、そうなんですね……」

「ミリエ？　どうしたんだ。何かあったのか」

「ごめんなさい。あたしのせいで……」

　彼女は手の平で顔を覆おおってしまった。そして床ゆかの上にうずくまり、すぐにしゃくり上げるような嗚お咽えつを漏もらし始めた。

　何故なぜだ？　初めて見るミリエの涙なみだに動どう揺ようしながら、僕ぼくは隣となりに膝ひざをついて呼びかける。

「な、なあミリエ……。どうして泣いてるんだ」

「ごめんなさい。ジグさん、ごめんさない……」

　感情の堰せきが決けつ壊かいしてしまったようだ。本当にどうしたというんだ。

　僕は気き遣づかいながら口を開く。

「落ち着いて。どうして君が謝あやまるんだ」

「だって……！　だってあたしのせいでメアリーが……！」

　彼女は声を震ふるわせ、指の隙すき間まからぽろぽろと涙を零こぼした。一体、彼女は何を知っているというのだろう。

「驚おどろかせてすまなかった。ミリエ、大だい丈じよう夫ぶだから……」

　ミリエの背に手を置いてなだめる。やはりすこし体温が高いようだ。事件の後からろくに眠れていないのかもしれない。

　彼女の手をとって席に座らせる。落ち着くまで手を握ったまま待っていると、やがてミリエはぽつり、ぽつりと話しはじめた。

「あたし……馬ば鹿かなことをしたんです。あの実験のとき、歩いた先に誰だれもいなければ、二つ先の角まで行って一つ戻れと、侯こう爵しやくに言われてました。でも、あたしがその指示通りにしたせいで、メアリーがああなったことに気付けなかった。カムラ様がやろうとしているペテンに反対だったはずなのに、結局協力しちゃって……ああ、もうあたし」

「待ってくれ」

　頭が痛くなってきた。

「ミリエ。きみがトリックを実行したのは、間ま違ちがいないんだね？」

「はい。すみません……」

　ミリエは椅い子すの上でうずくまるように頭を下げた。

　まったく意味がわからなかった。そんな馬鹿な話があるはずはない。これで三人。三人ともがあのトリックを実行したのなら、どこかで事故が起きるに決まってる。

　頭の中に濃のう霧むが立ち込めてきた。思考が回かい廊ろうの中で迷子まいごになってしまう。誰かが噓うそをついているのか、それとも全員が噓をついているのか──

　みんなが仮面の裏に隠かくした顔で、僕を嘲あざ笑わらっている……。そんな恐ろしい想像を頭を振って搔かき消した。立ち止まって考えるときは今ではない。

「ありがとう。話してくれて嬉うれしかった」

　腰を上げつつミリエに声を掛ける。すると彼女は顔を上げた。

「……あの、ジグさん」

　わずかに冷静さを取り戻した声でミリエは言う。

「ジグさんがそうしろというなら、あたし、憲けん兵ぺいに今のことを話します。たとえ旦だん那な様を裏切ることになってでも……」

　彼女は決意を込めた瞳ひとみを見せた。僕ぼくは何と返せばいいかわからない。証言の一つとしてなら価か値ちはあるのだろうが、それは真犯人を捕つかまえた後、犯行を立証する段階での話だ。今それを告発したとしても、カムラの立場を危あやうくするだけの意味しかない。

　なら彼女に求めるべきは、もっと有意義な情報だ。僕は訊たずねる。

「その前にもう一つ聞かせて欲しい。メアリーが殺された理由について、思い当たることはないだろうか」

「理由、ですか」

　ミリエはしばし思案した後、簡かん潔けつに答えた。

「わかりません」

「そうか……」

　思わず声に落らく胆たんが出てしまう。

　それを申し訳わけなく思ったのか、ミリエは「あの」と口を開いた。

「あたしも最初はあの子のこと、すごく気味が悪いと思っていました。ジグさんと一いつ緒しよに話したあのときまで、本当にこのお屋や敷しきにも災さい厄やくが降ふりかかるんじゃないかって。でも」

「でも、そうじゃなくなったんですよね」

「ええ。あの子に非はないんですよね。ただ自分の不幸に無自覚で、天てん真しん爛らん漫まんというか……。昔からいつもそうでした。元気で、明るくて、太陽みたいな顔をして笑える子で……」

　ミリエはまるで、自分の娘むすめを想うような表情をしていた。

「すくなくともあたしは、あの子には恨うらみを買うようなことはなかったと、思います」

「うん……。そうだね。君の言う通りだ」

　アースラント家の食事係である彼女は、今まで人形コツペリア達に深入りすることを避さけてきたはずだ。相手に恨まれているとすら思っていただろう。

　でも今は、死んだメアリーのために涙なみだを流してくれている。あんな酷ひどい事件さえなければ、きっとメアリーはこの場所で幸せになれただろう。僕にはそう思えた。

「ありがとうミリエ。どうか体に気をつけて──」

　悔かい恨こんにくれる彼女を一人その場に残し、別館から外に出た僕は、頭上に目を向けた。

　もう日が傾いてきているようだ。拷ごう問もん室しつで待つアリシアのためにも、何とか今日中に帰らなければならないが……。

　残すは殺害現場である講こう堂どうの調ちよう査さと、あともう一つ。

　カムラ侯こう爵しやくの私室を調べに行かなければならない。




　　　　◇




　わたしは暇ひまをもて余していた。

　部へ屋やが薄うす暗ぐらくなってきたので壁かべ掛かけのオイルランプを下ろし、火をつけてまた戻した。

　ジグめ、遅くなるとは言っていたけど……。まさか向こうに泊まる気じゃないだろうな。

　こっちは暇で暇で、食べることしかやることが無いのだ。お菓か子しもとっくに底をついている。本当に一人で夕ゆう餉げを済ませてしまいかねない。

　何かすることは無いだろうか。天てん窓まどから夕暮れの空を眺めていると、拷ごう問もん官かん控ひかえ室しつのドアの奥、二に重じゆう扉とびらの向こう側の鍵かぎが開けられる音がした。帰ってきたのだ。

「……遅かったじゃない。わたしもう、お腹と背中がくっつきそうで」

　言いながら迎むかえに行くと、そこには見たことも無い男が立っていた。

　紺こん色いろの軍服を着た瘦やせ形の男で、手足が不自然にひょろ長い。

「やあお姫ひめ様。ご機き嫌げんいかがかな？」

「あんた、誰だれ」

「オレの名前はスレッグ。スレッグ・ホフマンというんだ。ジグが遅くなると連絡を受けてね、代わりに君の面倒を見に来たんだよ」

　三み日か月づきを逆さにしたような嫌いやらしい目に、吊つり上げられた口くち端はし。この男が噓うそをついていることはすぐにわかった。わたしは神経を尖とがらせる。

「代わりなんていらないわ。帰って」

「そういうわけにはいかないよ。オレだって命令で来てるんだから」

　スレッグと名乗った男は、ゆっくりこちらに歩み寄ってきた。

　たちまち全身に警けい戒かい信号が鳴り響ひびく。何か身を守る術すべはないだろうか。

　包ほう丁ちようは、控室だ。かまどの火かき棒もすでに男の後方。

　他に武器は……何も無い。

　ならばと、わたしは振り向きざまに駆かけだした。ベッドの下めがけ滑すべり込もうとした。そのまま籠ろう城じようだって厭いとわない覚かく悟ごだ。

　だが一寸ちよつと早く、男の長い腕が、耳の隣となりに伸びるのを感じた。わたしの勢いは殺され、そのまま前のめりに絨じゆう毯たんに叩たたき付けられる格かつ好こうになった。

「大人おとなしくしなよ」

「離はなせ！」

　思い切り腕を振り払うも、身体からだはくるりと仰あお向むけに返され、そこで奴やつと目が合った。

　気味の悪い顔つきだった。赤い血けつ管かんが幾いく筋すじも眼がん球きゆうに浮かび出ている。興こう奮ふんしているようだ。

「静かにするんだ」

　男は弓ゆみを引くようにゆっくりと、右みぎ肘ひじをまっすぐ天てん井じようへ向けて上じよう昇しようさせていった。そして限界まで上げた拳げん骨こつを、やがてわたしの顔めがけて振り下ろした。

「うぐっ」

　わたしの頭が、奴やつの拳こぶしと床ゆかの間で挟はさまれた。鼻の付け根から激痛が走る。

　そのまま平手打ちを二発、続けて叩たたき込まれた。

　たまらず鼻の奥から熱い奔ほん流りゆうが込み上げてくるのを感じて、涙るい腺せんが騒さわぎ出した。

「や、やめ」

　わたしは既すでに、満足に言葉を発することも出来ないくらい、震ふるえていた。

　スレッグはにやりと嗜し虐ぎやくの笑みを浮かべる。

「いいかい、良く聞くんだ。君の出来る事は、この先二つだけ。このまま抵てい抗こうしてオレを楽しませるか、それとも言う通りにして、二人で楽しむかだ」

「こ、この、下げ郎ろう」

　嫌いやだ。怖いのが止まらない。視界が滲にじんでくる。

「いいね。もっとなじってくれていい。綺き麗れいなものが壊こわれる瞬しゆん間かんってのは最高だ。ほらもっと高たか飛び車しやに、お姫ひめ様然としなよ。王族レギアスの尊そん厳げんってやつをオレに見せてくれ。どうせあと三十分もしない内に、跪ひざまずいて哀あい願がんするようになるんだ。オレの命令一つで、オレのあらゆる場所を喜んで舐なめるようになるだろうよ」

「絶対、殺す。殺してやるから」

「ははは。どうぞどうぞ」

　スッレグがわたしの頰ほおを片手で摑つかみ上げた。徐じよ々じよに強く握力が加えられていき、わたしは舌を突つき出したまま何も喋しやべれなくなってしまった。

「ごめんなさいって、言ってみろよ。ほら」

「うあ、あん」

「そんな獣けものみたいな声は要らないよ。オレは君のプライドを試しているんだって言っただろう。延えん々えん殴なぐられ続けるよりは、口先だけでもオレの下僕しもべとなった方が利口じゃないか？　違うかい？　君は賢かしこい女性だろう。ほら言ってみなさい。ごめんなさい、だ」

「お、え」

「そうそうその調子。ちゃんと言えたらご褒ほう美びだ。オレの部へ屋やに行って、君に似合いのドレスをプレゼントしよう。ほら頑がん張ばって。ごめんなさい」

「お、え、ん、な」

　心が張り裂さけそうだった。

　一つには恐怖。一つには己おのれの弱さへの失望。もう一つは、為なす術すべなくこのまま蹂じゆう躙りんされ続けるのだろうという絶望。

　ジグは帰ってこない。こんなに理り不ふ尽じんなことは無い。こいつにわたしが何をしたというのだ。恨うらみを買った覚えも無ければそもそも出会ったことも無い。何故なぜ謝あやまらなければならないんだ。頭の芯しんが熱くなって、どうしようもなく涙なみだが溢あふれてくる。

　あいつはどこで何をしているの……。馬ば鹿か。馬鹿。

「ほぁら言ってごらん。すこし喋しやべりやすくしてあげるから」

　そう呟つぶやいて男は、すこしだけ握あく力りよくを抜いた。

　ごめんなさい？　言えるわけがない。暴力なんかに心まで屈してなるものか。

　辛つらいことは今までにもたくさんあった。怖いこともたくさんあった。でも乗り越えてきた。ずっとそうやって生きてきたはずだ。最後の矜きよう持じを胸に、わたしはすかさず舌を動かした。

「──し、に、さ、ら、せ」

　すると一いつ瞬しゆんの間があって、男がぐにゃりと顔を歪ゆがめた。

「……ははっ」

　ばちん、と眼がん前ぜんにふたたび火花が散って、わたしは背中から床ゆかに叩たたき付けられた。

「いいよ。いいねえ。手のかかる生徒ほど可愛かわいい。オレがちゃんと教育してあげるから」

　男はそこで制せい服ふくのポケットを探り、革かわ製せいのバンドを取り出した。明らかに拘こう束そく具ぐだ。あれを体に巻き付けられたら、もう手遅れになってしまうかもしれない。

　ああ、ジグはきっと後こう悔かいするだろうな。自分の不ふ甲斐がいなさを呪のろうのだろうな。

　彼を困らせるのは好きだけど、でも申し訳わけなかった。きっと泣いてしまう。わたしがこんな奴やつに好きに弄もてあそばれたと知ったら──

「ちょっとだけ、じっとしていてくれよ」

　そのときだった。男の後ろからドアが叩かれる音が聞こえてきた。

「スレッグ！」

　知らない女の声が呼んでいるようだ。

「ここにいるんでしょう！　すぐに出てきなさい！　規き則そく違い反はんよ！」

「ニーナか……」

　やれやれ、といった顔で男は立ち上がった。扉とびら越しに答える。

「おいおいニーナ。オレは規則違反なんてしてないよ」

「なに言ってるの！　互いの拷ごう問もん室しつは不ふ可か侵しん、そういった取り決めでしょう！」

「いいや違う。それは規則じゃない。単なる紳しん士し協きよう定ていだろう？　オレはね、ジグ君に頼たのまれて代理をしているだけなんだ。彼がどうしても先せん輩ぱいのやり方を勉強したいって言うもんだから、ちょっとお手本を」

「馬鹿なことを……！　とにかく扉を開けなさい！　衛えい兵へいを呼ぶわよ！」

　憤いきどおった声。この男に対して怒っているのだ。助けがきたとわたしは直感する。

　助けて、助けて、助けて！　でも声が出ない。肉体は完全に恐怖に支配されている。だから心の中で張り裂さけんばかりに叫さけんだ。助けて──！

「はあ、仕方がないな」

　男は軽く溜ため息いきをついて、懐ふところから金きん属ぞく製せいの鍵かぎを取り出した。諦あきらめたのか。

　それを鍵穴に差し込んで、ドアを開けるなり、

「おらァ！」

　正面にいた女の髪かみを摑つかんで引き寄せた。

　女は叫さけび声をあげる間もなく引き倒された。しかも絨じゆう毯たんの上にではなく、控ひかえ室しつの冷たい石いし畳だたみの上に顔面からだ。

　がつん、という震しん動どうがわたしのところにまで伝わってきた。

　さらに横ばいになった女の腹に、男は容よう赦しやなく蹴けりを放った。革かわ靴ぐつの爪つま先さきが深くめりこんで、女はくぐもった声を上げながら床ゆかを転がった。その背に男はさらに踵かかとを打ち込んでいく。

「このっ、このっ、ババアが偉えらそうに……！　気にくわなかったんだよテメェは！　いつも上から目線で見下ろしやがってよぉ！　這はいつくばってろ、この野や郎ろう！」

　十発、二十発……。

　散さん々ざん蹴りを喰くらわされたところで、女はぴくりとも動かなくなった。

「ああくっそ、仕方がないな……。オレは先にこいつを始末してくるよ。心配しなくても平気さ。オレの部屋には便利な機械がたくさんあって、こいつを誰だれにもわからないぐらいに細こま切ぎれにすることだってできるんだ」

　ぶつぶつと呟つぶやきながら、狂気を宿した目でこちらを振り返る。

「いいかい？　君は、そこのバンドを、自分で身体からだにつけておきなさい。手間が省はぶけるからね。もしもオレが戻ってくるまでに出来なければ、そのときはお仕置きだ。わかったね？」

　どうやら駄だ目めだったらしい。わたしは落らく胆たんに打ちひしがれる。

　せっかく差し伸べられた助けの手も、わたしの元までは届かなかった。あの髪の長い女性は、これから奴やつに殺されるだろう。

　倒れて動かない女を、男は担かつぎ上げようとした。しかし思いの外ほか重かったらしく、苛いらついた声を上げて床に放り投げた。

　男はジグの控室を漁あさり、大きな麻あさ袋ぶくろを持ち出してきて、それに女を詰つめ込もうとする。苦戦していたようだが、何とか全部入ったようだ。

　麻袋の口を紐ひもで縛しばり、男はその端はしを自分の手に巻き付けた。準備は完了したらしい。

「いいかい、先生の言いつけを守って、ちゃんとするんだよ」

　肩で息をしながら、麻袋を引きずり、男は部屋を出て行こうとした。

　そのとき──

「……どこに行くつもりですか」

　ぴくりと。わたしの耳が鋭えい敏びんに反応した。確かに彼の声だった。

　ドアの向こう。暗くら闇やみの中から、おぼろげに声が聞こえてきたのだ。

「おっと……」

　男は瞬しゆん時じに険けわしい顔になった。

「ジグか？　なんだ、早かったな」

「スレッグ先せん輩ぱい……ここで何をしてるんですか」

　扉とびらは開け放たれたままだが、声の主ぬしは暗闇の中から姿を見せない。左右どちらかの壁かべに背を預け、壁越しに話しているのだろう。確実に警けい戒かいしている。

　男はひりついた表情になりながらも、わざとらしい口調で答えた。

「ああ、うん。君が留守るすにしているみたいだったから、ちょっと代理をしてあげようと思ったんだ。誤ご解かいしないでくれよ、純じゆん然ぜんたる親切心からしたことだ」

「なぜ親切心で、ニーナ先輩にまで暴行したんです」

「いや、それはな。彼女がすこし、生意気な口を利いたもんだからさ。オレの方が一応先輩だから、これも務つとめってやつだよ」

　スレッグは後ろ手に光るものを取り出した。小型のナイフだった。

「……っ」

　ジグに伝えなければならない。ナイフのことをだ。でも叫さけぶことが出来ない。身体からだの震ふるえが続いている。まだ悪夢の中にいるようだ。

　でも、もうあいつは躊ちゆう躇ちよしないだろう。ジグがわずかにでも姿を見せた瞬しゆん間かん、間かん髪はつ入れずに斬きりかかるはずだ。同どう僚りよう二人の失しつ踪そうをどうやって誤ご魔ま化かすつもりなのか、そんなことも考えられないほどに狂っているのだ。激げき情じように駆かられているのだ。

　きっと今叫ばなければ、ジグが死んでしまう。そんなの嫌いやだ。

　わたしの体よ。わたしの喉のどよ。動け、動け、動け！

「ジ、グ」

　かすかに声を出した。その直後、奴やつの朱あかく染そまった双そう眸ぼうがわたしを振り返った。

　瞬しゆん間かん。暗闇から伸びてきた二本の腕が、男の首元にまとわりついたように見えた。

　軽く撫なでただけだった。ただそれだけで、男の体たい軀くが空中で一回転した。

　まるで竜たつ巻まきに巻き込まれたかのように回ったのだ。

　ただ、ナイフを持った腕だけは動かなかった。そこだけが空間に固定されたまま、その他が全て回転した。間ま違ちがいなく男の肩関節は破は壊かいされただろう。

「──ぐ？　うう、あああ」

　驚おどろき半分、苦痛半分の悲ひ鳴めいがこだまする。

　男が床ゆかに転がった。いつの間にかナイフはジグの手に握られていた。彼は倒れた男の横顔にナイフを当てつつ、今までに聞いたことが無いほど冷たい声を出した。

「痛そうですね先輩。大だい丈じよう夫ぶですか？」

「ジグ、おまえ、こんなことして……」

「いいじゃないですか。スキンシップですよ、先せん輩ぱい」

　言いながら、男のもみ上げをジグがナイフでなぞった。

　男は「ひっ」と短く声を上げる。

「どうかしましたか？」

「ジ、ジグ。すまない。すまなかった」

「何で謝あやまっているんですか？」

　銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねの内側で目を細めながら、曇くもりの無い刀とう身しんを男の耳に当てる。

「先輩。僕ぼくはいま、ものすごく機き嫌げんが悪いんです。知ってました？　結けつ構こうきれい好きなんですよ。なのに帰ってきたらこんなに部へ屋やが荒れていて……誰だれがやったか知っていますか？」

「ま、待て。待ってくれ。オレが悪かったよ。もう二度としない……。本当だ！」

「二度としないって、先輩が犯人なんですか？」

「そ、そうだ。謝る。謝るから、ナイフを下ろして……」

「何を怯おびえているんです。先輩がいつもやってることでしょうに」

　ジグは肩かた揉もみでもするように男の肩に手を這はわせ、そこに膝ひざを当てながら、徐じよ々じよに体重をかけていった。

　ごきり、と嫌いやな音がして、男が断だん末まつ魔まみたいな叫さけび声を上げた。

　しかしジグは眉まゆ一つ動かさない。

「……ずいぶんお疲れみたいですね。すごく肩が凝こっていましたよ。今はもう、とても柔やわらかくなったみたいですけど」

　聞いているだけで肌はだ寒ざむさを感じるようだ。何も知らない一般人が通りがかったら、無む抵てい抗こうな市民が殺さつ人じん鬼きに襲おそわれているように見えるだろう。

　でもわたしは違った。あなた拷ごう問もん官かんらしい顔も出来るじゃない、と褒ほめてやりたい気分だ。胸の中がすっとする。

　さすがの男も、両肩を外されては抵てい抗こうできないだろう。というより気絶してしまったようだ。

　それを確認して、ジグは男から体を離はなし、ようやくわたしの方に目を向けた。

「すみません。遅くなりました……」

　表情は固いが、悲ひ痛つうな声だった。今にも泣き出しそうだった。

「お、お嬢じよう様、大だい丈じよう夫ぶですか？　お怪け我がはありませんか？」

　言葉を震ふるわせながら、恐る恐る歩み寄ってくる。

　女子の危機に駆かけつけて、暴ぼう漢かんを成せい敗ばいしたのだから、もうすこし誇らしげな顔をしても良さそうなものだけど……。あんなにおろおろしちゃって、本当に。

　かっこ悪いやつ。













　　　第五章　　動乱の靴くつ音おと







　アースラント侯こう爵しやく邸ていを訪れた僕ぼくは、三人の使用人から情報を得た後、殺害現場である講こう堂どうを調べることにした。

　改めて中に入ってみると、そこまで広大というわけでもなかった。あの暗黒の中では無限に近い広さにも感じたというのに、昼間に見ればただの何も無い空間である。

　憲けん兵ぺいによる徹てつ底ていした調ちよう査さが行われたことを物語るように、床ゆかは磨みがかれたように美しくなっていた。当然、隠かくし扉とびらや仕掛けがあるわけも無い。メアリーの血けつ痕こんも綺き麗れいに無くなっている。

　開かれた窓から差し込む陽光の中で、やがて僕は足を止めた。考えを整理するには丁ちよう度ど良い静けさだ。一度ここで、事件の手掛かりを整理してみよう。

　──被ひ害がい者しやはアースラント家の使用人、メアリー。階級クラスは従者サーバス。

　彼女は、この講堂で行われた回かい廊ろう実験の最中に、死体となって発見された。

　死し因いんは窒ちつ息そく。殺害方法は扼やく殺さつ。しかし死後に腹を裂さかれ、臓ぞう器きの一部を奪い去られていた。

　奪われた臓器は、子し宮きゆうだ。

　何故なぜ犯人はメアリーの子宮を摘てき出しゆつしたのか。その中に胎たい児じがいたからかもしれない。

　メアリーがもしも妊にん娠しんしていたとして、それを知りうる立場にあったのは誰だれか。有力なのは雇やとい主であるカムラ侯爵と、三人の使用人達。

　老ろう執しつ事じマーカス、御ぎよ者しやのクレイ、ハウスキーパーのミリエ。マーカスは平民プレビアスであり、残りの二人は従者だ。

　そして使用人達に話を聞いた結果、驚おどろくべき事実が発覚した。三人ともが回廊実験のペテンに関わっており、『二つ進んで一つ戻る』トリックを実行したというのだ。

　大きな矛む盾じゆんが生まれたが、他にも解決されていない謎なぞがある。カムラ侯爵や使用人達が犯人だとするなら、彼らはどうやってメアリーの臓器を外部に持ち出したのか。彼女の腹を裂いた凶きよう器きをどこに隠かくしたのか──

「……こんなところか」

　独ひとり言ごとを呟つぶやいて、もう一度周囲を見回した。講堂にはもはや何の手掛かりも残されてはいないだろう。一つ吐と息いきを放って歩き出す。

　調ちよう査さを行うべき場所はもう一つ残っている。カムラ侯爵の私室だ。

　空あき巣すのような真似まねをするのは気が引けるが、仕方がない。回廊実験に関する書類が残されているかもしれないからだ。僕は本館の階段を上がり、北ほく端たんにあるカムラの部へ屋やの前に立った。

　さすがに鍵かぎは閉められているだろう、と思いつつドアノブを引いてみる。

　きぃ、と微かすかに蝶ちよう番つがいが軋きしんで、ドアは開いた。

　不用心な、とすぐに訝いぶかしんだが、侵しん入にゆうの痕こん跡せきを残さずに済むのは助かる。

　慎しん重ちように中に入ってみると、相変わらず薄うす暗ぐらい部へ屋やだった。カーテンの隙すき間まから斜ななめに差し込む陽光が、ちらちら舞まう埃ほこりを浮かび上がらせている。

　絨じゆう毯たんは全体的に汚れて毛け羽ば立っており、特に足あし跡あとが残るふうでもなかった。なのでそのまま足を進めていく。

　執しつ務む机づくえの上には、たくさんの書類が丸く巻かれた状じよう態たいで山やま積づみにされており、日の当たる場所のものは変色してしまっている。あれを一つ一つ確認するのは骨が折れそうだ。引き出しの中に期待しよう──

　そう考えつつ近づいていく僕ぼくだったが、執務机の脇わきの書しよ棚だなの下に、誰だれかの足が投げ出されているのが見えた。

「──マーカス？」

　黒いスラックスに年ねん季きの入った革かわ靴ぐつ。老ろう執しつ事じのものと直感した僕は、すぐ正面に回って確認してみた。確かにマーカスだ。足をハの字に開いて、書棚に背をつけて座っている。

　彼は白目を剝むき、口をぽかんと開いて、どことなく驚おどろいたような表情をしていた。

　しかし白いワイシャツの襟えり元もとが真っ赤に染そまっている。

　屈かがみ込んで観かん察さつすると、首くび筋すじがぱっくりと横一線に裂さかれているようだ。

　喉のど元もとを一ひと薙なぎにされている。丁ちよう度どアリシアに説明した鋼こう線せんの使用法と同じ殺され方だ。

「マーカス……ちょっとごめんよ」

　一言ことわって、さらに遺い体たいの状じよう況きようを確認した。他の外傷は無く、特に争おうとした形けい跡せきも無い。

　相手がよほどの手練てだれだったのか、それとも動くなと命令されたのか──

　どちらにせよ、犯人はもう近くにはいないだろう。しかしこれは明らかな殺人事件。原則を守るならすぐに憲けん兵ぺいを呼ばなければならない。

　しかしそうなれば──犯人として真っ先に疑われるのは、恐らくミリエやクレイではない。僕だろう。

　まず間ま違ちがいなく、この場で拘こう束そくされて強制連行。メアリーのときのように、三日は身動きがとれなくなる。

　いや、三日で済めばまだいい。最悪、アリシアの処しよ刑けいまで拷ごう問もん室しつに戻れないかもしれない。

　ちらりとそこでマーカスを見た。

　彼の死を悲しむでもなく犯人を憎にくむでもなく、まずアリシアのことを考えてしまった僕を、彼は怒るだろうか。罵ののしるだろうか。

　すまないと思う。が、僕は本来の目的を果たすことにした。カムラの執務机を調べ、書類に目を通していく。

　やがて全てを終えたあと、クレイを呼びに行った。事情を伝えてエルドアに戻るために。







　その四時間後──

　何故なぜだろう。僕ぼくは拷ごう問もん官かん控ひかえ室しつの冷たい石の床ゆかに座らされていた。しかも膝ひざを揃そろえて折り畳たたんだ窮きゆう屈くつな体勢でだ。

　すねに全体重がかかっているので、身じろぎするたびに痛みが走る。そのうえ足の血流が著いちじるしく阻そ害がいされており、ふくらはぎから先の感覚が徐じよ々じよに麻ま痺ひしてきていた。このままでは足が腐くさり落ちるのも時間の問題かと思われた。

「いい格かつ好こうよね」

　アリシアは冷れい徹てつに見下ろしながら、素す足あしで僕の腿ももを踏ふんできた。

「いっ！　ちょ、お嬢じよう様？　やめっ」

「豚ぶたみたいな声で鳴かないで。耳が汚けがれるから」

　何かがおかしい。彼女は激げき怒どしているようだ。どうしてこうなってしまったのだろう。

　婦女子の窮きゆう地ちを救った男とは、こういう扱あつかいを受けるものだっただろうか。少なくとも僕が読んだ本の中では違っていたはずだ。頰ほおにキスぐらいのことはして貰もらえると思っていた。

「いいかしら、ジグ。わたしが味わった精神的苦痛は、いまのあなたの十倍、いや百倍はあったのよ」

「は、はあ。すみません……」

「でも、だからと言ってあなたを責めたりしない。あなたがもっと早く帰ってきてたら、なんて仮定の話をしても仕方がないもの」

「ええ、そうです。その通りです」

「じゃあ何でわたしが怒ってるか、わかる？」

「いや、ええと」

　正直わからなかった。

　考えてみよう。マーカスの死体を発見したあと、クレイに事情を話して馬車を出して貰い、ミリエと三人で市内に戻ってきた。もちろん二人を避ひ難なんさせるためだ。殺人犯がまだ現場付近に残っているかもしれなかったからだ。

　そして憲けん兵ぺいに事情を説明し、彼らが現場確認を行う時間を利用して、僕は拷問室に戻ってきたわけだが……。

　帰ってみると、驚おどろくべきことに、アリシアがスレッグに襲おそわれていた。

　僕は怒りのままにスレッグを叩たたきのめした後、彼女を助け起こし、鼻血を拭ふいて、他に怪け我がが無いことを確認し……。

　麻あさ袋ぶくろに詰つめ込まれていたニーナを介かい抱ほうして、そして意識を取り戻した彼女とともにスレッグを衛えい兵へいに突つき出して事情説明。その件で事じ情じよう聴ちよう取しゆを受け、報告書を書き……。

　そしてようやく戻ってこれたと思えばこの仕打ちが待っていた。やはりわからない。

「本当にわかっていない顔ね」

　アリシアは強めに舌打ちをして、足の親指でぐりぐり膝ひざを責めてきた。

「う、ぐ、あっ、やめっ」

「あのねぇ、わたしはすごく傷ついたの。だから優やさしい言葉の一つもかけて欲しかったわけ。もっと心配して欲しかったの。いたわって欲しかったのに……あなたは何て言った？」

「いや、あの」

「鼻血だけですか、大したことは無いですね……、そう言ったのよ！」

　アリシアが足に思い切り体重をかけてきた。僕ぼくはたまらず悲ひ鳴めいを上げた。

「す、すみません。失言でした」

「それから何時間わたしを放置したの!?　言ってみなさいよ！」

「ええと、恐らく三時間ばかり……」

　そうか。なるほど読めてきた。助け出しただけでは駄だ目めだったのか。

　その後の心のケアまで出来てはじめて、感かん謝しやとは生まれるものなのだろう。よし学習した。次からは気を付けよう。

「……あなたを待つその三時間。わたしはどんな気持ちで過ごしたと思う？」

「申し訳わけありませんでした。以後、このようなことはないよう気を付けますので……」

「当たり前よ」

　アリシアは僕の膝から足を外し、それから指先でするりと顎あごを撫なでてきた。

「わたしはね、夕食も食べずにあなたを待っていたの。丁ちよう度どいいから、いまから食べることにするわね」

　何やら邪じや悪あくな思いつきをしたような微び笑しようを残して、アリシアは厨ちゆう房ぼうの方へと歩いていった。

　やがて戻ってきた彼女が携たずさえていたのは、銀製のスープ皿とスプーン。

「では食事にしましょう」

　嗜し虐ぎやく的てきな笑みを浮かべつつ、アリシアは僕に背中を向けた。そのままゆっくりと腰を落とし、膝の上に小さな尻しりを載のせてきた。

「うぐっ、あああっ！」

　小さな尻とはいえ体重のほとんど全てだ。両の脛すねに激げき痛つうが走る。

「ちょ！　待っ！　お嬢じよう様！」

「出で来き損そこないの拷ごう問もん官かんさんに教えてあげる。これは東洋に伝わる拷問法でね、石いし抱だきという拷問なの。他には算そろ盤ばん責めともいうらしいわ。どう？　感想は」

「いや、すごく痛いです！　すねが！　壊こわれそうです！」

「それは良かったわね。ある意味ご褒ほう美びね」

　妖よう花かのような笑みが咲さいていた。アリシアは海うみ亀がめのスープをひと掬すくいして口に入れる。

　どうやら僕ぼくの悲ひ鳴めいを薬やく味みにして、食事をするつもりのようだ。

「ねえ。わたしを痛めつけたあの男、どうなるの」

「は、はい」

　スレッグのことだろう。僕は苦く悶もんしつつ答える。

「憲けん兵ぺいに、預けました。裁さい判ばんを受けることに、なると思います」

「ならいい」

　アリシアはそっけなく言った。

「それじゃ今日の成果を報告してちょうだい。何か収しゆう穫かくはあった？」

「いや、それがですね、お嬢様──」

　全身を汗あせで湿しめらせながら、身振り手振りを交えながら説明する。

　カムラ侯こう爵しやくの私室でマーカスの死体を発見したことをだ。

「……というわけで、かなりいろいろとありまして」

「そう。あの執しつ事じさんが……。それは大変だったわね」

　アリシアは同情するように長い睫毛まつげを震ふるわせた。しかし膝ひざから退どく気はないようだ。

「喉のどを一ひと薙なぎ、か。捜そう査さは進んでいるのかしら」

「現場には憲けん兵ぺい隊たいが向かっているところです。マーカスを殺した犯人が誰だれなのかはわかりませんが、それは捜査報告を待つとして──」

　続けて僕は、三人の使用人から聴ちよう取しゆした内容を語った。

「……い、以上です」

「ふうん」

　アリシアはスプーンを指し揮き棒ぼうのように振りつつ思案する。

「三人が三人ともトリックを実行した、か。当然二人は噓うそをついていることになるだろうけど、その二人が共犯ってことかな……。いやでも、三人とも噓をついてる可か能のう性せいもある」

「ええ、悩なやましいところです……」

　だんだん足の痛みが薄うすらいできた。刺し激げきが強すぎて脳の計りが壊こわれたのだろうか。

　それと同時に、何やら誘ゆう惑わく的てきな、甘い香りが漂っていることに気付いた。アリシアのうなじの辺りから匂ってくるようだ。もしやお菓か子しの食べ過ぎで汗あせに糖とう分ぶんが混じっているんじゃないだろうな。

　不ふ謹きん慎しんなことを考えていると、アリシアは真面目まじめな声で言った。

「誰が噓をついてるかわからないけど、でもその人が犯人ってことよね。メアリーに何か特別な感情を抱いだいていそうな人は？」

「いませんでした、というよりわかりませんでした。ミリエ夫人は彼女の死にいたくショックを受けていたようですが、クレイは接点自体が無かったと言い、マーカスは教えてくれませんでしたから」

「んん……。そっか。なら別方向から考えよう。あなたが凶きよう器きだと言っていた鋼こう線せんを扱あつかえそうな人は？」

「殺害現場にいたとなると、マーカスさんか、カムラ侯こう爵しやくですが……。例の使用法ならば誰だれにでも可か能のうという気がしますね」

「その条件では絞しぼれないか……。鋼線を隠かくした方法について心当たりは？」

「可能性はいくつか考えられます。襟えりや袖そでの中などに隠せますので、身体検査をやり過ごすのはそう難むずかしい話ではないかと」

「なるほど……」

　アリシアはスプーンをくわえたままうなずく。

「でも、もう一つの方はどうするの？　あっちは血ち塗まみれだし、服ふくの中に入れて持ち運ぼうとしても、血けつ痕こんは隠せないわよ」

　もう一つとは、訊きくまでもなく失われた子し宮きゆうのことだろう。僕ぼくはやや逡しゆん巡じゆんした後、

「方法はあります」

　と答えた。

　実はすでに見当がついていた。犯人が凶器に刃は物ものを使わず、鋼線を選択した理由を考えていたときに思いついたことがあった。

「本当に？　消失トリックがわかったの？」

　声のトーンを上げたアリシアに、首しゆ肯こうを返して答える。

「方法としては、至し極ごく単純です。凶器と『アレ』を同時に隠せる上、確実で簡かん単たんで入念に身体検査をされても絶対に見つからないような方法が」

「絶対って、そんな万能な方法があるの？」

　期待に表情を輝かがやかせるアリシア。しかし僕は慎しん重ちような口調で告げる。

「ただし、乗り越えるべき心理的ハードルは非常に高いです。その方法を常人が使うことには、大きな抵てい抗こうと様々な問題があるはずです。しかし、そこさえ越えられれば誰にでも可能。誰にでもできますが、僕はそれを実行した犯人に、畏い敬けいの念すら抱いだくかもしれません」

「勿もつ体たいぶってないで、早く教えなさいよ！」

　膝ひざの上で体を横に回転させ、アリシアが急せかしてくる。

「お嬢じよう様。ちょっといいですか」

「何？」

　おもむろに、僕はアリシアの手からスプーンを受け取って皿の中に浸ひたした。

「口を開けてください」

　海うみ亀がめの肉をすくいあげ、あーんとした彼女の口に入れる。

「……それが答えです」

「こたえ？」

　咀そ嚼しやくしながらそう返したアリシアだったが、一ひと呼こ吸きゆうおいて慌あわてて口を押さえた。

　それから目を丸くした。ちゃんと意図は伝わったようだ。

「そう──。犯人は、食べたんです」

　鋼こう線せんも子し宮きゆうも胎たい児じも全てを貪むさぼり食って胃いの中に隠かくした。

　それが犯人の使った、もう一つのトリックだ。







　その夜のこと。アリシアはなかなか寝つけない様よう子すだった。テーブルについて虚うつろな表情をする彼女と差し向かい座っていると、強い力で拷ごう問もん室しつのドアを叩たたく音がした。

　扉とびらを開けてみると、そこには憲けん兵ぺいと思われる軍ぐん服ぷくの姿があった。予想していた通り出しゆつ頭とう命令が出たらしい。マーカス殺害事件についての聴ちよう取しゆだろう。

「──すみませんお嬢じよう様。ちょっと行って参ります」

　だが呼び出しに応じ、軍ぐん庁ちよう舎しや三階の憲兵隊本部に出頭した僕ぼくを待っていたのは、冷たい鋼こう鉄てつ製せいの手て枷かせだった。

　さらに強制的に取調室に入れられた僕の前に現れたのは、意外な人物。

「……久しいな、と言うべきか」

「フォルク……。何をしに来たんだ？」

　返事もせず、重い溜ため息いきをつきながら席についたフォルクは、いきなり机に肘ひじをついた。

「アースラント侯こう爵しやく邸ていで執事が殺されたそうだな。おまえが殺したのか？」

「もちろん違う！」

　すぐさま否ひ定ていしたが、フォルクは眉まゆ一つ動かさない。

　そうか、とだけ応え、彼は面めん倒どうげに後頭部をかきはじめた。

「俺おれがここに来たのはな、おまえの取調べをするためではない。それはわかるな？」

「わかってる。本題に入ってくれ」

「簡かん単たんに言うと人手が足りないからだ。法ほう務む部ぶは今、非常に立て込んでいる状じよう況きようでな。だから不確定なものは、とりあえず牢ろうに閉じこめておくそうだ」

　とりあえず、だと？

　冗じよう談だんじゃない、と声を上げそうになった僕だったが、それよりも気になる言葉があった。

「立て込んでいる？　何かあったのか」

　そう訊たずねると、フォルクはにやりと笑みを浮かべた。

「なかなか面おも白しろい話だぞ。ソラリス軍が国境を侵おかしたらしい」

「なんだって」

　思わず席から立ち上がる。もしそれが事実なら、僕だってこんなところで取調べなど受けている場合ではない。全将校が招しよう集しゆうされるほどの事じ態たいではないか。

　前々から懸け念ねんされていたことではあったが、まさかこんなタイミングで──

「まあ落ち着け」

　フォルクが大きな手のひらを向けて制した。

「まだ情報の真しん偽ぎが確認されていない。可か能のう性せいがある、というだけだ」

　そう前置きをして、フォルクは現状でわかっていることを語った。

　ソラリスとの国境にほど近い見張り塔とうが襲しゆう撃げきを受け、六名の兵へい卒そつが犠ぎ牲せいになったこと。

　それと時を同じくして、国境付近のいくつかの村が、ソラリス製の黒い甲かつ冑ちゆうを着込んだ騎き馬ば部隊に襲撃され、多数の死傷者が出たらしいということ。

　村を焼かれ、住処すみかを追われた人々は、難なん民みんとなってこの街へ向かっているという。

「避ひ難なん民みんが市街に到着するまで、今しばらくかかる見込みだ」

「受け入れ先なんてあるのか？」

　そう問いかけると、フォルクは首を振った。商業に特化したエルドアの街には、餓うえた民を養えるような宿しゆく舎しやなど存在しない。食しよく糧りようもあっという間に尽つきるだろう。

　もし難民が一万人もいれば、同数の敵てき兵へいよりも余よ程ほどやっかいだ。皆殺しにして終わらせるわけにはいかないのだから。

「しばらくは、街の外にキャンプでも張って誤ご魔ま化かすしかないだろうな」

　フォルクは椅い子すの背もたれに仰のけ反ぞり、難むずかしい顔で呟つぶやいた。

　僕ぼくは訊たずねる。

「事前にソラリス側から通告はなかったのか」

「ないさ。こちらからも問い合わせてはいるが、未だに返信は無い」

　となると、戦せん端たんが切られるかどうかはまだわからない。しかし軍部としては主力部隊を国境付近に配置するしかないだろう。

　フォルクは憤いきどおりを込めた鼻息を吹きつつ、重い言葉を続ける。

「そういった理由でな。執しつ事じ殺害の捜そう査さをしている暇ひまはないわけだ。憲けん兵ぺい隊たいも現場確認にすら行っていない。何せあそこは国境付近だ。……あとは説明しなくてもわかるな」

　そこで一方的に会話を打ち切り、彼は席から立ち上がった。

　待て、と声をかけるも、聞き入れずそのまま室外へ出て行ってしまう。

　最悪の事じ態たいだった。どうやら今晩の寝ね床どこは、留りゆう置ち場じようの硬かたいベッドになりそうだ。

　そう考えた瞬しゆん間かん、ここへ来るときに見たアリシアの心配げな顔が脳のう裏りに浮かんできた。

　帰ったらまた謝あやまらなければと思い、僕は深い溜ため息いきをついた。




　　　　◇




　わたしはテーブルの上で目を覚さました。ジグを待っている間に眠ってしまったらしい。

　もう朝になったのか。天てん井じようの上で小鳥が鳴く声が聞こえた。

「ねえジグ……？　帰ってる？」

　控ひかえ室しつを覗のぞきに行ってみたが、彼の姿は無いようだった。

　どうしよう。きっとマーカス殺害の容疑で拘こう束そくされてしまったのだ。メアリーが死んだときにもしばらく留りゆう置ち場じようで過ごしたと聞いている。

　もしかしたら処しよ刑けい日びまで戻ってこれないかもしれない。そしたらわたしはどうなるのだろう。

　前ぜん途とに立ち込めてきた不安の中、空腹にまかせて硬かたいパンの端はしに口をつけた。

　とてもまずかった。何の味もしない。

「──ねえ、起きてる？」

　思わず涙なみだぐんでいると、ドアの方からノックと女性の声がした。

　スレッグという男のことを思い出す。警けい戒かい心しんは動くものの、居い留守るすを使うわけにもいかない。それに聞き覚えのある声だった。

　はい、と返事をすると、重い音を立てて扉とびらが開いた。

「おはよう、王女殿でん下か」

　すぐにわかった。昨日スレッグに蹴けられていた人だ。たしかニーナといっただろうか。

　その額ひたいには、昨夜ゆうべの傷きず跡あとを覆おおい隠かくすように包ほう帯たいが巻かれている。左目周辺には青あざが残っており、痛々しい限りだった。

「あの……」

　とりあえず感かん謝しやしておくことにする。

「昨日は、ありがとうございました。あなたが助けにきてくれなかったら、全部手遅れになっていたかもしれないから、その……」

「ああ、うん。全然いいのよ。これがあたしの仕事だから」

　ニーナは顔を綻ほころばせた。どこか冷たそうな印象を受ける面おも長ながの見た目だが、意外にも感かん触しよくは温和だった。安あん堵どしつつわたしは訊たずねる。

「あの……。ジグは戻ってこないんですか？」

　するとニーナはすぐに首を横に振った。

「多分、無理でしょうね。憲けん兵ぺい隊たいに身み柄がらを拘こう束そくされてるから、しばらくかかると思うわ」

「そう……」

　身体からだから活力が抜け出ていくようだ。

　肩を落としていると、ニーナがかいつまんで状じよう況きようを説明してくれた。

　ソラリス軍が昨夜から不ふ審しんな動きをしているため、国境に近いアースラント侯こう爵しやく邸ていには憲けん兵ぺい隊たいを派は遣けんできないらしい。つまり現場確認すら出来ていないのだ。なのに疑わしき者は閉じこめておけとばかりに、ジグは拘こう束そくされてしまったそうだ。

　本当に理り不ふ尽じんな話だが、軍隊とはそういうものなのかもしれない。

「何か明るいニュースでもあればよかったんだけどね」

　ニーナが顔を曇くもらせながら言った。

「実は、それとは正反対のことがあって……」

　実に思わせぶりな口調だった。わたしはすぐに問いかける。

「何かあったんですか？」

「あのね。拷ごう問もん官かんが二人もいなくなったでしょ。だからあたしが、臨りん時じに全ての拷問室を管理することになったんだけど……。スレッグが拷問していた受じゆ刑けい者しやがね、どうやらあなたの知り合いみたいなの」

「え？」

　一いつ瞬しゆん、何を言われているかわからなかった。しばし放心してしまう。

　ニーナは目を逸そらしながら言葉を続けた。

「昨さく晩ばんね、あんまり痛々しかったものだから、麻ま酔すいを打たせてもらったの。でもあまり長くは保もちそうにないから、一応あなたに知らせておこうと思って」

「どんな人、ですか」

　震ふるえる声で訊きいた。

「女の人よ。とても瘦やせた女性」

「ど、どこにいるんです」

　思わず声が大きくなった。瘦せた女性と聞いて、嫌いやな予感が加速していく。

「会わせてあげるわ。こっちへ来て。静かにね」

　囁ささやくように言って、ニーナは先せん導どうして歩き出した。わたしはただその後ろについていく。

　ジグの拷問室を出て、廊ろう下かのすぐ向かいにある拷問室へ。ほんの十秒ほどの道どう程ていだ。

　わたしはその部へ屋やに入ってすぐ、まるで匂いが違うことに気が付いた。ラベンダーの香りなどでは当然ない。紛まぎれもなく悪あく臭しゆうだ。血と汗あせと涙なみだと、そして恐らくは肉の臭においだろう。

「この扉とびらの向こうで、いまは眠っているわ」

「わかりました」

　どうしようもなく鼓こ動どうが騒さわぐ。重いドアレバーに手をかけると、ひやりとした感かん触しよくがあった。

　するとその手の上に、ニーナが手を重ねてきた。

「待って。開ける前に言っておくけど、あまり綺き麗れいな状じよう態たいじゃないから」

「それって」

　たまらず胸の奥が暴れ出した。わたしは息を乱しつつ訊たずねる。

「ご、拷ごう問もんされてるの……？　一体、何をされているの」

「それは」

　ニーナは困ったような顔をして、数秒ほど躊ちゆう躇ちよする。それから答えを口にした。

「皮ひ膚ふをね、はがされてるの。顔と、胸と、腿ももの辺り」

「皮膚……」

　その光景を想像して、全身に怖おぞ気けが走った。剝むき出しになった人間の中身。

「その人が、わたしの名前を呼んでいるの？　他には何て？」

「あなたに逃げなさいって。アリシア、アリシアって、何度もうなされてたわ」

「年ねん齢れいは？　何歳ぐらいの人？」

「書類上は、三十三歳になっていたわ」

「────」

　足がふらつき、倒れそうになった。体をニーナに支えられ、膝ひざの力で何とか踏ふみとどまる。

　目眩めまいがした。どこかへ搾しぼり取られるように血の気が引いていく。

　母だ。そうに違いない。

「どうして……どうして母様が、何でここに？」

　混こん乱らんする。しかし愚ぐ問もんだった。

　可か能のう性せいはずっと考えていた。わたしだけが処しよ刑けいされて、それで終わりなはずがない。わたしを前王の遺い児じだと主張した支し援えん者しや達も、みんな何かしらの懲ちよう罰ばつを受けたのだろう。

　だから母は──前王との間に関係をもった母は、最も残ざん酷こくな刑けい罰ばつを受けることになったのだ。

　結果を見るのが怖かった。ドアレバーを握る手から力が失われていく。耐えられない。

　叫さけびながら逃げ出したい気分だった。でも、許されない。

　見届ける義ぎ務むがあると思う。わたしがやってきたこと。生きてきたことの意味が、この部へ屋やの中にあるような気がした。

「……大だい丈じよう夫ぶ。開けるわ」

　気を確かに持てと、わたしは自分を奮ふるい立たせる。名前を呼んでいたとはいえ、まだ母であるかどうかはわからない。絶望するのは確認してからだ。

　心を強くして恐怖に立ち向かえ。もう決して負けるな。でなければ何もわからないままだ。

　わたしは力をこめ、ドアレバーを真下に引き下ろした。

　すると黒いドアが、重い音を立てて、開いた。
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　いつの間にか、また夜になっていた。

　全面石造りの簡かん素そな独どつ居きよ房ぼうで、僕ぼくは一人、暗い天てん井じようを見つめている。

　用を足すための穴がある以外は、壁へき面めんに鎖くさりでつながれた木製のベンチがあるだけ。眠ろうと思っても蒸むし暑くて眠れない。取とり調しらべ官かんがやってくることもなく、ただ日がな一日呆ぼう然ぜんと過ごしているだけだった

　出入りする憲けん兵ぺい達の慌あわただしさだけは、ずっと伝わってきていた。どうやらソラリスの侵しん攻こうは事実らしい。しかしそのタイミングが気に掛かる。

　あの雨の夜の、メアリーが殺された事件。全ての発ほつ端たんがあそこにあるような気がするのだ。

　僕は目を閉じて思考を研とぎ澄すませていく。

　暗黒の回かい廊ろうの中で、衆しゆう人じん環かん視しの中で、メアリーを殺害した犯人。

　死体を切り裂さき、臓ぞう器きを取り出して、丸めた鋼こう線せんとともに自らの胃いの中に収めた人間。

　当然、鋼線をそのまま口に入れるのは危険だ。布で巻くなりして飲み込んだのだろうが──どちらにしても常じよう軌きを逸いつしている。どうして犯人はそこまでしたのか。

　怒り。怨えん恨こん。憎ぞう悪お。強い感情があったことは間ま違ちがいない。

　しかし動機は問題ではない。それより本当に犯行は可か能のうだったのだろうか。暗くら闇やみの中でやるべき作業量としては膨ぼう大だい過ぎる。しかもリレーを続けながらだ。

　すくなくともぶっつけ本番では無理だ。犯人は人目を忍しのんで講こう堂どうで練習していたに違いない。前もって講堂の床ゆかや壁かべに、目印となる傷をつけていたのかもしれない。

　いや、それでもまだリスクが高すぎる。よほど切せつ迫ぱくした事情か、精神を病んでいたのか……、ともあれ正常な心理状じよう態たいではない気がする。

　まあ、食べたという時点で、正常なわけが有りはしないのだが。

　何故なぜ食べたのか……。駄だ目めだ。猟りよう奇き的てきな印象が強すぎるせいで、そこに心を囚とらわれてしまう。だが食べたことは手段に過ぎない。凶きよう器きと子し宮きゆうとを処分するために行われたことだ。考えすぎると、また思考が回廊の中で彷徨さまよってしまう。

　疑うべきは証言だ。あのとき聞いた使用人三人の証言には、明らかな矛む盾じゆんがあった。

　ミリエとクレイ、そして殺されたマーカス。実験に従事した者の内、僕を除く三人全員が、回廊実験のトリックを実行したと証言した。

　が、それは有り得ない。確実に誰だれかが噓うそをついていることになる。

　では何故、噓をつく必要があったのか。

　犯人自身であるか、犯人をかばっているかだ。

　では、三人全員が共犯なのだとしたら、どうだろう。

　有り得ない。全員が共犯なら口裏を合わせることが出来る。誰か一人がトリックを実行したことにすれば不審点はなくなる。それが出来なかった時点で全員が共犯ではない。

　なら三人中二人が共犯だとしたら──

　いや、同じことだ。三人中二人ならば、犯人達には誰がトリックを実行したかがわかる。残りの一人がトリックを使ったなら、二人はそうは言わない。二人の内どちらかだった場合も事実を言わせればいい。二人ともトリックをやっただなんて絶対に言わない。

　つまりだ。三人全員がトリックを実行したと証言した時点で、三人全員が共犯である可か能のう性せいも、三人中二人が共犯である可能性も無くなるのだ。

　犯人は単独犯。

　でもそれなら、何故なぜ残りの二人までトリックを実行したと証言したのだろう──

「……そうか！」

　暗くら闇やみの中で、僕ぼくは一人声を上げた。

　矛む盾じゆんを解かい消しようする論ろん理りは、もはや一つしかない。

「四人じゃない。回かい廊ろう実験のタッチリレーは、あのとき三人で回っていたんだ……！」

　そう考えれば、全ての問題点が解決する。

　まさに盲もう点てんだった。リレーを四人で回すことが出来るのなら、三人で回せる可能性についても考えるべきだったのだ。

　タッチリレーの途中で一人が抜けた場合、その穴を埋うめるには、『誰かが二つ先まで行って一つ戻る』という行動をしてカバーしなければならない。ということはつまり、二人の人間がリレーを抜けた場合には、二人が同じトリックを実行すればカバー出来るのだ。

　リレーを抜けた二人とは、つまり被ひ害がい者しやメアリーと、犯人自身のこと。

　犯人は途中でリレーを抜けていたから、メアリーの解かい体たい作業に専念することが出来た。だからあれほどの作業量をこなすことが出来たと考えるのが自然だ。

　そして二人がリレーを抜けて、二人がトリックを実行した場合には、証言内容はああならざるを得なかっただろう。あのとき犯人が一人だけ「トリックを実行してない」と答えたなら、その時点で自分が犯人だと告白したも同然だ。あれは苦し紛まぎれだったのだ。

　しかし僕は覚えている。実験開始時の並び順を。あの順番から考えれば簡かん単たんにわかることだ。

　つまり、メアリーを殺した犯人とは──

「…………」

　心の中で、僕はその人物の名前を呼んだ。すると何かが腑ふに落ちた気がした。

　だからか。だからメアリーは殺されなければならなかったのか。

　ならばマーカスが殺された理由は、きっと──

　そこまで考えたとき、何か大きな物音がした。留りゆう置ち場じようの入口にある金きん属ぞく扉とびらが、軋きしむような音を立てて開かれたようだ。時間から考えるとかなり異例なことだった。

「起きてるか」

　闇の中を歩いてきた男は、重苦しい声こわ色いろで呼びかけてきた。

「フォルク。何かあったのか」

　すぐに訊たずね返す。

　歩み寄ってきたフォルクは鉄てつ格子ごうしに背中をつけると、小さな声で答えた。

「事じ態たいが動き出したようだ。もうあまり猶ゆう予よはない」

「なんだって……。まさかソラリスが動いたのか」

「違う。ソラリス軍とうちの主力部隊は、国境線で睨にらみ合いを続けるばかりだ。だがな」

「もしかして、難なん民みんの方か」

「ああ。配給が滞っていてな。一部が暴ぼう徒と化かし、衛えい兵へいと小こ競ぜり合いが起きているらしい」

　フォルクの声は深刻そのものだった。言葉通りに受け取れば、そこまで逼ひつ迫ぱくした状じよう況きようとも思えないが……。しかし僕ぼくには思い当たることがあった。

「やっぱり、ただの難民じゃなかったか」

　そう問いかけると、やや間をあけて驚おどろいたような反応が返ってきた。

「気付いていたのか？」

「可か能のう性せいは考えていた」

　幸い、考える時間だけはたくさんあったからだ。

　アリシアの引受先が、カムラ侯こう爵しやく家だった理由。そのカムラが、定期的に有力貴族を招いて行っていた集会の存在。そしてメアリー殺害を皮切りに、緊きん迫ぱくしはじめたソラリスとの関係。全てを一つに繫つなげるものがあるとすれば──

　僕は静かに口を開いた。

「……反乱か」

「そうだ」

　すぐさまフォルクは肯こう定ていした。

「郊外の村を襲おそったのは、外貴族の手のものだろう。ソラリス軍を装うため、わざわざ黒い鎧よろいを身にまとい、自らの領りよう地ちを襲しゆう撃げきしたというわけだ」

　想像してみる。貴族アリストたちは帝国法により狩りの機会まで制限されていた。かなりストレスを抱かかえていたに違いない。さぞや人間狩りに血を熱くしたことだろう。

　フォルクは重苦しい言葉を続ける。

「奴やつらは領りよう民みんの家を焼き、市街に避ひ難なんするよう仕向けた。そしてその難民群ぐんの中に、兵士を紛まぎれ込ませていたわけだ」

「気付かぬ間に、この街は敵てき兵へいに包囲されていた」

「そういうことだな」

「こちらの兵力はどうなってる？　迎げい撃げきは？」

「主力部隊はソラリス軍から目を離はなすことはできない。今この街には、わずかな衛兵と神しん殿でん騎き士し団だんぐらいしかまともに戦える者はいないだろう。もし難民の半数が反乱軍だったとすれば、恐らく一日も保もつまい」

　フォルクは笑い混じりに言ったが、考えられる中でも最悪のシナリオ運びだった。僕も思わず苦笑してしまう。

「鮮あざやかな手並み、と褒ほめるべきかな」

「いや、鮮やかすぎる。普通にやってもこうはいかないだろう」

「というと？」

「人形コツペリアだ」

　フォルクは一段声のトーンを下げた。

　人形。それはアースラント家が養成してきた使用人達の別名。その裏の側面を言い表した俗ぞく称しようだった。

「ジグ。おまえのような人形を納める先は、有力貴族ばかりだったそうだな。つまり、カムラ侯爵の元には、テオドキア襲しゆう来らい以前から国内のあらゆる情報が集まっていたんだろう。それを利用して奴やつは今回の反乱計画を進めてきた。例のオカルト集会を隠かくれ蓑みのにしてな」

「今回の決起に関しても、人形が関わっているというんだな」

「そうだ。いまなお人形達は貴族アリストの周辺に潜ひそんでいる。それがカムラの命めいで一いつ斉せいに蜂ほう起きしたとすればどうだ。エルドア市の内と外であまりに連れん携けいがとれすぎている。偽にせ情報も飛び交っているようだ。他には考えられん」

　声に凄すごみをきかせるフォルクに、すぐに答えた。

「言っておくが、僕ぼくは無関係だぞ」

「その前提で、話をしている」

　フォルクはさも当然のように言う。

「反乱の準備はとっくに整っていたと見るべきだろう。しかし、奴らには一つ、決定的に足りないものがあった。それがわかるか」

「それは」

　決定的に足りないもの。それはこの世界において最も重要なファクターだ。

「王族レギアス、か」

　僕が答えを返すと、フォルクが微び笑しようしたのがわかった。

「その通りだ。しかしテオドキアへの反逆の意志を封ふうじられたシヴァンでは話にならん。ならこう考えるだろう。牙きばを抜かれた獅し子しより、張り子の虎とらとな」

「アリシアを奪いに来るというのか」

「ああ。いつかはわからんが、奴らは必ず来る」

　彼が断言した直後、すぐ足元の床ゆかで音がした。金きん属ぞく製せいの物体が石いし畳だたみに跳はね返る音だ。

　身をかがめて確認した。そこには銅どう製せいの、磨みがき抜かれた鍵かぎが落ちていた。

「猫ねこの手も借りたいところだ。使えるものは何でも使っておこうと思ってな」

　相変わらず生き真面目まじめな口調だった。しかしその意志は伝わってきた。有り難がたい。

「感かん謝しやするよ」

「いらん。気持ちが悪い。その代わり、仕事はしっかりこなせよ」

　鉄てつ格子ごうしから背中を離はなしつつ、フォルクは語気を強めた。

「おまえは拷ごう問もん室しつに戻って王女を守れ。俺おれも手て勢ぜいを揃そろえたら行く。それまで保もたせろよ」

　言い切って彼は足を進めようとしたが、その一歩目で何故なぜか踏ふみとどまった。

「──いいかジグ。カムラ侯こう爵しやくを見つけたら捕とらえろ。殺しても構わん。わかったな。カムラ侯爵を捕らえるんだ」

　そして返事も聞かずに重い足音が遠ざかっていった。

「……御ぎよ意い」

　誰だれもいない廊ろう下かに向けて僕ぼくはそう呟つぶやいた。胸の内側に火が灯ともったように感じる。体内の烙らく印いんが反応しているのだ。

　貴族アリストであるフォルクの命令が、たしかに意識に刻まれたのを感じる。僕は鍵かぎを拾い上げ、強く握りしめた。たちまち活力が湧わき上がる。

　一刻も早く拷問室に戻らねばならない。アリシアを守るために。そしてカムラに真実を問い糺ただすために──
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　深夜。ベッドの脇わきに椅い子すを置いて、わたしは母の姿を見つめていた。

　ここはジグの拷問室。隣となりの拷問室から母を運んできたわたしは、出来る限りの手当てをした。失われた皮ひ膚ふの代わりに包ほう帯たいを巻き、水に濡ぬらした布で患かん部ぶを冷やしているのだが、母はずっと全身から高熱を放っており、意識は戻ってこないままだった。

　時とき折おり激げき痛つうにうなされるように声を上げるので、ニーナに頼たのんで定期的に麻ま酔すいを打って貰もらっている。悔くやしいが、他には手の施ほどこしようが無い。

　もう一度ベッドをのぞき込んでみた。顔の輪りん郭かくは確かに母のものだ。

　とても厳げん格かくな人だった。わたしには母に叱しかられた記き憶おくしかない。

　母はいつも孤こ独どくで、孤こ高こうだった。それでも一人きりでわたしを育ててくれた。

　無口で頑かたくなで意志が強く、弱音を隠かくして心の中に抱かかえ込んでしまう。どことなくジグに似ているところがある人で、わたしは母のことが大好きだった。

　母は酒を飲めばいつも口にしていた。あなたは王族レギアスの血を引く人間なのだと。いつかはあの簒さん奪だつ者しやシヴァンになりかわって、この国を治おさめねばならないと。

　でも重荷だとは思わなかった。母に必要とされていたかったからだ。

　わたしの価か値ちは血ち筋すじだけ。いつかわたしが王族と認められれば、母はきっと褒ほめてくれるだろうと信じていた。喜んでくれると思っていた。

　でも無印ブランクのわたしには、いつまで経たっても王族の力は発現することはなかった。支し援えんを申し出てくれた貴族達もいたが、大たい抵ていは失望して去っていった。

　わたしは母にずっと申し訳わけないと思っていた。わたしが不ふ甲斐がいないから母が馬ば鹿かにされる。噓うそつきと罵ののしられる。母のために認められたかった。母のために王族レギアスだと名乗り出た。

　なのに今。母をこんなふうにして……。わたしは本当に、何のために生きているのだろう。

「お母さん、眠ったみたいね」

　控ひかえ室しつにいたニーナが母の様よう子すを確認しにきた。

「うん」

　感情の失われた声でそう答えた。脳の一部が麻ま痺ひしている気がした。

　母だけではない。わたしは生きているだけで、周りの誰だれかに迷めい惑わくをかけつづけている。

　ジグが戻ってこないのもそのせいだ。メアリーやマーカスが殺されたことも、わたしに関係があるのかもしれない。被ひ害がい妄もう想そうだろうか。

　何なに気げなく訊きいてみる。

「ねえ。わたしの処しよ刑けい日びは、もうすぐなんだよね」

「ええ。近いわ。予定が早まるかもしれない。明後日あさつてか、もしかしたら明日かも」

　ニーナの答えに、思わず吐と息いきを漏もらした。安あん堵どなのか諦あきらめなのか、それはわからない。

　出来ることなら、もう一度ジグに会って感かん謝しやを伝えたかったのだが……どうやら叶かないそうにはないようだ。

「……でも、心配はいらないわ」

　静かに歩み寄ってきたニーナが、わたしの肩に手を置いて口を開く。

「アリシア、安心して。あなたのことは、あたしがちゃんと守ってあげるから」

「……どうして？」

　何故なぜニーナがそんなことを言うのだろう。不ふ思し議ぎに思って顔を上げると、彼女は両腕を広げ、優やさしくその胸の内へとわたしを抱き留とめた。

　同性ながらどこか蠱こ惑わく的てきな香りに、すこしずつ思考能力が鈍どん化かしていく。

「絶対に処刑なんてさせないわ。あたしの仲間達が、きっとあなたを救い出してくれるから」

「仲間、達……？」

「ええ。もちろんお母さんも一いつ緒しよにね」

　ニーナは身体からだをすこし離はなして、優しげな笑顔を振りまいた。

「とある国の王様がね、あなたに会いたがっていると言ったら、びっくりするかしら？」

「なに、それ」

　会いたがっている、という言葉の意味がわからなかった。その王様は死し刑けい囚しゆうに会ってどうするというのだろう。かすかな疑ぎ念ねんが心に生まれた途と端たん、ニーナの微笑ほほえみがひどく邪じや悪あくなものに思えてきた。

「ねえアリシア。あなただって悔くやしいでしょう？　お母さんをあんなふうにした相手に、仕返しをしてやりたいと思わない？」

「それって誰だれのこと」

　訊たずねるとニーナは、決まってるじゃない、と笑った。

「あなたを王族レギアスと認めず処しよ刑けいしようとしたのも、お母さんをこんな目に遭あわせたのも、あいつに決まってる。あなたの父親を殺して、テオドキアに国を売った卑ひ怯きよう者もの。簒さん奪だつ者しやシヴァンよ」

「シヴァン……」

　鸚鵡おうむ返しにしてしまう。わたしにとっては兄の名だ。

　ニーナは語気を強めながら言った。

「ね？　愚ぐ王おうシヴァンを倒してあなたがこの国の王になるの。それを応おう援えんしてくれる人がたくさんいるんだから」

「シヴァンを、倒す……」

　もう頭が働かない。彼女の身体からだから匂い立つ甘い香りのせいだろうか。

　わたしは抗あらがえないと理解する。ここで彼女を拒きよ絶ぜつすれば、きっと母を殺されるだろう。

　いや、もっとひどいかもしれない。彼女は麻ま酔すいを使う。わたしを生ける屍しかばねにして玉ぎよく座ざに置くことだって出来るのだ。

　まただ。また自分の知らないところで何かが起きている。勝手に進んでいく。耐えられない。だけど、他にわたしが出来ることなんて──

「アリシア。もう準備は整っているのよ。あとはあなたの気持ち一つだわ」

　ニーナは右手を差し出していた。

　生きるためには……もう一度ジグに会うためには、それしか方法がないのだろう。

「わかった……。ニーナに任せる」

　わたしは考えることをやめ、椅い子すから下りてその手に縋すがり付いた。

「いい子ね」

　わたしの頭を撫なでながら、にまぁ、と彼女が笑ったのがわかった。

　それと時を同じくして、天てん井じようから複数の足音が響ひびいてくる。

　かなり遠くだったが、誰かが争っているのがわかった。

　やがて男性のくぐもった悲ひ鳴めいが聞こえてきて、そして再び静せい寂じやくのときが訪れた。

「ふふ……。お迎むかえが来たみたいね。ほらアリシア、準備をして」

　そんな彼女の言葉に、わたしはもはや、ただうなずくことしか出来なかった。
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　月明かりが照らす街がい路ろをまっすぐに、僕ぼくは疾しつ走そうしていた。

　街は奇き妙みような静けさに包まれていた。虫達ですら息を潜ひそめているようだ。

　ここでもうすぐ何かが起こる。そんな予感だけが風の中を漂っていた。

　やがて法ほう務む庁ちよう舎しや前にたどり着いた。乱れた息を整えながら様よう子すを伺うかがっていると、すぐに違い和わ感かんを察さつ知ちする。

　明かりが消えている──

　異常事じ態たいの証あかしだった。軍の重要拠きよ点てんである法務庁舎の玄げん関かん口ぐちには、一日中警けい備びの目が研とぎ澄すまされているはずだ。それが感じられない。

　注意深く接近していく。すると入り口の柱の奥。そこから何やら、靴くつのような物がはみ出しているのが見えた。

　音を立てないように近づいていき、やがて僕ぼくは見た。

　首くび筋すじを一ひと薙なぎに切り裂さかれ、血を散らした衛えい兵へいの死体が、柱を背もたれにして置かれていたのだ。思わず舌打ちをする。

　──くそ、フォルクめ。後ご手てに回っているじゃないか。

　物もの陰かげに隠かくれつつ、さらに建物内の様よう子すを観かん察さつした。さすがに深夜だ。二階以上の階かい層そうにはそもそも人ひと気けが無いようだ。警備兵が置かれているのも、普段から一階と地下の牢ろう獄ごくだけ。人員は確か六人だったか。相手が人形コツペリアだとしたら、ひとたまりも無かっただろう。

　全身に緊きん張ちようをみなぎらせながら玄関から先に進む。人の気配はやはり無い。足音も全く聞こえないようだ。もう全てが終わってしまったのだろうか。

　奥の階段から地下へと下りていく。やがてオイルランプの薄うす明あかりが見えてきた。

　そこに──

「……おや？　まだ残っていたか」

　黒い装しよう束ぞくに身を包んだ人影が立っていた。

　ランプの明かりが小こ刻きざみに揺ゆれ、輪りん郭かくもぶれているが、危険な相手だということはわかる。

　木き彫ぼりと思われる白い仮面をつけ、顔を隠かくした男。どちらにせよ敵だ。僕は一息すらつかずに走り出した。

　たちまち肉にく薄はくする。

　腕を伸ばせば届く距きよ離り。右の拳こぶしを思い切り打ち出した。

「ははっ」

　人影が笑うように息を吐はき、後方に飛び退のいた。拳が空くうを切る。

　しかし焦あせりはなかった。純じゆん粋すいな格かく闘とう戦せんならば、誰にも負けない自信があるからだ。

　生まれつき不器用な僕は、暗器を上手うまく扱あつかうことが出来なかったため、その分体を鍛きたえた。格闘術に傾けい倒とうした。ただひたすらに素す手でで闘たたかう術すべを磨みがいてきた。

　だから僕の暗器はこの肉体だ。手の届く距離ならばどんな相手だって倒してみせる──

「待てっ……！」

　人影はさらに後退し距離をとろうとするが、牢ろう獄ごくの狭せまい通路だ。大して奥行きも無い。足を止めず間合いを詰つめていく。

　と、目の前に黒点のようなものが出現した。

　ぞわりとした危機意識。とっさに顔を横にずらした。風を切る音を立て、黒い物体が耳の側を通り抜けた。黒くろ塗ぬりの投とう擲てき用ようナイフだったようだ。

　そして後ろ。複数の足音がした。一人だけではない。仲間がいる。

「くっ……」

　たちまち四方から投とう擲てき物ぶつが飛んできた。どれも一いち撃げき必ひつ殺さつの得え物ものだろう。

　落ち着いてかわす事に集中する。一番頼たよりになるのは聴ちよう覚かくだ。一いつ瞬しゆんのうちに軌き道どうを計算し、その通りに体を動かした。

　速度はそれほどでもない。大だい丈じよう夫ぶ。避よけられた。

「何者だ──！」

　声を出しながら視線を巡めぐらせる。瘦やせた者、背の高い者、老人のように腰が曲がった者。

　そして正面にゆらりと動く者。全部で四人か。

　だが誰だれも得物を構えてはいなかった。黒くろ装しよう束ぞくながら、あくまで全員が素す手で──いや、素手に見えるだけだろう。全員が暗あん器き使い。しかもかなりの手練てだれと見た。

「誰の差し金だ。答えろ！」

　もう一度威い迫はくを飛ばすが、誰からも返事は無かった。当然か。

　後方の三人がじりじりと間合いを詰つめてくる。四人相手は分ぶが悪いが……。

　しかし勝てないとは思わない。庁ちよう舎しやのベランダでフォルクに遭そう遇ぐうしたほどの危機感は無い。

　あいつよりは幾いく分ぶんかマシだ。そう思ったそのとき──

「……なあジグ。邪じや魔まをしないでくれ」

　目の前の男が、仮面の下からそう発声した。

　聞き覚えのある声だ。そう認識した瞬しゆん間かん、男はさらに言葉を発した。

「ぼくらはプリンセスを助け出しに来ただけだよ。それが君の望みでもあるだろう？　無む駄だな争いはやめて、協力してくれないか」

「カムラ侯こう爵しやく……」

　聞き間ま違ちがいようがなかった。カムラ本人の声だ。

　アースラント侯爵家の家長にして、人形コツペリア達の人形遣つかい。僕ぼくの師し匠しようでもある存在。

　しかし、貴族アリストである彼自らアリシアを取り戻しにくるとは……。

「ジグ。アリシアを処しよ刑けいされたくはないだろう。今は言う通りにしてくれないか」

「侯爵……。彼女を何に使うつもりです」

「必要としている人間の元へ連れて行くだけだよ。きっと幸せにしてくれる。心配はない」

　噓うそをつけ──

　確信した。いまカムラにアリシアを渡せば、たちまち反乱軍の先頭に担かつぎ上げられるだろう。その勢いのまま離り宮きゆうに攻め込むつもりに違いない。

　これは反逆ではない。王道だと。アリシアを使ってみなを騙だまし、王族レギアスの加か護ごがあると信じさせてシヴァンを襲しゆう撃げきするだろう。

　王族の強制力によって護まもられたシヴァンも、遠巻きに雨のように矢を降ふらされたり、離り宮きゆうに火を放たれれば死ぬ。王族を殺した咎とがにより、反乱軍の兵もかなりの数が死ぬだろうが、それも計算の内だということか。

　冗じよう談だんではない。断じて許すわけにはいかない。シヴァンを殺すことも、アリシアをそんな下らない争いに巻き込むこともだ。

「……わかりました侯こう爵しやく。アリシア様をお預けします」

　そう言って僕ぼくは、両手を下ろし構えを解といた。

　噓うそには噓だ。乗ってやる。

　カムラは貴族アリストだ。命令が飛んでくれば、平民プレビアスの僕には抗あらがえない。しかし命令する気さえ無くさせれば、彼を倒すことは出来るはずだ。

　今の僕には、フォルクの命令があるからだ。同じ貴族である彼の命令が武器になる。

　カムラの命を奪うという禁きん忌きと、フォルクの命令との間に矛む盾じゆんが起こり、両方を為なそうとすれば僕の身体からだには激痛が走ることになるだろう。しかしそれさえ乗り越えれば、平民の身で貴族を倒すことは不ふ可か能のうではない。それはシヴァンの命めいにより王族の命いのちを奪ってきた僕が一番よくわかっていることだ。

「お願いです、カムラ侯爵。最後に、アリシア様にご挨あい拶さつをさせていただけませんか」

　敵意を解といた振りをして、カムラに近寄っていく。

「わかった。いいだろう」

「ありがとうございます」

　フォルクの命令は上書きされるまで有効だ。だからカムラに命令をさせてはいけない。

　ある程度距きよ離りを詰つめたところで、カムラの口を狙ねらえばいい。拳こぶしを突つっ込んで命令できなくさせるのだ。そしてそのまま侯爵を人質にとれば、他の人形コツペリア達も手は出せないはずだ。

　僕は歩いてカムラの横を通り過ぎようとした。あとすこし──

「ほんと君は昔っから、噓が下手へたクソだよねぇ」

　ぽつりとカムラが呟つぶやいた。

　ひゅん、と目の前に何かが飛んでくる。頰ほおがぷつりと裂さけた感かん触しよくがあった。

　鋼こう線せんだ。ナイフと違って軌き道どうが読めない。思わず回かい避ひに専念すると、一いつ瞬しゆん、カムラの姿を見失ってしまった。

「動くなよジグ。動くな」

　声は後ろから聞こえた。瞬しゆん時じに命令が上書きされ、僕は動けなくなる。

「やれ」

　続けてカムラが指示を出した瞬しゆん間かん、三つの影が躍おどりかかってきた。

　腰、肩、横よこ腹ばら。計三カ所に燃もえるような痛みが走った。刺されたのだとわかる。

　しかし動けない。苦く悶もんに顔を歪ゆがめていると、「ははっ」とカムラが軽かろやかに笑った。

「いやぁ、ぼくを騙だまそうだなんて君も変わったねえ。でも安心しなよ。自決も烙らく印いん死しもさせないからさ。貴族アリストがいたという証しよう拠こが残るからね。敵さんにはもうちょっとだけ油断していて欲しいんだ」

　証拠を残せないのは道理だ。平民プレビアスしかいない戦場ならばカムラは無む敵てき。その優ゆう位いを自ら捨てるような真似まねはしないだろう。だから僕ぼくに直接死を命じることは有り得ない。

「……そうやって、マーカスも殺したのですか」

「ん？」

　動かない喉のどから何とか言葉を紡つむぎ出すと、カムラは感情の宿らない声で答えた。

「ぼくは主あるじとしての務めを果たしただけさ。時代の移り変わりに対応できない者は、見ていて不ふ憫びんだよ。だから教えてやったんだ」

　そう言って彼は指をぱちりと鳴らした。するとさらに体内に刀とう身しんが打ち込まれたのがわかった。やはり三カ所だ。

　出血量が倍になった。たちまち目の前が暗くなってくる。なぶり殺しにするつもりなのか。このまま僕は死ぬのか。何もできないままで。

　怒りが、憎にくしみが溢あふれてくる。平民のこの身体からだが、身分の鎖くさりが、未来を閉ざしていく。

　メアリーを弄もてあそび、マーカスを殺した人間が、さらにアリシアを利用してシヴァンまで殺そうとしている。カムラの思おも惑わく通りになれば、この国全体が悲ひ劇げきに飲み込まれていくだろう。

　なのにどうして動けないんだ。不ふ甲斐がいなくて、悔くやしくて仕方がない。けれどもう──

「……げて」

　意識が遠ざかりかけた僕の耳に、どこかから微かすかに声が聞こえてきた。

「──逃げてぇっ！」

　がくんとその瞬しゆん間かん、体が軽くなった。血の呪じゆ縛ばくが解とかれたのだ。

　どうして、と考えるまでもなく僕は跳ちよう躍やくしていた。さらに床ゆかを転がるようにして走る。

　目まぐるしく視界が回転した。その中で、カムラも人形コツペリア達もはっきりと驚きよう愕がくを見せていた。

　何故なぜ動ける──僕だって知らない。知らないが身体が勝手に動く。頭の中に明めい滅めつするのはただ一つの意志。

　逃げる、逃げる、逃げる。ただそれだけだ。

　庁ちよう舎しやの階段を駆かけ上がり、あっという間に僕は外に躍おどり出た。

　身体は傷だらけなのに、不ふ思し議ぎなことに力が湧わいてくる気がした。初めての感覚だった。

　僕は逃げる。その意志を叶かなえるために、体内の烙らく印いんが力を貸してくれているのがわかった。













　　　最終章　　神なき世界のトーメンター







　どこかの貴族アリストの屋や敷しきで、わたしはベッドに寝かされた母の白い手を握っている。

　今朝けさ早く、母は息を引き取った。ただ眠るような静かな最さい期ごだった。

「ねえ……。そろそろいきましょう？」

　開け放たれた部へ屋やのドアを、白衣のニーナがノックして促うながしてきた。

「あなたの哀かなしみはわかるつもりよ。お母さんのことは残念だったわ。でも最期にあなたに会えて幸せだったと思う」

「そうかな」

「当たり前じゃない」

　ニーナが歩み寄ってきて、背中からわたしを抱きしめた。とても甘い匂いがする。

「……大だい丈じよう夫ぶよ。あなたは一人なんかじゃないもの。何も心配はいらないわ。あなたはただ、あたし達と一いつ緒しよにいればいいの」

「一緒に……それだけで？」

「もちろんよ」

　ニーナは微笑ほほえんだ。体を包む柔やわらかい感かん触しよく。耳に吹き込まれる言葉は聞き心地ごこちのいいものばかりだ。大丈夫。心配ない。何も考えなくていい。一度はその言葉に従うまま思考を停止してしまおうかとも思った。

　でも、やっぱり駄だ目めだった。どうしても気にかかる。

　昨日の夜、拷ごう問もん室しつを連れ出されたわたしが見たのは、ジグが黒づくめの男達に襲おそわれているところだった。何とかジグは逃とう亡ぼうしたものの、彼に危害を加えた男達が同志だと言われて納なつ得とくできるはずがない。

「教えてニーナ。どうしてジグにあんなことをしたの？」

「彼に怪け我がをさせたこと？　……仕方がないわ。彼は軍人だもの。あなたの救出に反対するに決まってる」

「そんなことない。ジグはずっとわたしを助けようとしてくれてた」

「そう……。なら不幸な行き違いがあったのね。でも良かったわ。きっと彼は無事だもの」

　芝しば居いじみた台詞せりふだった。心の中ではどう思っているか知れたものではない。

　もう一つ訊たずねてみる。

「ねえ。街の外では戦争をしてるんでしょう？」

「そうね」

　ニーナは笑顔で応じた。

「国境付近で、帝国軍とソラリス軍が睨にらみ合ってるらしいわ。郊外の村に住んでいた人達が続々と助けを求めて集まってきてるらしいけど……門もん前ぜん払ばらいをしているみたい」

「門前払い……酷ひどい話ね」

「そうでしょう？　市街に住んでいないとは言え、重い税を課せられているのは同じなのにね。彼らはただ支配を受け入れているわけではなくて、有事の際に国の庇ひ護ごを受けられるというから税を払っているのよ？」

　彼女の口調がにわかに熱を帯びてきた。

「なのに今この国は、民を犠ぎ牲せいにしてよその国との戦争を優ゆう先せんさせている。それは国として正しい姿なの？　あなたはどう思う？」

　話を振られて、わたしはただ素直に答えた。

「わたしには、わからない」

「でも、あなたにならみんなを助けられると思うの」

　耳元で優やさしげにニーナが囁ささやいてくる。

「不ふ甲斐がいない領りよう主しゆにかわって、あなたがみんなを助けるのよ。ソラリスの王様もあなたの話なら聞いてくれるって言ってる」

「どうして？　わたしみたいな何の力もない小こ娘むすめに……。本当は誰だれでもいいんでしょう」

「そんなことないわ。あなただからこそ、信じられると思っているのよ」

　言い聞かせるように、ニーナはわたしの頰ほおを撫なでる。

「ちょっと気分が昂たかぶっているようね。鎮ちん静せい剤ざいを打ってあげましょう。ほら、腕を出して」

「……うん」

　わたしはうなずいた。抵てい抗こうに意味は無い。拒きよ絶ぜつすれば無む理り矢や理り注射を打たれるだけだろう。

　母の死が心を沈ちん鬱うつにしているのも事実だ。本当に薬の力で楽になれるなら、そうなってしまいたいとも思う。

　でも……考えるのを諦あきらめそうになる度たびに、あのときに見たジグの姿が脳のう裏りに蘇よみがえってくる。

　わたしはもう嫌いやだった。下らない争い事に巻き込まれるのも、自分の知らないところで誰かが犠ぎ牲せいになるのも。もう嫌だ──

「失礼するよ」

　そのとき誰かがドアをノックをして、部へ屋やに入ってきた。

「おはようプリンセス。元気だったかい？」

「カムラ侯こう爵しやく……」

　昨夜のことだ。この貴き族ぞく屋や敷しきの入口でわたしは彼に会っていた。相変わらず何を考えているかわからない笑みと視線。気持ち悪いと素直に思う。

「カムラ様。実は今朝けさ、彼女のお母様が……」

　ニーナが小声で説明すると、カムラは大きく首を振りながら目を細めた。

「ああそうか。それは残念だった。手は尽つくしたんだがね……」

　噓うそをつけ。何てわざとらしい顔だ。哀かなしいなんて欠片かけらも思っていないくせに……。

　反感とともに、わたしはふらつきながらも椅い子すから立ち上がる。

「ねえ、あなたはわたしに何をさせるつもり？」

「別に何もしなくていいさ。ただ一いつ緒しよに来てくれないか。この国を正しい形に戻すために」

「一緒に行く？　一体どこへ」

「説明しよう。ほらこっちだ」

　行きましょう、とニーナに背中を押され、仕方なく歩き出した。選択権は無いようだ。

　部へ屋やの外に出てみると、ドアの両りよう脇わきに屈くつ強きような体つきの兵士が待っていた。

「二人ともあなたの騎き士しよ」

　ニーナが敬けい礼れいすると、銀色の重じゆう甲かつ冑ちゆうに身を包んだ騎士達はわたしの前を歩いていき、廊ろう下かの先にある大おお扉とびらを力強く開いた。

　導みちびかれるままにそちらへ足を進めていく。すると噴ふん水すいのある大きな庭が目に映った。

　眩まぶしい太陽の下。屋や敷しきの庭にたくさんの人が詰つめかけているようだ。

「どう？　みんなあなたの味方なの。すごいでしょう？」

　高こう揚ようした声でニーナは言った。そこには老いも若きも、男性も女性もいた。みな多た種しゆ多た様ような鎧よろいを着込み、槍やりや剣などを携たずさえていた。

　わたしはそれを高みから見下ろしていた。もはや現実感などどこにも無かった。

　彼らもまた、わたしを見ているようだった。やがてその手に持った力の象しよう徴ちようを天へと掲かかげ、それぞれに大きな声を上げた。近くの樹から鳥が一いつ斉せいに飛び立っていく。

　人間の意志が織おり成す大きなうねりが、形をなしてわたしを飲み込んでいく。わたしはただ震ふるえた。一言も無く、ただ心の中で繰くり返していた。

　ジグ、助けて。

　お願い助けて。




　　　　◆




　太陽の眩しさに、僕ぼくは目を覚さました。今は何時だろう。飛び起きると腹部に激げき痛つうが走った。

　目の前には水路があった。頭上にはどこかの橋。何故なぜこんな場所に……。

　そうか。思い出した。僕はカムラ侯こう爵しやくに敗北し、ここまで逃げてきたのだ。傷口の応急処置だけをして力尽つき、今まで眠っていたらしい。

　逃げて──

　あのとき聞こえた声が、まだ耳の中で反はん響きようしている。あれは紛まぎれもなくアリシアの声だった。

　彼女のおかげで僕ぼくは助かったのだ。早く彼女の下もとに行かなければ──

　しかし、どこへ連れ去られたかわからない。それに準備も必要だ。

　カムラ侯こう爵しやくや人形コツペリア達に打ち勝つためには、体術だけでは足りない。最低限の防具と、あまり得意ではないが飛び道具も必要になるかもしれない。

「ぐっ！」

　レンガ造りの壁へき面めんに背中を当て、何とか足を踏ふん張らせた。体が重い。血が足りない。闘たたかうためには食事もとらなければ……。

　不確かな足取りで、時とき折おり壁かべに肩をぶつけながら足を進めていく。

　法ほう務む庁ちよう舎しやに戻ってみると、さすがに騒さわぎになっていた。紺こん色いろの制せい服ふく達が隣となりをあたふたと走っていく。しかしそのおかげで誰だれも僕に気を払わない。軍ぐん服ぷくを着ていたことが幸いしたようだ。混こん乱らんに乗じる形で中に潜もぐり込むのは簡かん単たんだった。

　早く拷ごう問もん室しつに戻らなければならない。あそこには全ての装備が残されている。カムラ達が手をつけていなければ、だが……。

　地下に降おりると、ほぼ無人だった。扉とびらも全て開け放たれているようだ。

　身体からだを引きずるようにして、ようやく拷問室へと帰り着いた。すぐに控ひかえ室しつの道具を確認する。良かった。盗ぬすまれてはいないようだ。

　そこでふと……、隣の部へ屋やに目を向けた。

　赤い絨じゆう毯たんが敷しき詰つめられた部屋に、天てん窓まどから柔やわらかな光が差し込んでいる。

　あそこでアリシアが笑っていた。怒っていた。恥はじらっていた……。

　なのにもう……誰もいない。

　心の中が虚きよ無むに染そまっていく。何なに気げなく僕は部屋の中央まで歩き、そこで見た。

　彼女が寝ていた天てん蓋がい付きのベッド。そのシーツがおびただしい量の血けつ痕こんに染そめられていた。

　アリシアの血──認識した瞬しゆん間かん、脳が憤ふん怒ぬで破は裂れつしそうになった。

　カムラ……。一体アリシアに何をした。カムラ！

　凄すさまじい怒りが、憎ぞう悪おが、腹の中に渦うず巻まいていた。許せない。絶対に生かしてはおけない。

　激げき情じように震ふるえる指で、血痕に触ふれてみた。すでに乾いて茶色くなっている。

　彼女が受けた痛みを、苦しみを思うと、胸がしめつけられる。他に何か手がかりはないだろうか。アリシアが何かを残してはいないかと、僕はベッドの周辺を探ってみた。

　あれは──

　ベッド脇わきの石いし壁かべに、かすかに文字のような物が刻まれているのが見えた。

　アリシアが書き残したものだろうか。のぞき込んで確認してみて、僕は息を飲んだ。

『たすけて』

『わたしはむじつ』

『しにたくない、しにたくない。しにたくない』

　残された文章は、全て違う筆ひつ跡せきだった。削けずられた壁かべの色からして、書かれた時期も全て違うようだ。

　何だこの文字は……。しばらく呆ぼう然ぜんと壁を眺めて、それから悟さとった。

　これは、拷ごう問もん官かんになった二年間で、僕ぼくがしてきたことの結果なのだ。

　自覚すると全身に震ふるえが走った。いつかアリシアが言った通りだった。頭こうべを垂たれて受じゆ刑けい者しやに仕えることが贖しよく罪ざいだと、執しつ事じとして接することが正しいことだと、僕ぼくは思い込んでいた。

　でも違ったのかもしれない。僕は拒きよ絶ぜつしていただけだ。主従の関係に持ち込むことによって、全ぜん面めん服ふく従じゆうを従うことによって、彼らをさらに追い詰つめてしまった。孤こ独どくにさせた。

　受刑者達の心を、狭せまい拷問室のさらに奥へと、こんな壁かべ際ぎわへと追いやってしまったのだ。

　本当に僕がすべきことは、執事などではなかったのかもしれない。額ひたいを床ゆかに擦こすりつけて彼らに謝しや罪ざいし、懺ざん悔げし、その憤いきどおりを体に刻みつけてもらうことだったかもしれない。

　殴なぐられ、蹴けられ、血ち反吐へどを撒まき散らして、すこしでも処しよ刑けいされる彼らの痛みを肩代わりするべきだったかもしれない。

　今までの全てが間ま違ちがっていたのだとしたら、一体僕は何なのだ。やはり人の気持ちがわからない人形コツペリアのままなのか。そんな僕だから、誰だれも救えないのか。

　もう消えてしまいたい。壊こわれてしまいたかった。

　こんな僕が、カムラにもう一度挑いどんだところで──

　だが気が付いた。深い失意の中、力なく視線を彷徨さまよわせた先に、それはあった。

　石いし壁かべの一番奥。一ひと目めでわかった。あの愛いとおしい少女の文字だと。

『ありがとう』

　アリシア──

　思わず両手を目に当てた。堪こらえきれず、手の内が熱くなる。

　そうだ。彼女は否ひ定ていしなかった。僕を認めてくれていた。こんな馬ば鹿かな僕を……。

「助けたい──」

　心の底からそう思った。それは紛まぎれもなく僕の意志だった。

　贖罪でも、義務感でも、主従関係でもない。ただアリシアを助けたいと願う。いや。

「必ず助ける」

　誓ちかいとともに、僕は踵きびすを返した。胸の奥には煌こう々こうとした炎が宿っていた。




　　　　◇




　強きよう烈れつな太陽の光が、窓から差し込んできた。

　わたしは赤いドレスを着せられ、馬車に乗せられていた。二頭引きの大きな馬車だ。

　向かいの席にはカムラ侯こう爵しやく。白いブラウスの上に青いベストを羽は織おり、膝ひざ丈たけのズボンの下には黒いブーツを履はいている。珍めずらしく貴族アリストの正せい装そうだ。わたしの隣となりには軍ぐん服ぷくのニーナが座っていた。

　窓の外には街の風景が流れていく。馬車が進むたび、通りを一つ通り過ぎるたび、一人また一人と随ずい伴はん者しやが増えていくようだ。

　みな手に手に武器をとり、険けわしい顔で馬車についてくる。貴族も平民プレビアスも従者サーバスもみんないた。誰だれもが怒りを胸に秘ひめているように感じた。

「──アリシア。前王ゼノンはいまでこそ愚ぐ王おうなどと呼ばれているが、類たぐいい希まれなるカリスマ性をもつ存在だった。それは君にも受け継つがれているはずだ」

　カムラが唐とう突とつにそんなことを言った。わたしはぼんやりした意識の中で訊たずねる。

「あなた達は、どうしてそんなに戦争がしたいの？」

「人間だからさ」

「意味がわからない」

「そのままの意味だよ。ぼくらは生きてる。怒りも悲しみもみんなが持ってる。なのに一方的じゃないか。生まれつき支配する者とされる者が存在する。それはどうしてだい？」

「そんなの……烙らく印いんがあるからでしょう」

「正解だ。だけどね、だからといってぼくらは人間なんだ。烙印で体は縛しばれても、心の中までは縛れない。だから闘たたかうんだ。勝ち目などないとわかっていても、闘う意志だけが未来に希望をつなぐ。それを証明したいんだよ」

　清せい涼りよう感かんのある声でもっともらしいことを言うが、その瞳ひとみは昏くらく濁にごっていた。

　噓うそつきめ……。

　そんな間にも馬車はゆっくり進んでいく。無人の野を行くようにだ。衛えい兵へいたちはどこへ行ってしまったのだろう。兄が幽ゆう閉へいされているという離り宮きゆうにでも張り付いているのだろうか。

「ほら、見てごらん」

　カムラに促うながされて目を向けた。彼方かなたにギロチンが見える。

「もうすぐだアリシア。帝国支配の象しよう徴ちよう、ギロチンを壊こわして、すぐ目の前の軍ぐん庁ちよう舎しやを制圧する。そこまで出来れば勝ったも同然さ」

「その通りです」

　ニーナが笑顔でカムラに同意した。

「さあ──。救きゆう国こくの聖せい女じよの再現といこうか」

　カムラが両腕を広げながら言い、それと同時に馬車が止まった。

　ニーナが内側からドアを開け、わたしに席を立つよう促うながした。言われるままに籠かごを降おりて顔を上げると、眩まぶしい太陽に下には長い昇のぼり階段。さらに鈍にび色いろに輝かがやくギロチンの刃やいばが見えた。

「さ、行きましょう」

　ニーナがわたしの手を引いて歩き出す。

　鎮ちん静せい剤ざいのせいか体が重い。が、何とか膝ひざを持ち上げて階段を昇っていった。

　処刑広場には、すでに反乱軍の戦士達が密集していた。みな一いち様ように首を伸ばし、わたしの挙きよ動どうをつぶさに観かん察さつしようとしているようだ。不ふ思し議ぎなほど誰だれも言葉を発していない。

　さらに階段を昇のぼり、やがて頂上に辿たどり着くと、そこにはつい十日ほど前、幻まぼろしで見たとおりの景け色しきが広がっていた。

　一点の曇くもりもない蒼そう天てんの下もと。赤い敷しき物ものが広げられた断だん頭とう台だい。そびえ立つギロチン。

　わたしはそこから周囲を見回してみた。するとすこし離はなれた軍ぐん庁ちよう舎しやの玄げん関かん前に、白銀の鎧よろいに身を包んだ騎き士し達の姿が見えた。

　大おお盾たてを並べて防ぼう壁へきを造り、こちらの様よう子すをじっと窺うかがっている。あれが噂うわさの神しん殿でん騎士だろうか。

　どうやらギロチンを挟はさんで両軍が睨にらみ合っているらしい。双そう方ほうの緊きん張ちようはかなり高まっているようだ。決戦開始の合図までもう間もなく、といったところだろう。

　──と。そのとき耳元で大きな音がした。

　わたしのすぐ後方で、巨大なギロチンがハンマーで破は壊かいされていく。その研とぎ澄すまされた刃やいばが広場へと落下していくと、たちまち凄すさまじい歓かん声せいが沸わき起こった。

「アリシア様、ばんざーい！」

　誰かが熱狂的に叫さけんだ。

　万ばん歳ざい？　何を言っているんだ。しかし広場から、軍庁舎から、傍かたわらのニーナから、確かに見られていると感じる。凝ぎよう視しされている。

　ああそうか。きっと今この瞬しゆん間かん、わたしは反乱軍の旗はた頭がしらとなったのだろう。

　囚とらわれの王女を騎士達が救い出し、欺ぎ瞞まんに満ちた帝国の支配を打ち破るという英えい雄ゆう譚たん。自身がその舞ぶ台たいの真ん中に今立っていると自覚する。昔話に聞く救きゆう国こくの聖せい女じよのようにだ。

　何かを言わなければいけない。どこか夢ゆめ見み心地ごこちな意識の中で、わたしはそう考えた。

　今の自分に何が出来るだろう。何をすればいいのだろう？

　何を言えば、この胸の望みを叶かなえられるのだろうか。

　やがてわたしは心を決めた。時間にすれば数秒に過ぎなかっただろうが、わたしは熱い想いを胸に秘め、ギロチンが失われた断頭台の先せん端たんに立った。

　思い切り腹の中に息を吸い込んで、そして一気に吐はき出した。




「ごめんなさい！　わたし、噓うそをついてました！」




　大声を出した瞬しゆん間かん、周囲から息を飲む音が重なり合って聞こえた。ニーナが驚おどろきに目を見開いたのがわかった。しかし間かん髪はつ入れずに続ける。

「王女なんかじゃありませんでした！　噓ついてごめんなさい！」

　さらに高らかに宣せん言げんして、それから深く頭を振り下ろした。

　気付けば、空間が真っ白になったような静せい寂じやくが、その場に降おりていた。

　さらに数秒して、ざわめきがゆっくりと伝でん播ぱしていく。

　わたしはゆっくりと頭を上げて、今度は静かに口を開いた。

「もう一度言います。わたしは王女ではありません。みなさん方がこの国に対し、どんな思想を持っているのか、わたしにどんな願いを託たくそうとしているのか、それはわかりません」

　いまだ事じ態たいを飲み込めていないのか、戦士達は呆ぼう然ぜんとした目でこちらを見上げていた。

　ニーナもぽっかり口を開けているだけだ。わたしは続ける。

「……ですが、あなた方にはもはや、大たい義ぎ名めい分ぶんはありません。掲かかげる旗はたもありません。どこまでいってもただの犯罪者に過ぎません。一時の争いに勝利したとしても、必ず糾きゆう弾だんされる立場となるでしょう。だからいますぐ剣を引き、投とう降こうしてください。お願いします」

　途と切ぎれることなく言い終えて、最後にもう一度頭を下げた。

　舌を嚙かまずにいられたのも、最後まで堂々としていられたのも、ある意味鎮ちん静せい剤ざいのおかげだろう。ニーナの方を振り返ってみると、その腕が小刻みに震ふるえているのがわかった。

「あ、あなた、どうして……！」

「いろいろ考えたのよ。小こ娘むすめは小娘なりに、ね」

　わたしは強い眼まな差ざしを彼女に向けた。

「ねえニーナ。ソラリス軍が村を襲おそったって、噓うそでしょう？　貴族アリストたちが自ら、自分の領りよう地ちを襲った。つまり自作自演だったんじゃない？」

「そ、そんなこと」

「だとしたら同じかもしれないわよね。母様をあんな目に遭あわせた奴やつのことも、わたしが疑うのは当然でしょう？」

　確かく証しようなんてない。何が真実かはわからない。しかしずっと心に引っ掛かっていた。

　わたしが偽にせ王女のレッテルを貼はられて処しよ刑けいが決定したとき、母は支し援えん者しやの貴族のもとで匿かくまわれていたはずだ。それが何故なぜ、ほぼ同時期に逮たい捕ほされていたのか。

　もしや誰だれかに売られたのではないか。それが出来たのは誰か。貴族達に広く顔がきき、母が前王に仕えていたことを知っている者だ。それは──

「……あはは」

　そのとき、階段の方から笑い声が聞こえてきた。わたしは即そく座ざに身を堅かたくする。

「侮あなどっていたよ。こりゃあ参った」

「カムラ侯こう爵しやく……」

　わたしは声の方向を睨にらみ付けた。

　階段から現れたのは、青白い顔をした瘦やせぎすの男。カムラ侯爵だった。

「血は争えないということかね……。最初から事情を説明して、ご協力を願った方が良かったかもしれない」

「反乱の協力なんて、絶対にしないわ」

　わたしはまっすぐに立ち向かいつつ答えた。

　しかしカムラは表情を緩ゆるめたままだ。

「……怖いね。そんな眼で見ないでくれよ」

「ねえ侯爵。一つ教えてくれない？」

　そう言いつつ、わたしは自ら足を進めてカムラとの距きよ離りを縮ちぢめていく。

「わたしの母は、王室付きのメイドだったそうだけど」

「それが何だい？」

「だったらわたしの母は、あなたの何？」

「…………」

　その一言で、カムラの表情から余よ裕ゆうが無くなった。

　ジグから人形コツペリアの話を聞いて、ずっと考えていたことだ。宮きゆう廷ていの女中を務めていた母もそうだったのかもしれない。人形だったのかもしれないと。

　孤こ高こうな母の横顔は、その心の壁かべの厚さは、どことなくジグに似ていると思っていたからだ。そして母の年ねん齢れいは、ちょうどカムラと同じくらいのはず。

　ならば、ジグとメアリーが幼おさな馴な染じみみだったように、カムラと母も──

「気付いてないとでも思ったの？　だって出会った最初からおかしかったもの。……あなたがわたしをレーナと呼んだときの目、ちょっとまともじゃなかった」

「ははっ」

　するとカムラは目を背そむけて、後頭部を指の先で搔かきながら笑った。

「いやいや、なかなか鋭するどいなぁ」

「はぐらかさないで。もう一度聞くわ。母様はあなたの何？　母様をひどい目に遭あわせたのはあなたの私し怨えんじゃないの？　ていうか嫉しつ妬とじゃないの？　王族レギアスへの恨うらみはそのせい？　あなたの愛いとしい人を奪った相手に復ふく讐しゆうすること、それがあなたの」

「──もう黙だまれよ」

　一いつ瞬しゆんにして膨ふくれあがった殺意が、形になって襲おそいかかってくるのが見えた。

　カムラの細長い腕の先に、いつの間にか黒くろ塗ぬりの得え物ものが握られている。短いナイフみたいだ。

　暗あん器き──。

　縦たてに素す早ばやくカムラの腕が振られた。暗器が投とう擲てきされたのだ。避よけられるはずもない。わたしは目を閉じる間もなく死を覚悟する！

「…………っ！」

　が──

　ほんのすこし、凶きよう刃じんの切っ先は、わたしの額ひたいには届かなかった。

　そして目の前に。どこから現れたのか、漆しつ黒こくの執しつ事じ服ふくを着た青年が立っていた。

　白い手て袋ぶくろをつけた右手で暗器を受け止め、わたしの身を守るように構えを作っている。

「遅くなりました」

　振り向きもせず、しかし優やさしげな声がした。瞬しゆん時じにわたしの胸の奥が熱くなる。

　ようやく会えた──思わず目の奥まで熱くなってしまうが、泣いている場合ではない。

　信じていた。来てくれると。だから今わたしは、ここに立っていられるのだ。

「ジグ……」

「──神しん殿でん騎き士し団だん、突とつ入にゆうせよ！」

　彼の名前を呼んだ瞬しゆん間かん、軍ぐん庁ちよう舎しやの方からも勇ゆう壮そうなかけ声が飛んできた。一いつ塊かいとなった白銀の騎士達が、石いし畳だたみに砂すな煙けむりを巻き上げながらこちらに向かってくる。

　背後の広場からも昂たかぶった声が聞こえた。凄すさまじい足音が雪崩なだれとなって押し寄せていく。

　すぐさま耳を劈つんざくような剣けん戟げきの音が響ひびいた。

　戦士達の闘たたかいの声が、槍やり先さきの擦こすれる音が、鎧よろいのぶつかり合う音が周囲にこだましていた。

　その間にも、ジグとカムラは間合いを保って睨にらみ合いを続けている。

　わたしは一度、ごくりと喉のどを鳴らした。状じよう況きようはもう動き出してしまった。しかし何とか止めなければならない。だから震ふるえる声を何とか制せい御ぎよしつつ、彼の背中に向かって言葉を放つ。

「──ジグ。そいつが元げん凶きようよ。カムラ侯こう爵しやくを倒しなさい」

「はい、わかりました」

　彼が即そく答とうする間にも、カムラとの間に拮きつ抗こうした気力が、空気の中で軋きしむような音を立てる。

　しかしと考える。カムラを倒しても闘とう争そうは終わらない。反乱軍はまだまだ街の外からやってくる。わたしがどれだけ宣せん言げんしてもきりがないだろう。

　いや、もう口で否ひ定ていしたって誰だれにも聞こえはしない。それほどに場は狂きよう躁そうに満ちている。

　そして言葉が意味をもたないのであれば、もはや方法は一つだけしかない。

　頼たのもしげに背せ筋すじの伸びた執しつ事じ服ふくに、わたしはもう一度呼びかけた。

「ジグ、侯爵を倒しなさい。それから、わたしを殺してこの戦いを終わらせなさい！」

「お嬢じよう様──」

　決意を解とき放ったそのとき、ジグの肩が確かに律りつ動どうしたのが見えた。

　彼が迷まよっているのがわかる。わたしだってこんな指示で気持ちの全てが伝わるとは思わない。でも彼なら……ずっと一いつ緒しよにいた彼なら、わたしの想いを汲くみ取ってくれるはずだ。

　彼は正しい道を選び取ることの出来る人だ。わたしは自分の直感を信じる。だからお願い、ジグ──！

「どうしたのジグ。返事をなさい！」

　わたしの願いは、この国を救うこと。正しき道へと導みちびくこと。だから一いつ刻こくも早くこの争いを終わらせなければならない。

　時が静止したような、一いつ拍ぱくの静せい寂じやくが流れた後。

　やがてジグは振り向かずに返事をした。

「はい……お嬢じよう様。すぐに支度したくをしますので、五分ほどお待ち下さい」




　　　　◆




　アリシアの願いは受け取った。

　だがまずは、この男を遠ざけなければ──！

　瞬しゆん時じに間合いを詰つめて拳こぶしを繰くり出すと、カムラはやはり後方に飛んだ。そのまま断だん頭とう台だいの隅すみへと追い詰める。肉体の膂りよ力りよくでは僕ぼくの方が上回っている。彼は接近戦が得意ではないはずだ。

　ならどうするか。やはり飛ぶだろう。

　案あんの定じよう、カムラは断頭台から眼がん下かの広場へと飛び降おりた。僕も後に続いて跳ちよう躍やくする。

　僕らにとっては大した高さではない。もちろん互いにダメージは無い。

　着地の瞬しゆん間かん、カムラはさらに距きよ離りをとるため飛び退のいた。広場では神しん殿でん騎き士しと反乱軍が戦せん闘とうを続けている。

　すぐ目の前。素す早ばやく伸ばされた長なが槍やりの先が、神殿騎士の大おお盾たてに弾はじかれた。火花が散る。

　と同時に、残像の中から、黒い物体が飛んできた。

　僕はとっさに身をかわした。それは髪かみの数本を切断し、後ろで交戦中の戦士に突つき刺さった。

「うぐぁっ」

　後方から悲ひ鳴めいが上がった。カムラが放ったのは投とう擲てき用ようのナイフらしい。

「……忌いま々いましいなぁ」

　二人の間合いは五歩の距きよ離りに開いていた。カムラはゆらりと長身をくねらせながら呟つぶやく。

「なあジグ。なんで君がぼくに歯向かう？　不ふ条じよう理りだとは思わないかい」

「別に」

　端たん的てきに答えた。すぐ背中の裏で一いち合ごう、二に合ごうと、剣がぶつかり合う。

　カムラの方でも屈くつ強きような戦士が二人、押し合いになっていた。しかし彼は意に介さぬ様よう子すで、身に纏まとった青いベストをゆったり脱ぎ捨てた。

「人形コツペリアが、人形使いに勝てるとでも？　本気で思っているのかい？　だとしたら君は」

「能のう書がきはいりませんよ」

　言い放って僕は強く地面を蹴けった。今度こそ殺す！

「止まれジグ、止まるんだ！」

　カムラが叫さけんだ。命令を発したのだ。

　だが止まらない。まっすぐに向かっていく。

　彼は一瞬、表情を硬こう直ちよくさせたが、すぐに動き出して距離をとった。

「……やはり対たい策さく済みか。シヴァンに命令を頂いてきたのかい」

　遠巻きにそう声をかけてくる。が、答えない。

　確かに王族レギアスの命令があればカムラに従わずに済む。上書きもされない。だが違う。

　シヴァンではない。もっと上位の命令だ。僕ぼくには何故なぜかそれがわかっていた。

「お覚かく悟ご──」

　執しつ事じ服ふくの右みぎ袖そでの中、隠かくし武器の存在を確かめる。

　スティレット──。格かく闘とう戦せんしか能がない僕が、唯ゆい一いつ愛用している暗あん器きの名前だ。

　腕から背中にかけて装そう着ちやくしたバネ仕掛けの機き構こうにより、右手首の内側から短刀が射しや出しゆつされる仕組みになっている。

　その刀とう身しんは細く尖とがった形状だが、レイピアというよりは鉄てつ杭くいに近い代しろ物ものだ。指先が届く距きよ離りならば、岩にすら穴をうがつほどの強力さである。たとえ相手が胸きよう甲こうやカタビラを着込んでいたとしても、僕のスティレットなら問題なく貫つらぬける。

　だがカムラは僕の師だ。当然この得え物ものについても熟じゆく知ちしているはず。何より、格闘戦を得意としている僕に接近を許すはずはなかった。

　カムラは再び後方に退ひきつつ、飛び道具を放った。やはり投とう擲てきナイフ。まだ距離はあるので回かい避ひは可か能のうだ。ナイフは背後の傭よう兵へいの甲かつ冑ちゆうに当たり、甲かん高だかい金属音が耳にこだました。

　さらに目の前を、ボウガンのものと思われる短い矢が通り過ぎる。ここは乱戦のど真ん中。流れ矢にも気を付けなければならない。

　猛たけり狂う戦士達が入り乱れる中、カムラは器用に人の間を縫ぬい、身を隠すようにしつつ、暗器投擲を繰くり返した。

　時に僕は避よけ、時に弾はじく。そのたびに誰かが巻き添ぞえとなったようだが、気にしている場合ではない。

　ここでカムラを逃がすわけにはいかない。市街の外にいる敵との合流を許せば勝機は無い。瞬またたく間に離り宮きゆうは襲しゆう撃げきされ、エルドアの歴史は終わるだろう。

　さらにアリシアが王女であることを否ひ定ていした以上、反乱軍の背後にいるであろうソラリス王が直じき々じきに占せん領りように乗り出してくるかもしれない。傀かい儡らい政せい権けんを立てることも無く、だ。

　カムラにはそれがわかっているのか。最初から国を滅ほろぼすつもりで兵を動かしたのか。

　僕にはそうは思えなかった。

「──どうして反乱なんて起こしたのです！」

　乱戦の最中、僕はカムラの姿を見失った。だから人混みの中へと叫さけんだ。

　するとどこかから声が返ってくる。

「忌いま々いましい王族レギアスどもを根絶やしにするためだ」

　後ろからだと？

　振り向くと、ほんの目前に黒いナイフの先せん端たんがあった。

「くっ！」

　鼻先をかすめられつつも、何とか凶きよう刃じんから逃れることに成功した。冷ひや汗あせが落ちる。

「根絶やし？　シヴァンだけではなく……」

「もちろんそうさ。全ての王族を消し去る。この世界からね」

　声の出で所どころがわからなかった。巧こう妙みように攪かく乱らんされている。

　全方位に神経を張り巡めぐらせながら、僕ぼくはさらに問いかけた。

「どうしてです！　何があなたをそこまで！」

「ぼくの愛する者を奪ったからさ」

「愛する……」

　意外。それはあまりにも意外だった。人間の情などというものからは、もっとも遠い存在だと思っていた。

　しかし愛する者とは誰だれのことだ。メアリーではないはずだ。アリシアのことでもない。

　復ふく讐しゆうのために全てを犠ぎ牲せいにするほど、カムラが愛していた人間……。僕にはわからなかった。思考の迷まよいは手先の動きをも鈍にぶらせる。

「っ──！」

　またも死角から投とう擲てきされたナイフが、僕の左肩に深々と突つき刺さった。

　そして目の前に、頭部を斧おので両断された神しん殿でん騎き士しが転がり込んでくる。

　一いつ瞬しゆん察さつ知ちしたカムラの殺さつ気きが、またもや消えてしまった。

「あはは。傑けつ作さくだよね。ぼくの愛した人間は、いつも最後にはぼくを裏切る。そういう仕組みになってるのかな。この世界は」

　耳の奥で声が反はん響きようしていた。どこだ。どこにいる。

　と、そのとき、右みぎ膝ひざを襲おそう鋭するどい痛みに気が付いた。思わず膝を折る。

　黒くろ塗ぬりの投擲ナイフだ。深々と刺さっている。いつの間に──。

「君も、マーカスも、レーナもだ。どうしていつも、いつも……」

　レーナ……？

　その名は、アリシアが潜せん伏ぷく中ちゆうに使う偽ぎ名めいだったはず。しかし、カムラにとっては違う意味を持っていたのかもしれない。

　ようやくわかった。レーナとは、アリシアの母親の名前なのだろう。前王に仕える使用人でありながら、主あるじの子を身み籠ごもってしまった女性のことだ。

　カムラにとってはとても大切な存在だったのだろう。ずっと影ながら見守っていたのかもしれない。宮きゆう廷ていを離はなれた彼女に潜伏場所を用意し、支し援えんしてきたのかもしれない。

　未だに残るレーナへの想いと、彼女を弄もてあそんだ王族レギアスへの怒り。この二つの激情がカムラに反乱を決意させたのだとしたら。

　もしやアリシアが生まれた十六年前から彼は──

「……っ！」

　空気を裂さく音が聞こえた。とっさに避よけると、頰ほおの皮を一枚裂さいてナイフが地面を転がっていった。

　だが今ので理解した。僕ぼくは振り向きざま走る。人波をかきわけて真まっ直すぐに。

　すかさず別角度からのナイフ。しかしカムラは魔ま術じゆつ師しでも何でもない。左手の甲こうでナイフを払い、そのまま正面の皮かわ鎧よろいの男に拳けん撃げきを打ち込んだ。

　ひゅっ、とかわされた。拳こぶしが空くうを切った。明らかに一いつ兵ぺい卒そつとは違う身のこなし。

　傭よう兵へいのような身なりだが、こいつは人形コツペリアだ。紛まぎれもなく昨夜、牢ろう獄ごく前で襲おそいかかってきた連中の一人。それがカムラの位置を特定させないようナイフを投とう擲てきしていたのだ。

　相手は驚おどろきを見せつつも構える。しかし僕ぼくはわざと打だ撃げきをかわさせただけだ。そのまま男の奥おく襟えりを摑つかんで、相手の懐ふところにしゃがみ込み、立ち上がる勢いで背せ負おい投げた。

「がっ！」

　一いつ瞬しゆんにして立ち位置がすりかわったせいだろう。後方から飛んできたナイフが、男の背中に深々と刺さった。致ち命めい傷しようのようだ。

　だが人形コツペリアはまだいる。恐らくはあと二人。

　ナイフの飛来方向から割り出して走る。昨日の遭そう遇ぐう戦せんで体格はわかっている。腰の曲がった老人と瘦やせた男だ。わかってしまえば敵ではない。

　走り抜けながら、老人の方にまずは膝ひざ蹴げりを喰くらわせる。やはり動きは速くない。一いち撃げきの元に吹き飛ばし、空中で昏こん倒とうさせた。

　続いて瘦せぎすの方を見る。目が合って驚おどろいたのか、一いつ瞬しゆん動きを止めた。しかしその背後には重じゆう装そう甲こうの神しん殿でん騎き士しが大きく剣を振りかぶっていた。

　ぶしん。男の背中から血しぶきが舞まう。

　これで障しよう害がいは無くなった。カムラは──

　と。目の前を銀の輝かがやきが通り抜けた。鋼こう線せんだ。雑ざつ踏とうが生み出す砂すな煙けむりを縦たてに裂さいて飛んでくる。

　だがそれもかわせる。僕の身体からだは完かん璧ぺきにイメージ通りに動いていた。

「ジグ、君は──」

　驚いたようなカムラの顔が、鋼線の軌き道どうの先にあった。

　いや、驚くのも無理はない。戦せん闘とうの間に切り裂かれた手て袋ぶくろを取り払うと、僕の手の甲こうには、赤く光る紋もん様ようが浮かび上がっていた。

　烙らく印いんである。恐らく顔や首にも同じように浮かんでいるだろう。

「なんだ……。ははっ、なんだそれは！」

　汗あせを浮かべながら笑うカムラ。瞬時に三つのナイフを投擲してくる。

　しかし僕は素す手ででそれらを完璧に叩たたき落とした。

　わかってきた。烙印に支配されるのではなく、烙印をコントロールすること。

　昨夜の怪け我が。さっきのナイフの傷。すでに僕は満まん身しん創そう痍いのはずだが苦痛をまるで感じない。

　烙印が動きたい方向にゆだねてやれば、その通りに身体は動く。恐らく僕が動かすよりも俊しゆん敏びんに鋭するどく、確実にだ。

[image: ]

　アリシアの命令が力を貸してくれる。これがアリシアと──僕ぼくの意志。僕達の力！

　身を屈かがめつつ疾しつ走そう。乱戦を抜け、どんどんカムラとの間ま合あいを詰つめていく。

　彼の表情には薄うすら笑いが浮かんでいた。諦あきらめてはいない。待ち伏せたつもりか。一直線に向かってきたところを仕し留とめる、そういった算段なのだろう。

　カムラは右手に投とう擲てきナイフ、左手に鋼こう線せんを構える。同時に仕掛けられれば軌き道どうは複ふく雑ざつ化かする。回かい避ひは容よう易いではない。

　だが、彼は周囲の人間を有う象ぞう無む象ぞうにしか思っていない。そこに心の隙すきがあった。

「ぬうん──っ！」

　日にち輪りんの輝かがやきを受け、カムラの後頭部に大剣の刃やいばが煌きらめいた。

　フォルクだ。神しん殿でん騎き士し最強の男は、反乱軍の兵士を切り伏せながらもカムラの姿を探し続けていたのだ。

「な……」

　カムラの表情に驚きよう愕がくが生まれた。

　そうだ。彼が人形コツペリアを操あやつっていたように、僕も一人ではない。まさかこの乱戦の中、己おのれを標ひよう的てきにしている者が僕の他にもいるとは思わなかったのだろう。

　だから刹せつ那な。ほんの一いつ瞬しゆん、回避行動が遅れた。その間に僕は距きよ離りをさらに縮ちぢめた。

　あと一歩だ。奴やつはどちらに避よける？　フォルクの大剣の一いち撃げきに、カムラがどう反応するか。それを先読みしなければ、この好こう機きにとらえなければ次は無い。

「くっ」

　カムラの口から苦く悶もんの息が漏もれた。そして彼は跳ちよう躍やくした。真上にだ。

　直後、フォルクの剣が石いし畳だたみに振り下ろされた。

　空から振ぶりだが、あまりの衝しよう撃げきに石いし礫つぶてが飛ぶ。

　だが僕ぼくにとっては読み通りだった。礫が眼鏡めがねを破は壊かいするも、目は閉じなかった。まっすぐにカムラの元へと跳躍していた。

　この距離なら、届く──！

　カムラは空中でナイフを投げた。右耳の先が裂さける。しかし僕の照しよう準じゆんはすでにカムラの心しん臓ぞうをとらえていた。渾こん身しんの力で掌しよう底ていを撃うち込む。

　ずくん。と鈍にぶい衝撃があって、スティレットがカムラの体内に撃ち込まれた。

　そのまま僕らは、空中でもつれ合ったまま地面へと転がり込んだ。

　着地後、すぐに距離をとったが、そのときにはすでに勝敗は決していた。

「……くはっ」

　カムラは何故なぜか破は顔がんした。その口の端はしから一ひと筋すじ、血の滴しずくが落ちる。

　彼の心臓は破壊された。恐らくはもう、余よ命めい幾いく許ばくも無いだろう。

　乱戦からもすこし離はなれたようだ。戦士達の足が巻き起こす風も、今は感じない。

　僕は傷ついた膝ひざを何とか起こし、カムラの元へと歩み寄っていく。

「カムラ、侯こう爵しやく……」

「あはは。やっぱり駄だ目めだったか。ずいぶん身体からだがなまっていたからな……」

　諦あきらめの言葉を口にし、崩くずれ落ちるカムラの身体を僕は抱き留とめた。

「ジグ、聞いてくれよ」

　どこか愉ゆ快かいそうな声でカムラは言う。

「本当にさ……みんな僕を裏切るんだ。メアリーも、マーカスも、レーナも……。だから殺したんだよ。じゃなきゃ不公平じゃないか……」

　うわごとのように宣のたまう彼の体を地面に横たえながら、僕は首を横に振った。

「マーカスさんは裏切っていません。メアリーを殺したのは、ミリエ夫人です」

「へっ……」

　苦く悶もんに歪ゆがんでいたカムラの表情が、変わっていく。

「ミリエが……？　そうか。そうだったのか」

　目の下に紫むらさきのクマを浮かべながら、カムラはどこか安らぎを得たような顔つきになった。

「あれをミリエが……。これは傑けつ作さくだ。きっと下らない理由なんだろうなぁ……」

　それが最後の一息となった。

　カムラの肉体は力を失い、完全に活動を停止した。

　僕ぼくは思う。カムラにとって不幸だったのは、愛する者に裏切られたことではなく、カムラを愛する者の存在に気付かなかったことだと。

「……すみません」

　アリシアの下もとに行かねばならない。想いを振り切って踵きびすを返す。

　だが体がもう動かなくなってきていた。カムラを倒すという命令を果たしてしまったせいか、急に烙らく印いんの力が弱まったようだ。全身からかなり出血もしているし、手足が重くて仕方がない。

　傷口を押さえつつ、一歩ずつ前へと足を進めていく。

　帰き路ろを歩くのも容よう易いではない。いまだ乱戦は続いている。広場の地面には夥おびただしい数の戦士達の死体が転がっていた。趨すう勢せいは神しん殿でん騎き士し団だんの優ゆう位いに傾いているようだが、反乱軍の兵数はまだ増えそうだ。

　打ち合わされる白はく刃じんを避よけつつ、その度たびに地面に転がりながら、僕はアリシアのいる場所へ近づいていく。意識が朦もう朧ろうとしてきたが、しかしあとすこし。

　やがて。

　いまだ遠きに見える断だん頭とう台だいに、アリシアの金きん髪ぱつが見えてきた。

　アリシアもまた、こちらに気付いたようだ。泣き出しそうな笑顔をこちらに向ける。

　────。

　しかしそのとき。

　どこかから飛来した黒い矢が、赤いドレスを着たアリシアの胸に、深々と突つき刺さった。

　しばらく、彼女は何が起こったかわからないような表情をしていたが、やがて涙なみだぐむように目を細め……。

　そして力無く体勢を崩くずし、そのまま断頭台の下へと落下した。







　帝都がようやく平へい穏おんを取り戻したのは、それから十日後のことだった。

　帯状の薄うす雲ぐもがたなびく五月末の空の下。事後報告のため、離り宮きゆうの庭園に向かった僕を待っていたのは、相変わらず物もの憂うげなシヴァンの姿。

　反乱軍のその切っ先が喉のど元もとまで突つき付けられたというのに、彼は相変わらず護ご衛えいもつけずに泰たい然ぜんとした様よう子すだった。

　しかし今の僕は彼に対し、釈しやく然ぜんとしない想いを抱いだいていた。シヴァンはカムラの本心をどこまで知っていたのだろう。

「──カムラ侯こう爵しやくの日記だそうだ」

　休きゆう憩けい所じよのベンチに置かれていた青い背表紙の本を、シヴァンが僕に手渡してきた。

「君が持って行くのが相応ふさわしいと思ってね。フォルクに無理言って貰もらってきてもらった」

「中はもう、読まれましたか？」

　そう僕ぼくが訊たずねると、シヴァンはからりとした態たい度どで肯こう定ていした。

「ああ。なかなかに興きよう味み深かったね。こいつを読めば、きっと司し祭さい達は言うだろう。やっぱり悪あく魔まの仕し業わざだったか、とね」

「……悪魔ですか」

「そう。侯こう爵しやくに取り憑ついていた悪魔の名前は、『チフス』というらしい」

　チフス……か。

　その正体にうすうす勘かんづいていた僕は、すぐにシヴァンに訊ねた。

「伝でん染せん病びようですか」

「ああ」

　うなずきつつ、彼はすこし真剣な顔をした。

「帝国の歴史上には存在していない病気だ。発症すると高熱を出し、およそ三週間で死に至るらしい。胸や背中に浮き出る薔薇ばらのような紋もん様ようが特とく徴ちようだという」

「その病原体を、メアリーが持ち込んだと？」

「すこし違うな。日記によると、侯爵は彼女のことを『健康保ほ菌きん者しや』と呼んでいたようだ」

　健康保菌者。

　言葉通りの意味だとすれば、病びよう原げん体たいをその身に宿していながら自身は何の症状も発症しない。それでいて他人に感かん染せんさせる能力を持つ人間のことだろう。

　シヴァンは説明を続ける。

「侯爵自身、初めて見る症例だったようだな。文ぶん献けんなどにも書かれていなかったそうだ」

「では、チフスの治ち療りよう法ほうは？」

「いまだ存在しないらしい」

　なるほど。カムラがメアリーを大事にしていたわけがわかった。

　メアリーが健康保菌者になった理由。それを突つき止めれば、カムラはチフスという伝染病をコントロール出来るようになる。それは一国の軍隊よりも強大な力となるに違いない。

　なにせメアリーには実じつ績せきがあった。彼女自身にそのつもりは無かったようだが、ソラリスの貴族アリストを殺すことに成功していたからだ。

「無自覚ゆえに、烙らく印いんの影えい響きようを受けない唯ゆい一いつの武器、か」

　シヴァンはわずかに興こう奮ふんを見せつつ言った。

「カムラ侯爵は健康保菌者を量産し、次世代の人形コツペリアとして売り出そうとしていたんだろうね」

「己おのれも無自覚なまま災さい厄やくを撒まき散らす、最さい凶きようの暗殺者としてですか」

「そう。そのために侯爵が選んだ方法が、自らと健康保菌者との間に子を作ることだった」

　実におぞましい計画だと感じる。

　メアリーの体内にあるチフスの因いん子し。カムラはそれをコントロールすることには失敗したのだろう。だが、生まれつきチフスに耐たい性せいのある子供を作ることは出来ると考えた。

　自らメアリーと関係を持ち、生まれた子供を使って王族レギアスに復ふく讐しゆうする。

　それが愛する者──アリシアの母を前王に奪われたカムラの目的だったのだ。

　しかし。

「侯こう爵しやく自身もチフスに感かん染せんしていたんですね？」

　そうシヴァンに問いかけると、すぐに肯こう定ていが返ってきた。

「検けん死し官かんから報告があったよ。侯爵の身体からだにも、薔薇ばらのような紋もん様ようが浮き出ていたそうだ」

「だから侯爵は、あれほど反乱を急いだのですね……」

　つまり、カムラが豹ひよう変へんした理由は、己おのれの死し期きを悟さとったからだ。

　カムラ侯爵は、己の復讐のためにメアリーを弄もてあそび、妊にん娠しんさせた。しかしそのときの行こう為いが元で、自らもチフスに感染してしまったのだろう。

　カムラはメアリーを常に傍そばに置き、他の使用人との接せつ触しよくを禁じていた。あれはもしや感染の拡かく大だいを防ぐためだったのかもしれない。

　しかし、だからと言って同情の余地はない。侯爵はメアリーの純心を利用した。そして手痛いしっぺ返しを喰くらった。ただそれだけだ。

　死の間ま際ぎわに彼が言った不公平という言葉も、自分がもうすぐ死ぬのに裏切り者が生き残るのは許せないという意味だ。だからマーカスを殺し、アリシアの母を処しよ刑けいさせようとしたのだ。呆あきれるほどに身勝手な論ろん理りだが、だからこそカムラらしいとも言える。

「反乱の準備自体は、かなり前からしていたようだがな」

　シヴァンは庭園に舞まう蝶ちようを目で追いながら呟つぶやく。

「しかし虎とらの子の健康保菌者も失い、自身に残された時間も残り少ない。だから外貴族達を煽あおり立てて反乱に導みちびいた。そういうことだろう」

「本当にそうでしょうか」

　僕ぼくは別のことを考えていた。今回ばかりは訊きいておかなければならない。たとえシヴァンを敵に回すことになってもだ。

　覚かく悟ごを決めて口を開く。

「今回の反乱に、シヴァン様はどこまで関わっておられました」

「何だい、突とつ然ぜん」

　シヴァンは微び笑しようを返しつつ答えた。しかし僕は彼へと歩み寄っていく。

「カムラ侯爵に、外貴族の調ちよう査さをさせていたのは、あなたでしょう」

「は──」

　頰ほおをひくりと動かしたシヴァンの襟えり首くびを、間合いを詰めて一気に僕は摑つかみあげた。

「アリシア様を、餌えさに使いましたね……？」

　もはや御お為ためごかしは通用しない。アリシアの保護先を決めたのはカムラとシヴァンだ。その二人が事前に繫つながっていなかったはずがない。

「参った参った！」

　シヴァンは、すぐに両手を上げて降こう参さんの意を表した。

「すまなかった！　でも本当にそれだけだよ。まさか侯こう爵しやく自ら先せん陣じんをきって仕掛けてくるだなんて夢にも思わなかったんだ。本当に」

「アリシア様を侯爵に預けたのも、同じ理由ですね？　外貴族に反乱をそそのかし、失敗させ、彼らの権けん益えきを根こそぎ奪い尽つくす。全部シヴァン様の書いた筋すじ書がき通りでしょう」

　声を怒らせつつも、僕ぼくは襟えりを離はなした。烙らく印いんが反応し全身に痛みが走っていた。

　シヴァンは乱れた着衣を戻しつつ答える。

「必要なことだろう？　エルドアが新しい時代を迎むかえるためには」

「テオドキアに尻尾しつぽを振ることがですか」

「人聞きが悪いな」

　その端たん正せいな横顔に不ふ似に合あいな、邪じや悪あくな笑みを浮かべてシヴァンは言った。

「私の気持ちはずっと変わっていないさ。君に父上を殺してくれと頼たのんだ、あの頃からね」

　いささか唐とう突とつ感かんのある発言に、僕は続ける言葉をためらった。

　その隙すきにシヴァンが言う。

「私はこのエルドアを愛している。国を守るためならどんな外げ道どうだってするさ」

「だから大国の庇ひ護ご下かに入ったというのですか」

「そうだ。それが一番確実だろう？」

「何を犠ぎ牲せいにしてもですか」

「そう、何を犠牲にしてもだ。もちろん代だい償しようはすくないほど良いがね」

　彼はそう言い切った。カムラもアリシアも、必要な犠牲だったと思っているのか。

　薔薇ばらの香りに包まれた休きゆう憩けい所じよに、一いつ拍ぱくの静せい寂じやくが落ちる。

「私を殺したいか？　君になら構わないよ」

　シヴァンは立ち上がり、両手を開いた。

　冗じよう談だんめかした物言いだが、目が真剣だった。

「私を殺して、他の誰だれかがエルドアの民を導みちびけると思うならそうするがいい。一いつ緒しよに黄泉よみ路じを渡ろうじゃないか」

「あなたは……」

　湧わき上がる激げき情じように右みぎ拳こぶしを握りしめる。スティレットで一いち撃げき。そんなことをするまでもない。烙らく印いんの束そく縛ばくさえなければ、多分数秒で括くびり殺せるだろう。

　王族を殺すことを想像した僕の頭に、割れんばかりの頭痛が走る。だが……。

「なあ……私のことが、嫌きらいになったのか？」

　寂さびしげに目を伏せたシヴァンを見て、心がにわかに消しよう沈ちんし、拳から力を抜いた。同時に噓うそのように頭痛も消えていく。

　いつか彼に制せい裁さいを下すときがくるかもしれないが、それは多分、今ではない。

「今日はこれで帰ります」

　そう言って僕ぼくは頭を下げた。これ以上話すことは無い。

　早足で歩き出した僕に、シヴァンが「そうそう」と声をかけてきた。

「聞きそびれていたな。妹はどうなった」

「アリシア様ですか」

　足を止め、僕は答えた。

「あの日、処しよ刑けい広場の片かた隅すみで、死体になっていたそうです。フォルク卿きようがその目で確認したと言っていました」

「フォルクが……？　なら、神しん殿でん騎き士し団だんも同じ見解だね」

「はい。遺い体たいは反乱軍の残党に持ち去られたようですが」

　それだけ告げて、もう振り返らずに歩きだした。

　四し季き咲ざきの薔薇ばらが咲く庭園は、相変わらず甘い匂いに満たされていた。







　離り宮きゆうから街に戻ってきた僕は、ミリエに会うため軍病院を訪れていた。

　ミリエは閉へい鎖さ病びよう棟とうに収容されているので、当然面会は出来ない。だから裏口から忍しのび込み、病室の嵌はめ殺しのガラス越しに、彼女自身に直接面会を申し込んだ。

「──ミリエ。体の調子はどうだい」

　問いかけると、「大だい丈じよう夫ぶです」と今にも消えてしまいそうな声で返ってきた。

　メアリーを殺害した犯人はミリエで間ま違ちがいない。本人が認めたわけではないし、物ぶつ的てき証しよう拠こが何も無い以上彼女を裁さばくことは出来ないが、僕はそう確信していた。

　あの回かい廊ろう実験の開始時。最初の並び順を、僕は鮮せん明めいに記き憶おくしている。僕からはじまって時計回りにマーカス、メアリー、クレイ、ミリエの順だ。

　この中で二人の人間がリレーを抜けた。それは殺されたメアリーと犯人だ。

　メアリーが途中で抜けたことが確定しているのだから、マーカスはリレーを抜けることは出来ない。僕がトリックについて何も知らなかったのだから、マーカスが抜けると彼のカバーをする者がいなくなる。その時点でリレーはストップしてしまうのだ。

　そしてマーカスが抜けられない以上、クレイも抜けられない。

　クレイまで抜けると、マーカスはメアリーとクレイの二人分、二区画も誰だれもいない回廊を進むことになり、それを不自然に感じて足を止めてしまうだろう。

　つまり、この並び順でリレーを抜けられるのは、ミリエ夫人しかいないのだ。

　彼女が犯人であったことは、完全に論ろん理り的てきに導みちびき出せる。しかし証明することは出来ない。

　そして今となっては証明する必要も無いだろう。

　ミリエは事件の三日前、カムラに殴なぐられて口内を負傷していた。その状じよう態たいであの殺害方法を実行したため、メアリーの血が傷口に触ふれてしまった。

　つまり血けつ液えき感かん染せんしてしまったのである。

　ミリエがチフスに感染し、病びよう床しようでただ死を待つだけの生活を送っているのも、やはり自じ業ごう自じ得とくであると言えるのだろう。

「なあミリエ。僕ぼくは本当に性格の悪い人間で、性しよう根ねが腐くさりきっているので言葉にしてしまうんだけど……もし間ま違ちがっていたら言ってくれ」

「…………」

「僕はずっと引っ掛かっていたんだ。どうして犯人は、あんな場所で犯行に及およんだんだろうかとね。君があの講こう堂どうで、あんなにも猟りよう奇き的てきな手段でメアリーを殺すことを選んだ理由は」

「…………」

「愛情表現だったんじゃないか。君なりの、カムラ侯こう爵しやくへの愛の告白だった」

　答えはやはり返ってこない。

　僕は独ひとり言ごとを続ける。

「君は侯爵の子を産むに相応ふさわしくない女を退たい治じした。死体を検けん分ぶんされてもメアリーが妊にん娠しんしていたことすらわからないようにした。さらにあの回かい廊ろう実験を、伝説に残るまでに衝しよう撃げき的てきなものにしようとした」

　病室の中からは物音一つしなかった。さらに口を開く。

「メアリーはこう言っていた。いくつになっても一いつ緒しよでいて、わかり合って、好きでいられるなんてすごい。でもわたしには無理だなぁ、とね。……でも実際にメアリーに侯爵をとられたあなたからすれば、さぞや腹立たしい発言に聞こえただろう。いくつになっても好きだなんて、馬ば鹿かみたいだって」

「…………そう、ね」

　ようやく返ってきたその声は、泣いているようでもあり、憎ぞう悪おを吐はき出すようでもあった。

「あの子ね、あたしに訊きいたんです。ミリエ夫人もカムラ様と仲良いんですかって」

「……メアリーが自覚的に嫌味いやみを言ってると、それで確信したんですね」

　返事は無いが、肯こう定ていのようだった。やはりあのときの会話が原因だったのだ。

　ハウスキーパーの役職にある者は、独身でも『夫人』と呼ばれる。しかし大きな屋や敷しきで働いたことの無いメアリーはそれを知らなかったのだろう。

　知らないからつい、ミリエに訊きいてしまったのだ。旦だん那なさんと仲が良いんですかと。

　ミリエはそれを『旦那様』と聞き違えた。それが直接的な動機になった。

　だが、それが無くとも、メアリーが妊にん娠しんした時点で、不幸な結末になることは決定されていたのかもしれない。ミリエはいずれメアリーを殺していただろう。

　きっとミリエは、ずっとカムラを見ていたのだ。カムラがアリシアの母親を想い、胸を痛める様をずっと見てきたのだろう。それを慰なぐさめたいと密ひそかに思っていたのだろう。

　なのに、その場所に居い座すわったのは、年若きメイドだった。さらにそのメイドは侯こう爵しやくの子まで宿しているようだ。

　それと時を同じくして、カムラの様よう子すがおかしくなる。きっと卑いやしきメイドとの間に子を作ってしまったことを後こう悔かいしているのだろう。ミリエはそう考えたのだ。

「──ジグさん。あたしの病気、あの人と同じなのよね？」

　ミリエが唐とう突とつに訊たずねてきた。それは狂気を思わせる引きつった声だった。

「ねえ。だったらあたし、あの人と同じところに行けるかしら」

「……そうだね」

　侵しん入にゆう時じについた泥どろを払い、僕ぼくは立ち上がる。

「向こうでカムラ侯爵に会えたら、きっと褒ほめてくれると思うよ」

「うふふ。……なら良かった」

　心からの安あん堵どを口にしたミリエに、それ以上何も言えることは無いと思った。

　さよなら、ミリエ。

　口には出さず、僕は静かに病室の窓を離はなれた。

　カムラとミリエ。親の顔を知らない僕にとっては、父と母に等しい存在だった。

　だから願わくば、次に生まれ変わってくるときには、お互いを不幸にしない関係になって欲しいと思う。

　気が付けば、心の中がどうしようもなく乾いていた。

　やけに肌はだ寒ざむい風の中を、僕はただ一人帰き路ろについた。













　　　エピローグ







　拷ごう問もん室しつへと戻り、重い扉とびらを閉めたあとで、一人深く溜ため息いきをついた。

　カムラの反乱は終わった。メアリーやマーカスを殺した犯人も見つけた。だというのに心の中は一いつ向こうに安らかにはならない。

　続いていくからだ。エルドアの趨すう勢せいも、ソラリスとの関係も、テオドキアの支配も。

　きっと何も変わりはしない。拷問室にはこれからも無実の受じゆ刑けい者しやが送り込まれてくるだろう。彼らに僕ぼくは、何かをしてあげられるのだろうか。

　控ひかえ室しつを抜けて、隣りん室しつのドアをノックした。今はもうそんな必要は無いのに、すっかり癖くせになっている。

　気疲れを抱かかえたまま、扉を開けると──

　天てん窓まどから一直線に落ちた陽よう光こうの下に、白いドレスを着た少女が立っていた。

　その姿はあまりにも儚はかなく、透とう明めいだった。天から落ちる光の滴しずくを、その両手で受け止めようとしているように見える。一いつ瞬しゆんでも目を逸そらしたら消えてしまいそうだと僕は思った。

「……ジグ？　帰ってきたの？」

　少女は虚うつろな瞳ひとみをこちらに向けて言った。

「お嬢じよう様……、まだ起き上がられては」

「ううん。大だい丈じよう夫ぶ。もう熱も引いたから」

　アリシアはやつれた頰ほおを歪ゆがめ、力なく笑った。

　あの反乱の日。彼女は重傷を負った。胸にかなり深く矢が刺さったようだった。

　何せ肺はいに穴が空あいていたくらいだ。しかしなんとか持ち直してくれたらしい。立って歩けるようになるかもわからないと医師に言われていたのに、持ち前の若さと運の良さでどうにか回復してくれたようだ。ほっと胸を撫なで下ろす。

「お嬢様。その、お食事でもされますか？」

「ううん。それより訊ききたいことがあるの」

　アリシアは冷え切った表情で口を動かす。

「ねえジグ。教えて。わたしは何で生きているの？」

　切せつ実じつな目をしていた。あのとき彼女は本当に死ぬ気でいたのだろう。

　ぼんやりした声でアリシアは言葉を続ける。

「全部夢なら良かったのにと思った。母様が死んで、たくさんの人が亡なくなって、それが全部わたしのせいで……」

「いいえ、お嬢じよう様のせいでは」

「ううん。わたしは生きてるだけで周りを不幸にするの。そういう存在だって良くわかった。教会の神しん父ぷ様の言うとおり、無印ブランクは悪あく魔まの子なのかもしれない」

「そんなことはありません……」

「だけど二度も死んだわたしはもうどこにも行けない。無印だから誰だれも必要としてくれない。何もできないのに、ただみんなを不幸にするだけ。だったらわたしはどうして生きてるの？　生きていかないといけないの？」

　アリシアの両目から、ぽろぽろと涙なみだがあふれ出した。

　十六歳の少女には凄せい惨さんすぎるものを彼女は見てきた。だからそう思っても仕方がない。

　僕ぼくが否ひ定ていしてもきっと彼女は信じないだろう。助けた僕を恨うらむかもしれない。でも……。

　ポケットからハンカチを取り出して、それを渡そうとして歩み寄る。

　でも彼女の前に来たとき、それでは駄だ目めだと思った。

　僕はハンカチを絨じゆう毯たんに落とし、それから突とつ然ぜん、彼女の小さな体を抱きしめた。

「ジ、グ……？」

　泣きながら不ふ思し議ぎそうな声を出すアリシア。小さな体だった。力を入れると簡かん単たんに壊こわれてしまいそうだった。

　勇気を振り絞しぼって、僕は言う。

「お嬢様。何も心配はいりません。お嬢様がおっしゃられたその懸け念ねん。全てを解決する妙みよう案あんを、この執しつ事じ、用意しておりますので」

「……妙案？」

　胸の中でアリシアが顔を上げた。

「ええ。とっておきの隠かくれ家ががございます。二度死んでいようが無印だろうが関係ありません。そもそも不幸な人が来る場所ですから、誰も気にしたりなんてしません」

「それって……」

　アリシアが呟つぶやき、目を瞬しばたたかせ、何かを理解したように首を巡めぐらせた。

　さらに緊きん張ちように声を震ふるわせつつ、僕は彼女に告げる。

「お、お嬢様を世界一必要としている人間が、そこにおりますので」

「え……？」

　駄目だ。気き恥はずかしさから天てん井じように顔を向けてしまう。アリシアはとても意外そうな声を出したものの、しばらくは沈ちん黙もくしていた。

　しかしそのあと、僕の胸で何かがもぞもぞ動く感かん触しよくがあった。

　目を下に向けると、アリシアが顔を擦こすりつけていた。

「あ、あの、お嬢様？」

「ん、何」

「いえ。何をされているのかと思いまして」

「拷ごう問もん」

「はあ……そうですか」

　アリシアは目を閉じていた。どことなく安あん堵どしたようなその表情に、僕ぼくも安らぎを覚える。

　思えばこれまで、様々な苦労があった。最初に死し刑けい囚しゆうとして送られてきた彼女を迎むかえ、たくさんすれ違いつつも偽ぎ装そう処しよ刑けいを敢かん行こうしたのが始まりだった。

　生き残った彼女の保ほ護ご先ではさらなるトラブルに巻き込まれ、またもや受じゆ刑けい者しやとして彼女はここに帰ってきた。そして何度も衝しよう突とつしつつ一いつ緒しよに事件の謎なぞを解とき、この国を襲おそった動乱にも二人の力で立ち向かった。

　そして三度、彼女はここに戻ってきたのである。

　何とも感かん慨がい深い。運命の糸で結ばれているとは言わないが、僕らの間には確かな絆きずながある。

　前にアリシアが包ほう丁ちようで指を切ったときだ。あのときに彼女の血を体内に取り入れた。きっとあれが契けい約やくとなったのだろう。カムラとの戦せん闘とうで感じた不ふ思し議ぎな力も、無印ブランクである彼女と契約したことによって生まれたものに違いない。

　──そうか。と僕は気付く。

　メアリーとミリエ。チフスの感かん染せん経けい路ろ。いくつもの欠片かけらが頭の中で一つに繫つながっていく。

　同じではないか。主従の契約も、チフスの感染も、血を飲むという手段は同じだ。

　となるともしかして、烙印の正体とは、すでに全ぜん人じん類るいが罹り患かんしている伝でん染せん病びようなのでは？

　では無印とは何なのか。

　生まれつき抗こう体たいをもつ人間ではないのか。

　つまり、この病を治ち療りようする上で希望となるべき存在──

「お……お嬢じよう様。僕は大変なことに気付いてしまったかもしれません」

　震ふるえる手をアリシアの肩に置く。するとアリシアが真まっ直すぐ見返してきた。

「……ねえジグ。もうお嬢様はやめなさい」

　その人じん類るいの希望は穏おだやかな目をしていた。

　あまりに眩まぶしい笑顔に、僕は束つかの間ま言葉を忘れる。

　アリシアはすこしだけ体を離はなして、僕の唇くちびるに指を当てて言った。

「今度からはちゃんと名前で呼ぶこと。だってわたし達は、いつまでも一いつ緒しよの──運命共同体なんだからね」




　　　　☆




　憲けん兵ぺいに連れられて薄うす暗ぐらい廊ろう下かを進むと、地下へと降おりる階段がありました。

　肌はだを撫なでる異質な気配。地の底から立ち上のぼる冷気に、わたしは一つ身み震ぶるいをしました。

　幾いく重えにも連なった鋼こう鉄てつ製せいの扉とびら。それが開けられるたびに野や獣じゆうの唸うなり声が聞こえた気がして、わたしの心しん臓ぞうはいちいち止まりかけました。

「大扉、開かい錠じよう──！」

　衛えい兵へいが声を上げ、最後の扉が開け放たれました。

　そこは湿しつ気けのこもった陰いん気きな場所でした。心なしか血の臭においがするようです。

　衛兵がまた何かを言って、わたしの手て枷かせを外しました。別の軍ぐん服ぷくの男が、わたしの手を引いて部へ屋やの中へと引き込もうとします。

　ここが拷ごう問もん室しつ……。噂うわさには聞いていました。

　裁さい判ばんにて否ひ認にんを続けた犯罪者は、筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたいほど残ざん虐ぎやくな拷問を受けた後、たくさんの観かん衆しゆうの前で見せ物にされながら、ギロチンで首を落とされるのだそうです。

「うう……」

　想像するだけで耐えられません。もう勘かん弁べんして下さい。お願いします。

「ううう、ごめんなさい！　助けてください！　痛いのは、やめて……」

　わたしの目から涙なみだが零こぼれる。もっと毅き然ぜんとしていたかったのに、やっぱり無理か。

　心より先に体が屈している。これじゃあ罪を認めたも同じじゃないか。

「違うんです！　わたし、無実なんです！　本当です！」

　そうだ。わたしは殺人なんてしていない。全部濡ぬれ衣ぎぬだ。胸を張ってそう言える。

　だからたとえ拷問室に送られても、どんなひどい事をされようとも、わたしは主張を曲げない。ただやってないと言い続けて、首切り場で観衆にも訴えてやる。

　わたしは絶対に折れない。絶対に理り不ふ尽じんに負けたりしない。そう思っていたのに。

「嫌いやだぁ……もう嫌だよぅ……」

　でも所しよ詮せん、十五の小こ娘むすめの矜きよう持じなんて、こんなものだった。

　男達に引きずり回され、部屋に閉じこめられ、床ゆかに倒れれば、もう泣くことしか出来ない。

「あのさ、君」

　部屋の入口でうずくまったわたしの顔を、軍服の男が覗き込んできた。油断のならない笑みを湛たたえた表情で──

「いやぁっ！」

　わたしは弾はじかれたように飛び退のいた。部屋のドアノブを握って隣となりの部屋へ。

　でも何やってんだか。足が言うことをきいてない。

　絨じゆう毯たんを転がり、男の方を見ながら後ずさったところで、何か布のようなものが頭に当たった。

　カーテン？　何これ。ベッドみたいだけど。

「んー、なんだもう、うるさいなぁ……」

「ひっ」

　カーテンの中で何かが動いたので、わたしは身を翻ひるがえした。

「ジグぅ……。朝食は出来てるの？」

「もうお昼ですよ、アリシア様」

「あっそ……まあいいや。とりあえずお茶を淹いれて頂ちよう戴だい」

「かしこまりました」

　なんだろう、この人達。何を言ってるんだろう。

　軍ぐん服ぷくの男と、それからわたしと同じくらいの年の女の子だ。

　黄金みたいな髪かみの毛で、すらりとした手足をしていて、白はく磁じのような肌はだをしている。

　生まれつき地黒のわたしとじゃ比べられないぐらいの、とんでもなく綺き麗れいな女の子。

「あれ……。あなた誰だれ？」

　その子はわたしに気付いて、寝ぼけ眼まなこのまま、絨じゆう毯たんに腰を下ろした。

「ねえあなた、もしかして人でも殺したの？」

「え、あ、う」

　わたしは口が動かず、ただぶんぶんと首を横に振った。

「そう。じゃあ濡ぬれ衣ぎぬ？　やってないのにここに来たの」

　わたしはまた、激しく首を縦たてに振った。

「ふうん」

　少女は鼻を鳴らしながら、わたしの方に手を伸ばした。わたしはびくりと体を震ふるわせる。

　でもその少女は、まるで犬でも扱あつかうように、わたしの頭を撫なでながらこう言った。

「まあ話してみなさい。力になってあげられるかもしれないから」

　わたしはぽかんと口を開けてしまった。この子は、一体何だろう。

　そのとき奥の部へ屋やから足音が聞こえ、さっきの軍服の男が現れた。いつの間にか、黒い執しつ事じ服ふくに着替えている。

「アリシア様。あまり驚おどろかせないで下さいよ。可か哀わい想そうです」

「大だい丈じよう夫ぶ。今優やさしい言葉をかけて安心させたとこだから。あれの用意は出来てる？」

「あれって……あれですか」

　執事服を着た軍人は、何やら困ったように白しろ手て袋ぶくろで眼鏡めがねの真ん中を押さえた。

「やめておいた方がよろしいかと。お似合いにはなられないと思いますので」

「何でよ！　あなたが執事でいくならわたしはメイド服！　当たり前でしょ？」

「しかし」

　言い合いをする二人の間には、何やら親しん密みつな空気が漂っていた。そんな様よう子すを見ていると、何故なぜかわたしの縮ちぢんだ心まで解ほぐれていくようだ。

「まあ、それはともかくとして」

　やがてにこやかに執事は言った。

「お嬢じよう様方。まずはお茶を召し上がってください。どうぞ冷めないうちに」
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　彼の持つトレイからは、紅茶の湯ゆ気げが立ちのぼり──

　テーブルに置かれたバスケットの中からは、甘いメープルの香りが漂っていた。


《了》









　　あとがき




　人の縁えんとは不ふ思し議ぎなものです。全く違う環境に生きてきた者同士が、あるとき偶ぐう然ぜんに出会い、気が付けば絆きずなが生まれている。そんな奇き跡せきの連続で人生は構成されていると感じます。

　拷ごう問もん官かんと死し刑けい囚しゆう、なんて巡めぐり合わせもその一つ。

　彼らの出会い方は幸運なものではなかったかもしれません。けれど、何が良りよう縁えんになり悪あく縁えんになるかは、出会ったそのときにはわからないものです。そうして邂かい逅こうした二人がどんな運命を辿たどることになるかは本編をご覧らん頂くとして……。

　本作には「拷問をしない拷問官」が登場しますが、そういったキャラクターが生まれた背景には、実は私自身の実体験があったりします。

　以前、私が警けい察さつ官かんだった頃、留りゆう置ち場じようの看かん守しゆをしていた時期がありました。留置場と刑けい務む所しよの最大の違いは、裁さい判ばんによって刑が確定しているかどうかです。つまり留置場内にいる方たちは、そのほとんどが白でも黒でもない未確定の犯罪者ということになります。

　場内の彼らは皆みな、強いストレスを抱かかえていました。狭せまい房ぼう内ないに二人か三人ずつ押し込められ、本を読むか手紙を書くぐらいしかすることはありません。もちろん将来への不安や逮たい捕ほされたことへの不平不満もあるでしょう。だから場内はさながらストレスの坩る堝つぼ。トラブルが起きない理由はどこにもありませんでした。

　実際に、もめ事は度たび々たび起きました。留置人同士の争いは毎日のようにありますし、留置人が看守に食ってかかることもしょっちゅうです。しかし看守は、彼らに懲ちよう罰ばつを科して場を収めるわけにはいきませんでした。学がつ級きゆう崩ほう壊かいを懸け念ねんする教師の心境に近いものがあります。留置場内の空気を悪化させてしまえば、さらなる深刻な事じ態たいを呼び込むことになりかねません。刑事による取調べにも悪あく影えい響きようを及およぼすでしょう。懲罰規定はなるべく適用したくないという想いが、警察側には確かにありました。

　だから、私たち看守は、ただ話術だけで全てに対処していました。彼らの悩なやみに耳を傾け、なだめたりすかしたり。ときに相手を叱しかり、ときに慰なぐさめ、ときに腹を割って話し合いました。

　私自身、あのときほど人間同士ということを強く意識したことはありません。相手がどんな強面こわもてであれ、凶きよう悪あくな経歴をもった相手であれ、会話が成立しなかったことはありませんでした。

　そういった事情からか、警察内部では、留置場の看守を経験することは刑事の登とう竜りゆう門もんであるといわれています。刑事の卵たまご達はみな、あそこで被ひ疑ぎ者しやに対する話術を学ぶのです。

　そんな経験も今、私の糧かてになっているのだと本作を書き終えて思います。人の出会いは一いち期ご一いち会えと申しますが、良縁も悪縁も無む駄だになることはないのだとしみじみ感じている次し第だいです。

　それでは最後に謝しや辞じを。本作の出版に関わって下さった全ての方々に、そしてこのあとがきを読んで下さっている読者の皆様に、心よりの感かん謝しやを。


仁に科しな裕ゆう貴き
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仁に科しな裕ゆう貴き

広島県在住の新人作家。元警察官。天秤座のＡ型。散歩をしていると、小鳥が飛んできて私の肩にとまりました。穏やかな心持ちで飛び立つまで見守りましたが、無性に焼き鳥が食べたくなったことは内緒です。ちなみに、肩にはきっちり粗相されていました。
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イラスト／nyoro

引越しをしました。

まだ資料関係のダンボールが10箱以上未開封です……。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「仁科裕貴先生」係

「nyoro先生」係











本書は書き下ろしです。
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神かみなき世せ界かいのトーメンター
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